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はじめにはじめにはじめにはじめに

このマニュアルでは、レポートを公開するための Oracle9iAS Reports Servicesソフトウェア
の構成方法について説明します。また、Oracle9iAS Reports Servicesを使用してレポートを
公開するために用意されている各種オプションについても説明します。
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対象読者対象読者対象読者対象読者
このマニュアルは、Oracle9iAS Reports Servicesを使用して、レポートを公開する方を対象
に記述されています。Oracle9iAS Reports Servicesを構成する場合は、次のテクノロジにつ
いて確実に理解しておくと役に立ちます。

� 使用しているオペレーティング・システム

� Java

� データベース

� CORBA

� JSPファイル

� XMLファイルおよび DTDファイル

� Webサーバーの構成

� HTTP

このマニュアルでは、これらのテクノロジに関するコンポーネントを構成する手順を説明し
ます。

このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成
このマニュアルには、次の章が含まれています。

第 1章 Oracle9iAS Reports Servicesアーキテクチャの概要について説明します。

第 2章 Oracle9iAS Reports Servicesの開始および停止方法について説明します。

第 3章 Oracle9iAS Reports Servicesの構成方法について説明します。

第 4章 Oracle9iAS Reports Servicesでデフォルトの宛先やカスタムの宛先に対し出力
が処理される方法について説明します。

第 5章 Oracle9iAS Portalを使用して、レポートに対するユーザー・アクセスを制御す
る方法について説明します。

第 6章 Reports Serverをクラスタ化して、パフォーマンスおよび信頼性を強化する方
法について説明します。

第 7章 シングル・サインオン・アーキテクチャの概要と、処理フローについて説明
し、ユーザーのリソース情報を Oracle Internet Directoryで取得する際のヒン
トも提供します。

第 8章 レポートの様々な実行方法、特にランタイム URLの構成方法について説明し
ます。

第 9章 配布 XMLファイルを使用して拡張配布を設定する方法について説明します。
xvi



関連文書関連文書関連文書関連文書
レポートの作成、Oracle9iAS Portal、または Oracle9iAS Reports Servicesの詳細は、次のマ
ニュアルを参照してください。

� 『Oracle9i Reportsチュートリアル』

� 『Oracle9i Reportsレポート作成ガイド』

� 『Oracle9i Reports Developerスタート・ガイド』

表記規則表記規則表記規則表記規則
このマニュアルでは、次のような表記規則を使用しています。

第 10章 XMLを使用して、実行時のレポートのカスタマイズを行う方法について説明
します。

第 11章 イベント・ドリブンの公開を使用して、データベース・トリガーに応じてレ
ポートを自動的に起動する方法について説明します。

第 12章 Oracle9iAS Reports Servicesに関する NLSの情報を提供します。

第 13章 Oracle9iAS Reports Servicesと Oracle Enterprise Manager（OEM）との統合、
および Reports Serverと OEMを監視する方法について説明します。

第 14章 チューニングおよびパフォーマンス強化のヒントを提供します。

付録 A Reportsに関連するコマンドライン引数の情報を提供します。

付録 B Oracle9iAS Reports Servicesの環境変数に関する情報を提供します。

付録 C バッチ処理でレポートを Oracle9iAS Portalに登録する方法に関する情報を提
供します。

表記規則表記規則表記規則表記規則 意味意味意味意味

太字太字太字太字 強調を目的として使用。メニュー項目、ボタン名、ラ
ベルなどユーザー・インタフェース要素にも使用。

固定幅フォント パスおよびファイル名、入力するコードおよびテキス
トに使用。

大文字 環境変数、コマンドライン・キーワード、Windows 
NTプラットフォームでのビルトイン名およびパッケー
ジ名に使用。UNIXプラットフォームでは小文字を使
用。
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第第第第I部部部部

環境の準備環境の準備環境の準備環境の準備

第 I部では、Oracle9iAS Reports Services環境の概要を説明し、レポート実行に向けその環
境を準備する際に役立つ情報を提供します。これには、Oracle9iAS Reports Servicesの起動
と停止、Reports関連の Oracle9iASコンポーネントの構成、Oracle9iAS Portalを使用した実
行環境の保護、複数の Reports Serverのクラスタ化およびデータ・ソース・シングル・サイ
ンオンの設定などの情報が含まれます。

第 I部には、次の章があります。

� 第 1章「Oracle9iAS Reports Servicesの アーキテクチャ」

� 第 2章「Oracle9iAS Reports Servicesの 起動および停止」

� 第 3章「Oracle9iAS Reports Servicesの構成」

� 第 4章「Oracle9iAS Reports Servicesの宛先の構成」

� 第 5章「ユーザー・アクセスの制御」

� 第 6章「Reports Serverのクラスタ」

� 第 7章「データ・ソース・シングル・サインオン」





Oracle9iAS Reports Servicesの アーキテク
1

Oracle9iAS Reports Servicesのののの

アーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャ

レポートを公開する準備が整ったら、必要なWebサーバーおよびアプリケーション・サー
バー・ツールはすべて Oracle9i Application Server（Oracle9iAS）で利用できます。この章
では、関連する Oracle9iASコンポーネントのアーキテクチャをレポート公開コンポーネン
ト（Oracle9iAS Reports Services）とともに説明します。また、レポート実行時処理の概要
についても説明し、サーバー環境セットアップ時の考慮事項も示します。

この章には、次の項があります。

� Oracle9iAS Reports Servicesの概要

� Oracle9iAS Reports Servicesのコンポーネント

� Oracle9iAS Reports Servicesのランタイム・プロセス

� システム・セットアップ時の考慮事項
チャ 1-1



Oracle9iAS Reports Servicesの概要
1.1 Oracle9iAS Reports Servicesの概要の概要の概要の概要
Oracle9iASは、各種Webサイト、ポータルまたはインターネット・アプリケーションを実
行する包括的な統合アプリケーション・サーバーです。このサーバーにより、アプリケー
ションをWebブラウザ、携帯情報端末およびコマンドラインから利用できます。
Oracle9iAS Reports Servicesは、Oracle9iASのレポート公開コンポーネントです。これは、
質の高い運用レポートを作成する企業レポート・サービスで、動的にあらゆるデータを取得
し、あらゆるフォーマットに成形し、そしてあらゆる宛先へ配布します。Oracle9iAS 
Reports Servicesを使用すると、Webベースの環境と非Webベースの環境の両方での公開
が可能です。

拡張性に優れ柔軟性の高いアーキテクチャを備える Oracle9iAS Reports Servicesは、レポー
ト生成エンジンを同一のサーバーおよび複数のサーバーに分散し、自動的に管理します。ま
た、同様の要求が発行された際に再利用できるよう、レポート出力をキャッシュします。こ
のサービスは、JSP、Java Servletおよび CGIを使用した標準のWeb環境と統合できます。
また、ローカルとリモートの両アプリケーション・サーバーでのレポート実行、およびレ
ポート実行用に複数層アーキテクチャの実装が可能です。

Oracle9iAS Reports Servicesを、サーブレット、JSPまたは CGI（下位互換性を確保するた
めにのみ維持）と組み合せて使用する場合、標準的な URL構文を使用すると任意のプラッ
トフォームのWebブラウザからレポートを実行できます。サーブレットを実装する場合、
応答が速く、管理が簡単なインプロセス・サーバーを使用できます。インプロセス・サー
バーを使用すると、プロセス間の通信コストが削減され、結果的に応答時間が短縮されま
す。

Oracle9iAS Reports Servicesは、すべてのジョブ要求を 1つのジョブ・キューに入れてレ
ポートを実行するようクライアント要求を操作します。いずれかのサーバーのエンジンが使
用可能になると、キューで待機している次のジョブが実行されます。キューのジョブ数が増
えると、サーバーはエンジンをサーバー構成で指定した最大数まで増やすことができます。
同様に、エンジンは、指定したアイドル時間（第 3章「Oracle9iAS Reports Servicesの構成」
を参照）を超えた場合、自動的に停止します。

Oracle9iAS Reports Servicesは、実行中のジョブ、実行予定のジョブ、完了済のジョブまた
は失敗したジョブなど、サーバーに送信されたすべてのジョブを追跡します。Reports 
Queue Manager（Windows）、Reports Queue Viewer（UNIX）、showjobsコマンド
（Web）、および Oracle Enterprise Manager（OEM）の Reports Servicesページを使用して、
ジョブのスケジューリング、キューイング、開始、終了およびエラーの時刻だけでなく、
ジョブ出力とレポートの最終ステータスに関する情報を表示できます。

Oracle9iAS Reports Servicesのジョブ・オブジェクトは永続的です。したがって、サーバー
を停止した後に再起動すると、1スケジュールされたジョブだけでなく、すべてのジョブが回
復します。

1 この場合、同期ジョブおよび現在実行中のジョブのみが消失します。
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Oracle9iAS Reports Servicesの概要
Web環境で使用する場合、Oracle9iAS Reports Servicesのアーキテクチャは次の 4つの階層
で構成されます。

� クライアント層（Webブラウザ）

� Webサーバー層

� Oracle9iAS Reports Services層

� データ層（データベースおよびその他すべてのデータ・ソースを含む）

非Web環境で使用する場合は、次の 3つの階層で構成されます（Webサーバーが不要にな
ります）。

� クライアント層（クライアント・マシンごとに、小さな独自アプリケーション）

� Oracle9iAS Reports Services層

� データ層（データベースおよびトランスポータブル・データ・ソースを含む）

これらの層の構成方法は、すべての階層を同一マシン上に設定する方法や各階層をすべて別
のマシン上に設定する方法などがあります。また、複数のマシンに複数のWebサーバーを
インストールしたり、複数のマシンに複数のアプリケーション・サーバーをインストールす
ることもできます。

Webサーバーを複数のマシンにインストールすると、Oracle9iAS HTTP Serverではロード・
バランシング機能が提供され、Webサーバーの負荷を複数のマシンに分散できます。アプリ
ケーション・サーバーを複数のマシンにインストールすると、Oracle9iAS Reports Services
でピア・レベルのクラスタ化が可能になり、Reports Serverの負荷を複数のマシンに分散で
きます。

ロード・バランシングとピアレベルのクラスタ化の違いは、ロード・バランシングでは 1台
のマシンですべてのマシンの通信量を管理するのに対し、ピアレベルのクラスタ化ではすべ
てのマシンが各マシン上の通信量を監視し、各マシンで監視タスクおよび要求への応答タス
クを共有することです。ピアレベルのクラスタ化の利点は、単一の障害箇所を排除し、フェ
イルセーフ環境をさらに強化することです。

注意注意注意注意 : 階層という用語は、Oracle9iAS Reports Servicesのアーキテク
チャに準ずる構成要素の論理的位置を意味します。しかしながら、それぞ
れの階層は、同一マシン上にも、異なるマシン上にも存在することがあり
ます。

注意注意注意注意 : Reports Serverのクラスタ化の詳細は、第 6章「Reports Server
のクラスタ」を参照してください。
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Oracle9iAS Reports Servicesでは、イベント・ベースのレポートを提供します。この方法で
は、データベース・イベントを使用して、レポート生成を実行します。たとえば、収益レベ
ルが特定の水位標を上回った（下回った）という変更を通知するイベントを定義できます。
データベースでこの変更（イベント）が発生すると、レポートが自動的に生成されます。詳
細は、第 11章「イベント・ドリブンによる公開」を参照してください。

Oracle9iAS Reports Servicesには、XMLを使用して、レポート配布用の独自の構成を定義す
る配布モジュールが付属しています。必要な XMLファイルをランタイム・コマンドライン
または URLから呼び出してレポートを 1つ生成すれば、多様な出力と宛先の処理がサー
バーにより実行されます。処理時間が大幅に短縮され、構成変更はすべて XMLファイル内
で処理できます。詳細は、第 9章「拡張配布の作成」を参照してください。
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Oracle9iAS Reports Servicesのコンポーネント
1.2 Oracle9iAS Reports Servicesのコンポーネントのコンポーネントのコンポーネントのコンポーネント

図図図図 1-1 Oracle9iAS Reports Servicesのコンポーネントのコンポーネントのコンポーネントのコンポーネント

図 1-1は、稼働中の Oracle9iAS Reports Services環境における次のコンポーネントを示して
います。
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Oracle9iAS Reports Servicesのコンポーネント
1. Oracle9iAS HTTP Server:

Oracle9iASは、Oracle9iAS HTTP ServerというWebサーバーを提供します。組込みの
OpenSSLモジュールを持つこのサーバーは、Secure Sockets Layer（SSL）および HTTP 
Secure Sockets Layer（HTTPS）をサポートします。また、Java Servletアプリケーショ
ンをサポートするサーブレット・エンジンも備えています。

2. モジュールmod_oc4j。Oracle9iAS HTTP Listenerで使用するこのモジュールは、要求
をサーブレットおよび JSPから Oracle9iAS Containers for Java 2 Enterprise Edition
（OC4J）にリダイレクトします。OC4Jは、JSPトランスレータ、JSPサーブレット・エ
ンジン（OJSP）および Enterprise JavaBeans（EJB）コンテナを備える完全な J2EE環境
を提供します。OC4Jは、高速、軽量、高拡張性、簡易性を兼ね備えた完全な J2EE環境
を提供します。すべて Javaで記述されている OC4Jは、標準の Java Development Kit
（JDK）仮想マシン（JVM）上で動作します。

3. Oracle9iAS Reports Servicesのコンポーネントである Reports Servletは、Webサー
バーのサーブレット・エンジン内で動作し、HTTP Serverと Reports Serverとの間で情
報を変換および配布します。Reports Servletは、次のコンポーネントで構成されていま
す。

� インプロセス・サーバーインプロセス・サーバーインプロセス・サーバーインプロセス・サーバー : クライアントからの最初の要求を Reports Servlet
（rwservlet）または Reports JSP経由で受信するたびに、サーバーを自動的に起動す
る手段を提供するので、Reports Serverのメンテナンスと管理を軽減します。

� Custom Tag Handler: JSPファイルに含まれるカスタム Reportsタグを処理します
（JSPファイルでは、Reports関連のカスタム・タグは接頭辞が rw:です。その他の
接頭辞を持つその他のカスタム・タグが存在することもあります）。

4. Webサーバーの Reports CGIコンポーネントは、HTTP Serverと Reports Serverの間
で情報を変換および配布します。

5. Reports Serverは、クライアント要求を処理します。この処理では、クライアント要求
を、認証と許可の確認、スケジューリング、キャッシュおよび配布（カスタムまたは
Pluggable Destinationへの配布など）など、各種サービスに割り当てます。また、要求
されたレポートを生成するランタイム・エンジンを起動したり、生成されたレポートを
Reportsキャッシュから取り出したり、ジョブの準備が完了したことをクライアントに
通知したりします。

6. Reportsキャッシュキャッシュキャッシュキャッシュでは、完了済のジョブ出力が安全に格納されます。

7. Reports Engineは、SQLベースおよびトランスポータブル・データ・ソースベースの
レポートを実行するコンポーネントで構成されています。Reports Engineは、要求され
たデータをデータ・ソースから取り出したり、レポートをフォーマットしたり、出力を
キャッシュに送信したり、Reports Serverにジョブ完了通知を行ったりします。

注意注意注意注意 : Reports CGIは、下位互換性を確保するためにのみ維持されてい
ます。
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Oracle9iAS Reports Servicesのランタイム・プロセス
8. トランスポータブル・エンジントランスポータブル・エンジントランスポータブル・エンジントランスポータブル・エンジンは、Java APIを使用してジョブを Reports Serverに渡す
ほか、スケジューリング、配布、通知およびキャッシュなどサーバーのその他の機能を
利用するカスタム・エンジンです。Oracle9iAS Reports Servicesは、URLエンジンと呼
ばれる、特別な設定を必要としないトランスポータブル・エンジンを提供します。URL
エンジンを使用すると、任意の公開 URLのコンテンツを電子メール、Oracle9iAS 
PortalおよびWebDavなどの宛先に配布できます。

1.3 Oracle9iAS Reports Servicesのランタイム・プロセスのランタイム・プロセスのランタイム・プロセスのランタイム・プロセス
ここでは、Oracle9iAS Reports Servicesの各種コンポーネントがレポートの実行プロセスで
果たす役割について説明します。

1. クライアントは、URL（Web）を使用するか、Webを使用せずに Reports関連のコマン
ド（rwclientなど）を使用してサーバーに接続し、レポートを要求します。

� URLを使用した要求は、JSP、rwservletまたは CGIにリダイレクトされます。これ
らはすべて Oracle HTTP Listenerに接続されています。JSPと rwservletの要求は、
mod_oc4jにリダイレクトされます（ジョブは JSPとして実行されるので、mod_
oc4jは OJSPを使用して JSPをサーブレットに変換します）。CGI要求は、CGIコン
ポーネントにリダイレクトされます。

URLには、ランタイム・パラメータまたは cgicmd.dat内のランタイム・パラメー
タ構成セクションを参照するキーワードを指定できます。両方指定することもでき
ますが、URLで明示的に指定されているパラメータが cgicmd.datの関連キーワー
ド・セクションに存在していてはなりません。

� rwclientを使用した要求は、直接 Reports Serverにリダイレクトされます。

コマンドラインには、ランタイム・パラメータを指定できます。ランタイム・パラ
メータが多数ある場合には、rwclientコマンドとパラメータ文字列を含むバッ
チ・ファイルまたはシェル・スクリプトを作成できます。

2. rwservletまたは Reports CGI（rwcgiは下位互換性を確保するためにのみ維持）コン
ポーネントは、HTTP Serverと Reports Server間で要求を変換し、要求を Reports 
Serverに送信します。

� JSPまたは rwservletを使用したサーバー要求は、インプロセス Reports Serverで実
行されるか、スタンドアロンの Reports Serverプロセスとして実行されます。どち
らであるかは、サーブレットの構成ファイル rwservlet.properties（%ORACLE_
HOME%¥reports¥conf¥）の指定により異なります。インプロセス・サーバーは、
スタンドアロン・サーバーと異なり、クライアントからの要求に応答して自動的に
起動するため、メンテナンスが軽減されます。また、インプロセス・サーバーを使
用するとプロセス間の通信が削減されるため、パフォーマンスが向上します。

� rwcgiを使用したサーバー要求は、スタンドアロン・サーバーにリダイレクトされ
ます。

3. Reports Serverが要求を処理します。
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Oracle9iAS Reports Servicesのランタイム・プロセス
要求に TOLERANCE引数が含まれる場合、Reports Serverはキャッシュをチェックし
て、その要求を満たす既存の出力があるかどうかを判別します。キャッシュ内に要求を
満たす出力があった場合、サーバーはレポートの再実行よりも、その出力を返すことを
優先して行います。

要求が現在実行中のジョブと同じ場合、その要求は、レポートを再実行せずに現在の
ジョブの出力を再利用します。

これらの条件が満たされない場合、Reports Serverは要求を処理します。

a. Reports Serverは、Oracle HTTP Serverの一部であるmod_ossoを介して認証およ
び許可の確認を開始します（構成されている場合）。

b. レポートがスケジュールされていれば、Reports Serverは要求をスケジュールされ
たジョブ・キューに挿入し、レポートはスケジュールに従って実行されます。レ
ポートがスケジュールされていなければ、要求は現在のジョブ・キューに挿入さ
れ、Reports Engineが利用可能になった時点で実行されます。

c. 実行時、Reports Serverは Reports Engineを起動し、実行対象の要求をそのエンジ
ンに送ります。

4. Reports Engineは、データを取り出し、フォーマットします。

5. Reports Engineは、Reportsキャッシュに書き込みます。

6. Reports Engineは、レポートの準備が完了したことを Reports Serverに通知します。

7. Reports Serverは、URL、コマンドラインまたは cgicmd.datファイルのキーワード・セ
クション（URL要求のみ）で指定されたランタイム・パラメータに従って、キャッシュ
にアクセスし、出力するレポートを送ります。

注意注意注意注意 : Reports Serverに送るジョブ要求はすべて、許容値を示す引数
（tolerance）を指定できます。許容値は、要求者が許容できる最も古い出力を
定義します。たとえば、要求者が許容値として 5分を設定した場合、Reports 
Serverはキャッシュをチェックして過去 5分以内に作成された最新の複製レ
ポート出力を探します。expiration引数は、レポート出力をキャッシュから削
除する日時を定義します（たとえば、出力の期限切れと同じ日時を指定できま

す）。詳細は、付録 A「コマンドライン引数」を参照してください。

注意注意注意注意 : Reports Serverを構成する際に（<server_name>.conf）、使用可能な
Oracle9iAS Reports Engineの最大数を指定できます。Oracle9iAS Reports 
Serverが指定した最大数を下回る場合は、ジョブをアイドル・エンジンに送信
したり、新しいエンジンを開始して、要求を処理できます。そうでない場合

は、現在の Oracle9iAS Reports Engineが現在のジョブを完了するまで、要求
の実行を待つ必要があります。
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システム・セットアップ時の考慮事項
また、イベント・ドリブンの公開を使用してレポートを作成することもできます。イベン
ト・ドリブンの公開では、クライアントはエンドユーザーではなくデータベースです。イベ
ントは、Event-Driven Publishing APIで定義されます。イベントは、Event-Driven 
Publishing APIを呼び出すデータベース・トリガー、アドバンスト・キューイング・アプリ
ケーションまたは PL/SQLパッケージを起動して、ジョブを Reports Serverに送ります。イ
ベント・ドリブンの公開の詳細は、第 11章「イベント・ドリブンによる公開」を参照して
ください。

1.4 システム・セットアップ時の考慮事項システム・セットアップ時の考慮事項システム・セットアップ時の考慮事項システム・セットアップ時の考慮事項
Oracle9iAS Reports Servicesのセットアップ方法は、システムへの要求事項に応じて大きく
異なります。Oracle9iAS Reports Servicesをセットアップする前に、要求事項に応じて決定
する必要があります。事前にそのような決定を行うと、セットアップ・プロセスは非常に簡
単になります。

次の各項では、これらの決定事項について説明します。

� 使用される要求タイプの選択

� サーブレット、JSP、または CGIの選択

� シングルマシン構成とマルチマシン構成の選択

� 複数サーバーのクラスタ化の選択

1.4.1 使用される要求タイプの選択使用される要求タイプの選択使用される要求タイプの選択使用される要求タイプの選択
Oracle9iAS Reports Servicesは、Webベースの要求と非Webベースの要求の両方を受け入
れるよう構成できます。

Webベースの場合、Webブラウザで URLをクリックするか入力することでレポートを実行
できます。URLに従って、レポート出力はブラウザに返されるか、プリンタなど指定された
宛先に送信されます。ユーザーがブラウザからレポートを起動できるようにするには、
Oracle9iAS Reports Servlet、JSPまたは Oracle9iAS Reports CGIのいずれかのコンポーネン
トをWebサーバーで使用します。これらのコンポーネントのうち 1つと Oracle9iAS 
Reports Serverが通信し、Webクライアントからのレポート要求の処理を可能にするには、
そのコンポーネントがWebサーバー上に置かれている必要があります。

非Webベースの場合、各ユーザー・マシンにインストールされている rwclient実行可能
ファイルを使用して、ジョブ要求を送信できます。

注意注意注意注意 : 詳細は、1.4.2項「サーブレット、JSP、または CGIの選択」を参
照してください。
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構成の観点から見た、Web要求と非Web要求の有効化の重要な相違点は、次のとおりです。

� Web要求を有効にする場合、Webサーバー側で Reports Servlet、JSPまたは Reports 
CGI（下位互換性を確保するためにのみ維持）を選択する必要がありますが、標準Web
ブラウザ以外にクライアント・ソフトウェアをインストールする必要はありません。

� 非Web要求を有効にする場合、要求の実行に使用するクライアント・ソフトウェアを各
マシンにインストールする必要があります。このため、各クライアント・マシンでクラ
イアント・ソフトウェアを管理する必要があります。

Webベースにすると、クライアントのメンテナンス・コストが削減されるため、最も費用効
果が高くなります。ただし、非Web要求の実行が必要な場合もあります。Oracle9iAS 
Reports Servicesは、単一の実行環境でWeb要求と非Web要求の両方の実装をサポートし
ます。

1.4.2 サーブレット、サーブレット、サーブレット、サーブレット、JSP、または、または、または、または CGIの選択の選択の選択の選択
Oracle9iAS Reports ServicesをWeb環境で使用するには、サーブレット、JSP、または CGI
を実装する必要があります。サーブレットまたは JSPの選択をお薦めします。Oracle9iAS 
Reports Servicesでの CGIの実装は、下位互換性を確保するためにのみ維持されています。

サーブレットと JSPのどちらを選択するかについては、さらに考慮事項が必要です。JSPの
みを実装すると、Web配信に適したレイアウトを公開できます。サーブレットを使用する
と、ペーパー・レイアウトをレポート公開ソリューションに含めることができ、Oracle9iAS 
Reports Servicesの配布機能を最大限に活用できます。

JSPファイルにはWebレイアウトとペーパー・レイアウトの両方を含めることができるた
め、サーブレットを使用しても JSPファイルも使用できます。JSPに格納されているレポー
トを実行するときは、サーブレットを URLで指定し、JSPをコマンドライン引数
（report=<myreport>.jsp）で呼び出します。

レポート実行の詳細は、第 8章「レポート要求の実行」を参照してください。

1.4.3 シングルマシン構成とマルチマシン構成の選択シングルマシン構成とマルチマシン構成の選択シングルマシン構成とマルチマシン構成の選択シングルマシン構成とマルチマシン構成の選択
Oracle9iAS Reports Servicesは、Webサーバーと同じマシン上に置くことも、異なるマシン
上に置くこともできます。どちらも長所と短所があります。

たとえば、Oracle9iAS Reports ServicesとWebサーバーを同じマシンに置くと、マシンのメ
モリーとディスク領域の消費量が増えますが、ネットワークの通信量は減少します。これ
は、Webサーバーとアプリケーション・サーバー間でやり取りする要求がネットワークを経
由せず、受信要求のみがネットワークを経由するためです。

インプロセス・サーバーを使用している場合（サーブレットを実装している場合のみ使用可
能）、シングルマシンのパフォーマンス上の利点がさらに高まります。インプロセス・サー
バーは、Oracle9iAS Reports Servicesコンポーネント間の通信をより高速化および効率化す
るので、処理時間が短縮されます。Reports Servletを使用せずにレポートを配布する場合を
除き、インプロセス・サーバーを使用することをお薦めします。
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一方、シングルマシン構成を使用している場合に、そのマシンに障害が発生すると、すべて
が失敗します。

Webサーバーとアプリケーション・サーバーが別々のマシンに置かれている場合、ネット
ワークの通信量が増大しますが、CPU、ディスク領域、利用可能なメモリーなど、システ
ム・リソースが増えるという利点もあります。マルチマシン構成の場合も、インプロセス・
サーバーがあると、Oracle9iAS Reports Servicesコンポーネント間の通信が高速化されるの
で、パフォーマンスが向上します。

また、Webサーバーとアプリケーション・サーバーをそれぞれ複数のマシンに置くという方
法もあります。この方法には追加構成が必要ですが、Webサーバーのロード・バランシング
が可能になります。

レポートを複数の言語で配布する場合は、言語ごとに 1つ以上の Reports Serverをセット
アップするようお薦めします。

1.4.4 複数サーバーのクラスタ化の選択複数サーバーのクラスタ化の選択複数サーバーのクラスタ化の選択複数サーバーのクラスタ化の選択
クラスタとは、複数のサーバーを 1つのコミュニティに仮想的にグループ化したものです。
このコミュニティの目的は、要求処理をクラスタの各メンバーに効率的に分散することで
す。以前のバージョンと異なり、Oracle9iAS Reports Servicesでのクラスタ化は、マスター
/スレーブ型ではなく、ピアレベルで行われます。ピアレベルのクラスタ化では、受信要求
の分散と処理に対して、クラスタの全メンバーが同等の役割を担います。受信要求は、クラ
スタ内の特定の Reports Serverではなく、クラスタ全体に対して送信されます。このため、
あるメンバーが停止しても、残りのメンバーが要求負荷の管理を続行します。1台のマシン
の障害が原因でシステム全体がダウンする単一の障害箇所はありません。

各クラスタ・メンバー・マシンは、各サーバー・メンバー上でのレポートの実行が可能にな
るよう、ほぼ同様に構成する必要があります。つまり、構成ファイルの内容はほぼ同じにな
ります。同じ設定にする必要があるかどうかは、ジョブ関連の設定か、マシン関連の設定か
で区別します。ジョブ関連の設定は、すべてのクラスタ・メンバーで同じにする必要があり
ます。ジョブ関連の設定には、セキュリティ、データ・ソースおよび宛先タイプに関する設
定などがあります。マシン関連の設定には、maxEngine、minEngine、maxIdle、initEngine
などの属性があり、これらはメンバーごとに異なる値を設定できます。

また、クラスタ・メンバーは、次の事項に従う必要があります。

� サーバー関連の環境変数には、同じ値を設定します。

� TNS設定では、同じデータベースを同じ方法で指定します。

同じクラスタのメンバーとなるサーバーは、クラスタ名を共有し（各サーバー名に追加され
ます）、同じ公開鍵および秘密鍵を設定する必要があります。

ジョブ関連の構成設定が異なるマシンがあると、クラスタ化の利点を享受できません。

多言語対応のために複数のサーバーをセットアップする場合は、言語ごとに 1つ以上のクラ
スタをセットアップするようお薦めします。
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Oracle9iAS Reports Servicesの 起動および
2

Oracle9iAS Reports Servicesのののの

起動および停止起動および停止起動および停止起動および停止

この章では、Oracle9iAS Reports Servicesの起動および停止について説明します。この章の
主な項は、次のとおりです。

� Reports Serverの起動

� Reports Servletおよび Reports Serverが 実行されていることの確認

� Oracle HTTP Serverが実行されていることの確認

� Reports Serverの停止

Web上でレポートを実行する場合は、事前に Oracle HTTP Serverを起動する必要がありま
す。この操作の詳細は、Oracle9iASのドキュメントを参照してください。この章の手順はす
べて、Oracle HTTP Serverが事前に起動されていることを前提としています。

注意注意注意注意 : この章の各例で使用されている ORACLE_HOMEは、Oracle9i 
Application Serverがインストールされている場所を示しています。これ
には、Oracle9iAS Reports Servicesも含まれます。
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Reports Serverの起動
2.1 Reports Serverの起動の起動の起動の起動
Reports Serverの実行には、次のオプションがあります。

� サービスとしての Reports Serverのインストールおよび起動 （Windows NT/2000）

� サーブレットとしての Reports Serverの起動（Windowsおよび UNIX）

� コマンドラインからの Reports Serverの起動（Windowsおよび UNIX）

次の各項では、これらのオプションを設定する方法について説明します。

2.1.1 サービスとしてのサービスとしてのサービスとしてのサービスとしての Reports Serverのインストールおよび起動のインストールおよび起動のインストールおよび起動のインストールおよび起動
（（（（Windows NT/2000））））

Reports Serverは、デフォルトでインプロセス・サーバーとしてインストールされますが、
Windows NT/2000マシンでは、必要に応じてサービスとしてインストールすることができ
ます。この作業を行うには、コマンド・プロンプトで次のように入力します。

rwserver -install <server_name> [batch=yes/no] [autostart=yes/no]

batchのデフォルトは、noです。インストール中に確認のためのプロンプトを表示する必
要がない場合は、yesと入力します。autostartのデフォルトは、noです。再起動時に、
サービスを自動的に開始して、ユーザーがログオンして手動で Reports Serverを起動する手
間を省く場合は、yesと入力します。

このサーバーがクラスタのメンバーである場合は、このコマンドにクラスタ名を追加しま
す。次に例を示します。

rwserver -install <server_name>.<cluster_name> [batch=yes/no] [autostart=yes/no]

サーバーのクラスタ化の詳細は、第 6章「Reports Serverのクラスタ」を参照してください。

Windows NT/2000上で Reports Serverを起動する手順は、次のとおりです。

1. Reports Serverをホスティングするマシンで、「スタート」⇒「設定」⇒「コントロール 
パネル」を選択し、「コントロール パネル」で「サービス」をダブルクリックします。

2. 「サービス」ダイアログ・ボックスで「Oracle Reports Server [repserver]」
（<repserver>は Reports Serverインスタンスの名前）を選択し、「スタートアップ」
をクリックします。「サービス」ダイアログ・ウィンドウが表示されます。

注意注意注意注意 : Reports Server NT/2000サービスを削除するには、コマンド・プ
ロンプトで rwserver -uninstall <server_name>と入力します。
サーバーがクラスタのメンバーである場合は、クラスタ名を追加します。
たとえば、rwserver -uninstall <server_name>.<cluster_
name>と入力します。
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3. 「サービス」ダイアログ・ウィンドウで、「ログオン」セクションの「アカウント」をク
リックし、オペレーティング・システムのユーザー名とパスワードを選択します。これ
で、サーバー・プロセスを実行するユーザー・アカウントが指定されます。

4. 「スタートアップの種類」を「自動」に設定します。

5. 「OK」をクリックします。

6. 「スタート」をクリックします。

「サービス コントロール」メッセージ・ボックスに、Reports Serverが起動した日時が
表示されます。

2.1.2 サーブレットとしてのサーブレットとしてのサーブレットとしてのサーブレットとしての Reports Serverの起動（の起動（の起動（の起動（Windowsおよびおよびおよびおよび UNIX））））
Reports Serverをインプロセス・サーバー（デフォルトの構成）として使用している場合は、
要求を送信するだけでサーブレットが起動されます。ただし、コマンドラインから要求を送
信する場合は、最初に URLからサーブレットを起動する必要があります。サーブレットの
起動に成功した場合は、HTTP Serverの起動も成功したことになります。

URLから Reports Servletを起動するには、Webブラウザで次のように入力します。

http://<your_machine_name>:<your_port_num>/reports/rwservlet

2.1.3 コマンドラインからのコマンドラインからのコマンドラインからのコマンドラインからの Reports Serverの起動（の起動（の起動（の起動（Windowsおよびおよびおよびおよび UNIX））））
Windows NT/2000では、次のコマンドを使用して、Reports Serverをスタンドアロン・
サーバーとして起動することもできます。

rwserver server=<server_name>

サーバーを起動する際に、ダイアログ・ボックスやメッセージを表示しない場合は、コマン
ド・ライン・キーワード BATCHを追加します。

rwserver server=<server_name> batch=yes

注意注意注意注意 : PostScriptまたはプリンタに出力する場合は、Reports Serverサー
ビスを実行しているユーザーが、確実にデフォルト・プリンタへのアクセ
ス権限を保持するようにしてください。そのためには、Windows 
NT/2000サービスに対してアカウントを設定する際に、プリンタへのアク
セス権限を持つ特定のユーザーを指定します。システム・アカウントは、
通常、プリンタへのアクセス権限を持っていません。

さらに、Reports Serverサービスを実行しているユーザーは、サーバーが
必要とする可能性のあるすべてのサービスに対してアクセス権限を持って
いる必要があります。たとえば、サーバーが別のドライブへの書込みアク
セス権限を必要とする場合があります。
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UNIXでは、次の構文を使用してこのコマンドを実行できます。

rwserver.sh server=<server_name>

または

rwserver.sh server=<server_name> batch=yes

実行可能ファイルが PATH環境変数でアクセスできれば、このコマンドは任意のディレクト
リから実行できます。

2.2 Reports Servletおよびおよびおよびおよび Reports Serverがががが
実行されていることの確認実行されていることの確認実行されていることの確認実行されていることの確認

Oracle9iAS Reports Servletが実行されていることを確認するには、次の URLにナビゲート
します。

http://<your_machine_name>.<domain_name>:<your_port_number>/reports/rwservlet/help

URLは、大文字と小文字を区別することに注意してください。この URLが正常に実行され
ると、rwservletコマンドライン引数を説明するヘルプ・ページが表示されます。

Reports Serverが実行されていることを確認するには、次の URLにナビゲートします。

http://<your_machine_name>.<domain_name>:<your_port_number>/reports/rwservlet/ 
showjobs?server=<server_name>

デフォルトの Reports Server名（rep_<machine_name>）またはサーブレット構成ファイ
ル rwservlet.properties（%ORACLE_HOME%¥reports¥conf¥）に指定された Reports Server
を使用している場合は、server=<server_name>引数は必要ありません。この URLが正
常に実行されると、指定した Reports Serverのジョブ・キュー内のリストが表示されます。

2.3 Oracle HTTP Serverが実行されていることの確認が実行されていることの確認が実行されていることの確認が実行されていることの確認
Oracle HTTP Serverが実行されていることを確認するには、ブラウザから次の URLにナビ
ゲートします。

http://<server_name>.<domain>:<port_number>/

注意注意注意注意 : サーブレット構成ファイルの詳細は、第 3章「Oracle9iAS Reports 
Servicesの構成」を参照してください。
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2.4 Reports Serverの停止の停止の停止の停止
この項では、Windows NT/2000および UNIX上で Reports Serverを停止する方法について
説明します。

� Reports Serverが、Windows NT/2000上でサービスとして実行されている場合は、
「サービス」コントロール・パネルから停止します。

� Reports Serverが、Windows NT/2000上でバッチ・ファイルを通じて実行されて
いる場合、または UNIX上でシェル・スクリプトを通じて実行されている場合は、
「Oracle Reports Server」ダイアログ・ボックスの「停止」ボタンをクリックしま
す。

� Oracle Enterprise Managerを起動して、停止する Reports Serverまでナビゲート
し、この Reports Serverのホーム・ページで「停止」ボタンをクリックします。
Reportsおよび Oracle Enterprise Managerの詳細は、第 13章「Oracle9iAS Reports 
Servicesの管理と監視」を参照してください。

� Reports Serverが Reports Servletを通じてインプロセス・サーバーとして実行され
ている場合は、Oracle Program Manager（OPMN）から OC4Jを停止します。
OPMNの詳細は、Oracle9iASのドキュメントを参照してください。

� Reports ServerがWindows NT/2000または UNIX上でコマンドラインから実行さ
れている場合は、コマンド・プロンプトで次のコマンドを入力します。

Windows NT/2000および UNIXの場合（UNIXでは rwserverのかわりに
rwserver.shを使用）

次のコマンドで、サーバーが正常に停止します（つまり保留中のジョブを終了した
後に停止）。

rwserver server=<server> shutdown=normal authid=<admin/pword>

次のコマンドで、サーバーが直ちに停止します（つまり保留中のジョブを終了せず
に停止）。

rwserver server=<server> shutdown=immediate authid=<admin/pword>

次のコマンドで、関連メッセージを表示せずにサーバーが停止します。

rwserver server=<server> shutdown=normal authid=<admin/pword> batch=yes

rwserverコマンドで使用されるキーワードは、付録 A「コマンドライン引数」で説明しま
す。
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Oracle9iAS Reports Servicesの構成の構成の構成の構成

Oracle9i Application Server（Oracle9iAS）をインストールすると、Reports Servicesが自動
的に構成されます。環境をカスタマイズするために調整が必要なこともありますが、環境全
体または大部分を設定する必要はありません。

この章では、主に、カスタマイズを行ったり、デフォルト構成に対する理解を深める際の参
考となる情報を提供します。サービス関連の構成ファイルを示し、ほとんどのファイルの内
容を詳細に説明します。この章の主な項は、次のとおりです。

� Oracle9iAS Reports Services構成ファイル

� Oracle9iAS Reports Serverの構成

� Reports Servletの構成

� URLエンジンの構成

構成の際には、環境変数も設定します。環境変数は、インストール時に自動的に設定されま
す。環境変数の詳細は、付録 B「Reports関連の環境変数」を参照してください。

注意注意注意注意 : この章の各例で使用されている ORACLE_HOMEは、Oracle9i 
Application Server（Oracle9iAS）がインストールされている場所を示して
います。Oracle9iASには、Oracle9iAS Reports Servicesも含まれます。
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Oracle9iAS Reports Services構成ファイル
3.1 Oracle9iAS Reports Services構成ファイル構成ファイル構成ファイル構成ファイル
この項では、Oracle9iAS Reports Servicesの各種構成ファイルについて説明します。多くの
場合、これらのファイルをユーザーが操作する必要はありません。これらのファイルは、
サーバー環境の多くの部分をコントロールするので、ユーザーが不適切に変更すると、サー
バー環境に不具合が発生する可能性があります。構成ファイルをユーザー自身で変更する場
合は、必ず現行バージョンのバックアップを作成してください。

Oracle9iAS Reports Servicesの構成ファイルは、Reports Serverおよび Reports Servletに関
連します。これらは、表 3-1で説明します。

注意注意注意注意 : 表 3-1で指定されているパスは、Windowsを前提として円記号
（¥）を使用していますが、Windowsおよび UNIXどちらの環境でも同じ
パスです。

表表表表 3-1 Oracle9iAS Reports Services構成ファイル構成ファイル構成ファイル構成ファイル

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント 構成ファイル構成ファイル構成ファイル構成ファイル

Reports Server %ORACLE_HOME%¥reports¥conf¥<server_name>.conf

この XMLファイルを使用して、Reportsキャッシュ、Reports Engineお
よびセキュリティの初期値の定義、有効な宛先タイプの登録、ログを記
録する情報の指定、およびその他のサーバー関連値の設定を行います。

このファイルは、サーバー起動時に自動的に作成されます。サーバー名
を変更する際、このファイルに入力したカスタム構成設定を保持する場
合は、このファイルを新たなサーバー名に変更してからサーバー名を変
更します。この順序で行わないと、新しいデフォルト構成ファイルが
サーバーによって自動的に作成されます。

このファイルの詳細は、「Oracle9iAS Reports Serverの構成」を参照し
てください。

Reports Server %ORACLE_HOME%¥reports¥dtd¥rwserverconf.dtd

このファイルには、<server_name>.confおよび rwbuilder.conf
の要素と属性のデータ型の定義が格納されています。データ型定義で
は、関連の XMLファイルで使用できるすべての要素、これらの要素に
関連する属性、およびこれらの属性のデフォルト値が示されます。

このファイルの詳細は、「Reports Serverの構成要素
（rwserverconf.dtd）」を参照してください。
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3.2 Oracle9iAS Reports Serverの構成の構成の構成の構成
Oracle9iAS Reports Servicesの Reports Serverコンポーネントは、<server_name>.conf
および rwbuilder.confの各 XMLファイルを使用して構成できます。これらのファイル
は、Windowsおよび UNIXともに次のディレクトリにあります。

%ORACLE_HOME%¥reports¥conf¥<server_name or rwbuilder>.conf

これらのファイルは、どちらもデフォルトのサーバー構成値を含む rwserver.template
ファイル（Windowsおよび UNIXともに %ORACLE_HOME%¥reports¥conf 
¥rwserver.template）によってサポートされています。

<server_name>.confファイルは、デフォルトのサーバー構成ファイルです。
rwbuilder.confファイルは、Reports Builderによってインプロセスで使用されるサー
バー・インスタンスを構成します。要求はすべて Reports Server経由で実行される必要があ
るので、レポートを実行するサーバーが Reports Builderに必要です。Builderからレポート
を実行する際、rwbuilder.confファイルは、Reports Builderと同じプロセスで実行され
るサーバー・インスタンス（インプロセス・サーバー）に構成を提供します。<server_
name>.confおよび rwbuilder.confのファイルは、ほぼ同じです。唯一の違いは、
rwbuilder.confは compatible、persistFileまたは securityの構成要素（この項で後述）を
使用しませんが、<server_name>.confではこれらを使用することです。

Reports Server %ORACLE_HOME%¥reports¥conf¥rwbuilder.conf

この XMLファイルを使用して、Builderと同じプロセスで実行される
Reports Serverを構成します。要求はすべて Reports Server経由で実行
される必要があるので、レポートを実行するサーバーが Reports Builder
に必要です。Reports Builderは、要求を処理する Reports Serverを自動
的に起動します。Builderからレポートを実行する際、このファイルは
起動するインプロセス・サーバー・インスタンスに構成を提供します。
<server_name>.confファイルと同様に、このファイルのデータ型定
義は rwserverconf.dtdファイルに依存します。ただし、compatible、
persistFileおよび securityの要素など、いくつかの要素を除きます。

このファイルは <server_name>.confと同じ構成要素を多く含むの
で、このファイルの構成に必要な情報は、「Oracle9iAS Reports Server
の構成」を参照してください。

Reports Servlet %ORACLE_HOME%¥reports¥conf¥rwservlet.properties

このファイルでは、Reportsのキー・マップ・ファイル（cgicmd.dat）
の位置とファイル名、および Reports Servletのインプロセス・サーバー
を使用するかどうかなどを指定します。

このファイルの詳細は、「Reports Servletの構成」を参照してください。

表表表表 3-1 Oracle9iAS Reports Services構成ファイル（続き）構成ファイル（続き）構成ファイル（続き）構成ファイル（続き）

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント 構成ファイル構成ファイル構成ファイル構成ファイル
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これらのファイルは、次の条件で自動的に作成されます。

� <server_name>.confファイルは、サーバーを最初に起動したときに作成されます。
このファイルは、rwserver.templateファイルをベースにしています。

� rwbuilder.confファイルは、Reports Builderからレポートを最初に実行したときに
作成されます。このファイルも、rwserver.templateファイルをベースにしていま
す。

� 新しい <server_name>.confファイルは、サーバー名の変更後、サーバーを次に起動
したときに作成されます。新しい構成ファイルは、rwserver.templateファイルの
デフォルト値をベースにしています。変更前のサーバー名に付随する構成を保持する場
合は、<server_name>.confファイルを新たなサーバー名（<new_server_
name>.conf）に変更してから、変更された名前のサーバーを起動します。

� いずれかのファイルを削除すると、削除したファイルはサーバーを次に起動したときに
再び作成されます。新しいファイルは、rwserver.templateファイルのデフォルト
値をベースにしています。

次の項では、次のディレクトリ（Windowsおよび UNIX共通）にある
rwserverconf.dtdファイルを使用して、これらのファイルで許可される構文と値を説明
します。

%ORACLE_HOME%¥reports¥dtd¥rwserverconf.dtd

3.2.1 Reports Serverの構成要素（の構成要素（の構成要素（の構成要素（rwserverconf.dtd））））
rwserverconf.dtdファイルで提供される次の要素により、Reports Serverが構成されま
す。

� server

� compatible

� cache

� engine

� security

� destination

� job

� notification

� log

� jobStatusRepository

� trace

� connection
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� queue

� persistFile

� identifier

� pluginParam

これらは XML要素です。XMLは大文字と小文字を区別することに注意してください。

また、これらの任意の要素をサーバー構成ファイル（<server_name>.conf）に追加する
とき、rwserverconf.dtdファイル（Windowsおよび UNIXともに %ORACLE_
HOME%¥reports¥dtd¥に置かれています）で示された順序に従っていると、使用中の XML
エディタでエラー・メッセージが表示されません。この順序に従わなくても構成ファイルは
機能しますが、rwserverconf.dtdで指定された大文字と小文字に従わない場合には機能
しません。

これらの要素は、関連する属性およびサブ要素とともに、次の各項で説明します。

3.2.1.1 server

例例例例

<server>
[One or more configuration specifications]

</server>

必須必須必須必須 /オプションオプションオプションオプション

必須です。構成ファイルに 1組の server要素の開始タグと終了タグを指定できます。

説明説明説明説明

server要素は、サーバー構成ファイルのコンテンツ領域を開始および終了します。ファイル
の階層に関しては、その他すべての要素は server要素に従属します。

3.2.1.2 compatible

例例例例

<compatible version="6i"/>

必須必須必須必須 /オプションオプションオプションオプション

オプションです。サーバー構成ファイルに 1つの compatible要素を指定できます。
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説明説明説明説明

compatible要素を使用して、Reports 6iクライアント（RWCLI60.EXE、RWCGI60.EXE、
RWQMU60.EXE、RWRQM60.EXE、RWRQV60.EXE）との下位互換性を確保できます。
compatibleを 6iに設定すると、Reports Serverは rwproxyという実行可能ファイルを使用し
て、6iクライアントからの要求をリスニングし、それを 9iサーバーに転送します。

compatibleには、versionという 1つの属性があります（表 3-2を参照）。

compatible要素を使用する場合、Reports Serverの 6iバージョンと同様、Reports Serverに
対するエントリも tnsnames.oraファイルに必要です。次に例を示します。

testsvr.world = (ADDRESS=
(PROTOCOL=tcp)
(HOST=testhost.us.oracle.com)
(PORT=1949)
)

互換性をオフにすれば、この作業は必要ありません。互換性をオフにするには、compatibile
要素をサーバー構成ファイルから削除します。

表表表表 3-2 compatible要素の属性要素の属性要素の属性要素の属性

属性属性属性属性 有効値有効値有効値有効値 説明説明説明説明

version 6i versionを 6iに設定すると、Oracle9iASで Reports 6iクラ
イアントを実行できます。versionを 6iに設定する場合、
6iより前のバージョンも Oracle9iASで実行できますが、
保証された動作ではなく、Oracleではサポートしていま
せん。

注意注意注意注意 : compatible要素に 6iが設定され、Reports Serverに対する TNSエ
ントリが tnsnames.oraファイルに含まれている場合、サーバーがクラ
スタのメンバーであれば、クラスタ名を追加する必要があります。クラス
タ名を使用する場合、sqlnet.oraファイルで指定されたデフォルト・ド
メインは除外します。次に例を示します。

myserver.world (standalone server with default domain)
myserver.cluster1 (server part of cluster1)
myserver.cluster1.world (invalid entry)
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3.2.1.3 cache

例例例例

<cache class="oracle.reports.cache.RWCache”>
<property name="cacheSize" value="50"/>
<property name="cacheDir" value="D:¥orawin¥reports¥server¥cache"/>

</cache>

必須必須必須必須 /オプションオプションオプションオプション

オプションです。サーバー構成ファイルに 1つの cache要素を指定できます。cache要素が
指定されていない場合は、デフォルトが使用されます
(oracle.reports.cache.RWCache)。

説明説明説明説明

cache要素を使用して、サーバーのキャッシュ実装を定義する Javaクラスを指定できます。
デフォルトの cache Javaクラスを使用するか、Oracle9iAS Reports Services Cache APIを使
用して独自の実装を定義できます。

cache要素には、classという 1つの属性があります（表 3-3を参照）。

また、任意数のプロパティを cache要素に入力できます。プロパティは、cacheに登録する実
装クラスによって認識および解釈される名前と値のペアです。たとえば、Reports Services
で提供されるデフォルトの cache Javaクラスを使用する場合、構成エントリは次のように
なります。

<cache class="oracle.reports.cache.RWCache”>
<property name="cacheSize" value="50"/>
<property name="cacheDir" value="D:¥orawin¥reports¥server¥cache"/>

</cache>

注意注意注意注意 : Reports APIの最新情報は、Oracle Technology Network
（http://otn.oracle.com/ 英語サイト）または Oracle Technology Network 
Japan（http://otn.oracle.co.jp/ 日本語サイト）を参照してください。

表表表表 3-3 cache要素の属性要素の属性要素の属性要素の属性

属性属性属性属性 有効値有効値有効値有効値 説明説明説明説明

class 「説明」を参照して
ください。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : oracle.reports.cache.RWCache

oracle.reports.cache.Cacheインタフェース
を実装する完全修飾された Javaクラス。
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この例では、cacheSizeの単位はメガバイトで、キャッシュの位置を示す cacheDirは
Windowsプラットフォーム向けに指定されています。UNIXでは、次のような UNIX標準
を使用します。

<property name="cacheDir" value="/ORACLE_HOME/reports/server/cache"/>

cacheを実装する際に追加情報へのアクセスが必要な場合は、その情報を pluginParam要素
で指定します。

3.2.1.4 engine

例例例例

<engine id="rwEng" class="oracle.reports.engine.EngineImpl" initEngine="1" 
maxEngine=”5” minEngine=”1” engLife=”50” maxIdle=”15” callbackTimeOut=”60000”>

<property name="sourceDir" value="D:¥orawin¥reports¥myReport"/>
<property name=”tempDir” value=”D:¥orawin¥reports¥myTemp”/>

</engine>

必須必須必須必須 /オプションオプションオプションオプション

必須です。サーバー構成ファイルに 1つ以上の engine要素を指定する必要があります。

説明説明説明説明

engine要素は、完全修飾された Javaクラスを識別します。この Javaクラスは、エンジンを
起動し、エンジンの動作制御を設定する多数の属性を提供します。Reports Servicesで提供
されるデフォルトのエンジンを使用するか（oracle.reports.engine.EngineImpl）、
Oracle9iAS Reports Services Engine APIを使用して独自の実装を定義できます。カスタム・
エンジンの例としては、データベース・イベントの発生時に特定のオペレーティング・シス
テム・コマンドを実行するエンジンなどを開発できます。

engineには、複数の属性があります（表 3-4を参照）。

注意注意注意注意 : Reports APIの最新情報は、Oracle Technology Network
（http://otn.oracle.com/ 英語サイト）または Oracle Technology Network 
Japan（http://otn.oracle.co.jp/ 日本語サイト）を参照してください。
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表表表表 3-4 engine要素の属性要素の属性要素の属性要素の属性

属性属性属性属性 有効値有効値有効値有効値 説明説明説明説明

id 文字列 特定の engine要素を識別する、構成 XMLファイル
内で一意のキーワード。テキスト文字列または数字
のどちらでも使用できます。次に例を示します。

id="rwEng"

class 「説明」を参照してく
ださい。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : 
oracle.reports.engine.EngineImpl

oracle.reports.engine.Engineおよび
oracle.reports.engine.EngineInterfaceの
2つのインタフェースを実装する完全修飾された
Javaクラス。

classPath 文字列 class属性で指定される Javaクラスへのディレクト
リ・パス。ディレクトリは、サーバー・プラット
フォームの表記規則に従って指定します。次に例を
示します。

Windows:
classPath="%ORACLE_HOME%¥myEngine.jar"

UNIX:
classPath="$ORACLE_HOME/myEngine.jar"

initEngine 数値 デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : 1

初期化時に Reports Serverで起動するエンジンの数。

maxEngine 数値 デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : 1

サーバーで実行できるこのタイプのエンジンの最大
数。

minEngine 数値 デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : 0

サーバーで維持されるこのタイプのエンジンの最小
数。

engLife 数値 デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : 50

エンジンが終了する前、および必要に応じて新しい
エンジンが開始する前に、エンジンで実行できる
ジョブの数。この機能により、メモリー・リークを
防止できます。
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また、任意数のプロパティを engine要素に入力できます。唯一の要件は、Reportsエンジン
を実装する Javaクラスによって識別される名前と値のペアであることです。たとえば、
Reports Servicesで提供されるデフォルトの engine Javaクラスを使用する場合、engineの構
成エントリは次のようになります。

<engine id="rwEng" class="oracle.reports.engine.EngineImpl" initEngine="1" 
maxEngine=”5” minEngine=”1” engLife=”50” maxIdle=”15” callbackTimeOut=”60000”>

<property name="sourceDir" value="D:¥orawin¥reports¥myReport"/>
<property name=”tempDir” value=”D:¥orawin¥reports¥myTemp”/>

</engine>

この例で、sourceDirと tempDirはWindows環境用の設定です（UNIXでは、
sourceDir="$ORACLE_HOME/reports/myReport" と tempDir="$ORACLE_
HOME/reports/myTemp"になります）。sourceDirプロパティは、レポート定義ファイル
に使用するデフォルト・ディレクトリを識別します。このプロパティは、REPORTS_PATH
環境変数で指定したパス情報を上書きします。

tempDirプロパティは、Reports Servicesでテンポラリ・ファイルに使用するテンポラリ・
ディレクトリの名前と位置を識別します。この値がデフォルト・エンジンに対して指定され
ていない場合は、REPORTS_TMP環境変数で指定されるテンポラリ・ディレクトリが使用
されます。REPORTS_TMPも指定されていない場合は、オペレーティング・システムのデ
フォルト・テンポラリ・ディレクトリが使用されます。

maxIdle 数値 デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : 30

エンジンの現在数が minEngineを超えている場合に、
エンジンが停止する前に許可されるアイドル時間
（分単位）。

たとえば minEngineが 0、maxIdleが 30であり、1つ
のエンジンが実行中の場合、このエンジンは 30分間
使用されないと停止します。同じ条件で minEngine
が 1の場合、30分間アイドル状態であっても実行中
のエンジンは停止しません。

callbackTimeOut 数値 デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : 60000

サーバーがエンジンを呼び出してからエンジンが
サーバーに応答するまでに許可される待ち時間（ミ
リ秒）。

サーバーをホスティングするマシンが非常に高速で
ある場合、小さい数を指定するとパフォーマンスが
向上します。

表表表表 3-4 engine要素の属性（続き）要素の属性（続き）要素の属性（続き）要素の属性（続き）

属性属性属性属性 有効値有効値有効値有効値 説明説明説明説明
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この構成ではデフォルトのエンジン・クラスが使用されるので、classPath属性は指定されま
せん。

エンジンが、送信メール・サーバーなど追加情報へのアクセスを必要とする場合は、その情
報を pluginParam要素で指定します。

3.2.1.5 security

例例例例

<security id=”rwSec” class="oracle.reports.server.RWSecurity”>
<property name="securityUserid" value="portal_id/portal_password@portal_schema" 
confidential="yes" encrypted="no"/>

</security>

必須必須必須必須 /オプションオプションオプションオプション

オプションです。security要素を構成ファイルに入力しないと、Reports Serverのセキュリ
ティが確保されません。任意数の security要素を構成ファイルに入力できます。

説明説明説明説明

security要素は、サーバー・アクセスを制御する完全修飾された Javaクラスを識別します。
Reports Servicesで提供されるデフォルトの securityクラスを使用するか（このクラスは、
Oracle9iASに含まれる Oracle9iAS Portal経由で提供されるセキュリティ機能に依存しま
す）、Reports Server Security APIを使用して独自の実装を定義できます。

securityの属性は、表 3-5を参照してください。

注意注意注意注意 : Reports APIの最新情報は、Oracle Technology Network
（http://otn.oracle.com/ 英語サイト）または Oracle Technology Network 
Japan（http://otn.oracle.co.jp/ 日本語サイト）を参照してください。

表表表表 3-5 security要素の属性要素の属性要素の属性要素の属性

属性属性属性属性 有効値有効値有効値有効値 説明説明説明説明

id 文字列 特定の security要素を識別する、構成 XMLファイ
ル内で一意のキーワード。テキスト文字列または
数字のどちらでも使用できます。次に例を示しま
す。

id="rwSec"
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また、複数のプロパティを security要素に入力することもできます。唯一の要件は、Reports 
Serverのセキュリティを実装する Javaクラスによって識別される名前と値のペアであるこ
とです。たとえば、Reports Servicesで提供されるデフォルトの security Javaクラスを使用
する場合、securityの構成エントリは次のようになります。

<security id=”rwSec” class="oracle.reports.server.RWSecurity”>
<property name="securityUserid" value="portal_id/portal_password@portal_schema" 
confidential="yes" encrypted="no"/>

</security>

この例では、接続情報が提供され、Reports Serverで Oracle9iAS Portalのセキュリティ機能
にアクセスできるようになります。confidentialおよび encryptedのプロパティ属性は、プロ
パティ内の情報の暗号化に使用されます。confidential="yes"および
encrypted="no"の属性を入力すると、サーバー再起動後、プロパティ値が自動的に暗号
化されます。構成ファイルを次にオープンする際、パスワード情報が暗号化され、
encryptedが yesに設定されます。構成ファイルに入力したパスワードを忘れた場合は、
プロパティを削除して新しい値を再入力し、encryptedを noに設定します。

securityを実装する際に追加情報へのアクセスが必要な場合は、その情報を pluginParam要
素で指定します。

クラスタ環境でセキュリティを設定する場合、予期しない動作を防ぐため、各クラスタ・メ
ンバーに同じセキュリティ・ポリシーを使用する必要があります。

3.2.1.6 destination

例例例例

<destination destype="oraclePortal" class="oracle.reports.server.DesOraclePortal”>
<property name="portalUserid" value="portal_id/portal_password@portal_schema" 
confidential="yes" encrypted="no"/>

</destination>

class 「説明」を参照してく
ださい。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : oracle.reports.server.RWSecurity

Reports Server Security Javaインタフェース
（oracle.reports.server.Security）を実装する完全修
飾された Javaクラス。デフォルトは、Oracle9iAS
に含まれる Oracle9iAS Portal経由で提供されるセ
キュリティ機能に依存します。

表表表表 3-5 security要素の属性要素の属性要素の属性要素の属性（続き）（続き）（続き）（続き）

属性属性属性属性 有効値有効値有効値有効値 説明説明説明説明
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必須必須必須必須 /オプションオプションオプションオプション

オプションです。destination要素をサーバー構成ファイルに入力しないと、提供されている
宛先クラスが使用されます（プリンタ、メール、ファイル、キャッシュ、および Oracle9iAS 
Portal。ポータルへのログインに使用されるユーザー IDとパスワードを指定するには、サー
バー構成ファイルにエントリが必要なので、ポータルは例外です）。任意数の destination要
素をサーバー構成ファイルに入力できます。

説明説明説明説明

destination要素を使用して、サーバーとともに宛先タイプを登録できます。Oracle9iAS 
Portalを除き、プリンタ、電子メール、ファイルまたはキャッシュなど、提供されている
（デフォルト）宛先の登録は不要です。Oracle9iAS Reports Services Destinations APIで作成
した宛先タイプは登録する必要があります。

destinationの属性は、表 3-6で説明します。

また、複数のプロパティを destination要素に入力することもできます。唯一の要件は、
Reports Server Destination Javaクラスのサブクラスである Javaクラスによって識別される
名前と値のペアであることです。次に例を示します。

注意注意注意注意 : Reports APIの最新情報は、Oracle Technology Network
（http://otn.oracle.com/ 英語サイト）または Oracle Technology Network 
Japan（http://otn.oracle.co.jp/ 日本語サイト）を参照してください。

宛先の構成は、第 4章「Oracle9iAS Reports Servicesの宛先の構成」を参
照してください。

表表表表 3-6 destination要素の属性要素の属性要素の属性要素の属性

属性属性属性属性 有効値有効値有効値有効値 説明説明説明説明

destype 文字列 宛先タイプを識別します。次に例を示します。

destype="printer"

class 「説明」を参照してく
ださい。

Reports Server Destination Javaクラス
（oracle.reports.server.Destination）の
サブクラスである完全修飾された Javaクラス。使
用可能な値は、次のとおりです。

� oracle.reports.server.DesMail

� oracle.reports.server.DesFile

� oracle.reports.server.DesPrinter

� oracle.reports.server.DesOraclePortal
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<destination destype="oraclePortal" class="oracle.reports.server.DesOraclePortal”>
<property name="portalUserid" value="portal_id/portal_password@portal_schema" 
confidential="yes" encrypted="no"/>

</destination>

この例では、接続情報が提供され、Reports Serverで Oracle9iAS Portalにアクセスできるよ
うになります。confidentialおよび encryptedの属性が含まれているので、Reports Serverの次
回起動時に portalUserid値が自動的に暗号化されます。

destinationを実装する際に追加情報が必要な場合は、その情報を pluginParam要素で指定し
ます。

3.2.1.7 job

例例例例

<job jobType=”report” engineId=”rwEng” securityId=”rwSec”/>

必須必須必須必須 /オプションオプションオプションオプション

必須です。1つ以上の job要素を指定する必要があります。

説明説明説明説明

job要素は、engineおよび securityの要素と連携して動作します。jobを使用して、ジョブ・
タイプを識別し、そのタイプのジョブで使用するエンジンおよびセキュリティの実装を指定
します。たとえば、ユーザーが開発した、データベース・イベントの発生時に特定のオペ
レーティング・システム・コマンドを実行するエンジンなどです。Oracle9iAS Report 
Serviceのイベントドリブンの公開 APIを使用して、イベントを特定のジョブ・タイプとし
て識別します。そのイベントが発生したとき、ジョブ・タイプ情報が Reports Serverに渡さ
れ、Reports Serverが構成ファイルの job要素でそのジョブ・タイプを検索し、要素の属性
で提供される指示に従います。この指示は、そのタイプのジョブに指定されたエンジン（お
よび場合によってはセキュリティの実装）に対して指定されています。

job要素の属性は、表 3-7で説明します。

表表表表 3-7 job要素の属性要素の属性要素の属性要素の属性

属性属性属性属性 有効値有効値有効値有効値 説明説明説明説明

jobType 文字列 デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : report

サーバーで処理されるジョブのタイプを記述します。
Reports Serverに備わっているエンジンがそのジョ
ブ・タイプを処理できれば、任意のジョブ・タイプ
を入力できます。
3-14 Oracle9iAS Reports Services レポートWeb公開ガイド



Oracle9iAS Reports Serverの構成
3.2.1.8 notification

例例例例

<notification id=”tellMe02” class=”oracle.reports.server.MailNotify”/>

必須必須必須必須 /オプションオプションオプションオプション

オプションです。notification要素を構成ファイルに入力しないと、通知機能は使用できませ
ん。任意数の notification要素を構成ファイルに入力できます。

説明説明説明説明

notification要素を使用して、ジョブが成功または失敗したときに送られる通知のタイプを定
義する Javaクラスを指定します。電子メール経由で通知を送信するデフォルトの
notificationクラスを使用するか、Reports Notification APIを使用して独自のクラスを定義
できます。

notification要素の属性は、表 3-8で説明します。

engineId ID参照 このジョブ・タイプを処理するエンジンに対して入
力された IDを参照します。利用可能な IDは、サー
バー構成ファイルで engine要素の id属性を使用して
指定されています。idは、特定のエンジンを識別す
る、構成 XMLファイル内で一意のキーワードです。

securityId ID参照 このジョブ・タイプに適用されるセキュリティ・メ
カニズムに対して入力された IDを参照します。利用
可能な IDは、サーバー構成ファイルの security要素
で指定されています。

注意注意注意注意 : Reports APIの最新情報は、Oracle Technology Network
（http://otn.oracle.com/ 英語サイト）または Oracle Technology Network 
Japan（http://otn.oracle.co.jp/ 日本語サイト）を参照してください。

表表表表 3-7 job要素の属性要素の属性要素の属性要素の属性（続き）（続き）（続き）（続き）

属性属性属性属性 有効値有効値有効値有効値 説明説明説明説明
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デフォルトの電子メールによる通知実装を使用する場合は、pluginParam要素を使用して、
メールの送信に使用する送信用 SMTPメール・サーバーを指定します。ランタイム・コマン
ド notifysuccessおよび notifyfailureを使用して、通知の送信先となる電子メール・
アドレスを指定します（詳細は、付録 A「コマンドライン引数」を参照してください）。た
とえば、これらのコマンドを次のようにランタイム URLに挿入できます。

notifysuccess=<recipient's e-mail address>&notifyfailure=<recipient's e-mail 
address>

デフォルトの電子メール実装では、notificationのタイプごとに 1つのアドレスのみを指定で
きます。一方または両方の通知タイプを指定できます。通知は、同じアドレスまたはそれぞ
れ異なるアドレスに送信できます。

サーバー構成ファイルの notification要素は、次のようになります。

<notification id="mailNotify" class="oracle.reports.server.MailNotify"/>
<property name="succNoteFile" value="succnote.txt"/>
<property name=failNoteFile value="failnote.txt"/>

デフォルトの通知実装では、成功または失敗のテキスト・ファイルがデフォルト位置
（%ORACLE_HOME%¥reports¥templates）にある限り、パスの指定は不要です。デフォル
ト位置にない場合は、サーバーをホスティングするプラットフォームの要件に従ってディレ
クトリ・パスとファイル名を入力します。

3.2.1.9 log

例例例例

<log option=”allJobs”/>

表表表表 3-8 notification要素の属性要素の属性要素の属性要素の属性

属性属性属性属性 有効値有効値有効値有効値 説明説明説明説明

id 文字列 デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : mailNotify

特定の notification要素を識別する、構成 XMLファ
イル内で一意のキーワード。テキスト文字列または
数字のどちらでも使用できます。次に例を示します。

id="tellMe01"

class ID参照 デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : oracle.reports.server.MailNotify

Reports Server Notification Javaクラス
（oracle.reports.server.Notification）を実装する完全
修飾された Javaクラス。
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必須必須必須必須 /オプションオプションオプションオプション

オプションです。サーバー構成ファイルに 1つの log要素を指定できます。

説明説明説明説明

log要素は、下位互換性を確保するために用意されています。この要素は、Reportsログ・
ファイルの生成および書き込みを行います。ログ・ファイルは自動的に生成され、次のパス
に格納されます（このパスは、Windowsと UNIXで共通です）。

%ORACLE_HOME%¥reports¥logs¥*.log

log要素には、optionという 1つの属性があります（表 3-9を参照）。

3.2.1.10 jobStatusRepository

例例例例

<jobStatusRepository class=”oracle.reports.server.JobRepositoryDB”>
<property name="repositoryConn" value="scott/tiger@ORCL" confidential="yes" 
encrypted="no"/>

</jobStatusRepository>

必須必須必須必須 /オプションオプションオプションオプション

オプションです。サーバー構成ファイルに 1つの jobStatusRepository要素を指定できます。

説明説明説明説明

jobStatusRepository要素は、ジョブ・ステータス・リポジトリを実装する Javaクラスを指定
します。この要素は、persistFile要素に加えて、ジョブ・ステータス情報を格納するための
もう 1つの手段を提供します。

表表表表 3-9 log要素の属性要素の属性要素の属性要素の属性

属性属性属性属性 有効値有効値有効値有効値 説明説明説明説明

option allJobs
succeededJobs
failedJobs
noJob

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : noJob

デフォルトでログを記録するサーバー・アクティビ
ティの他に、ログを記録するジョブのタイプを記述
します。次のオプションがあります。

� allJobs: すべてのジョブのログを記録します。

� succeededJobs: 正常に実行されたジョブのログ
のみを記録します。

� failedJobs: 失敗したジョブのログのみを記録し
ます。

� noJob: ジョブのログを記録しません。
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persistFileはバイナリ・ファイルであるため、アプリケーション内でジョブ・ステータス情
報を公開する際には使用できません。jobStatusRepositoryは、ステータス情報を格納する追
加手段を提供することで、アプリケーションのステータス情報を保存する手段を提供しま
す。

デフォルトのクラス oracle.reports.server.JobRepositoryDBでは、情報はデータベースに格
納されます。Reports APIを使用して、目的の位置に情報を格納するよう、Reports Server 
Job Repositoryインタフェース（oracle.reports.server.JobRepository）を独自に実装できま
す。

jobStatusRepository要素には、classという 1つの属性があります（表 3-10を参照）。

jobStatusRepository要素では、任意数のプロパティを使用して、引数をリポジトリに渡すこ
とができます。唯一の要件は、ユーザーが指定した名前と値のペアを、サーバー構成ファイ
ルで指定するクラスが認識することです。

サーバー構成ファイルの jobStatusRepository要素は、次のようになります。

<jobStatusRepository class=”oracle.reports.server.JobRepositoryDB”>
<property name="repositoryConn" value="scott/tiger@ORCL" confidential="yes" 
encrypted="no"/>

</jobStatusRepository>

この例で、repositoryConnプロパティの値は、リポジトリが格納されているデータベースに
アクセスするためのログイン情報です。confidentialおよび encryptedの属性が使用されてい
るので、Reports Serverの再起動時にログイン情報が暗号化されます。

ジョブ・ステータス・リポジトリに追加情報が必要な場合は、その情報を pluginParam要素
で指定します。

注意注意注意注意 : Reports APIの最新情報は、Oracle Technology Network
（http://otn.oracle.com/ 英語サイト）または Oracle Technology Network 
Japan（http://otn.oracle.co.jp/ 日本語サイト）を参照してください。

表表表表 3-10 jobStatusRepository要素の属性要素の属性要素の属性要素の属性

属性属性属性属性 有効値有効値有効値有効値 説明説明説明説明

class 「説明」を参照して
ください。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : oracle.reports.server.JobRepositoryDB

Reports Server Job Repository Javaクラス
（oracle.reports.server.JobRepository）を実装する完
全修飾された Javaクラス。
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3.2.1.11 trace

例例例例

<trace traceFile="neptune.trc" traceOpts="trace_prf|trace_dbg|trace_wrn" 
traceMode=”trace_append”/>

必須必須必須必須 /オプションオプションオプションオプション

オプションです。サーバー構成ファイルに 1つの trace要素を指定できます。

説明説明説明説明

trace要素を使用して、レポート実行のトレースに使用するファイルを作成し、トレースする
オブジェクトとアクティビティを指定します。trace要素は、サーバーとエンジンのみのト
レースをコントロールします。

traceの属性は、表 3-11で説明します。

注意注意注意注意 : サーブレットと JSPのトレースは、サーブレット構成ファイル
（rwservlet.properties）で構成します（3.3項を参照）。個別レポートのト
レースは、レポートのランタイム・コマンドラインで指定できます（付録
A「コマンドライン引数」を参照）。

表表表表 3-11 trace要素の属性要素の属性要素の属性要素の属性

属性属性属性属性 有効値有効値有効値有効値 説明説明説明説明

traceFile *.trc デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : <server_name>.trc

トレース・ファイルの名前。パスの指定がない場合、ト
レース・ファイルは、Windowsと UNIXの両方で次の
ディレクトリに置かれます。

ORACLE_HOME/reports/logs/

traceOpts 表 3-12を参照し
てください。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : trace_all

この属性は、トレースするアクティビティを定義しま
す。1つ以上の traceOpt値を指定できます。次に例を示
します。

<traceOpts=”trace_prf|trace_brk”>

値は縦線（|）で区切ります。有効値は、表 3-12を参照
してください。
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複数のトレース要素を指定するときは、縦線で区切ります。次に例を示します。

traceOpts="trace_prf|trace_dbg|trace_wrn"

traceMode trace_replace

trace_append

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : trace_replace

新しいトレース情報で既存のトレース・ファイルを上書
きするか（trace_replace）、既存のトレース情報を残し
たままトレースの末尾に追加するか（trace_append）を
決定します。

表表表表 3-12 traceOpts属性の有効値属性の有効値属性の有効値属性の有効値

値値値値 説明説明説明説明

trace_prf サーバーおよびエンジン・プロファイルのログを記録します。

trace_brk デバッグ・ブレークポイントを示します。

trace_app すべてのレポート・オブジェクトに関する情報を記録します。

trace_pls すべての PL/SQLオブジェクトに関する情報を記録します。

trace_sql すべての SQLに関する情報を記録します。

trace_tms トレース・ファイルの各エントリのタイムスタンプを入力します。

trace_dst 配布リストを示します。

どのレポート・セクションがどの宛先に送信されたかを判断でき
ます。

trace_log トレース・ファイルのログ情報を複製します。

サーバー構成ファイルで trace要素の他に log要素も指定した場
合、ログ・ファイルに出力された情報がトレース・ファイルにも
送信されます。

trace_err サーバーのエラー・メッセージを示します。

trace_inf 他のオプションでトレース・ファイルに記録されない情報をすべ
て記録します。

trace_dbg デバッグ情報を記録します。

trace_wrn サーバーの警告メッセージを示します。

trace_sta 初期化中、準備完了、実行中および停止など、サーバーおよびエ
ンジンの状態に関する情報を提供します。

trace_all サーバーおよびエンジンに関するすべての情報をトレース・ファ
イルに記録します。

表表表表 3-11 trace要素の属性（続き）要素の属性（続き）要素の属性（続き）要素の属性（続き）

属性属性属性属性 有効値有効値有効値有効値 説明説明説明説明
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3.2.1.12 connection

例例例例

<connection maxConnect=”50” idleTimeOut=”20”>
<orbClient id=”RWClient” publicKeyFile=”clientpub.key”/>
<cluster publicKeyFile="%ORACLE_HOME%¥reports¥server¥serverpub.key" 
privateKeyFile="%ORACLE_HOME%¥reports¥server¥serverpri.key”/>

</connection>

必須必須必須必須 /オプションオプションオプションオプション

オプションです。サーバー構成ファイルで connection要素を指定しない場合は、デフォルト
値が使用されます（表 3-13を参照）。サーバー構成ファイルに 1つの connection要素を指定
できます。

説明説明説明説明

connection要素は、サーバーとサーバーに接続されているクライアント間の接続ルールを定
義します。

connectionの属性は、表 3-13で説明します。

connectionには、orbClientと clusterという 2つのサブ要素があります。

orbClientは、クライアントが Reports Serverとの接続に使用する公開鍵ファイルの名前を提
供します。任意数の orbClientサブ要素をサーバー構成ファイルに入力できます。

orbClient要素の属性は、表 3-14で説明します。

表表表表 3-13 connection要素の属性要素の属性要素の属性要素の属性

属性属性属性属性 有効値有効値有効値有効値 説明説明説明説明

maxConnect 数値 デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : 20

サーバーが同時にサービスを提供できる要求の最大数。要
求数が maxConnect値を超えると、Java例外が返されま
す。

idleTimeOut 数値 デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : 15

接続のアイドル状態が許可される時間（分）。
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デフォルトで提供されているクライアントの公開鍵ファイルおよび秘密鍵ファイルは、
clientpub.keyおよび clientpri.keyです。これらの鍵ファイルは、Oracle9iAS Reports 
Servicesのすべてのコンポーネントで使用されます。公開鍵ファイルおよび秘密鍵ファイル
を再生成し、デフォルトの鍵ペアを置換できます。この作業を行うには、コマンド・プロン
プトで次のように入力します。

java oracle.reports.utility.KeyManager <path_and_client_public_key_file_name> <path_
and_client_private_key_file_name>

これらの鍵を再生成する場合、公開鍵ファイルの位置を publicKeyFile属性で指定して、
rwrun.jarファイル（%ORACLE_HOME%¥reports¥jlib¥rwrun.jar）の秘密鍵ファイル
を置換できます。このためには、jar形式のファイルを元の形式に戻し、再生成した秘密鍵
を入力した後、ファイルを再び jar形式に変換します。

clusterサブ要素は、すべてのクラスタ・メンバーが使用する公開鍵ファイルおよび秘密鍵
ファイルを指定します。サーバー構成ファイルには、cluster要素を 1つ指定するか、または
指定しません。

同じクラスタのメンバーとなるサーバーは、同じ拡張クラスタ名と公開鍵および秘密鍵を持
つ必要があります。つまり、拡張クラスタ名（serverA.clus、serverB.clusの場合、.clusが拡
張クラスタ名）が等しく、公開鍵ファイルおよび秘密鍵ファイルが各クラスタ・メンバーの
サーバー構成ファイル（<server_name>.conf）で指定されている必要があります。

表表表表 3-14 orbClient要素の属性要素の属性要素の属性要素の属性

属性属性属性属性 有効値有効値有効値有効値 説明説明説明説明

id 文字列 デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : RWClient

公開鍵および秘密鍵を使用するレポート・クライアン
トを識別します。

また、Pluggable clients APIでカスタム・クライアン
トを指定できます。Oracle9iAS Reports Services API
の詳細は、Oracle Technology Network
（http://otn.oracle.com/ 英語サイト）または Oracle 

Technology Network Japan（http://otn.oracle.co.jp/ 
日本語サイト）を参照してください。

publicKeyFile <filename>.key デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : clientpub.key

クライアントが Reports Serverとの接続に使用する公
開鍵ファイルの名前を識別します。デフォルト・ファ
イルは、rwrun.jarファイルに格納されます。

注意注意注意注意 : サーバー・クラスタの詳細は、第 6章「Reports Serverのクラス
タ」を参照してください。
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デフォルトのサーバーの公開鍵および秘密鍵は、Windowsと UNIXの両方で、パス
%ORACLE_HOME%¥reports¥jlib¥rwrun.jarにある rwrun.jarファイルに格納されて
います。ただし、クラスタで使用するよう新たに生成した公開鍵および秘密鍵を jar形式に
変換する必要はありません。これらの鍵は任意の場所に置き、それらの絶対パスとファイル
名をサーバー構成ファイルで指定します。

3.2.1.13 queue

例例例例

<queue maxQueueSize=”1000”/>

必須必須必須必須 /オプションオプションオプションオプション

オプションです。サーバー構成ファイルに 1つの queue要素を指定できます。queue要素を
指定しない場合、デフォルトの 1000が使用されます。

説明説明説明説明

queue要素は、Reportsの各キューで保持できるジョブの最大数を指定します。Reports 
Servicesには、次の 3つのキュー・コンポーネントがあります。

� スケジュールされたジョブのキュー

� 実行中のジョブのキュー

� 完了したジョブのキュー

queue要素は、これらの各コンポーネントに許可される値を指定します。ジョブ数がキュー
に指定された最大値を超えると、期限切れのジョブ、最も古いジョブの順に自動的に削除さ
れます。また Reports Queue Managerを使用して、キューに保持されているジョブの数を手
動で減らすこともできます。

queue要素には、maxQueueSizeという 1つの属性があります（表 3-15を参照）。

注意注意注意注意 : 詳細は、Reports Queue Managerのオンライン・ヘルプを参照し
てください。

表表表表 3-15 queue要素の属性要素の属性要素の属性要素の属性

属性属性属性属性 有効値有効値有効値有効値 説明説明説明説明

maxQueueSize 数値 デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : 1000

Reportsのジョブ・キューに保持できるジョブの最大
数。
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3.2.1.14 persistFile

例例例例

<persistFile filename=”neptune.dat”/>

必須必須必須必須 /オプションオプションオプションオプション

オプションです。ファイルを指定しない場合、サーバーは <server_name>.datというデ
フォルト名で独自のファイルを作成します。1つの persistFile要素を指定できます。

説明説明説明説明

persistFile要素は、すべてのジョブ・ステータスを記録するファイルを識別します。Reports 
Serverは、このファイルを使用してサーバーを停止前のステータスに復元します。

このファイルの名前 persistFileは、サーバーが停止後に再起動しても元の状態のままである
こと、つまり永続性があることに由来します。

サーバー永続ファイルは、サーバーの初回起動時、または現在のサーバー永続ファイルを削
除または名前変更した後の初回起動時に自動的に作成されます。このファイル名を変更した
後も引き続き使用する場合は、新しい名前をサーバー構成ファイルに入力してから、実際に
ファイル名を変更し、次にサーバーを再起動します。

persistFile要素には、fileNameという 1つの属性があります（表 3-16を参照）。

3.2.1.15 identifier

例例例例

<identifier confidential="yes" 
encrypted="yes">fpoiVNFvnlkjRPortn+sneU88=NnN</identifier>

必須必須必須必須 /オプションオプションオプションオプション

オプションです。サーバー構成ファイルに 1つの identifier要素を指定できます。

表表表表 3-16 persistFile要素の属性要素の属性要素の属性要素の属性

属性属性属性属性 有効値有効値有効値有効値 説明説明説明説明

fileName 文字列 デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト :<server_name>.dat

サーバー永続ファイルの名前、およびオプションでパ
スを指定します。ファイルが次のデフォルト・ディレ
クトリにある場合は、パスを省略できます。

%ORACLE_HOME%¥reports¥server¥

このパスは、Windowsと UNIXの両方で共通です。
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説明説明説明説明

identifier要素は、管理者として Reports Queue Managerに最初にログインしたときに、構成
ファイルに自動的に書き込まれます。初回ログイン時、Queue Managerの管理者ユーザー
IDとパスワードが設定されます。この情報は暗号化された後サーバー構成ファイルに書き
込まれ、その後すべての Queue Managerのログイン情報の認証に使用されます。

Queue Managerのログイン情報を忘れた場合、この情報をサーバー構成ファイルから削除
して Reports Server構成ファイルに次のフォーマットで再入力します。

<identifier confidential="yes" encrypted="no">username/password</identifier>

Queue Managerの次回起動時に、IDが自動的に暗号化され、encryptedが yesにリセッ
トされます。次のようになります。

<identifier confidential="yes" 
encrypted="yes">fpoiVNFvnlkjRPortn+sneU88=NnN</identifier>

Reports Queue Managerの詳細は、Reports Queue Managerのオンライン・ヘルプを参照し
てください。

3.2.1.16 pluginParam

例例例例

<pluginParam name=”mailServer”>smtp01.mycorp.com</pluginParam>

必須必須必須必須 /オプションオプションオプションオプション

オプションです。pluginParam要素は、いくつでも指定できます。

説明説明説明説明

pluginParam要素は、Oracle9iAS Reports Servicesのすべてのトランスポータブル・コンポー
ネントと連携して動作します。トランスポータブル・コンポーネントには、エンジン、セ
キュリティ、キャッシュ、宛先、および jobstatusRepositoryがあります。これらには、メー
ル・サーバー、FTP URLまたはその他のタイプのプラグインへのアクセスが必要な場合もあ
ります。pluginParam要素は、すべてのトランスポータブル・コンポーネントで使用できる
プラグインを指定する手段を提供します。この要素を使用すると、この情報をトランスポー
タブル・コンポーネントのクラス定義に含める必要がなく、プラグインのソースをすばやく
簡単に変更できます。

たとえば、カスタムのトランスポータブル・エンジンおよび宛先 Javaクラスの両方にプロ
キシ・サーバーへのアクセスが必要であるとします。これら両方のクラスでプロキシ・サー
バーへのアクセスをハードコーディングするかわりに、proxyなど必要なプラグイン・タイ
プを呼び出して、その位置をサーバー構成ファイルの pluginParamで示せばよいだけです。
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トランスポータブル・コンポーネントでサポートおよび必要とされるプラグインであり、ト
ランスポータブル・コンポーネントが認識する名前であれば、どのようなプラグインでも指
定でき、また自由に命名できます。

pluginParamの属性は、表 3-17で説明します。

表表表表 3-17 pluginParam要素の属性要素の属性要素の属性要素の属性

属性属性属性属性 有効値有効値有効値有効値 説明説明説明説明

name 文字列 プラグイン・パラメータの名前。

type text

file

url

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : text

指定されているプラグインのタイプ。

� textの場合は、メール・サーバーの名前など、指定
されているプラグインを識別できる文字列を指定し
ます。textは、pluginParam要素の内容がテキスト
であることを示すので、getPluginParam()メソッド
は要素に指定されている内容をそのまま返します。

� fileの場合は、プラグイン・ファイルのディレクト
リ・パスとファイル名を指定します。ディレクト
リ・パスは、Reports Serverのホスト・マシン
（Windowsまたは UNIX）の標準に従って指定しま
す。fileは、pluginParam要素の内容がファイル名で
あることを示すので、getPluginParam()メソッドは
指定されたファイルから読み込んだ内容を返しま
す。

� urlの場合は、FTPサイトへの完全な URLなど、プ
ラグインで必要とする完全な絶対 URLを指定しま
す。URLは、pluginParam要素の内容が URLであ
ることを示すので、getPluginParam()メソッドはそ
の URLから読み込んだ内容を返します。使用する
URLと Oracle9iAS Reports Servicesは、ファイア
ウォールの同じ側にある必要があります。

デフォルト・タイプ（text）を使用するときは、
pluginParam文字列で指定する必要はありません。この
項の最初に示した例では、プラグイン（メール・サー
バー名）がデフォルト・タイプの textであるので、タイ
プの指定がありません。
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3.3 Reports Servletの構成の構成の構成の構成
次のパス（Windowsと UNIXで共通）にある rwservlet.propertiesというファイルを使用し
て、Reports Servletを構成します。

%ORACLE_HOME%¥reports¥conf¥rwservlet.properties

サーブレットでは、CGI実装を使用していたユーザーにはなじみのあるコンポーネントが使
用されます。

Reports Servlet構成ファイルを使用して、次の処理を行います。

� キー・マップ・ファイルの位置の指定

� キー・マップ・ファイルの再ロード

� 冗長エラー・メッセージの非表示

� ログイン・ダイアログ・ボックスの選択

� Reports Servletと JSPのトレース・オプションの設定

� サーバー・エラー・メッセージの外観のカスタマイズ

� インプロセス・サーバーの指定

� デフォルトの Reports Serverの識別

� 動的に生成されたイメージの指定

� DB認証と SYSAUTH Cookieの期限切れの設定

� DB認証 Cookie用の暗号化キーの設定

� 診断 /デバッグ出力のフォーマットの追加

� SSLポート番号の指定

� rwservletヘルプ・ファイルの定義

� シングル・サインオン使用の指定

構成ファイルのエントリでは、大文字と小文字を区別しません。

Windowsの場合、サーブレット構成ファイルでは、1つの円記号ではなく 2つの円記号
（¥¥）を使用してディレクトリ・パスを指定します。最初のスラッシュは次のスラッシュを
エスケープします。エスケープしない円記号は、このファイルで別の意味になります。たと
えば、Windowsの Reports Servletファイルで、次のパスはその下のパスのようになります。

d:¥orawin¥reports¥conf¥filename.ext

次のようになります。

d:¥¥orawin¥¥reports¥¥conf¥¥filename.ext
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UNIXの場合、ディレクトリ・パスは、次のようにプラットフォームの標準に従って指定し
ます。

orawin/reports/conf/filename.ext

3.3.1 キー・マップ・ファイルの位置の指定キー・マップ・ファイルの位置の指定キー・マップ・ファイルの位置の指定キー・マップ・ファイルの位置の指定
レポートのランタイム・コマンドラインには、ユーザーには公開しない情報が含まれること
もあります。また、オプションが長い文字列で構成されていて覚えにくかったり、読みづら
い URLになることもあります。

レポートのコマンドライン引数をキー・マップ・ファイル（cgicmd.dat）に入力して、必要
な引数が格納されているこのファイル内の特定のキー・セクションの名前だけをランタイ
ム・コマンドとして公開することができます。

キー・マップ・ファイルの詳細は、第 8章「レポート要求の実行」を参照してください。
Reports Servlet構成ファイルを使用して、このファイルの位置を示します。

次に例を示します。

KeyMapFile=d:¥¥orawin¥¥reports¥¥conf¥¥cgicmd.dat

この例では、デフォルトのファイル名と位置を使用しています。サーブレットはすでに検索
対象と検索位置を認識しているので、デフォルトではキー・マップ・ファイルの位置とファ
イル名に対するエントリがサーブレット構成ファイルに表示されません。別の名前または位
置のファイルを使用する場合は、ディレクトリ・パスとファイル名を格納する KeyMapFile
パラメータをサーブレット構成ファイルで指定する必要があります。

3.3.2 キー・マップ・ファイルの再ロードキー・マップ・ファイルの再ロードキー・マップ・ファイルの再ロードキー・マップ・ファイルの再ロード
RELOAD_KEYMAPパラメータを使用して、サーブレットが要求を受け取るたびにキー・
マップ・ファイル（cgicmd.dat）を再ロードするかどうかを指定します。

次に例を示します。

RELOAD_KEYMAP=yes

この機能は、マップ・ファイルを頻繁に変更し、変更を自動的にロードする場合に便利で
す。ファイルの再ロードに要する時間は、ランタイム・パフォーマンスに影響します。

一般にこのパラメータは、本番環境では noに設定し、テスト環境では yesに設定します。
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3.3.3 冗長エラー・メッセージの非表示冗長エラー・メッセージの非表示冗長エラー・メッセージの非表示冗長エラー・メッセージの非表示
ランタイム・エラー発生時に生成されるエラー・メッセージの本文に、ランタイム・コマン
ドラインの詳細を表示できます。ただし、ランタイム・コマンドラインにユーザー IDやパ
スワードなど機密情報が含まれている場合、エラー・メッセージのテキストとともにそれら
を表示するのは好ましくありません。

サーブレット構成ファイルの DIAGNOSTICパラメータを使用して、コマンドライン情報を
そのエラー・メッセージとともに表示するかどうかを指定できます。

コマンドラインの詳細を表示しない場合は、DIAGNOSTICパラメータに NOを指定します。
これがデフォルト値です。次に例を示します。

DIAGNOSTIC=NO

すべてのエラー・メッセージに詳細なランタイム・コマンドラインを表示する場合は、YES
を指定します。

3.3.4 ログイン・ダイアログ・ボックスの選択ログイン・ダイアログ・ボックスの選択ログイン・ダイアログ・ボックスの選択ログイン・ダイアログ・ボックスの選択
サーブレット構成ファイルは、ユーザー IDおよびパスワードのダイアログ・ボックスのテ
ンプレートを処理する多数のパラメータを提供します。これらのダイアログ・ボックスは、
ユーザーがデータベースにログインしたときやセキュア・レポートを実行したときにオープ
ンされます。一般に、これらのパラメータはログイン画面の設定に使用される各種テンプ
レートを示します。これらのテンプレートは、自社ロゴ、リンク・ボタン、およびその他の
HTMLを自由に使用してカスタマイズできます。

DBAUTHおよび SYSAUTHのパラメータを使用して、個別のログイン画面に使用する
HTMLテンプレートの位置とファイル名を指定できます。

たとえば、次のエントリは、データベース・ログイン画面のテンプレートを示します。

DBAUTH=dbauth.htm

SYSAUTHは、セキュア・レポートのログイン画面を示します。次に例を示します。

SYSAUTH=sysauth.htm

テンプレートが次に示すデフォルトのテンプレート・ディレクトリにある場合は、テンプ
レートのパスを指定する必要はありません。

%ORACLE_HOME%¥reports¥templates

DB_SYS_DIFFAUTHおよび DB_SYS_SAMEAUTHのテンプレートでは、これらのログイン
画面が 1つの画面に統合されます。DB_SYS_DIFFAUTHは、ユーザーがデータベースとレ
ポートへのアクセスでそれぞれ異なるログイン情報の入力が必要な場合に使用します。
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次に例を示します。

DB_SYS_DIFFAUTH=dbsysdif.htm

DB_SYS_SAMEAUTHテンプレートは、ユーザーが両方のタイプのアクセスで同じログイン
情報を入力する場合に使用します。

次に例を示します。

DB_SYS_SAMEAUTH=dbsyssam.htm

この場合、ユーザーはログイン情報の入力を 1回だけ要求され、入力値はサーブレットに
よってデータベースと Reports Serverの両方に渡されます。

3.3.5 Reports Servletとととと JSPのトレース・オプションの設定のトレース・オプションの設定のトレース・オプションの設定のトレース・オプションの設定
トレースは、Reports Servicesの各種コンポーネントについて多数の異なるタイプのランタ
イム情報を記録できるよう、Reports Services環境にあらかじめ追加されています。

Reports Servletおよび JSPのランタイム情報を追跡および記録するには、サーブレット構成
ファイルの TRACEOPTSパラメータを使用します。また、任意数のトレース・オプション
を入力できます。各オプションは、縦線で区切ります。

次に例を示します。

TRACEOPTS=trace_prf|trace_pls|trace_dbg

使用可能なすべてのトレース・オプションは、表 3-12で説明します。

また、TRACEFILEおよび TRACEMODEのパラメータを使用できます。

TRACEFILEを使用して、トレース・ファイルの名前を指定できます。次に例を示します。

TRACEFILE=<server_name>.trc

パスの指定がない場合、トレース・ファイルは、Windowsと UNIXの両方で次のディレク
トリに置かれます。

%ORACLE_HOME%¥reports¥logs

注意注意注意注意 : Reports Serverのトレースは、サーバー構成ファイル（<server_
name>.conf）で構成します。詳細は、3.2.1.11項を参照してください。個
別レポートのトレースは、レポートのランタイム・コマンドラインで指定
できます（付録 A「コマンドライン引数」を参照）。
3-30 Oracle9iAS Reports Services レポートWeb公開ガイド



Reports Servletの構成
TRACEMODEを使用して、新しいトレース情報で既存のトレース・ファイルを上書きする
か（trace_replace）、既存のトレース情報を残したままトレースの末尾に追加するか（trace_
append）を決定します。次に例を示します。

TRACEMODE=trace_append

TRACEMODEのデフォルトは、trace_replaceです。

3.3.6 サーバー・エラー・メッセージの外観のカスタマイズサーバー・エラー・メッセージの外観のカスタマイズサーバー・エラー・メッセージの外観のカスタマイズサーバー・エラー・メッセージの外観のカスタマイズ
Reports Servicesは、サーバー・エラー・メッセージのテンプレートを提供します。これら
のメッセージは、原因に従って自動的に生成されます。テンプレートは、エラー・メッセー
ジの表示に使用される視覚的な設定を提供します。

エラー・メッセージの外観は、自社ロゴやエラーと関連するアイコンなどを使用してカスタ
マイズできます。ヘルプ・システムや自社ホームページを表示したり、前のブラウザ・ウィ
ンドウへ戻るためのボタンを追加することもできます。これには、自動的に生成されたエ
ラー・メッセージに独自のHTMLフレームワークを設定します。

エラー・メッセージ・テンプレートの名前と位置を示すエントリをサーブレット構成ファイ
ルに入力します。

デフォルトのエントリは次のとおりです。

ERRORTEMPLATE=rwerror.htm

テンプレートが次に示すデフォルトのテンプレート・ディレクトリにある場合は、エラー・
メッセージ・テンプレートのパスを指定する必要はありません。

%ORACLE_HOME%¥reports¥templates

3.3.7 インプロセス・サーバーの指定インプロセス・サーバーの指定インプロセス・サーバーの指定インプロセス・サーバーの指定
Reports Serverを Reports Servletと同じプロセスで実行することを選択した場合、SERVER_
IN_PROCESSパラメータを適切に設定します。Reports Serverをインプロセス・サーバーと
して実行するには、サーブレット構成ファイルで次のように指定します。

SERVER_IN_PROCESS=yes

Reports Serverを Reports Servletと同じプロセスで実行しない場合は、noを入力します。

注意注意注意注意 : インプロセス・サーバーの実行の長所と短所は、第 1章
「Oracle9iAS Reports Servicesの アーキテクチャ」を参照してください。
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3.3.8 デフォルトのデフォルトのデフォルトのデフォルトの Reports Serverの識別の識別の識別の識別
Reports Servletは、SERVERパラメータを使用してデフォルトの Reports Serverを識別しま
す。ランタイム URLなどでサーバー名が指定されない場合は、ここで指定したデフォルト
のサーバーが使用されます。デフォルトの Reports Server名をサーブレット構成ファイルに
入力します。

次に例を示します。

SERVER=<server_name>

デフォルトの Reports Serverがサーバー・クラスタのメンバーである場合は、次のようにク
ラスタ名を使用します。

SERVER=<cluster_name>

サーバー名とクラスタ名の組合せを使用した場合、デフォルトのサーバーに送信された要求
はこの特定のマシンに渡されます。このマシンが停止した場合、エラー・メッセージが返さ
れ、レポートは実行されません。クラスタ名のみを指定すると、要求は任意のクラスタ・メ
ンバーに送信され、送信先のマシンにアイドル状態のエンジンがない場合は、別のマシンに
転送されます。

rwservlet.propertiesで SERVERパラメータを指定しない場合は、デフォルトのサー
バー名は rep_<machine_name>です。

3.3.9 動的に生成されたイメージの指定動的に生成されたイメージの指定動的に生成されたイメージの指定動的に生成されたイメージの指定
IMAGE_URLパラメータを使用して、動的に生成された Reportsイメージにアクセスできる
位置を指定できます。

次に例を示します。

IMAGE_URL=http://<server_or_web_server_name>.<domain_name>:<port>/reports/rwservlet

このパラメータは、Reports Servlet経由で実行されない JSPで使用されます。これにより、
チャートなど動的に生成されたイメージを表示できるのが、レポート実行者に制限されま
す。Reports Servlet経由で実行される JSPやその他のレポート・タイプには、この保護が自
動的に付加されます。

3.3.10 DB認証と認証と認証と認証と SYSAUTH Cookieの期限切れの設定の期限切れの設定の期限切れの設定の期限切れの設定
COOKIEEXPIREパラメータを使用して、データベースおよびシステム認証 Cookieの存続期
間を分単位で指定できます。次に例を示します。

COOKIEEXPIRE=20

デフォルトは 30です。
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Cookieは、ユーザーの初回認証時に、暗号化されたユーザー名とパスワードをクライアン
ト側で保存します。サーバーは、クライアントから Cookieを受け取ると、Cookieに保存さ
れた時間と現在のシステム時間を比較します。この時間が COOKIEEXPIREに定義された時
間（分）を超えていると、サーバーはその Cookieを拒否し、エラー・メッセージとともに
データベース認証フォームをクライアントに返します。レポートを実行するには、ユーザー
は再度認証を受ける必要があります。

3.3.11 DB認証認証認証認証 Cookie用の暗号化キーの設定用の暗号化キーの設定用の暗号化キーの設定用の暗号化キーの設定
ENCRYPTIONKEYを使用して、DB認証 Cookieのユーザー名とパスワードを暗号化するた
めの暗号化キーを指定できます。暗号化キーには任意の文字列を設定できます。次に例を示
します。

ENCRYPTIONKEY=egbdf

3.3.12 診断診断診断診断 /デバッグ出力のフォーマットの追加デバッグ出力のフォーマットの追加デバッグ出力のフォーマットの追加デバッグ出力のフォーマットの追加
DIAGBODYTAGSおよび DIAGHEADTAGSのパラメータを使用して、追加の HTMLエン
コードを、診断およびデバッグの出力に関連する出力ファイルの <body>および <head>の
タグに挿入できます。

DIAGBODYTAGSは <body>タグ全体を定義し、DIAGHEADTAGSは開始および終了の
<head>/</head>タグの間に使用できるタグを定義します。

これらのパラメータを使用して、診断およびデバッグの出力を見やすくするためのフォー
マット引数を挿入できます。次に例を示します。

DIAGBODYTAGS=<BODY [additional HTML encoding]>

DIAGHEADTAGS=<HEAD>[additional HTML encoding]</HEAD>

3.3.13 SSLポート番号の指定ポート番号の指定ポート番号の指定ポート番号の指定
Secure Sockets Layer（SSL）を使用するときにデフォルト（443）以外のポートを使用する
場合は、SSLPORTを使用します。次に例を示します。

SSLPORT=<port number>

3.3.14 rwservletヘルプ・ファイルの定義ヘルプ・ファイルの定義ヘルプ・ファイルの定義ヘルプ・ファイルの定義
HELPキーワードを rwservletコマンドとともに使用して、サーブレット関連のヘルプ・ト
ピックを表示できます。ヘルプ・ファイルを呼び出すには、次の URLを指定します。

http://yourwebserver/yourservletpath/rwservlet/help
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このパラメータを指定しない場合に表示されるサーブレット用のデフォルトのヘルプ・ファ
イルもあります（デフォルトの情報は、コードから取得され、ファイルではありません）。
ユーザー独自のヘルプ・ファイルを追加することもできます。これには、サーブレットのヘ
ルプ・ファイルの名前と位置の URLを、HELPURLパラメータでサーブレット構成ファイ
ルに指定します。次に例を示します。

HELPURL=http://your_web_server/your_help_file_path/helpfile.htm

3.3.15 シングル・サインオン使用の指定シングル・サインオン使用の指定シングル・サインオン使用の指定シングル・サインオン使用の指定
Oracle9iAS Reports Servicesのシングル・サインオン機能を利用するには、サーブレット構
成ファイルで SINGLESIGNONパラメータを使用して指定する必要があります。シングル・
サインオンを使用してユーザー認証を行う場合は YESと入力し、シングル・サインオンを使
用しない場合はNOと入力します。NOを選択した場合、Reports Serverは独自の認証メカ
ニズムを使用してユーザー認証を行います（Reports6iで使用されているものと同じ認証メ
カニズム）。

シングル・サインオンを使用してユーザー認証を行うには、次のように入力します。

SINGLESIGNON=yes

3.4 URLエンジンの構成エンジンの構成エンジンの構成エンジンの構成
Reports Serverは、URLのコンテンツの取得および配布を行う URLエンジンを搭載してい
ます。URLエンジンを使用すると、Reports Serverの強力なスケジューリングおよび配布の
機能を利用して、任意の公開 URLのコンテンツを電子メール、Oracle9iAS Portalおよび
WebDavなどの宛先に配布できます。Reports Serverの宛先はトランスポータブルなので、
URLコンテンツに対するユーザー独自のカスタム宛先を追加することもできます。

さらに、URLエンジンを Reports Serverの Event-Driven Publishing APIと組み合せて使用
すれば、コンテンツの配布をデータベース・イベントでトリガーできます。たとえば、従業
員経費データのテーブルに格納されたデータを高品位のWebで公開するための JSPレポー
トを作成したとします。この場合、URLエンジンと Event-Driven Publishing APIを使用し
て、新規または更新した従業員経費データが経費アプリケーションによってテーブルに格納
されるたびに、その JSPに電子メールで通知することができます。

注意注意注意注意 : HELPキーワードの詳細は、付録 A「コマンドライン引数」を参照
してください。
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URLエンジンは、Oracle9iAS Reports Servicesのインストール時にデフォルトで有効化され
ません。URLエンジンを有効にする手順は、次のとおりです。

1. URLエンジンの engine要素をサーバー構成ファイルに追加します。たとえば、次のよ
うにエンジン要素を入力します。

<engine id="rwURLEng"
             class="oracle.reports.engine.URLEngineImpl"
             initEngine="1"
             maxEngine="1"
             minEngine="0"
             engLife="50"
             maxIdle="30"
             callbackTimeOut="60000"
/>

2. 適切なジョブ・タイプを URLエンジンと関連付ける job要素をサーバー構成ファイルに
追加します。たとえば、次のようにジョブ要素を入力します。

<job  jobType="urlEngine"
         engineId="rwURLEng"
/>

3. Reports Serverを停止し、再起動します。

URLエンジンへの要求送信の詳細は、第 8章「レポート要求の実行」を参照してください。

注意注意注意注意 : これらの新しい要素を含む Reports Serverを再起動するとき、
Reports Serverのステータス・メッセージ・ボックスでエンジン数の増加
を確認できます。前述の例では、Reports Serverを再起動するとエンジン
の数が 1つ増加します（initEngineの値）。
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3.5 プロキシ情報の入力プロキシ情報の入力プロキシ情報の入力プロキシ情報の入力
Oracle9iAS Reports Servicesのいくつかの機能は、ファイアウォール経由での情報の送受信
をサポートします。たとえば、URLエンジン、XMLデータ・ソース、テキスト・データ・
ソースおよびメール宛先の機能は、すべてファイアウォール経由で情報を送受信します。こ
れらの機能が適切に動作するために、Reports Serverは特定のプロキシ情報を必要とします。
処理を簡素化するために、必要なプロキシ情報を一個所に格納し、Reports Server構成ファ
イルからそれを指定するようにします。Reports Serverにプロキシ情報を構成する手順は、
次のとおりです。

1. pluginParam要素をサーバー構成ファイルに追加し、プロキシ情報ファイル
（proxyinfo.xmlなど）を指定するようにします。たとえば、次のように pluginParam
要素を入力します。

<pluginParam name="proxy" type="file">proxyinfo.xml</pluginParam>

2. 構成に必要なプロキシ値でプロキシ情報ファイルを更新します。たとえば、次のように
proxyinfo.xmlに入力します。

<proxyInfo>
   <proxyServers>
     <proxyServer name="xyz.abc.com" port="80" protocol="http"/>
     <proxyServer name="www-proxy1.xyz.abc.com" port="80" protocol="ftp"/>
     <proxyServer name="www-prox21.xyz.abc.com" port="80" protocol="https"/>
   </proxyServers>
   <bypassProxy>
     <domain>*.abc.com</domain>
   </bypassProxy>
</proxyInfo>

注意注意注意注意 : オプションでプロキシ情報ファイルのパスを指定できます。この
ファイルのデフォルトの位置は、<ORACLE_HOME>/reports/confです。

注意注意注意注意 : デフォルトのプロキシ情報ファイル<ORACLE_HOME>/reports/ 
conf/proxyinfo.xmlを参照してください。
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3.6 Oracle Enterprise Manager用の用の用の用の Reports Serverの構成の構成の構成の構成
Oracle9iASに搭載されている Oracle Enterprise Manager（OEM）は、Oracle9iAS Reports 
Servicesに管理サービスおよび監視サービスを提供します。これらのサービスを利用するに
は、Reports Serverと連携して動作するよう OEMを構成する必要があります。Oracle9iAS
のインストール時に構成および起動されるデフォルトの Reports Serverインスタンスでは、
OEMとの連携が自動的に構成されます。別の Reports Serverインスタンスを追加する場合
は、次のコマンドラインを実行して OEMとの連携を構成する必要があります。

UNIXの場合 :

$ORACLE_HOME/bin/addNewServerTarget.sh <reports_server_name>

Windowsの場合 :

%ORACLE_HOME%¥bin¥addNewServerTarget.bat <reports_server_name>

Reports Serverに対する OEMの使用方法の詳細は、第 13章「Oracle9iAS Reports Services
の管理と監視」を参照してください。

注意注意注意注意 : デフォルトで、このスクリプトは、Oracle9iAS Portalインストー
ルのユーザー名とパスワードを、OEMと Reports Serverの統合でのユー
ザー名とパスワードとして使用します。Oracle9iAS Portalがインストール
されていない場合、デフォルトのユーザー名は repadmin、パスワードは
reportsです。
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4

Oracle9iAS Reports Servicesの宛先の構成の宛先の構成の宛先の構成の宛先の構成

レポートを実行する際には、レポートの出力方法（宛先）と受信者（配布）を検討する必要
があります。配布については、第 9章「拡張配布の作成」で説明しています。この章では、
Oracle9iAS Reports Servicesでデフォルトの宛先やカスタムの宛先に対し出力が処理される
方法について説明します。まず出力処理の概要を示し、次に Oracle9iAS Reports Serverへの
宛先タイプの登録について説明します。

この章には、次の項があります。

� 出力処理の概要

� サーバーへの宛先タイプの登録
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4.1 出力処理の概要出力処理の概要出力処理の概要出力処理の概要
レポートの出力方法は、実行時に指定する宛先タイプによって制御されます。指定可能な宛
先タイプは、各自のサーバー構成ファイル（<server_name>.conf）に登録した宛先出力タイ
プによって決まります。ユーザーは出力タイプを登録できず、Oracle9iAS Reports Services
で提供する次のデフォルト・タイプを使用します。

� キャッシュ（つまりブラウザ）

� SMTP対応電子メール

� ファイル

� プリンタ

� Oracle9iAS Portal（ポータルへアクセスするには、サーバー構成ファイルにユーザー ID
とパスワードを指定する必要があるため、このタイプは例外です）

Oracle9iAS Reports Services Destinations APIを使用して、FAX、FTP、Oracleの Internet 
File System（iFS）などのカスタム出力タイプや、必要な任意のタイプを定義することもで
きます。この APIを使用して、新しい宛先タイプを定義できます。また、レポートをカスタ
ムの宛先に導くハンドラを作成することもできます。

Oracle9iAS Reports Servicesのアーキテクチャによって、出力の生成と配布の方法が標準化
されます。このアーキテクチャでは、Reports Serverを通じてレポート出力が適切な宛先に
配信され、さらに Reports Engineを通じて出力がその宛先とは関係なく生成されます。これ
によって、1回のレポート実行が様々な用途で使用できるので、効率が大幅に向上します。
また、出力処理アーキテクチャが拡大され、任意数の宛先タイプに対応できるようになって
います。

以前は、Reportsランタイム・エンジンが出力の配信を全面的に処理していました。このた
め、出力先との通信方法をランタイム・エンジンで認識している必要がありました。この結
果、エンジンとサポートされている宛先は密接に結び付いていました。

Oracle9iAS Reports Servicesは、この密接な結び付きとそれに伴う制限を解消します。ラン
タイム・エンジンは、すべての宛先を同等に処理するようになりました。ランタイム・エン
ジンが、作成される出力の宛先タイプを認識する必要はありません。サーバーが出力を宛先
ハンドラに渡し、さらにハンドラがそれぞれに関連付けられた宛先タイプに配信するための
データを準備します。事前定義の宛先タイプ（事前定義ハンドラを使用）を使用するか、ま
たはサポートするカスタムの宛先タイプ用のハンドラを作成することができます。Reports
では、ほとんどすべてのタイプの宛先に接続することができます。

注意注意注意注意 : カスタムの宛先タイプは、Oracle9iAS Reports Services 
Destinations APIで作成します。Reports APIとダウンロード用宛先タイ
プの最新情報は、Oracle Technology Network（http://otn.oracle.com/ 英語
サイト）または Oracle Technology Network Japan（http://otn.oracle.co.jp/ 
日本語サイト）を参照してください。
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図 4-1は、Oracle9iAS Reports Servicesの出力処理アーキテクチャの主要なコンポーネント
を示しています。

図図図図 4-1 宛先宛先宛先宛先 /配布アーキテクチャの主要コンポーネント配布アーキテクチャの主要コンポーネント配布アーキテクチャの主要コンポーネント配布アーキテクチャの主要コンポーネント

出力処理アーキテクチャでは、要求が次の順序で処理されます。

1. ユーザーが、クライアントまたはブラウザから Reports Serverに要求を送信します。

2. サーバーがこの要求をランタイム・エンジンに渡します。

3. ランタイム・エンジンが、宛先オブジェクト（特定の宛先のファイル・リストとそれら
の宛先に関連するすべてのプロパティを含んだもの）およびレポート出力を作成 /処理
したうえで、宛先オブジェクトを Reports Serverに、レポート出力をキャッシュにそれ
ぞれ送信します。

4. Reports Serverが、宛先オブジェクトを Reports Serverの宛先コンポーネントに送信し
ます。
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5. Reports Serverの宛先コンポーネントが、キャッシュからレポート出力をフェッチしま
す。

6. Reports Serverの宛先コンポーネントが、レポートと宛先オブジェクト（宛先デバイス
による出力の処理方法を指定するもの）を適切な宛先ハンドラに送信します。

4.2 サーバーへの宛先タイプの登録サーバーへの宛先タイプの登録サーバーへの宛先タイプの登録サーバーへの宛先タイプの登録
Oracle9iAS Reports Serverで特定の宛先タイプにレポートを送信するには、そのタイプがデ
フォルト・タイプ（プリンタ、電子メール、キャッシュまたはファイル）、または事前に
サーバーの構成ファイル（<server_name>.conf）に登録されたタイプであることが必要です。
構成ファイルには、レポートに有効な宛先タイプを登録するための destination要素が含まれ
ています。任意数の宛先タイプを任意の場所で登録できます。

サーバーへの宛先タイプの登録には、次のタスクが関係します。

� サーバー構成ファイルの destinationセクションの設定

� 宛先として有効な値の入力

これらのタスクについては、次の各項で説明します。

4.2.1 サーバー構成ファイルのサーバー構成ファイルのサーバー構成ファイルのサーバー構成ファイルの destinationセクションの設定セクションの設定セクションの設定セクションの設定
<server_name>.confファイルの destinationセクションを設定する手順は、次のとおりです。

1. サーバー構成ファイルを任意のテキスト・エディタでオープンします。

サーバー構成ファイルは、次のディレクトリにあります（Windowsと UNIXで共通の
パス）。

%ORACLE_HOME%¥reports¥conf¥<server_name>.conf

2. 構成ファイルに destinationセクションがない場合は、構成ファイルのデータ型定義ファ
イル（rwserverconf.dtd）セクションにおいて destinationセクションの前にある要素の
下に、destinationセクションを作成します。

注意注意注意注意 : サーバー構成ファイルは、関連する文書タイプ定義ファイル
（ORACLE_HOME¥reports¥dtd¥rwserverconf.dtd）に定義されてい
る要素の順序に従います。この定義ファイルで宛先の前にある要素がサー
バー構成ファイルに存在する場合は、それらの要素の後に destinationを配
置します。
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3. レポートを出力する際に使用する宛先タイプを登録するには、常に次の構文を使用します。

<destination destype="output_type_1" class="java_class_1">
<property name="valid_destype_property" value="valid_value"/>
<property name="valid_destype_property" value="valid_value"/>

</destination>
<destination destype="output_type_2" class="java_class_2">

<property name="valid_destype_property" value="valid_value"/>
</destination>

これらのタグの有効値は、次の項で説明します。

4.2.2 宛先として有効な値の入力宛先として有効な値の入力宛先として有効な値の入力宛先として有効な値の入力

4.2.2.1 宛先タイプとクラス宛先タイプとクラス宛先タイプとクラス宛先タイプとクラス
destype属性と class属性は、デフォルト以外の出力タイプの有効な登録に対して必要となり
ます。この 2つの属性で、宛先タイプとそれらに関連する Javaクラスを指定します。
Oracle9iAS Reports Servicesに付属の事前定義（デフォルト）の宛先タイプおよびクラスを
表 4-1に示します。

デフォルト・タイプのうち、oraclePortal宛先タイプだけは登録する必要があります。これ
は、oraclePortal宛先タイプがポータルにアクセスするためのユーザー IDとパスワードの指
定を必要とするためです。

使用できる宛先タイプとクラスは、サーバーで提供する事前定義済のものに限られません。
Destinations APIを使用してカスタム・ハンドラを定義すれば、FAXや FTPなどのカスタム
の宛先タイプを登録できます。

表表表表 4-1 標準の宛先タイプとクラス標準の宛先タイプとクラス標準の宛先タイプとクラス標準の宛先タイプとクラス

宛先宛先宛先宛先 宛先タイプ宛先タイプ宛先タイプ宛先タイプ クラスクラスクラスクラス

Oracle9iAS Portalコンテンツ領域 oraclePortal oracle.reports.server.DesOraclePortal

SMTP対応電子メール mail oracle.reports.server.DesMail

ファイル file oracle.reports.server.DesFile

キャッシュ cache oracle.reports.serverDesCache

プリンタ printer oracle.reports.server.DesPrint

注意注意注意注意 : Reports APIの最新情報は、Oracle Technology Network
（http://otn.oracle.com/ 英語サイト）または Oracle Technology Network 
Japan（http://otn.oracle.co.jp/ 日本語サイト）を参照してください。
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4.2.2.2 宛先プロパティの名前宛先プロパティの名前宛先プロパティの名前宛先プロパティの名前 /値のペア値のペア値のペア値のペア
サーバー構成ファイルでは、登録された宛先に任意数のプロパティを関連付けることができ
ます。宛先のプロパティは名前 /値のペアで構成され、それぞれのペアが出力タイプの構成
のある側面を定義します。これらは、宛先タイプで認識できる用語で表されます。たとえ
ば、宛先タイプが oraclePortalである宛先は、次の名前 /値のペアを認識します。

<property name="portalUserid" value="portal_id/portal_password@portal_schema" 
confidential="yes" encrypted="no"/>

この例では、ポータルのユーザー IDに関連付ける値を定義しており、confidentialおよび
encryptedという属性が指定されています。confidential="yes"は、この要素内で値の暗
号化が必要であることを示し、encrypted="no"は値がまだ暗号化されていないことを示
しています。次に Reports Serverを起動したときは、値が自動的に暗号化され、
encryptedが yesにリセットされます。

宛先タイプのプロパティに有効な値は、その宛先タイプに完全に依存します。これらの値
は、Reportsから取得されるのではなく、Reports Serverで使用するわけでもありません。
これらは宛先タイプ自体から取得され、宛先で認識する用語を使用します。開発者は、カス
タムの宛先の要件を理解し、特定のカスタム出力タイプに関連付けるプロパティを把握する
必要があります。

配布の検討に入ると、配布 XMLファイル内の destype要素にもプロパティの名前 /値のペア
が指定できることに気付きます。サーバー構成ファイルの destination要素に入力されるプロ
パティと、配布 XMLファイルの destype要素に入力されるプロパティを区別することが重要
です。

� サーバー構成ファイルの destination要素に入力されるプロパティは、出力タイプの設定
のみに関係します。たとえば、宛先 FAXの再試行許容回数を設定します。

� 配布 XMLファイルの destype要素に入力されるプロパティは、ランタイム・パラメータ
の指定のみに関係します。たとえば、FAXの受信者の識別子を指定します。

注意注意注意注意 : サーバー構成ファイルに指定できる要素と属性は、
rwserverconf.dtdファイル（%ORACLE_HOME%¥reports¥dtd¥ 
rwserverconf.dtd）に定義されている構文によって決まります。詳細
は、第 3章「Oracle9iAS Reports Servicesの構成」を参照してください。
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ユーザー・アクセスの制御ユーザー・アクセスの制御ユーザー・アクセスの制御ユーザー・アクセスの制御

インターネットはあまりにオープンであるために、企業のどの機密情報に誰がアクセスでき
るかを制御することが課題となります。Oracle9iAS Portalは、Oracle9iAS Reports Services
に数多くのセキュリティ機能を提供しています。これを利用して、重要なデータに適切な
ユーザーが安全にアクセスできるようになります。Oracle9iAS Portalのセキュリティ機能を
正しく使うことで、ユーザーにはそれぞれに許可されたデータのみが表示されます。

Oracle9iAS Reports Servicesを使用して、次の制御を行います。

� 各レポートにアクセスできるユーザー

� レポートを実行できる期間

� レポートの実行に使用できるサーバーとプリンタ

� ユーザーが編集できるレポート・パラメータとその値の範囲

この章では、Oracle9iAS Reports Servicesのセキュリティ、および Oracle9iAS Portalで提供
するデフォルトのセキュリティ実装を使用して、Reports環境へのユーザー・アクセスを制
御する方法について説明します。この章には、次の項があります。

� Oracle9iAS Portalの概要

� サーバー構成ファイルにおけるポータルベースの セキュリティの定義

� Oracle9iAS Portalでの Reportsユーザーおよび 名前付きグループの作成

� アクセス制御の設定

セキュリティ制御を設定するには、事前に Oracle9iAS Portalと Oracle9iAS Reports Services
の両方がインストールされ、構成されていることが必要です。Reports Servicesの構成の詳
細は、第 3章「Oracle9iAS Reports Servicesの構成」を参照してください。Oracle9iAS 
Portalの構成の詳細は、Oracle9iAS Portalのドキュメントを参照してください。また、両コ
ンポーネントのインストールの詳細は、『Oracle9i Application Serverインストレーション・
ガイド』を参照してください。Oracle9iASおよび Oracle9iAS Portalの詳細は、Oracle9iAS
のドキュメントが収録された CDおよび Oracle Technology Network
（http://otn.oracle.com/ 英語サイト）または Oracle Technology Network Japan
（http://otn.oracle.co.jp/ 日本語サイト）を参照してください。
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Oracle9iAS Portalの概要
5.1 Oracle9iAS Portalの概要の概要の概要の概要
Oracle9iAS Portalは、データの公開と開発に関するブラウザ・ベースのソリューションで、
情報をWebに公開し、Webベースのデータ駆動型アプリケーションを作成するためのWeb
ベースのツールを提供します。

Oracle9iAS Portalは Oracle9iAS Reports Servicesと緊密に統合されているため、データを公
開するための強力かつ安全な環境を整えることができます。Oracle9iAS Portalには、
Oracle9iAS Reports Servicesのセキュリティを簡単に設定するためのウィザードが用意され
ています。これには、レポート、Oracle9iAS Reports Server、プリンタ、出力フォーマット
およびレポート・パラメータのユーザー・アクセスをそれぞれを定義するためのウィザード
が含まれます。

定義したアクセス制御情報は、Oracle9iAS Portalのリポジトリに格納されます。その後、
Oracle9iAS Portalユーザーとして、登録済の RDFおよび JSPを Oracle9iAS Portalページに
オプションで公開できます。Oracle9iAS Portalの機能を全面的に使用していても、Portalを
使ってレポートを配布する必要はありません。レポートはコマンドラインから配布でき、さ
らに Oracle9iAS Portalを通じて常にアクセス制御機能も利用できます。

Oracle9iAS Reports Servicesのセキュリティ機能に対するアクセスは、レポート・リンクま
たはレポート内容の公開に Portalを使用しているかどうかに関係しません。Portalを通じて
公開しない場合でも、Oracle9iAS Portalで提供されている Oracle9iAS Reports Servicesのセ
キュリティ機能を利用して、すべてのレポートに対するユーザー・アクセスを制御できま
す。

Oracle9iAS Portalを通じてレポートをポートレットとして公開する場合は、Oracle9iAS 
Reports Servicesで Oracle9iAS Single Sign-On機能が使用されます。Oracle9iAS Single 
Sign-Onによって、ユーザーは何度もログインする必要がなくなります。つまり、最初に
ポータルにログインした後に、ポータル内でポートレットとして公開されている各アプリ
ケーションにログインする必要がありません。Single Sign-Onでログインすると、
Oracle9iAS Portalによって、登録されたポートレット・プロバイダとサブシステムのすべて
に自動的にログインされます。

Single Sign-Onの詳細は、『Oracle9i Application Serverセキュリティ・ガイド』を参照して
ください。

5.2 サーバー構成ファイルにおけるポータルベースのサーバー構成ファイルにおけるポータルベースのサーバー構成ファイルにおけるポータルベースのサーバー構成ファイルにおけるポータルベースの
セキュリティの定義セキュリティの定義セキュリティの定義セキュリティの定義

セキュリティ機能を使用する場合は、Reports Server構成ファイル（<server_name>.conf）の
security要素を設定します。このファイルは、UNIXとWindowsのどちらのプラットフォー
ムの場合も、次のディレクトリ・パスにあります。

%ORACLE_HOME%¥reports¥conf¥<server_name>.conf
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サーバー構成ファイルにおけるポータルベースの セキュリティの定義
Portalのデフォルトのセキュリティ実装を使用する場合は、Reports Server構成ファイルの
security要素に、Portalの有効なユーザー名、パスワードおよびデータベース接続文字列 SID
を含んだプロパティを指定する必要があります。Reports Serverは、この情報を使用して
サーバーを Portalに接続し、Portalで設定されたアクセス制御パラメータを取得します。
サーバーから Portalへの接続はバックグラウンドで実行されるため、コンポーネントは一切
表示されません。ユーザーは、アクセス制御が設定されたレポートを実行する際に、それら
の制御が Oracle9iAS Portalで設定され、そこから提供されることを意識しません。

Reports Server構成ファイルにおける security構成エントリは、次のようになります。

<security id=”rwSec” class="oracle.reports.server.RWSecurity”>
<property name="securityUserid" value="portal_id/portal_password@portal_schema" 
confidential="yes" encrypted="no"/>

</security>

security要素の有効な属性は、表 5-1で説明します。

注意注意注意注意 : 独自のセキュリティ・インタフェースを実装する場合は、Javaで
実装する必要があります。Oracle9iAS Reports Services APIの詳細は、
Oracle Technology Network（http://otn.oracle.com/ 英語サイト）または
Oracle Technology Network Japan（http://otn.oracle.co.jp/ 日本語サイ
ト）を参照してください。

表表表表 5-1 secutiry要素の属性要素の属性要素の属性要素の属性

属性属性属性属性 有効値有効値有効値有効値
事前条件また事前条件また事前条件また事前条件また
はデフォルトはデフォルトはデフォルトはデフォルト 説明説明説明説明

id 文字列 必須 特定の security要素を識別する、構成
XMLファイル内で一意のキーワード。テ
キスト文字列または数字のどちらでも使
用できます（id="rwSec"など）。

class 「説明」を参照
してください。

必須 Reports Server Security Javaインタ
フェース（oracle.reports.server.Security）
を実装する完全修飾された Javaクラス。
デフォルト値
（oracle.reports.server.RWSecurity）は、
Oracle9iASに含まれる Oracle9iAS Portal
経由で提供されるセキュリティ機能に依
存します。
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Oracle9iAS Portalでの Reportsユーザーおよび 名前付きグループの作成
また、この例の security要素では、securityUserid/portal_id/portal_
password@portal_schemaという名前 /値のペアが使用されています。
securityUseridはプロパティの名前、portal_id/portal_password@portal_
schemaは Portalへのアクセスに必要な管理者レベルの有効なユーザー ID、パスワードお
よび SIDを表しています。この例には、その他に confidential属性と encrypted属性が含まれ
ています。confidential="yes"は、この要素内で値の暗号化が必要であることを示し、
encrypted="no"は値がまだ暗号化されていないことを示しています。次に Reports 
Serverを起動したときは、値が自動的に暗号化され、encryptedが yesにリセットされま
す。

security構成要素の詳細は、第 3章の 3.2.1.5項「security」を参照してください。

5.3 Oracle9iAS Portalでのでのでのでの Reportsユーザーおよびユーザーおよびユーザーおよびユーザーおよび
名前付きグループの作成名前付きグループの作成名前付きグループの作成名前付きグループの作成

Oracle9iAS Portalのセキュリティ機能を使用してレポートへのアクセスを制御する場合は、
すべての Reportsユーザーを Oracle Internet Directory（OID）に登録し、それらすべての
ユーザーに Oracle9iAS Portalを通じてセキュリティ権限を割り当てる必要があります。

Portalでは、個別のユーザーおよびユーザーの名前付きグループにセキュリティ権限を付与
できます。名前付きグループは、アクセス権限を付与する処理を簡素化するために役立ちま
す。名前付きグループにアクセス権限のセットを割り当てておけば、グループに個別のユー
ザーを追加するだけで、そのユーザーに権限のセット全体を付与することができます。

次の各項では、Oracle9iAS Portalでユーザーとグループを作成する方法について概説しま
す。関連する項は、次のとおりです。

� デフォルトの Reports関連グループ

� ユーザーとグループの作成

注意注意注意注意 : LDAP互換ディレクトリにすでに多数のユーザーを入力済みであ
る場合は、Oracle Internet Directory（OID）の機能を使用してディレクト
リ間の同期をとることで、ユーザーを 1人ずつ入力する手間が省けます。
OIDの Directory Integration Serverの詳細は、『Oracle Internet Directory 
管理者ガイド』を参照してください。
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Oracle9iAS Portalでの Reportsユーザーおよび 名前付きグループの作成
5.3.1 デフォルトのデフォルトのデフォルトのデフォルトの Reports関連グループ関連グループ関連グループ関連グループ
Oracle9iAS Portalをインストールすると、Reports関連グループが自動的に作成されます。
これには次のグループが含まれます。

� RW_BASIC_USER

� RW_POWER_USER

� RW_DEVELOPER

� RW_ADMINISTRATOR

レポートにアクセスするユーザーは、必ずこれらのグループのいずれかに属していなければ
なりません。各グループには、アクセス権限のセットが割り当てられています。このセット
は、必要に応じてカスタマイズできます。これらのグループのメンバーでないユーザーがレ
ポートを実行しようとすると、デフォルトでそれらのユーザーに基本ユーザーの権限が割り
当てられます。次の各項では、グループとその権限について説明します。

5.3.1.1 RW_BASIC_USER
基本ユーザーには、EXECUTE権限が割り当てられています。基本ユーザーは、レポートを
実行し、結果を参照することができます。セキュリティ・チェックが失敗した場合は、他の
Reportsユーザー・グループに比べて簡単なエラー・メッセージが表示されます。たとえば
次のようなメッセージです。

Security Check Error

5.3.1.2 RW_POWER_USER
RW_BASIC_USERグループの権限よりも多くの権限が付与された RW_POWER_USERグ
ループは、基本ユーザーよりも詳細なエラー・メッセージを受け取ります。たとえば、
HTMLに対する実行が許可されていない場合にそれを実行しようとすると、次のようなメッ
セージが表示されます。

Cannot run report to HTML

これは、同じエラーに関して RW_BASIC_USERが受け取るメッセージより詳しく記述され
ています。

5.3.1.3 RW_DEVELOPER
RW_DEVELOPERグループは、RW_POWE_USERグループおよび RW_BASIC_USERグ
ループの権限より多くの権限が付与され、システム環境を表示する SHOWENVや
SHOWMAPなどのコマンドを実行できます。このグループには、テストの実行や詳細なエ
ラー・メッセージの取得を必要とする開発者を割り当てます。
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5.3.1.4 RW_ADMINISTRATOR
このグループに割り当てられたユーザーには、MANAGE権限が付与されます。このユー
ザーは、Oracle9iAS Portalに登録されているレポート定義ファイル、サーバー、プリンタの
各オブジェクトを作成、更新および削除することができます。開発ユーザー向けのすべての
リンクに加えて、管理者は Oracle9iAS Portalでアクセス可能な「Component Management」
ページの「アクセス」タブにナビゲートできます。ここで管理者は、特定のレポートにアク
セスできるユーザーを指定できます。管理者権限を持つユーザーは、他のユーザーにセキュ
リティ権限を割り当てたり、Oracle9iAS Reports Servicesから完全なエラー・メッセージを
受け取ることができます。

これらのユーザーは、Oracle9iAS Reports Queue Managerの管理者の機能に対するアクセス
権限も持っています。つまり、サーバー内のジョブの再スケジュール、削除、順序変更、お
よびサーバーの停止を含めた、サーバー・キューの管理を実行できます。

ユーザーの作成と管理の詳細は、『Oracle9i Application Serverセキュリティ・ガイド』を参
照してください。

5.3.2 ユーザーとグループの作成ユーザーとグループの作成ユーザーとグループの作成ユーザーとグループの作成
Oracle9iAS Portalは、Oracle Internet Directory（OID）に対する Delegated Administration 
Service（DAS）インタフェースを使用して、Portalにアクセスできるようにユーザーを登録
します。Portalを通じて、DASインタフェースから新しいユーザーを作成することができま
す。ユーザーとグループの新規作成の詳細は、Oracle9iASのドキュメントが収録されている
CD内の『Oracle9i Application Server セキュリティ・ガイド』を参照してください。このド
キュメントの「Oracle9iAS Portal によるセキュリティの設定」という章を参照してくださ
い。

5.4 アクセス制御の設定アクセス制御の設定アクセス制御の設定アクセス制御の設定
ポートレットにアクセスし、アクセス制御の設定に必要なタスクを遂行するためには、事前
に Oracle9iAS Portalで十分なレベルの権限を割り当てられていることが必要です。権限が
付与されたグループへの参加の詳細は、Oracle9iASのドキュメントが収録されている CD内
の『Oracle9i Application Server セキュリティ・ガイド』を参照してください。このドキュ
メントの「Configuring Oracle9iAS Portal Security」という章を参照してください。

十分なレベルの権限を取得したら、この後の項で次の作業について確認してください。

� 使用可能日カレンダの作成

� プリンタの登録

� Reports Serverの登録

� レポートの登録
5-6 Oracle9iAS Reports Services レポートWeb公開ガイド
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5.4.1 使用可能日カレンダの作成使用可能日カレンダの作成使用可能日カレンダの作成使用可能日カレンダの作成
使用可能日カレンダの定義はオプションのステップで、レポート、サーバーおよびプリンタ
にアクセスできる時間とできない時間を指定することにより、これらへのアクセスをさらに
制限できます。レポート、Reports Serverおよびプリンタがいつでも利用可能であれば、使
用可能日カレンダは不要です。

この項では、次の項目について説明します。

� シンプルな使用可能日カレンダの作成

� 結合された使用可能日カレンダの作成

レポート、Reports Serverまたはプリンタに関連付けられる使用可能日カレンダは 1つのみ
です。本番環境で複数の使用可能日ルールが必要な場合は、使用可能日カレンダを結合でき
ます。

5.4.1.1 シンプルな使用可能日カレンダの作成シンプルな使用可能日カレンダの作成シンプルな使用可能日カレンダの作成シンプルな使用可能日カレンダの作成
シンプルな使用可能日カレンダは、1つの使用可能日ルールを定義したものです（たとえば、
日曜日～土曜日の午前 12:00～午後 10：00など）。

シンプルな使用可能日カレンダを作成する手順は、次のとおりです。

1. Oracle9iAS Portalに管理者としてログインします。

2. Portalメイン・ページの上部にある「ビルダー」ボタンをクリックします。

3. 表示されたページで、「管理」タブをクリックします。

4. 「Oracle Reports Security」ポートレットの下で、「レポート・カレンダ・アクセスの作
成」をクリックします。

5. カレンダの内部名、表示名およびポータル DBプロバイダを指定します。

� 「名前」フィールドには、使用可能日カレンダを Portal内部で一意に識別する名前
（MY_CALENDARなど）を入力します。この名前は、有効なコンポーネント名に
関する Portalのルールに従っていなければなりません。このルールは、Portalのオ
ンライン・ヘルプで説明されています。

� 「表示名」フィールドには、この使用可能日カレンダが Portalを通じて公開される
際に表示される、このカレンダの名前を入力します。内部名とは異なり、表示名に
はスペースを含めることができます。

� プロバイダの値リストから「ポータル DBプロバイダ」を選択します。Portalで追
加または作成されるコンポーネントは、すべてポータル DBプロバイダに属してい
なければなりません。このリストには、コンポーネントを作成する権限がある場合
に使用できるプロバイダの名前だけが表示されます。
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6. 「次へ」ボタンをクリックします。

7. オプションとして、「説明」にカレンダの説明を入力できます。

8. 「次へ」ボタンをクリックします。

9. 「使用可能日時」ページで、カレンダのパラメータを定義します。

「期間」には、1単位の継続期間を構成する時間の長さを指定します。たとえば、レポー
トのアクセスを、任意の日の午前 9:00から午後 5:00まで許可するカレンダを設定する
とします。この場合、月、日および年については「開始」と「終了」の設定が同じにな
りますが、時間と分については、「開始」の設定が午前 9:00、「終了」の設定が午後 5:00
になります。この例では、任意の日におけるレポートの使用可能期間が、午前 9:00～午
後 5:00になります。

「繰返し」には、継続期間が繰り返される頻度を指定します。

� 「一度のみ繰返し」は、継続期間が繰り返されず、期間が終了すると関連するコン
ポーネントが利用できなくなることを意味します。たとえば、「一度のみ繰返し」
を選択し、1年の継続期間を設定した場合は、1年後に関連コンポーネントが利用
できなくなります。

� 「毎年」は、継続期間が毎年繰り返されることを意味します。「毎年」を選択し、
「期間」の設定で、開始と終了の日付を同じにして、「開始」時間を午前 9:00、「終
了」時間を午後 5:00に設定した場合は、この使用可能日カレンダに関連付けられて
いる Reportsコンポーネントが毎年同じ日の午前 9:00～午後 5:00に利用可能とな
ります。

� 「毎月」は、「期間」に指定された「開始」と「終了」の日付で表される継続期間が
毎月繰り返されることを意味します。「毎月」を選択し、「開始」と「終了」の両方
に同じ年と日付（2001年 7月 25日）を指定し、「開始」時間を午前 9:00、「終了」
時間を午後 5:00に設定した場合は、関連コンポーネントが毎月 25日の午前 9:00～
午後 5:00に利用可能となります。

� 「日付 /曜日毎」の設定は、「毎月」のみに適用されます。「日付 /曜日毎」では、継
続期間が特定の日付で設定されるか（たとえば、月の 25～ 29日は常に利用可能と
するなど）、または特定の曜日で設定されるか（たとえば、今月 25～ 29日の月曜
～金曜は常に利用可能とするなど）を指定します。

� 「毎週」は、「期間」に指定された曜日の期間が毎週繰り返されることを意味しま
す。

� 「毎日」は、「期間」に指定された時間が、毎日繰り返されることを意味します。

注意注意注意注意 : ポータル DBプロバイダの作成の詳細は、Oracle9iAS Portalのオ
ンライン・ヘルプを参照してください。
5-8 Oracle9iAS Reports Services レポートWeb公開ガイド



アクセス制御の設定
� 「頻度」には、繰返し間隔 n（「繰返し」で選択した値に応じて、年数、月数、週数、
日数を表す）の値を指定します。たとえば、毎週繰り返すように継続期間を設定
し、「頻度」を 2に設定すると、継続期間が 2週ごとに（つまり隔週）繰り返され
ます。

� オプションで、「繰返し期限」をチェックして、カレンダの終了日時を割り当てま
す。これによって、「繰返し期限」の日時に、すべての関連コンポーネントが利用
できなくなります。

カレンダでは妥当性チェックが実行されないことに注意してください。継続期間が
繰返しの設定を超過しても、エラー・メッセージは生成されません。たとえば、10
日間の継続期間を設定し、繰返しを毎週に設定した場合は、期間が重複しますが、
ユーザーにはその重複が通知されません。

10.「次へ」ボタンをクリックします。

11.「サマリー」ページで「カレンダの表示」ボタンをクリックして、設定した使用可能日
カレンダをプレビューします。設定を変更する場合は、「前へ」ボタンをクリックして
変更を加えます。

12.「サマリー」ページで「完了」ボタンをクリックして、使用可能日カレンダの作成を完
了します。

13.「閉じる」ボタンをクリックして、「Oracle Reports Security」ページに戻ります。

5.4.1.2 結合された使用可能日カレンダの作成結合された使用可能日カレンダの作成結合された使用可能日カレンダの作成結合された使用可能日カレンダの作成
結合された使用可能日カレンダは、複数の使用可能日カレンダを結合して 1つの使用可能日
カレンダにしたものです。これは、使用可能期間を設定した後に、その期間から特定の日
（休日など）を除外する場合に便利です。

カレンダを結合する際に、一方のカレンダのすべての日から、もう一方のカレンダのすべて
の日を除外するように指定できます。たとえば、あるカレンダでは月曜～金曜が使用可能日
であり、別のカレンダでは水曜日のみが使用可能日であるとします。この 2つのカレンダを
結合し、その際に水曜日のカレンダを除外することで、結合されたカレンダでは月曜、火
曜、木曜、金曜が使用可能日となります。

あるいは、年全体で平日を使用可能日とするシンプルなカレンダを作成し、その後で新年の
休暇を除外するカレンダ、その次の休暇を除外するカレンダ、さらにその次の休暇を除外す
るカレンダなどのシンプルなカレンダを追加します。これらすべてのカレンダを結合し、休
暇のカレンダすべてを除外することで、コンポーネントは年間を通じて会社営業日のある一
定時間のみ利用可能となります。

使用可能日カレンダを結合する手順は、次のとおりです。

1. Oracle9iAS Portalに管理者としてログインします。

2. Portalメイン・ページの上部にある「ビルダー」ボタンをクリックします。

3. 表示されたページで、「管理」タブをクリックします。
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4. 「Oracle Reports Security」ポートレットの下で、「結合されたカレンダの作成」をク
リックします。

5. カレンダの内部名、表示名およびポータル DBプロバイダを指定します。

� 「名前」フィールドには、結合された使用可能日カレンダを Oracle9iAS Portal内部
で一意に識別する名前（MY_COMBINED_CALENDARなど）を入力します。この
名前は、有効なコンポーネント名に関する Portalのルールに従っている必要があり
ます。このルールは、Portalのオンライン・ヘルプで説明されています。

� 「表示名」フィールドには、この結合された使用可能日カレンダが Portalを通じて
公開される際に表示される、このカレンダの名前を入力します。内部名とは異な
り、表示名にはスペースを含めることができます。

� プロバイダの値リストから「ポータル DBプロバイダ」を選択します。Portalで追
加または作成するコンポーネントは、すべてポータル DBプロバイダに属している
必要があります。このリストには、コンポーネントを作成する権限がある場合に使
用できるプロバイダの名前のみが表示されます。

6. 「次へ」ボタンをクリックします。

7. オプションとして、「説明」にカレンダの説明を入力できます。

8. 「次へ」ボタンをクリックします。

9. 「選択」ページで、「使用可能日カレンダ」リストの中から結合するカレンダを選択しま
す。

Windowsでは、[Ctrl]キーを押しながらクリックして複数のカレンダを選択します。

UNIXでは、選択する各カレンダをクリックします。

このページに表示されるのは、結合された使用可能日カレンダの作成で使用するポータ
ル DBプロバイダに対してすでに定義されている使用可能日カレンダです。

10. 右矢印をクリックして、選択したカレンダを「選択された使用可能日カレンダ」リスト
に移動します。

11.「次へ」ボタンをクリックします。

12.「除く」ページで、「使用可能日カレンダ」リストの中から除外する日付を含んだカレン
ダを選択します。

Windowsでは、[Ctrl]キーを押しながらクリックして複数のカレンダを選択します。

UNIXでは、選択する各カレンダをクリックします。

これらのカレンダには、使用可能日の指定を取り消す日付が含まれています。

注意注意注意注意 : ポータル DBプロバイダの作成の詳細は、Oracle9iAS Portalのオ
ンライン・ヘルプを参照してください。
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13. 右矢印をクリックして、選択したカレンダを「除外された使用可能日カレンダ」リスト
に移動します。

14.「次へ」ボタンをクリックします。

15.「サマリー」ページで、「カレンダの表示」ボタンをクリックして、設定したカレンダを
プレビューします。

除外した箇所が示されていない場合は、別のビューを選択します。たとえば、月の
ビューのかわりに週のビューを選択します。

結合を変更する場合は、カレンダを閉じ、目的のページに戻るまで「前へ」ボタンをク
リックします。

16.「完了」をクリックして、結合されたカレンダの作成を完了します。

このカレンダは、他のカレンダと結合することも、登録されている Reportsコンポーネント
にそのまま適用することもできます。

5.4.2 プリンタの登録プリンタの登録プリンタの登録プリンタの登録
Oracle9iAS Portalのセキュリティ・フレームワークの中では、プリンタを登録する必要があ
りません。レポートは、Reports Serverで利用できるすべてのプリンタで実行することがで
きます。ただし場合によっては、Oracle9iAS Portalユーザーをそれらのプリンタのサブセッ
トに制限したり、一定期間プリンタの使用を制限したり、特定のレポートの出力を印刷する
特別なプリンタを識別することが必要になります。

Portalへのプリンタの登録は、Portalを通じて実行するレポートだけでなく、スタンドアロ
ンの URLから実行するレポートにも意味があります。

Oracle9iAS Portal内に登録したプリンタは、Oracle9iAS Reports Serverに関連付けることが
できます。多数のプリンタを登録できます。ただし、Portalにレポートを登録し、特定の
Oracle9iAS Reports Serverを選択する場合は、それらの Reports Serverに関連付けられてい
るプリンタのみが印刷に使用できます。

登録されたレポートを送信できるプリンタの登録済サブセットを、さらに制限することがで
きます。たとえば、Oracle9iAS Reports Serverが最高経営責任者のオフィスのプリンタに接
続されている場合は、最高経営責任者以外の従業員が総勘定元帳レポートを実行する際に、
そのプリンタを選択できないようにする必要があります。レポート要求を実行する
Oracle9iAS Portalユーザーに対してプリンタのサブセットを提示し、出力の送信先を選択さ
せることができます。

プリンタを登録する手順は、次のとおりです。

1. Oracle9iAS Portalに管理者としてログインします。

2. Portalメイン・ページの上部にある「ビルダー」ボタンをクリックします。

3. 表示されたページで、「管理」タブをクリックします。
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4. 「Oracle Reports Security」ポートレットの下で、「Oracle Reports Securityの設定」をク
リックします。

5. 「Reportsプリンタ・アクセス」ポートレットの下で、「Reportsプリンタ・アクセスの
作成」をクリックします。

6. 表示されたページでは、「名前」、「表示名」、「ポータル DBプロバイダ」の各フィール
ドにデフォルト値が入力されています。これらのデフォルト値を必要な値に変更しま
す。

� 「名前」フィールドには、プリンタを Oracle9iAS Portal内部で一意に識別する名前
（MY_PRINTERなど）を入力します。この名前は、有効なコンポーネント名に関す
る Portalのルールに従っている必要があります。このルールは、Portalのオンライ
ン・ヘルプで説明されています。

� 「表示名」フィールドには、プリンタが Portalを通じてユーザーに公開される際に
表示される、そのプリンタの名前を入力します。内部名とは異なり、表示名にはス
ペースを含めることができます。

� 「ポータル DBプロバイダ」値リストから、プリンタの所有者となるポータル DBプ
ロバイダを選択します。Portalで追加または作成するコンポーネントは、すべて
ポータル DBプロバイダに属していなければなりません。このリストには、コン
ポーネントを作成する権限がある場合に使用できるプロバイダの名前だけが表示さ
れます。

7. 「次へ」ボタンをクリックします。

8. 表示されたページで、必要な値を入力します。

� 「OSプリンタ名」フィールドに、オペレーティング・システムのプリンタ名を入力
します。次に例を示します。

UNIX: <printer_name>

Windows: ¥¥<printer_server>¥<printer_name> (for a remote printer)
<printer_name> (for a local printer)

このプリンタは、Reports Serverで利用できることが必要です。

� オプションで、「説明」フィールドにプリンタの説明を入力します。

9. 「次へ」ボタンをクリックします。

10. オプションで、使用可能日カレンダを選択してプリンタが使用可能な日時を制限するこ
とができます。使用可能日カレンダの詳細は、「使用可能日カレンダの作成」を参照し
てください。

注意注意注意注意 : プリンタの可用性は、Reports Serverのホスト・マシンからオペ
レーティング・システムを通じて設定します。
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11.「完了」ボタンをクリックします。

このプリンタに関する Portalの設定を要約したページが表示されます。このページで
は、設定を編集することができます。また、プリンタに関する詳細な登録情報を確認し
たり、設定を Portalから完全に削除することができます。

12.「閉じる」ボタンをクリックして、このページを閉じ、「Oracle Reports Security」ペー
ジに戻ります。

これで、Portalへのプリンタの登録が完了しました。この登録は、Portalを通じて実行され
るレポートのほかに、Portalの外部から実行されるレポートにも意味があります。

5.4.3 Reports Serverの登録の登録の登録の登録
Reports Serverに対するアクセス制御を定義するには、事前に Portal内でサーバーを登録す
る必要があります（必須）。登録によって、利用可能なすべての Reports Serverを特定して
検索するために必要な情報が、Portalに提供されます。これは、個別のレポートを登録する
際に特に重要となります。レポートの登録では、Reports Serverのリストから選択する必要
がありますが、登録されているサーバーのみがこのリストに表示されるためです。

この項では、Reports Serverを Oracle9iAS Portalに登録する方法について説明します。

Reports Serverを登録する手順は、次のとおりです。

1. Oracle9iAS Portalに管理者としてログインします。

2. Portalメイン・ページの上部にある「ビルダー」ボタンをクリックします。

3. 表示されたページで、「管理」タブをクリックします。

4. 「Oracle Reports Security」ポートレットの下で、「Oracle Reports Securityの設定」をク
リックします。

5. 「Reportsサーバー・アクセスの作成」をクリックします。

6. 表示されたページでは、「名前」、「表示名」、「ポータル DBプロバイダ」の各フィール
ドにデフォルト値が入力されています。これらのデフォルト値を必要な値に変更しま
す。

� 「名前」フィールドには、Reports Serverを Oracle9iAS Portal内部で一意に識別する
名前（MY_REPORTS_SERVERなど）を入力します。この名前は、有効なコンポー
ネント名に関する Portalのルールに従っている必要があります。このルールは、
Portalのオンライン・ヘルプで説明されています。

� 「表示名」フィールドには、サーバーが Portalを通じてユーザーに公開される際に
表示される、そのサーバーの名前を入力します。内部名とは異なり、表示名にはス
ペースを含めることができます。
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� 「ポータル DBプロバイダ」値リストから、サーバーの所有者となるポータル DBプ
ロバイダを選択します。Portalで追加または作成するコンポーネントは、すべて
ポータル DBプロバイダに属している必要があります。このリストには、コンポー
ネントを作成する権限がある場合に使用できるプロバイダの名前だけが表示されま
す。

7. 「次へ」ボタンをクリックします。

8. 「Server Definition」ページで、次の作業を行います。

� 「Reportsサーバー名」フィールドに、Reports Serverの名前を入力します。これは
サーバーをインストールする際に各自で付けた一意の名前です。ただし、インス
トール後に名前を変更した場合は、新しい名前を入力してください。

� オプションとして、「説明」フィールドに Reports Serverの説明を入力します。

� 「Oracle Reports Web Gateway URL for JSP reports」フィールドに、Java Server 
Page（JSP）ファイルの位置を示す URLを入力します。次に例を示します。

http://<your_web_server>.<domain>:<port>/<virtual_path_to_JSPs>/

� 「Oracle Reports Web Gateway URL for RDF reports」フィールドに、Reports 
Servletの位置を示す URLを入力します。次に例を示します。

http://<your_web_server>.<domain>:<port>/<virtual_path_to_
rwservlet>/rwservlet

� 要求があったときに、Portalに登録されているレポート定義ファイルのみを実行す
る場合は、「Run Only Registered Report Definition Files」チェック・ボックスを
チェックします。

このボックスをチェックしないと、この Reports Serverは、Portalに登録されてい
ないものも含めたあらゆるレポート定義ファイルを受け付けます。ただし、レポー
ト要求を送信するユーザーが、この Reports Serverに対するアクセス権限を持って
いる場合に限ります。

� 「プリンタ」リストから、この Reports Serverで使用できるプリンタを選択します。
複数のプリンタを選択できます。

Windowsでは、[Ctrl]キーを押しながら選択するプリンタをクリックします。

注意注意注意注意 : 仮想パスの指定の詳細は、第 3章「Oracle9iAS Reports Services
の構成」を参照してください。

注意注意注意注意 : 仮想パスの指定の詳細は、第 3章「Oracle9iAS Reports Services
の構成」を参照してください。
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UNIXでは、選択する各プリンタをクリックします。

9. 「次へ」ボタンをクリックします。

10.「宛先タイプ」ページで、この Reports Serverのカスタム宛先タイプを入力します。
Oracle9iASに設定されているデフォルトの宛先を使用する場合は、Portalでの追加の設
定が必要ないので注意してください。

11.「次へ」ボタンをクリックします。

12. オプションとして、「使用可能日カレンダ」ページで、使用可能日カレンダを選択し、
この Reports Serverでレポート要求を受け付けることのできる日時を制御します。

13.「完了」ボタンをクリックします。

14.「閉じる」ボタンをクリックします。

これで、「Oracle Reports Securityの設定」ページに戻ります。

これで、Oracle9iAS Reports Serverの登録が完了しました。次は、レポートを登録します。

5.4.4 レポートの登録レポートの登録レポートの登録レポートの登録
レポートの登録は必須のステップです。この登録によって、レポートを実行できるユー
ザー、レポートの実行時間、レポート要求の処理に使用するサーバー、レポートの配布方
法、およびレポートの送信先プリンタを定義できます。

登録では、レポートにアクセスできるユーザーを指定するほかに、Portalパラメータ・
フォームを通じて、ユーザーとレポートの対話方法を指定することもできます。

ユーザーは、Reports Builderでユーザー・パラメータを作成します。次にユーザーは、
Portalでこれらのパラメータの名前を指定し、エンド・ユーザーがレポートを実行する際
に、それらのパラメータの値を選択または入力できるようにします。設計時に Reports 
Builderで定義されなかったパラメータは、Portalで設定しても、実行時に Reports Server
によって無視されます。

Portalを通じて利用できるパラメータ設定を使用して、設計時に Reports Builderで定義し
たパラメータのサブセットを複製または作成します。こうして、Oracle9iAS Portalを通じて
レポートを実行する際に、パラメータの範囲を取得します。

注意注意注意注意 : カスタム宛先タイプの詳細は、第 4章「Oracle9iAS Reports 
Servicesの宛先の構成」を参照してください。
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Oracle9iAS Portal内でレポートを登録すると、Oracle9iAS Portalコンポーネントが作成され
ます。これは、Portalを通じてポートレットとして展開できます。Portalでは、レポート・
ファイルのインスタンスを 1つだけ登録することをお薦めします。1つのレポートに複数の
Portal Reportsオブジェクトを定義すると、実行時にそのすべてのオブジェクトがセキュリ
ティ・チェックを受けます。このうち 1つでもセキュリティ・チェックに合格しなかった場
合は、すべてのオブジェクトが不合格となり、ジョブは実行されません。

レポートを登録する手順は、次のとおりです。

1. Oracle9iAS Portalに管理者としてログインします。

2. Portalメイン・ページの上部にある「ビルダー」ボタンをクリックします。

3. 表示されたページで、「管理」タブをクリックします。

4. 「Oracle Reports Security」ポートレットの下で、「Oracle Reports Securityの設定」をク
リックします。

5. 「レポート定義ファイル・アクセス」ポートレットの下で、「レポート定義ファイル・ア
クセスの追加」をクリックします。

6. 「名前」、「表示名」、「ポータル DBプロバイダ」の各フィールドには、デフォルト値が
入力されています。これらのデフォルト値を必要な値に変更します。

� 「名前」フィールドには、レポートを Portal内部で一意に識別する名前（MY_
REPORTなど）を入力します。この名前は、有効なコンポーネント名に関する
Portalのルールに従っていなければなりません。このルールは、Portalのオンライ
ン・ヘルプで説明されています。

� 「表示名」フィールドには、レポートが Portalを通じて公開される際に表示される、
このレポートの名前を入力します。内部名とは異なり、表示名にはスペースを含め
ることができます。

� 「ポータル DBプロバイダ」値リストから、レポートの所有者となるポータル DBプ
ロバイダを選択します。Portalで追加または作成されるコンポーネントは、すべて
ポータル DBプロバイダに属していなければなりません。このリストには、コン
ポーネントを作成する権限がある場合に使用できるプロバイダの名前だけが表示さ
れます。

7. 「次へ」ボタンをクリックします。

8. 次のように情報を入力または選択します。

� 「Reportsサーバー」値リストから、このレポートの実行に使用できる Reports 
Serverを選択します。

複数のサーバーを選択する方法 :

Windowsでは、[Ctrl]キーを押しながら各サーバーをクリックします。

UNIXでは、各サーバーをクリックします。
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� 「Oracle Reportsファイル名」フィールドに、Builderでレポートに付けた名前を、
その拡張子も含めて入力します。

レポート定義ファイルは、.rdfファイル、.jspファイル、.xmlファイルのいずれか
です。このファイルへのパスが REPORTS_PATH環境変数に含まれている場合は、
ここでパスを入力しないでください。パスが REPORTS_PATH環境変数に含まれて
いない場合は、ここでファイル名とともにパスを入力します。この作業は、スタン
ドアロンの JSPとして実行するものを除くすべてのレポート定義ファイルに対して
実行します。

� オプションとして、このレポートの説明を「説明」フィールドに入力します。

� 「実行」フィールドで、「サーブレットを使用」または「as JSP」のいずれかを選択
します。

Reports Servletを介してレポートを実行する場合は、「サーブレットを使用」を選
択します。Reports Servletを介さずに、スタンドアロンで JSPレポートを実行する
場合は、「as JSP」を選択します。

ここでの選択は、次のウィザード・ページの選択肢に影響します。

9. 「次へ」ボタンをクリックします。

10.「必須パラメータ」ページで、必要なランタイム情報を設定します。これらの設定は、
Reports Servletを介して実行する場合のみ適用されます。[Ctrl]キーを押しながらク
リックして複数選択を指定した箇所では、実行時に値リストがユーザーに表示され、そ
の中からユーザーが各自のランタイム情報を選択できるようになります。

� 「タイプ」では、このレポートで受け付ける宛先タイプを指定します。キャッシュ、
ファイル、メール、Oracle Portal、プリンタ、またはカスタム宛先タイプの中から
選択します。Portalで Reports Serverを登録するときに指定したカスタム宛先タイ
プを、このレポートに関連付けるサーバーがサポートする場合は、指定したタイプ
がこのリストに表示されます。

� 「書式」では、このレポートで受け付ける出力フォーマットを定義します。HTML、
HTMLCSS、PDF、XML、RTF、デリミタ付き、PostScript、および文字の中から選
択します。

� 「プリンタ」では、このレポートを送信できる登録済プリンタを指定します。この
リストに表示されるプリンタは、このレポートに関連付ける Reports Serverへのア
クセスを設定する際に選択したプリンタによって決まります。登録されているプリ
ンタすべてが表示されます。ユーザーがランタイム・パラメータ・フォームで
Reports Serverを選択する場合は、選択した Reports Serverに関連付けられている
プリンタおよびそのユーザーがアクセスできるプリンタのみが表示されます。

� 「パラメータ・フォーム・テンプレート」では、レポートを実行する際に使用する
Portalパラメータ・フォームのルック・アンド・フィールを定義するテンプレート
を指定します。この値は、レポートが Portalを通じて公開される場合のみ使用され
ます。テンプレートは値リストから選択します。選択したテンプレートの外観を確
認するには、「テンプレートのプレビュー」をクリックします。
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11.「次へ」ボタンをクリックします。

12.「オプションのパラメータ」ページで、レポートの既存パラメータに対する制限を定義
します。

� 「名前」は、ユーザーが指定できる値を制限するシステム・パラメータまたはユー
ザー・パラメータの名前（SALES_REGIONや COPIESなど）です。

� 「表示名」は、ランタイム・パラメータ・フォームでパラメータを識別するために
使用する名前です。

� 「LOV」は、パラメータ・フォームに含められる事前定義の値リストの名前です。
このリストは事前に作成しなければなりません。値リストの作成の詳細は、Portal
のオンライン・ヘルプを参照してください。

� 「下限」は、値の範囲に対して設定する下限値です。

� 「上限」は、値の範囲に対して設定する上限値です。

� パラメータと値を追加するために行を増やす場合は、「パラメータ追加」をクリッ
クします。

13.「次へ」ボタンをクリックします。

14. オプションで、使用可能日カレンダの名前を入力します（またはカレンダのリストから
選択）。

使用可能日カレンダを使用して、このレポートを実行できる日時を制限します。詳細
は、5.4.1項「使用可能日カレンダの作成」を参照してください。

15.「次へ」ボタンをクリックします。

16. オプションで、有効化トリガーを入力してプログラムによる制限を作成します。

有効化トリガーは、条件付き制限を作成するために使用されます。条件付き制限とは、
「必須パラメータ」ページにも「オプションのパラメータ」ページにも定義できない制
限です。有効化トリガーは PL/SQLファンクションです。

有効化トリガーとして指定するファンクションは、ブール値（TRUEまたは FALSE）を
返す必要があります。ファンクションが TRUEを返した場合は、ジョブが実行されま
す。ファンクションが FALSEを返した場合は、エラー・メッセージが表示され、ジョ
ブは実行されません。

17.「完了」をクリックして、ウィザードを閉じ、レポートの登録を完了します。

結果のページには、登録情報の要約が表示されます。このページで、レポートに追加操
作を実行するかどうかを選択できます。

注意注意注意注意 : このリストに独自のテンプレートを追加する方法の詳細は、
Oracle9iAS Portalのオンライン・ヘルプを参照してください。
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� レポートのランタイム・パラメータ・フォームを表示するには、「カスタマイズ」
をクリックします。

表 5-2では、このページで指定可能なオプションをまとめています。

表表表表 5-2 ランタイム・パラメータ・フォームのオプションランタイム・パラメータ・フォームのオプションランタイム・パラメータ・フォームのオプションランタイム・パラメータ・フォームのオプション

オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明

レポートの実行 指定したパラメータ値でこのレポートを実行する場合にクリックし
ます。

パラメータの保存 パラメータ値の選択内容を保存する場合にクリックします。

サーバー このレポート要求を受け取る Oracle Reports Serverを選択します。
「レポート名およびサーバー」ページで選択したサーバーのみが、こ
のリスト・ボックスに表示されます。

プリンタ レポート出力を印刷するプリンタを選択します。「必須パラメータ」
ページで選択したプリンタのみが、このリスト・ボックスに表示さ
れます。

Destype 宛先タイプを選択します。「必須パラメータ」ページで選択した宛先
タイプのみが、このリスト・ボックスに表示されます。

Desformat 宛先フォーマットを選択します。「必須パラメータ」ページで選択し
た宛先フォーマットのみが、このリスト・ボックスに表示されます。

Desname Destypeが FILEの場合は出力ファイルの名前を入力し、Destypeが
MAILの場合は電子メール・アドレスを入力します。複数のアドレ
スはカンマで区切ります。宛先名は、Destypeに FILEまたはMAIL
を選択した場合に必要となります。

SSOCONN 1つ以上の SSO接続文字列を入力します。複数の文字列は、スペー
スではなくカンマで区切ります。

ユーザーに表示 ユーザーがこのレポート要求を実行するときにランタイム・パラ
メータ・フォームに表示する各パラメータをチェックします。ボッ
クスをチェックしないパラメータは、ユーザーに表示されません。

CGI/Servletコマンド・
キー

オプションで、このレポートに対して実行するコマンドラインを識
別する cgicmd.datファイルのキーを入力します。

追加されたユーザー・パ
ラメータ

このフィールドは、追加のユーザー・パラメータを入力するために
使用します。たとえば、このフィールドを使用して、このレポート
の配布方法を定義する配布 XMLファイルのパスと名前を入力しま
す。

その場合、コマンドライン要求または cgicmd.datファイル内でこれ
らの値を指定する際の構文を使用します。複数の追加パラメータを
入力する場合は、各エントリをスペースで区切るだけです。

配布 XMLファイルの詳細は、第 9章「拡張配布の作成」を参照して
ください。
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6

Reports Serverのクラスタのクラスタのクラスタのクラスタ

クラスタとは、複数のサーバーを 1つのコミュニティに仮想的にグループ化したものです。
このコミュニティの目的は、要求処理をクラスタの各メンバーに効率的に分散することで
す。Oracle9iAS Reports Servicesでは、ピアレベルのクラスタ化を採用しています。つまり、
受信要求の分散と処理に対して、クラスタの全メンバーが同等の役割を担います。このた
め、あるメンバーが停止しても、残りのメンバーが要求負荷の管理を続行します。またある
メンバーのキャッシュに存在する出力を、他のメンバーが使用することもできます。1台の
マシンの障害が原因でシステム全体がダウンする単一の障害箇所はありません。

この章では、クラスタへのサーバーの登録に関する情報、およびサーバーのクラスタ化によ
る利点について説明します。この章には、次の項があります。

� クラスタの概要

� クラスタのセットアップ
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6.1 クラスタの概要クラスタの概要クラスタの概要クラスタの概要
たとえば、次のようなサーバーがあるとします。

serverA.cluster1
serverB
serverC.cluster1

ServerA.cluster1と serverC.cluster1は、cluster1と呼ばれる同じクラスタのメ
ンバーです。これらのサーバーは、クライアントからの要求を協同して処理します。クライ
アントが同期要求を serverA.cluster1に送信したときに、このサーバーにそのジョブ・
タイプのアイドル・エンジンがない場合、このサーバーは、serverC.cluster1で処理で
きるかどうかをチェックします。serverC.cluster1にアイドル・エンジンがあれば、
serverA.cluster1は、処理のために要求を serverC.cluster1に渡します。

この例では、スタンドアロン・サーバーである ServerBは、処理要求を他のサーバーから
受け取ることも、他のサーバーに送信することもできません。

1つのクラスタにいくつでもサーバーを追加できます。あるクラスタ・メンバーが停止する
と、未処理の同期ジョブはクラスタ内の他のサーバーにリダイレクトされます。クラスタ内
で 1つでもサーバーが稼動していれば、クラスタは処理を続けます。

クラスタが次のスケジュール済要求または即時要求を処理するメンバーを決定する際、次の
基準に従って優先順位を付けます。

1. クラスタ内のいずれかのサーバーに、要求と一致する情報がキャッシュされているか。

2. 現在、同様のジョブがキューにあるか。

3. そのジョブ・タイプのアイドル・エンジンが利用可能か。

4. 現在アクティブなエンジンの数は、そのジョブ・タイプに対してサーバーで指定されて
いるMAXENGINEの数に達していないか。

スタンドアロンのサーバーとクラスタ化されているサーバーの基本構成は、どちらも同じで
す。クラスタでは、共通のクラスタ名と共通の公開鍵および秘密鍵を共有すればよいだけ
で、特別な構成要件はありません。使用するプラットフォーム、クラスタ内のサーバー数、
あるいはサーバーの位置には何の制約もありません。クラスタ・サーバー間でリソースを共
有する必要もありません。

エンジン出力はクラスタ内の特定の Reports Serverでローカルにキャッシュされますが、ク
ラスタ全体でその存在を認識しており、それを使用できます。あるサーバーがダウンする
と、そのサーバーのキャッシュ・ファイルは再利用できなくなります。つまり、出力を取得
するには、クラスタ内の別のサーバーが要求に応答しなければなりません。キャッシュは永
続的に格納されるので、サーバーが再開すると、すべてのキャッシュ・ファイルが利用可能
になります。
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6.2 クラスタのセットアップクラスタのセットアップクラスタのセットアップクラスタのセットアップ
Oracle9iAS Reports Servicesでのクラスタ化は簡単に行うことができます。つまり、<server_
name>.clusterまたは <server_name>.xyzのように、すべてのメンバー・サーバーに同じドッ
ト拡張子を持つ名前を付け、すべてのクラスタ・メンバーが同じ公開鍵および秘密鍵を共有
すればよいだけです。

この項では、Reports Server名の変更、公開鍵および秘密鍵の作成と指定、およびクラスタ
への要求送信について説明します。ここには、次の項があります。

� Reports Server名の変更

� 公開鍵および秘密鍵の新規生成

� 公開鍵および秘密鍵のサーバー構成ファイルへの入力

� Reports Serverの再起動

� クラスタへの要求送信

6.2.1 Reports Server名の変更名の変更名の変更名の変更
この項では、少なくとも 1つの Reports Serverがすでにセットアップされているものとしま
す。この場合、クラスタ名をサーバー名に追加するには、サーバー名を変更する必要があり
ます。

Reports Server名を変更する手順は、次のとおりです。名を変更する手順は、次のとおりです。名を変更する手順は、次のとおりです。名を変更する手順は、次のとおりです。

1. サーバーが実行中の場合は、停止します。

� Windows NTのサービスとして実行中の場合は、「サービス」コントロール・パネ
ルで停止します。

� Windows NTのサーバー実行可能ファイルまたは UNIXのシェル・スクリプト経由
で実行中の場合は、「Oracle Reports Server」ダイアログ・ボックスの「停止」ボタ
ンをクリックします。

� Windows NTまたは UNIXのコマンドラインから実行中の場合は、コマンド・プロ
ンプトで次のWindowsまたは UNIXのコマンドを入力します。

次のコマンドによって、サーバーが正常に停止します。

rwserver server=<server> shutdown=normal authid=<admin/pword>

注意注意注意注意 : サーバーがインストールされていない場合は、インストール時に、
同じクラスタ名を持つ別々の名前を各サーバーに付けます。たとえば、
servernameA.cluster1、servernameB.cluster1などです。
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次のコマンドによって、サーバーが直ちに停止します。

rwserver server=<server> shutdown=immediate authid=<admin/pword>

次のコマンドによって、関連メッセージを表示せずにサーバーが停止します。

rwserver server=<server> shutdown=normal authid=<admin/pword> batch=yes

rwserverコマンドで使用されるキーワードは、付録 A「コマンドライン引数」で説明しま
す。

2. Reports Server構成ファイル（<server_name>.conf）にカスタムの構成設定が含まれてい
る場合、このファイル名を新しいクラスタ・サーバー名（<server_name>.<cluster_
name>.conf）に変更します。

構成ファイルは、UNIXおよびWindows上の次のパスにあります。

ORACLE_HOME¥reports¥conf¥<server_name>.conf

Reports Server構成ファイルにカスタムの構成設定が含まれていない場合は、名前を変
更したサーバーを再起動すると、新しい名前を持つ新しい構成ファイルが自動的に生成
されます。

3. 影響を受けるすべてのファイルで Reports Server名を変更し、各クラスタ・メンバーに
同じクラスタ名を指定します。

� サーブレット構成ファイル（rwservlet.properties）をオープンし、クラスタ名を含
むようサーバー名を変更します。次に例を示します。

SERVER=<server_name>.<cluster_name>

サーブレット構成ファイルは、Windows NTおよび UNIX上の次のパスにありま
す。

ORACLE_HOME¥reports¥conf¥rwservlet.properties

� Windows NTサービスとして実行しているサーバー名を変更する場合は、サービス
をアンインストールしてから再びインストールする必要があります。

Windows NTサービスをアンインストールするには、コマンド・プロンプトで次の
ように入力します。

rwserver -uninstall <server_name>

Windows NTサービスを再びインストールするには、コマンド・プロンプトで次の
ように入力します。

rwserver -install <server_name>.<cluster_name>
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Reports Serverを再起動する前に、サーバーの公開鍵および秘密鍵を生成し、その情報を各
メンバー・サーバーの構成ファイルに入力できます。この手順は、次の各項で説明します。

6.2.2 公開鍵および秘密鍵の新規生成公開鍵および秘密鍵の新規生成公開鍵および秘密鍵の新規生成公開鍵および秘密鍵の新規生成
サーバーの公開鍵および秘密鍵のファイルは、クラスタ・メンバー間のメッセージ暗号化お
よび認証に使用されます。デフォルトのファイルは、次のパスにある rwrun.jarファイルに
格納されています（UNIXとWindowsの両方で共通）。

ORACLE_HOME¥reports¥jlib¥rwrun.jar

クラスタの各メンバーの構成ファイル（<server_name>.<cluster_name>.conf）には、同じ公開
鍵および秘密鍵のファイルを指定する必要があります。クラスタ・メンバーが排他的な公開
鍵および秘密鍵のファイルを共有できるようにするには、クラスタをセットアップする際に
新しいバージョンのファイルを生成します。クラスタ・メンバー以外のサーバーは、
Oracle9iAS Reports Servicesで提供されるデフォルトの鍵を使用して処理を続行できます。

新しい公開鍵および秘密鍵のファイルを生成するには、コマンド・プロンプトで次のコマン
ドを入力します。

java oracle.reports.utility.KeyManager <public_key_file_name> <private_key_file_name>

これらのファイルを特定のディレクトリに生成するには、コマンドラインで新しい公開鍵お
よび秘密鍵のファイルの名前とともに必要なパスを指定します。コマンドラインでファイル
名のみを指定すると、鍵ファイルは現行ディレクトリに生成されます。

6.2.3 公開鍵および秘密鍵のサーバー構成ファイルへの入力公開鍵および秘密鍵のサーバー構成ファイルへの入力公開鍵および秘密鍵のサーバー構成ファイルへの入力公開鍵および秘密鍵のサーバー構成ファイルへの入力
新しい公開鍵および秘密鍵のファイルを生成した後、その情報をクラスタの全メンバーの
Reports Server構成ファイルに入力する必要があります。このファイルの各クラスタ・メン
バーのバージョンは、UNIXとWindowsの両方とも、各サーバーのホスト・マシン上の次
のパスに置かれています。

ORACLE_HOME¥reports¥conf¥<server_name>.<cluster_name>.conf

注意注意注意注意 : 再インストール後、サーバーは自動的に起動します。すべての
サーバー・クラスタ・メンバー名の変更が終わるまでサーバーを停止させ
ておき、クラスタのセットアップが完了した時点ですべて一緒に起動する
こともできます。サーバーの停止の詳細は、第 2章「Oracle9iAS Reports 
Servicesの 起動および停止」を参照してください。
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公開鍵および秘密鍵のファイルを変更するには、サーバー構成ファイルの connection要素
で、次のように clusterサブ要素のエントリを変更または追加します。

<cluster publicKeyFile="path and filename of new public key" privateKeyFile="path 
and filename of new private key">

connection要素の詳細は、第 3章「Oracle9iAS Reports Servicesの構成」を参照してくださ
い。

6.2.4 Reports Serverの再起動の再起動の再起動の再起動
クラスタ・メンバー名を変更し、共通の公開鍵および秘密鍵をそれぞれに指定した後、
Reports Serverを再起動してクラスタを有効化できます。

Reports Serverを再起動する手順は、次のとおりです。

� Reports ServerをWindows NTサービスとして起動する場合は、「サービス」コント
ロール・パネルでサービスを起動します。

� Reports Serverをコマンドラインから起動する場合は、コマンド・プロンプトで次のよ
うに入力します。

Windows NTの場合：

rwserver server=<server_name>.<cluster_name>

UNIXの場合 : 

rwserver.sh server=<server_name>.<cluster_name>

クラスタ・メンバー名を変更し、公開鍵および秘密鍵を再指定し、Reports Serverを再起動
したら、クラスタのセットアップ・プロセスは完了です。

6.2.5 クラスタへの要求送信クラスタへの要求送信クラスタへの要求送信クラスタへの要求送信
クラスタに要求を送信する手順は、次のとおりです。

Reports Servletまたは JSPで、次のように指定します。

server=<cluster_name>

たとえば、mercury.cluster1、venus.cluster1という名前の 2台のクラスタ・マシンがある場
合、serverを次のように指定します。

server=cluster1

Reports Servletまたは JSPは、クラスタ内で実行中の Reports Serverを検出し、その
Reports Serverに要求を送信します。キャッシュとの一致状況、あるいはサーバーの負荷状
況によって、その Reports Serverは要求を処理するか、クラスタ内の別のサーバーにリダイ
レクトします。
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データ・ソース・シングル・サイン
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データ・ソース・シングル・サインオンデータ・ソース・シングル・サインオンデータ・ソース・シングル・サインオンデータ・ソース・シングル・サインオン

Oracle9iAS Reports Servicesの利点の 1つに、トランスポータブル・データ・ソースがあり
ます。これによって、ユーザーが 1つのジョブを実行する際に複数のデータ・ソースにログ
インする必要がなくなります。これは、シングル・サインオン（SSO）を通じて実現できま
す。

SSOを使用すると、各ユーザーに一意の識別子を設定し、それをそのユーザー固有のリソー
スと結び付けることができます。ユーザーのリソースには、キーで識別される接続文字列が
含まれており、これを使用して様々なデータ・ソースにアクセスします。ユーザーは、セッ
ションごとに 1回のログインで一意に識別されます。このログインによって、ユーザーのリ
ソースを参照してそのユーザーが適切なデータ・ソースにアクセスできるようにするため、
ユーザーはこの情報を自ら入力する必要がありません。

SSOは、Oracle9iAS Reports Services、Oracle Internet Directoryおよび Oracle Login Server
との連携によって可能となります。これらはすべて、Oracle9i Application Serverに付属し
ています。

SSOは、セキュアなサーバー環境でのみ実装されます。つまり、Reportsで SSOの実装を検
討する場合、Reports Server構成ファイルにセキュリティ・ポリシーが正しく設定されてい
ることが前提となります。

SSOを使用する場合は、管理者が各ユーザーにユーザー IDを設定します。この作業は、
Oracle Internet Directory（OID）で行われ、その際に OIDのユーザー・インタフェースで
ある Delegated Administration Service（DAS）または Oracle9iAS Portal（Portalにユー
ザーを登録すると、その情報が OIDに保存されます）が使用されます。

注意注意注意注意 : セキュリティ設定については、次の各章で取り上げています。第 3
章「Oracle9iAS Reports Servicesの構成」では、サーバーのセキュリ
ティ・ポリシーを定義する Javaクラスを指定する方法を説明し、第 5章
「ユーザー・アクセスの制御」では、Oracle9iAS Portalを通じてセキュリ
ティ設定をサーバー、プリンタおよびレポートに適用する方法を説明して
います。また、付録 A「コマンドライン引数」では、SSOCONNコマンド
ライン引数に関する情報を提供しています。
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ユーザー IDは、ユーザー名とパスワードで構成されます。ユーザーの設定が終わると、管
理者はそれらのユーザーにリソースを割り当てることができます。リソースは、様々なデー
タ・ソースへの接続文字列から構成されます。ユーザーは、ログイン時にユーザー名とパス
ワード（ユーザー ID）を入力し、それによってそのユーザー IDに関連付けられたすべての
リソースにアクセスできるようになります。Oracle Login Serverからセッション Cookieが
発行されます。これは、そのセッションに許可されているすべての入口を開くためのキーと
して効果的に機能します。

この章では、データ・ソース SSOについて説明します。その中で、SSO環境のアーキテク
チャに関する情報を提供するとともに、SSOのユーザー・リソース（接続文字列）を設定す
る際に役立つヒントを示します。

この章の主な項は、次のとおりです。

� SSOのアーキテクチャ

� ユーザーの接続文字列を設定する方法

注意注意注意注意 : SSO関連コンポーネント（Oracle Internet Directoryなど）を設定
するための要件と手順の詳細は、『Oracle Internet Directory 管理者ガイ
ド』および『Oracle9i Application Server Oracle HTTP Server 管理ガイド』
を参照してください。
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SSOのアーキテクチャ
7.1 SSOのアーキテクチャのアーキテクチャのアーキテクチャのアーキテクチャ

7.1.1 SSOのコンポーネントのコンポーネントのコンポーネントのコンポーネント
図 7-1は、SSOのコンポーネント・アーキテクチャの概要です。

図図図図 7-1 SSOのアーキテクチャのアーキテクチャのアーキテクチャのアーキテクチャ

SSO環境のコンポーネントは、次のとおりです。

� クライアントWebブラウザ

� Oracle HTTP Server

SSOのコンテキストでは、Oracle HTTP Serverがクライアントとmod_osso間の仲介役
として機能します。

� mod_ossoモジュール

mod_ossoモジュールは、Oracle Login Serverのパートナ・アプリケーションで、認証
サポートを提供します。Reports環境では、このモジュールが Reports Servletと Oracle 
Login Server間の仲介役として機能します。
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SSOのアーキテクチャ
� Reports Servlet

Reports Servletは、Oracle9iAS Reports Servicesのコンポーネントで、Oracle HTTP 
Serverの Oracle9iAS Containers for Java 2 Enterprise Edition（OC4J）の内部で実行さ
れます。SSOのコンテキストでは、Reports Servletがmod_ossoと Reports Server間の
仲介役として機能します。

� Reports Server

Reports Serverは、クライアント要求を処理します。この処理には、認証と許可の確認、
スケジューリング、キャッシュおよび配布が含まれます。SSOのコンテキストでは、
Reports Serverから Reports Servletに対して、その Reports Serverがセキュアかどうか
が通知されます。

� Oracle Single Sign-on（SSO Server）

Oracle SSO Serverは、ユーザーのシングル・サインオン・セッションを管理します。
mod_ossoモジュールは、Reports Servletと Oracle SSO Server間の仲介役となります。
mod_ossoモジュールによって、認証要求がサーバーに渡されます。サーバーは、
Oracle Internet Directory（OID）でユーザーを検索することで、ユーザーのログイン資
格証明を検証します。

� Oracle Internet Directory（OID）

OIDは、ユーザー情報のリポジトリです。ユーザー情報には、自宅の住所、電子メー
ル、電話番号などの個人情報のほかに、ユーザー IDや接続文字列などのアクセス情報
が含まれます。OIDは、Oracle固有の Lightweight Directory Access Protocol version 3
（LDAPv3）サービスです。このサービスは、Oracle9iリレーショナル・データベースの
上にアプリケーションとして構築されています。Oracleで製造するすべての LDAP対
応製品（Oracle9i、Oracle9iASおよび Oracle9iAS Portalを含む）は、サポートされてい
る Oracle Internet Directoryクライアントとして出荷されます。

� Oracle Delegated Administration Service（DAS）

DASは、OID内のユーザーとグループを管理するためのユーザー・インタフェース・
サービスです。DASインタフェースを使用して、ユーザーと接続文字列の情報を OID
に入力します。DASは、OIDクライアントとして作成されたサーブレットです。DAS
には、インストール時に設定した URLを通じてブラウザからアクセスします。

7.1.2 SSOのトランザクションのトランザクションのトランザクションのトランザクション
SSO環境のトランザクションは、次のように処理されます。

1. クライアント・ブラウザを通じて Oracle HTTP Serverに要求が送信されます。

2. HTTP Serverが、この要求を（ジョブのランタイム URLとともに）Reports Servletに
渡します。Reports Servletは、Reports Serverを呼び出して、Reports Serverがセキュ
アであることを確認します。
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ユーザーの接続文字列を設定する方法
3. Reports Serverがサーブレットに応答します。応答が yesである場合は、Reports 
Servletからmod_ossoに認証を要求するメッセージ 401が送信され、応答が noの場合
は、Reports Servletが要求を処理します。

4. mod_ossoモジュールが、メッセージ 401を受け取って Oracle Login Serverに接続し、
ユーザーが認証済みであるかどうかを確認します。

5. Login Serverが応答します。応答が noである場合は、Login Serverがクライアントに
ログイン画面を送信し、yesの場合は、元の URL要求がユーザーの IDとともに承認さ
れ、その要求が Reports Servletによって処理されます。

6. クライアントがログイン情報を Login Serverに送信します。Login Serverは、そのログ
イン情報を Oracle Internet Directory内の情報と照合します。

7. ログイン情報が正しい場合は、元の URL要求が承認され、処理が完了します。ログイ
ン情報が正しくない場合は、エラーが返され、クライアントに再試行のプロンプトが表
示されるか、または処理が停止します。再試行回数の上限は、SSO Serverの構成で指定
されます。

7.2 ユーザーの接続文字列を設定する方法ユーザーの接続文字列を設定する方法ユーザーの接続文字列を設定する方法ユーザーの接続文字列を設定する方法
Oracle Internet Directory（OID）には、LDAPソースから OIDにユーザーをバッチ・ロー
ドするためのツールはありますが、それらのユーザーの接続文字列（ユーザーがデータ・
ソースへアクセスするために必要なパスワードとスキーマ ID）をバッチ・ロードするツー
ルは今のところありません。このため、この情報を手動で入力するか、または入力を自動処
理するプロシージャを作成する必要があります（経験のある LDAPプログラマであれば、
OIDにリソースを取り込むプロシージャを作成できます）。

ユーザー・ベースが大規模である場合は、この作業が困難となる可能性があります。

ただし、各ユーザーが自分の接続文字列情報を入力する方法がいくつかあります。この項で
は、これらの方法について概説します。

7.2.1 初期要件初期要件初期要件初期要件
どちらの方法も、ユーザーが OIDにすでに入力されていることが必要です。OIDを初めて
使用する場合でも、他の LDAPデータ・ソースにすでにユーザー・ベースが入力されていれ
ば、OIDで提供するツールを使用してそれらのユーザーをバッチ・ロードできます。

ユーザーを入力した LDAPデータ・ソースがない場合は、手動でユーザーを入力する必要が
あります。

注意注意注意注意 : バッチ・ロードの詳細は、『Oracle Internet Directory 管理者ガイ
ド』を参照してください。
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7.2.2 方法方法方法方法 1: ユーザーにユーザーにユーザーにユーザーに OIDへのアクセスを許可するへのアクセスを許可するへのアクセスを許可するへのアクセスを許可する
ユーザーに自分の接続文字列情報を入力させる 1つ目の方法は、ユーザーに OIDへのアク
セスを許可する方法です。OIDへのユーザー・インタフェースは、Oracle Delegated 
Administration Service（DAS）と呼ばれます。

Oracle9iASをインストールする際に、DASの場所を指定します。ユーザーに DASへのアク
セスを許可する場合は、この場所を示す URLを各ユーザーに通知します。

DASにアクセスしたユーザーは、「Extended Preferences」タブの「Resource Assignment」
セクションで各自の情報を入力できます。この場合、リソースが入力されていないと、
「Extended Preferences」タブがユーザーに表示されないなどの問題が発生することがありま
す。

ユーザー・ベースに対してデフォルトのリソースを入力することもできますが、これも時間
がかかる可能性があります。

7.2.3 方法方法方法方法 2: 接続文字列を割り当ててログイン時にユーザーに入力させる接続文字列を割り当ててログイン時にユーザーに入力させる接続文字列を割り当ててログイン時にユーザーに入力させる接続文字列を割り当ててログイン時にユーザーに入力させる
2つ目の方法は、安全性と効率性で最初の方法より優れていると考えられます。安全性が高
いのは、ユーザーが DASに直接入力する必要がないためです。効率性が高いのは、レポー
ト要求を送信する処理の一環として情報が入力されるためです。

この方法では、ユーザーがデータ・ソースへ最初にログインするときに、各自の情報を入力
します。

OID管理者は、各ユーザーにレポートへの URLを電子メールで通知します。各電子メール
には、受信者用の一意のパスワードとスキーマ接続文字列のほかに、その接続文字列を使用
するための指示が記載されます。

注意注意注意注意 : ユーザーが DASにアクセスするには、あらかじめ管理者が各ユー
ザーのユーザー IDを OIDに入力しておくことが必要です。この作業は、
他のソースの LDAPディレクトリにすでに入力されている情報をバッチ・
ロードすることで実行できます。

バッチ・ロードの詳細は、『Oracle Internet Directory 管理者ガイド』を参
照してください。

注意注意注意注意 : 複数のデータ・ソースを利用するレポートの場合は、複数の接続
文字列を提供する必要があります。この項で説明した方法を使用して、複
数の接続文字列を 1通の電子メールで送信するか、または接続文字列ごと
に 1通ずつ電子メールを送信できます。
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URLには、SSOCONNコマンドライン・オプションが含まれています。これは、まだ存在し
ない接続キーを呼び出すものです。次に例を示します。

ssoconn=mykey1/DB,mykey2/PDSApp

各 URLは、同じ接続キー（mykey1など）を呼び出すことができます。これは、各ユー
ザーの入力するデータが、キー名ではなく一意の情報であるためです。

ユーザーはプロンプトに応じて接続情報を入力し、その情報が自動的に OIDに保存されま
す。

将来的には、ユーザーがレポートを実行する際に、ユーザー ID（ユーザー名とパスワード）
の入力を要求されるようになる予定です。これによってユーザー IDを含んだ Cookieが生成
され、それが Reports Servletに送信されて、OID内の接続文字列情報（リソース）を取得
するようになります。
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第第第第 II部部部部

サーバーへの要求送信サーバーへの要求送信サーバーへの要求送信サーバーへの要求送信

第 II部では、レポート公開に関する有用な詳細情報を説明します。これには、要求の実行方
法、高度な自動レポート配布の設定方法、XMLカスタマイズ・ファイルを使用して実行時
にレポートをカスタマイズする方法、データベース・トリガーを使用してレポートを自動的
に起動する方法などが含まれます。

第 II部には、次の章があります。

� 第 8章「レポート要求の実行」

� 第 9章「拡張配布の作成」

� 第 10章「XMLによるレポートのカスタマイズ」

� 第 11章「イベント・ドリブンによる公開」
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レポート要求の実行レポート要求の実行レポート要求の実行レポート要求の実行

この章では、Reports Serverにレポート要求を送信する様々な方法について説明します。こ
の章には、次の項があります。

� Reportsの URL構文

� レポート要求の方法

� Oracle9iAS Portalでのレポート・ポートレットの公開

� Webブラウザからのレポート要求の指定

� URLエンジンへの要求送信

� 自動実行のためのレポートのスケジューリング

� キャッシュからのレポート出力の再使用

� キー・マップ・ファイルの使用方法
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Reportsの URL構文
8.1 Reportsのののの URL構文構文構文構文
この項では、レポートを公開するための URLの作成に関するクイック・リファレンス情報
を提供します。ここで取り上げる配布タイプは、次の 3つです。

� サーブレット

� JSP

� CGI（下位互換性を確保するため）

ここで提供する情報は、Windows環境と UNIX環境でほとんど同じです。相違点も示して
あります。

8.1.1 サーブレットサーブレットサーブレットサーブレット
Reports Servletを経由したレポート実行の URL構文は、次のとおりです。

http://<web_server>.<domain_name>:<port>/<alias>/rwservlet?<parameters>

表 8-1では、サーブレットの URLの構成要素を説明します。

Reports Servletを呼び出す URLは、次のようになります。

http://neptune.world.com:80/reports/rwservlet?keyname

keynameは、cgicmd.datファイル内の一意のヘッダー（キー名）の下に示されているコマン
ドラインを参照します。JSPファイルの場合は、この処理が異なるので注意してください。
JSPファイルでは、キーワード /値のペア（cmdkey=value）を使用して、cgicmd.datファ
イル内のコマンドラインに対するキー名を指定します。キー・マッピングの使用方法の詳細
は、8.9項「キー・マップ・ファイルの使用方法」を参照してください。

表表表表 8-1 Reports Servletを呼び出すを呼び出すを呼び出すを呼び出す URLの構成要素の構成要素の構成要素の構成要素

構成要素構成要素構成要素構成要素 説明説明説明説明

<web_server> Oracle HTTP Serverをインストールしたときに各自で付けた名前。

<domain_name> 所属する組織のドメイン名。

<port> Oracle HTTP Serverが要求をリスニングするポート番号。ポート
が指定されない場合は、デフォルト（80）が使用されます。

<alias> URLがアクセスするファイルへの絶対パスにかわる仮想パス。

rwservlet Oracle9iAS Reports Servicesサーブレットを起動します。

? コマンドライン引数の開始を示します。

<parameters> すべてのコマンドライン引数、またはコマンドライン引数が指定さ
れているキー・マップ・ファイルへのキー。
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Reportsの URL構文
JSPファイルにWebレイアウトとペーパー・レイアウトの両方が含まれている場合に、サー
ブレットの使用によって Reportsの JSPファイルが使用できなくなることはありません。レ
ポートを実行する際に、URLにサーブレットを指定し、report=<myreport>.jspというコ
マンドライン引数で JSPを呼び出します。

次に例を示します。

http://neptune.world.com:80/reports/rwservlet?report=myreport.jsp&destype=cache&desf
ormat=html

コマンドラインの詳細は、付録 A「コマンドライン引数」を参照してください。

8.1.2 JSP
JSPベース・レポートの URLの構文は、次のとおりです。

http://<web_server>.<domain_name>:<port>/<alias>/myreport.jsp?<parameters>

表 8-2では、JSPベース・レポートの URLの構成要素を説明します。

注意注意注意注意 : これらのパラメータは、JSPファイルの内部に指定することもでき
ます。

表表表表 8-2 JSPベース・レポートのベース・レポートのベース・レポートのベース・レポートの URLの構成要素の構成要素の構成要素の構成要素

構成要素構成要素構成要素構成要素 説明説明説明説明

<web_server> Oracle HTTP Serverをインストールしたときに各自で付けた名前。

<domain_name> 所属する組織のドメイン名。

<port> Oracle HTTP Serverが要求をリスニングするポート番号。ポート
が指定されない場合は、デフォルト（80）が使用されます。

<alias> URLがアクセスするファイルへの絶対パスにかわる仮想パス。

myreport.jsp この URLで実行されるレポートの *.jspファイル。

? コマンドライン引数の開始を示します。

<parameters> すべてのコマンドライン引数、またはコマンドライン引数が指定さ
れているキー・マップ・ファイルへのキー（あるいはその両方）。
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Reportsの URL構文
JSPベース・レポートの起動に使用される URLは、次のようになります。

http://neptune.world.com:80/jsp/myreport.jsp?

URLには、追加のコマンドライン・パラメータを含んだ cgicmd.datファイル内のコマンド
ラインを参照するキーを指定できます。その場合は、名前と値のペア（cmdkey=keyname）
を使用する必要があります。これは、疑問符で示される問合せ文字列の開始点の後であれ
ば、URLの任意の位置に指定できます。次に例を示します。

http://neptune.world.com:80/jsp/myreport.jsp?userid=scott/tiger@hrdb&cmdkey=key1

URLでパラメータを結合するときは、スペースを一切挿入せずに、アンパサンド（&）を使
用します。

JSPを使用する場合に、Reports Servletを同時に使用できないわけではありません。レポー
トを実行する際に、URLにサーブレットを指定し、次のコマンドライン引数で JSPを呼び出
します。report=<myreport>.jsp

次に例を示します。

http://neptune.world.com:80/reports/rwservlet?report=myreport.jsp&destype=cache&desf
ormat=html

コマンドライン・キーワードの詳細は、付録 A「コマンドライン引数」を参照してくださ
い。cgicmd.datファイルの詳細は、8.9項「キー・マップ・ファイルの使用方法」を参照し
てください。JSPレポートを実行する際に Reports Servletを使用するかどうかについては、
第 1章「Oracle9iAS Reports Servicesの アーキテクチャ」を参照してください。

8.1.3 CGI

Windowsで Reports CGIを経由してレポートを実行する URLの構文は、次のとおりです。

http://<web_server>.<domain_name>:<port>/<alias>/rwcgi.exe?<parameters>

UNIXでは、次のようになります。

http://<web_server>.<domain_name>:<port>/<alias>/rwcgi.sh?<parameters>

表 8-3では、CGIベース・レポートの URLの構成要素を説明します。

注意注意注意注意 : Reports CGIは、下位互換性を確保する目的で Oracle9iAS Reports 
Servicesに用意されている機能です。レポートを配布するときは、サーブ
レット実装または JSP実装のいずれかを使用する方法を強くお薦めしま
す。
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レポート要求の方法
Windowsで CGI実装の起動に使用される URLは、次のようになります。

http://neptune.world.com:80/CGI-BIN/rwcgi.exe?key2

UNIXでは、次のようになります。

http://neptune.world.com:80/CGI-BIN/rwcgi.sh?key2

UNIXマシンに Reports Servicesがインストールされている場合は、".exe"のかわりに ".sh"
を使用します。次に例を示します。

http://neptune.world.com:80/CGI-BIN/rwcgi/sh?key2

8.2 レポート要求の方法レポート要求の方法レポート要求の方法レポート要求の方法
レポート要求は、様々な方法で実行することができます。次に各方法について説明します。

� rwclientコマンドラインコマンドラインコマンドラインコマンドライン

rwclientコマンドライン（UNIXでは rwclient.sh）は、非Webアーキテクチャ内
でコマンドラインからレポート要求を実行するために使用します。このコマンドライン
は、コマンドラインを解析して指定の Oracle9iAS Reports Serverに送る実行可能ファイ
ルを参照します。このコマンドラインでは、Oracle9iAS Reports Runtimeの実行可能
ファイル rwrun（UNIXでは rwrun.sh）で使用されるものと似たコマンドライン引数を
使用できます。

表表表表 8-3 Reports CGIを呼び出すを呼び出すを呼び出すを呼び出す URLの構成要素の構成要素の構成要素の構成要素

構成要素構成要素構成要素構成要素 説明説明説明説明

<web_server> Oracle HTTP Serverをインストールしたときに各自で付けた名前。

<domain_name> 所属する組織のドメイン名。

<port> Oracle HTTP Serverが要求をリスニングするポート番号。ポート
が指定されない場合は、デフォルト（80）が使用されます。

<alias> URLがアクセスするファイルへの絶対パスにかわる仮想パス。

rwcgi.exe Oracle9iAS Reports Servicesの CGIコンポーネントを起動する実
行可能ファイル。UNIXマシンに Reports Servicesがインストール
されている場合は、".exe"のかわりに ".sh"を使用します。

? コマンドライン引数の開始を示します。

<parameters> すべてのコマンドライン引数、またはコマンドライン引数が指定さ
れているキー・マップ・ファイルへのキー。
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レポート要求の方法
Windowsでの典型的な rwclientコマンドライン要求は、次のようになります。

rwclient report=<my_report>.rdf userid=<username>/<password>@<my_db> 
server=<server_name> destype=html desformat=cache

UNIXでは、同じコマンドを次のように記述します。

rwclient.sh report=<my_report>.rdf userid=<username>/<password>@<my_db> 
server=<server_name> destype=html desformat=cache

コマンドライン引数の詳細は、付録 A「コマンドライン引数」を参照してください。

� URL

ブラウザからレポートを実行する場合は、URL構文を使用します。この URL構文は、
Oracle9iAS Reports Servlet（および下位互換性のための CGI）によって rwclientコマ
ンドライン要求に変換され、その後 Oracle9iAS Reports Servicesによって処理されま
す。ユーザーのブラウザからレポート要求を行うのに必要な URL構文をユーザーに提
供するか、または URL構文をハイパーリンクとしてWebサイトに追加することができ
ます。この方法については、この後の項で詳しく説明します。

� Oracle9iAS Portal経由経由経由経由

Oracle9iAS Portalコンポーネントを使用すると、Oracle9iAS Portalページまたはポート
レット内にレポートへのリンクを追加するか、またはレポートの結果を直接ポートレッ
トに出力することができます。各レポート・リンクは、レポート要求に関する情報を含
んだパッケージ・プロシージャを示します。Oracle9iAS Reports Servicesのシステム管
理者は、Oracle9iAS Portalのウィザードを使用してパッケージ・プロシージャを作成す
ることで、Webを通じてレポートをより便利で安全に公開できるようにします。
Oracle9iAS Portalページ・グループにアクセスする権限のあるユーザーは、リンクをク
リックするだけでレポートを実行できます。システム管理者はウィザードから直接レ
ポートを実行できます。詳細は、Oracle9iAS Portalのオンライン・ヘルプを参照してく
ださい。

レポートをポートレットとして公開する方法の詳細は、「Oracle9iAS Portalでのレポー
ト・ポートレットの公開」を参照してください。

� パッケージ・プロシージャパッケージ・プロシージャパッケージ・プロシージャパッケージ・プロシージャ

SRW.RUN_REPORTは、Oracle9iAS Reports Runtimeのコマンドを実行するビルトイ
ンです。SRW.RUN_REPORTを指定するときは、SERVER引数を Oracle9iAS Reports 
Servicesサーバーの名前に設定して、SRW.RUN_REPORTコマンドが rwclientコマ
ンドと同じように動作するようにします。

詳細は、Oracle9i Developer Suite（Oracle9iDS）Reports Builderのオンライン・ヘルプ
を参照してください。
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Oracle9iAS Portalでのレポート・ポートレットの公開
8.3 Oracle9iAS Portalでのレポート・ポートレットの公開でのレポート・ポートレットの公開でのレポート・ポートレットの公開でのレポート・ポートレットの公開
レポートを公開する最適な方法の 1つが、Oracle9iAS Portalのセキュアな宣言型インタ
フェースを使用する方法です。ポータル内でレポートを公開するには、次の作業が必要で
す。

1. レポートのプロバイダを作成します。レポートのプロバイダを作成します。レポートのプロバイダを作成します。レポートのプロバイダを作成します。このステップでは、ポータル内でユーザーに提供
するレポートが収納されるプロバイダを定義します。

2. レポート定義ファイル・アクセスを作成します。レポート定義ファイル・アクセスを作成します。レポート定義ファイル・アクセスを作成します。レポート定義ファイル・アクセスを作成します。このステップでは、レポートのプロパ
ティ、特にレポートを収納するプロバイダを定義することで、ページ設計者がレポート
をポートレットとして利用できるようにします。

3. レポート・ポートレットをページに追加し、必要に応じてカスタマイズします。レポート・ポートレットをページに追加し、必要に応じてカスタマイズします。レポート・ポートレットをページに追加し、必要に応じてカスタマイズします。レポート・ポートレットをページに追加し、必要に応じてカスタマイズします。このス
テップでは、ユーザーがレポートをページ上のポートレットとして利用できるようにす
るとともに、ページ設計者がレポート・パラメータを設定し、レポートの自動実行をス
ケジューリングできるようにします。

8.3.1 レポートに対するプロバイダの作成レポートに対するプロバイダの作成レポートに対するプロバイダの作成レポートに対するプロバイダの作成
レポートを収納するプロバイダをまだ定義していない場合は、これを作成する必要があり
ます。プロバイダの作成の詳細は、Oracle9iAS Portalのオンライン・ヘルプを参照してく
ださい。

8.3.2 レポート定義ファイル・アクセスの作成レポート定義ファイル・アクセスの作成レポート定義ファイル・アクセスの作成レポート定義ファイル・アクセスの作成
レポートをポートレットとして提供するには、次の作業が必要です。

1. Oracle9iAS Portalホーム・ページで、「企業ドキュメント」タブをクリックします。

2. 「ビルダー」をクリックします。

3. 「管理」タブをクリックします。

注意注意注意注意 : レポートを収納するプロバイダは、データベース・プロバイダで
ある必要があります。また、その「アクセス」ページで「プロバイダとし
て公開」の設定が選択されていることが必要です。

注意注意注意注意 : 多数のレポートに対してレポート定義ファイル・アクセスを作成
する必要がある場合は、それらをバッチ登録する方法が効率的です。詳細
は、付録 C「Oracle9iAS Portalへのレポートのバッチ登録」を参照してく
ださい。
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Oracle9iAS Portalでのレポート・ポートレットの公開
4. 「Oracle Reports Security」ポートレットで、「Oracle Reports Securityの設定」をクリッ
クします。

5. 「レポート定義ファイル・アクセス」ポートレットで、「レポート定義ファイル・アクセ
スの追加」をクリックします。

6. ウィザードのステップに従います。設定に関する情報が必要な場合は、右上端にある疑
問符をクリックしてください。ウィザードの最後に、「完了」をクリックします。

7. 「アクセス」タブをクリックします。

8. 「ポータルに公開」をクリックします。

9. 「適用」をクリックします。これでレポートがポートレット・リポジトリに追加された
ので、レポートをページに追加することができます。

8.3.3 ページへのレポート・ポートレットの追加ページへのレポート・ポートレットの追加ページへのレポート・ポートレットの追加ページへのレポート・ポートレットの追加
ポートレット・リポジトリに追加されたレポートのポートレットは、他のポートレットと同
様に任意のページに追加できます。

1. Oracle9iAS Portalホーム・ページで、「企業ドキュメント」タブをクリックします。

2. 「ビルダー」をクリックします。

3. 「構築」タブをクリックします。

4. 「ページ・グループ」ポートレットで、作成したレポート・ポートレットを配置する
ページ・グループの名前を「ページ・グループ名」に入力します。

5. 「ページの作成」をクリックして新しいページを作成するか、既存のページの名前を入
力して「編集」をクリックすることでそのページを編集します。

6. 新しいページを作成する場合は、ウィザードのステップに従います。設定に関する情報
が必要な場合は、右上端にある疑問符をクリックしてください。作業が完了したら、
「完了」をクリックします。既存のページを編集する場合は、次のステップに進みます。

7. レポート・ポートレットを追加するページ領域で、「ポートレットの追加」ツールをク
リックします（ヒントヒントヒントヒント :ツールにマウスを合せると、そのツールに関するヒントが表示
されます）。

8. ポートレット・リポジトリを、レポート・ポートレットを含んでいるプロバイダまでド
リルダウンします。レポート・ポートレットは、ポートレット・リポジトリの中の、そ
のポートレットが属しているポータル DBプロバイダの下に表示されます。プロバイダ
の位置は、ポートレット・リポジトリがどのように編成されているかによって異なりま
す。ポータル DBプロバイダはかなり新しいプロバイダであるため、ポートレット・リ
ポジトリの「新規」ページの下に表示される可能性があります。

9. レポート・ポートレットの名前をクリックして、「選択したポートレット」リストに追
加します。
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Webブラウザからのレポート要求の指定
10.「OK」をクリックします。

11. レポート・ポートレットの右上端にある「カスタマイズ」をクリックします。

12.「パラメータ」タブにパラメータ値を入力し、必要に応じて「スケジュール」タブで
ジョブの自動実行をスケジューリングします。

8.4 Webブラウザからのレポート要求の指定ブラウザからのレポート要求の指定ブラウザからのレポート要求の指定ブラウザからのレポート要求の指定
レポート要求に必要な URL構文をユーザーに提供できます。あるいは、URL構文をハイ
パーリンクとしてWebページに追加することもできます。

URL構文は、次の形式で提示できます。

� 完全な URL要求。次に例を示します。

http://<your_webserver>.<domain_name>:<port>/<alias>/rwservlet?
report=myreport.rdf&USERID=<username>/<password>@<my_db>
&SERVER=<server_name>&DESFORMAT=html&DESTYPE=cache

他のコマンドライン引数が必要な場合は、rwclientの有効なコマンドライン引数のリ
ストが掲載されている付録 A「コマンドライン引数」を参照してください。

� キー・マッピングを使用して単純化したＵRL要求。次に例を示します。

http://<your_webserver>.<domain_name>:<port>/<alias>/rwservlet?key1

URL構文をハイパーリンクとしてWebページに追加する手順は、次のとおりです。

1. ホストWebページで、次のように HREFタグを設定します。

<A HREF="http://<web_server>.<domain_name>:<port>/<alias>/rwservlet?key1>
Employee Directory</A>

2. リンクをホスティングするWebページをユーザーに表示します。

3. ユーザーはこのリンクをクリックしてレポートを実行します。

注意注意注意注意 : レポートをWebサイトで公開するもう 1つの方法に、Oracle9iAS 
Portalコンポーネントを作成する方法があります。詳細は、Oracle9iAS 
Portalのオンライン・ヘルプを参照してください。
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URLエンジンへの要求送信
8.5 URLエンジンへの要求送信エンジンへの要求送信エンジンへの要求送信エンジンへの要求送信
Reports Serverの URLエンジンをアクティブにした場合は、次のコマンドライン引数を使用
してジョブ要求を URLエンジンに送信できます。

� urlParameterは、キャッシュに取り込まれる URLを指定します。たとえば、
http://www.oracle.comや JSPレポートなどです。

� jobTypeは、URLエンジンに関連付けられているサーバー構成ファイルでのジョブ・タ
イプの名前（urlEngineなど）です。

たとえば、urlParameterに外部 URLを指定する要求は、次のようになります。

http://localhost.com/servlet/RWServlet?server=ReportsServer
+jobType=urlEngine+urlParameter="http://www.oracle.com"
+destype=mail+desname=foo@bar.com+desformat=htmlcss

また、urlParameterに JSPレポートを指定する要求は、次のようになります。

http://<localhost>/servlet/RWServlet?server=ReportsServer+jobType=rwurl
+destype=cache+urlParameter="http%3A%2F%2F<localhost>%2Ffoo.jsp%3Fuserid
%3Dscott%2Ftiger@v815%3Fserver%3DreportsServer

8.6 自動実行のためのレポートのスケジューリング自動実行のためのレポートのスケジューリング自動実行のためのレポートのスケジューリング自動実行のためのレポートのスケジューリング
サーバーを使用して、Oracle9iAS Reports Queue Managerまたは Oracle9iAS Portalから、
あるいは SCHEDULEコマンドライン引数によって、レポートを自動的に実行することができ
ます。スケジューリング機能では、レポートを実行する時刻と頻度を指定できます。

レポートのスケジューリングの詳細は、Oracle9iAS Reports Queue Managerのオンライン・
ヘルプを参照してください。

レポートを Oracle9iAS Portalページで Portalコンポーネントとして公開する場合は、レ
ポート要求が自動的に実行されるようにスケジューリングし、出力されたレポートを指定の
ページに送信できます。詳細は、Oracle9iAS Portalのオンライン・ヘルプを参照してくださ
い。

SCHEDULEキーワードは、rwclient、rwservlet、rwcgiの各コマンドで使用できます。詳細
は、付録 Aの A.4.83項「SCHEDULE」を参照してください。

注意注意注意注意 : URLエンジンのアクティブ化の詳細は、第 3章「Oracle9iAS 
Reports Servicesの構成」を参照してください。

注意注意注意注意 : URLに特殊文字が含まれている場合は、x-www-form-urlencoded
形式でその URLをエンコードする必要があります。
8-10 Oracle9iAS Reports Services レポートWeb公開ガイド



キャッシュからのレポート出力の再使用
8.7 追加のパラメータ追加のパラメータ追加のパラメータ追加のパラメータ
Reports Serverに要求を送信すると、次に示す追加のパラメータが要求とともに暗黙的に送
信されます。これらのパラメータの値は変更できません。

8.8 キャッシュからのレポート出力の再使用キャッシュからのレポート出力の再使用キャッシュからのレポート出力の再使用キャッシュからのレポート出力の再使用
レポートを実行すると、レポート出力のコピーが Oracle9iAS Reports Servicesのキャッシュ
に保存されます。その後で、同じキャッシュ・キーを使用する同一のレポートが実行される
と、現行要求は重複ジョブとして認識されます。

次に、Reportsのキャッシュ機能の効果的な使用例をいくつか紹介します。

� 新規のジョブ要求 "A"が Reports Serverに送信された時点で、別のジョブ "B"が現行ジョ
ブ・キュー内で同じキャッシュ・キーを使用している（エンジンが利用可能になるのを
待っているか、または実行中）場合は、ジョブ "A"がジョブ "B"からの出力を使用しま
す。

ジョブのキャッシュ・キーには、destype、desname、server、toleranceの各パラメー
タを除くほとんどすべてのパラメータが含まれています。

このレベルのキャッシュは、自動的に行われます。コマンドラインにその他のパラメー
タを指定する必要はありません。

� ユーザーが新規のジョブ要求 "A"で tolerance=n（nは分単位）を指定し、そのジョブ
が発生しなかった場合は、Reports Serverが、終了したジョブ・キュー内で n分以内に
正常終了したジョブを検索しようとします。Reports Serverがこのようなジョブを検出
できた場合は、新規のジョブ要求 "A"がジョブ "B"の出力を返します。

表表表表 8-4 レポート要求とともに渡される追加のパラメータレポート要求とともに渡される追加のパラメータレポート要求とともに渡される追加のパラメータレポート要求とともに渡される追加のパラメータ

名前名前名前名前 説明説明説明説明

ACCEPT_LANGUAGE ブラウザ /ユーザーが受け付ける言語をカンマで区切ったリスト。

REMOTE_ADDR 要求の送信元であるリモート IPアドレス。

REMOTE_HOST 要求の送信元であるリモート・ホスト名。

SCRIPT_NAME 実行されるスクリプトの仮想パス。

SERVER_NAME Reports Serverが実行されているサーバーのホスト名または IPア
ドレス。

SERVER_PORT Reports Serverが実行されているサーバーのポート番号。

SERVER_PROTOCOL 要求の送信に使用された情報プロトコルの名前とリビジョン。

USER_AGENT リモート・クライアントのブラウザの説明。
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� クラスタ環境では、クラスタの全メンバーを対象に重複ジョブ（キャッシュ・キーが同
じであるジョブ）のチェックが実行されます。同じクラスタ内の別のサーバーで重複
ジョブが検出された場合は、ジョブ要求がそのサーバーに転送され、キャッシュされて
いる結果が取得されます。

Oracle9iAS Reports Servicesのキャッシュの結果は永続的です。Reports Serverを停止
して再び起動すると、以前のキャッシュの結果がすべて復元され、再び使用できるよう
になります。

8.8.1 使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意
� キャッシュのサイズは、Oracle9iAS Reports Queue Managerまたはサーバー構成ファイ
ル（<server_name>.conf）の cache要素を通じて設定できます。Oracle9iAS Reports 
Serverは、キャッシュ・ファイルの合計サイズを、設定されたサイズ以下に保つため
に、使用頻度の最も少ないファイルから順にキャッシュから削除します。さらに、
Oracle9iAS Reports Queue Managerを使用してキャッシュを空にすることもできます。

キャッシュの設定の詳細は、Oracle9iAS Reports Queue Managerのオンライン・ヘル
プ、および第 3章「Oracle9iAS Reports Servicesの構成」を参照してください。

� レポートの処理中に同一のジョブが送信された場合は、TOLERANCEが設定されてい
ない場合やゼロに設定されている場合でも、Oracle9iAS Reports Servicesは現在実行さ
れているジョブの出力を再利用します。たとえば、job_1の実行中に、別のユーザーが
job_1と同じキャッシュ・キーを持つ job_2を送信したとします。Oracle9iAS 
Reports Servicesは、job_1の出力を job_2に使用します。この場合、job_2は独立
して実行されずにキャッシュからフェッチされるため、その処理時間はきわめて速くな
ります。

8.9 キー・マップ・ファイルの使用方法キー・マップ・ファイルの使用方法キー・マップ・ファイルの使用方法キー・マップ・ファイルの使用方法
URLをユーザーに提供する場合、あるいはハイパーリンクをWebサイトに追加する場合は、
キー・マップ・ファイルを使用して、URL要求内のパラメータを単純化したり隠したりでき
ます。

キー・マップ・ファイルには、レポートを実行するコマンド文字列が含まれており、それぞ
れのコマンド文字列の先頭には一意のキー識別子が付加されています。レポートを JSPとし
て実行する場合を除いて、ランタイム URLではこのキーのみを参照します。このキー値は
サーバーまたはサーブレットによってマップ・ファイル（cgicmd.dat）に送信され、この
ファイルから指定のキーに関連付けられたコマンドがサーバーまたはサーブレットに返され
て処理が進められます。キー・マッピングを使用することによって、すべてのコマンドライ
ン引数をユーザーから隠蔽できます。

注意注意注意注意 : TOLERANCEコマンドライン引数の詳細は、付録 A「コマンドラ
イン引数」を参照してください。
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キー・マッピングは次の場合に便利です。

� URLを短縮して、使いやすくする場合

� 元の URLを変更することなく、ランタイム・コマンドをマッピングし直す場合

� 企業にとって典型的ないくつかの実行構成を標準化する場合

� ユーザーからパラメータの一部（データベース接続文字列など）を隠蔽する場合

� ユーザーがレポートの実行に使用できるパラメータを制限する場合

キー・マップ・ファイル（cgicmd.dat）からキー名を指定するときは、そのキー名をレポー
ト要求 URLの問合せ文字列の開始位置（疑問符の後）に配置する必要があります。ただし、
cmdkeyコマンドライン・キーワードの値としてキー名を指定する場合
（cmdkey=keyname）は例外です。この場合は、レポート要求 URLにおける問合せ文字列
の任意の位置にキー名を配置できます。cmdkeyキーワードは、JSPとして実行されるジョ
ブおよび rwservletコマンドで使用できます。

8.9.1 キー・マッピングを使用可能にする方法キー・マッピングを使用可能にする方法キー・マッピングを使用可能にする方法キー・マッピングを使用可能にする方法
キー・マッピングは、次のいずれかの条件が満たされたときに使用可能となります。

� 標準のファイル名（cgicmd.dat）を持つ有効なファイルが、Webサーバー・マシン
（Windowsまたは UNIX）上の %ORACLE_HOME%¥reports¥conf¥ディレクトリ（デ
フォルトの場所）にある。

� Reports Servlet構成ファイル（rwservlet.properties）の KEYMAPFILEパラメータの下
に、有効なキー・マップ・ファイルが入力されている。

� rwcgiが使用される場合に、Webサーバー上の REPORTS_CGIMAP環境変数に有効な
キー・マップ・ファイルの名前が指定されている。詳細は、付録 B「Reports関連の環
境変数」を参照してください。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意
� rwcgi URLでは、最初の引数（疑問符の後の最初の情報）が、名前 /値のペアの一部で
ない限り、キーとして扱われます。最初の引数が名前 /値のペア（つまりキーワード =
値）である場合は、cgicmd.datキー・エントリのかわりにコマンドライン全体が使用さ
れます。

注意注意注意注意 : cmdkeyキーワードの詳細は、付録 A「コマンドライン引数」を
参照してください。
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8.9.2 キー・マップ・ファイルへのキー・マッピング・エントリの追加キー・マップ・ファイルへのキー・マッピング・エントリの追加キー・マップ・ファイルへのキー・マッピング・エントリの追加キー・マップ・ファイルへのキー・マッピング・エントリの追加
キー・マップ・ファイルにキー・マッピング・エントリを追加する手順は、次のとおりで
す。

1. Reports Serverをホスティングするマシン上の cgicmd.datファイルにナビゲートし、こ
れをテキスト・エディタで開きます。

このファイルは、Windowsと UNIXのどちらの場合も、次のディレクトリにあります。

%ORACLE_HOME%¥reports¥server¥conf¥cgicmd.dat

2. キー・マッピング・エントリを追加します。次に例を示します。

key1: report=<your_report.rdf> USERID=<username>/<password>@<my_db> 
DESFORMAT=html SERVER=<server_name>.<cluster_name (if present)> DESTYPE=cache

この例の key1は、キーの名前です。

ファイル自体に記述されている特殊なパラメータを除いて、コマンドライン引数は
rwclientの構文規則に従います。詳細は、付録 A「コマンドライン引数」を参照して
ください。

3. Webページでハイパーリンクを更新します。

詳細は、8.4項「Webブラウザからのレポート要求の指定」を参照してください。

8.9.3 JSP以外のすべてでキーを使用する場合以外のすべてでキーを使用する場合以外のすべてでキーを使用する場合以外のすべてでキーを使用する場合
レポート要求 URLにキー名を指定するときは、そのキー名が問合せ文字列内の最初の値
（疑問符の直後）になるように配置する必要があります。次に例を示します。

http://…/rwservlet?keyname

次に示すのは、パラメータ・フォームを使用した制限付きの実行に対するキー・マッピング
の例です。

URLは次のようになります。

http://<web_server>.<domain_name>:<port>/CGI-BIN/rwcgi.exe?key&par1&par2&parN

キー・マップ・ファイルには、次のような行が含まれます。

KEY: REPORT=<myreport> DEPTNO=%1 MYPARAM=%2 %*

これによって、次のコマンドライン要求に相当する要求が生成されます。

rwclient REPORT=<myreport> DEPTNO=par1 MYPARAM=par2 parN
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8.9.4 JSPとしてのレポート実行でのキーの使用方法としてのレポート実行でのキーの使用方法としてのレポート実行でのキーの使用方法としてのレポート実行でのキーの使用方法
レポートを JSPとして実行する場合に、cgicmd.datファイル内のコマンド・キーを呼び出す
ときは、URLで cmdkeyキーワードを使用する必要があります。たとえば、JSP URLは次
のようになります。

http://…/myreport.jsp?cmdkey=key

JSPまたは rwservletで cmdkeyを使用するときは、問合せ文字列内の任意の位置に
cmdkeyを配置できます。次に例を示します。

http://…/example.jsp?parameter1=value1&cmdkey=keyname
http://…/rwservlet?parameter1=value1&cmdkey=keyname

注意注意注意注意 : rwservletコマンドで cmdkeyを使用することもできます。
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拡張配布
9

拡張配布の作成拡張配布の作成拡張配布の作成拡張配布の作成

レポートに拡張配布を定義する場合は、配布 XMLファイルの作成を通じて配布を設計でき
ます。このファイルには、レポートのどのセクションがどの出力フォーマットによってどの
宛先に送信されるかを指定できます。1つの配布 XMLファイルに、各自で設計したカスタ
ムの（トランスポータブルな）宛先を含めた複数の異なる宛先を指定できます。

この章では、配布 XMLファイルの作成について説明するとともに、いくつかの使用例を示
します。この章の主な項は、次のとおりです。

� 配布の概要

� 配布 XMLファイルの概要

� 配布 XMLファイルの要素

� 配布 XMLファイルの例

� カスタム / Pluggable Destinationsに対する XSL変換
の作成 9-1



配布の概要
9.1 配布の概要配布の概要配布の概要配布の概要
配布 XMLファイルは、レポート出力の配布を指定するために必須ではありませんが、配布
が複雑である場合に役立ちます。たとえば、あるレポートの出力を様々な方法で発行する場
合があります。レポートのエグゼクティブ・サマリーを上級管理職に、詳細な内訳を個別の
部門管理者にメールで送信するとします。この場合、2つのレポート・セクションから成る
1つのレポートを作成します。1つは縦長の概要セクション、もう 1つは横長の詳細セク
ションです。管理者のリストを含んだデータ・モデル・グループに詳細セクションを関連付
けたうえで、グループの各インスタンスで宛先を変更し、各部門の出力を関連する管理者に
送信します。

配布 XMLファイルを使用すると、ある特定のレポートの複数の出力を 1つの XMLファイ
ルに定義し、そのファイルをコマンドラインまたは URLから呼び出すことができるため、
配布の複雑さが軽減されます。

9.2 配布配布配布配布 XMLファイルの概要ファイルの概要ファイルの概要ファイルの概要

9.2.1 distribution.dtdファイルファイルファイルファイル
配布 XMLファイルを作成する際は、次のディレクトリ（Windowsと UNIXで共通のパス）
にある distribution.dtdファイルに定義されている構文に従います。

%ORACLE_HOME%¥reports¥dtd

次の各項では様々な要素や属性が説明されているので、あらかじめ distribution.dtdファイ
ルを印刷し、それを参照しながら読み進めると参考になります。

distribution.dtdファイルには、配布 XMLファイル内で有効なすべての要素が示されます。
これらの要素にはそれぞれ属性があります。デフォルト値がある属性は、その値を変更する
必要がない限り、指定しなくてもかまいません。

多数の様々な属性に変数値を使用すると、動的な配布を作成できます。変数値は、配布
XMLファイルを使用するレポート内の列を参照します。

注意注意注意注意 : 配布 XMLファイル内では、データの大文字と小文字が区別されま
す。各種の要素および属性の大文字と小文字は、distribution.dtdファイル
で指定されているとおりに記述する必要があります。
9-2 Oracle9iAS Reports Services レポートWeb公開ガイド



配布 XMLファイルの概要
9.2.2 属性内での変数の使用に関する概略属性内での変数の使用に関する概略属性内での変数の使用に関する概略属性内での変数の使用に関する概略
属性内で変数を使用するには、静的値の位置に &amp;column_nameまたは
&amp;&lt;column_name&gt;を入力します。

使用する変数の構文は、値が単独で表されるか、または他の値や文字列と組み合せて表される
かによって異なります。たとえば、mail要素の "to"属性の値は、次のいずれかで表されます。

<mail id="a2" to="&amp;email" …>

または

<mail id="a3" to="&amp;&lt;first_name&gt;.&amp;&lt;last_name&gt;@myco.com …>

最初の例（id="a2"）では、変数が参照する列（email）に完全なメール・アドレスが含まれ
ているため、追加情報が必要ありません。2番目の例（id="a3"）では、変数値（first_
nameと last_name）と静的テキストを組み合せて電子メール・アドレスを表しています
（静的テキストは first_nameの後のピリオドと @myco.com）。どちらの場合も、電子メール
のアドレスが動的に指定されます。どちらの例を使用するかは、変数に必要なすべての情報
が含まれているか、または補完のための追加情報を必要とするかによって異なります。

注意注意注意注意 : アンパサンド（&）と小なり記号（<）は、XMLで特別の意味を
持つ一方で、Oracle9i Reports Developerの特定のコマンドライン引数に
必要な記号でもあります（たとえば、文字パラメータにはアンパサンド記
号が必要です）。変数を設定する際に、XMLにおけるこれらの記号の意味
と競合しないようにするには、エンコード形式のアンパサンド（&amp;）
および小なり記号と大なり記号（&lt;と &gt;）を指定します。次に例を示
します。

XMLファイル内で間違ってコーディングされた変数は次のようになります。

<mail id="a1" to="&<manager>@mycompany.com" …

XMLファイル内で正しくコーディングされた変数は次のようになります。

<mail id="a1" to="&amp;&lt;manager&gt;@mycompany.com" …>

変数での大なり記号（>）の使用については特に制約がありませんが、一
貫性を持たせるために、エンコード形式（&gt;）の使用をお薦めします。
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さらに複雑なレイアウトの場合は、PL/SQL式で作成したレポート列を参照することもでき
ます。たとえば、レポートの中で次の PL/SQL列を定義するとします。

PL/SQL formula CF_MAILID: return(:first_name||'.'||:last_name)

この列を、配布 XMLファイルで次のように参照します。

to="&amp;&lt;CF_MAILID&gt;@mycompany.com"

9.3 配布配布配布配布 XMLファイルの要素ファイルの要素ファイルの要素ファイルの要素
配布 XMLファイルの要素は、次のとおりです。

� destinations

� foreach

� mail

� body

� include

� file

� printer

� destype

� attach

� property

このうちほとんどの要素には、その要素の動作を定義する属性があります。次の各項では、
配布 XMLファイルの要素と関連する属性について説明します。9.4項では、配布 XMLファ
イルの要素と属性の使用例を示します。

9.3.1 destinations

例例例例

<destinations>
[One or more distribution specifications]

</destinations>

必須必須必須必須 /オプションオプションオプションオプション

必須です。配布 XMLファイルには、1つの destinations要素を指定する必要があります。
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説明説明説明説明

destinations要素は、配布 XMLファイルのコンテンツ領域を開始および終了します。配布
XMLファイルのタグ階層で見ると、destinations要素にそれ以外のすべての要素が従属して
います。

destinations要素には、次のサブ要素があります。

� foreach

� mail

� file

� printer

� destype

これらの要素について、次の各項で説明します。

9.3.2 foreach

例例例例

<foreach>
<mail id="a1" to="my_addressee@mycompany.com" subject="Fourth Quarter Results">

<attach format="pdf" name="dept_&amp;department_ID&gt;.pdf" srcType="report" 
instance="this">

<include src="mainSection"/>
</attach>

</mail>
</foreach>

OR

<mail id="a4" to="recipient@mycompany.com" subject="Regional Results">
<foreach>

<attach format="pdf" name="report.pdf" srcType="report" instance="all">
<include src="mainSection"/>

</attach>
</foreach>

</mail>

必須必須必須必須 /オプションオプションオプションオプション

オプションです。foreach要素は、必要な数だけ指定できます。
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説明説明説明説明

foreach要素は、繰返しグループに対して配布を一括処理するために使用します。foreachを使
用できるのは、関連するレポート定義ファイル（RDF、JSP、XMLのいずれか）において、
一括処理されるセクションに対する "繰返し "プロパティが、該当するグループに設定され
ている場合に限られます。foreach要素は、開始と終了タグの間に定義されている配布を、各
繰返しグループに対して実行するように指定します。

foreach要素には、次のサブ要素があります。

� mail

� file

� printer

� destype

� attach

これらの要素について、次の各項で説明します。

foreach要素を mail要素のサブ要素として使用することもできます。これは、この項の始め
にある 2番目の例に示されているとおりです（この例では、mainSectionが G_
DEPARTMENT_IDで繰り返されることを前提として、レポートのmainSectionのすべての
インスタンスを含んだ 1つの添付ファイルが 1つのファイルに作成されます）。

foreach要素の動作には、attach要素および file要素の instance属性が密接に関係しています。
foreachでレコード・グループに従って配布を実行するように指定し、instanceで、一括処理
されるグループを 1つのファイルで配布するか（instance="all"）または別々のファイ
ルとして配布、つまりグループ・インスタンスごとに 1つのファイルを配布するか
（instance="this"）を指定します。

mail要素とともに使用した場合、foreachの意味は、mail要素に対するその位置によって変わ
ります。

� foreachが mail要素および instance="this"の前にある場合は、各グループ・インスタ
ンスが別々のメールとして送信されます。次に例を示します。

<foreach>
<mail id="a1" to="managers@mycompany.com" subject="results">

<attach name="department_&amp;&lt;department_id&gt;.pdf" 
instance="this">
<include src="mainSection" />
</attach>

</mail>
</foreach>
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レポートが department_idに従ってグループ化され、かつ 4つの部門が存在する場合
は、グループ・インスタンスの数が 4つになります。つまり、受信者ごとに 4通の電子
メールが作成され、各電子メールにその独自のグループ・インスタンスが添付されま
す。たとえば、ある電子メールに部門 10のレポート、別の電子メールに部門 20のレ
ポートが添付され、残りの電子メールにもそれぞれ違う部門のレポートが添付されま
す。各受信者が、4通の電子メールすべてを受け取ります。

� foreachがmail要素および instance="this"の後にある場合は、各グループ・インス
タンスが 1通の電子メールに添付され、それが各受信者に送信されます。次に例を示し
ます。

<mail id="a1" to="managers@mycompany.com" subject="results">
<foreach>

<attach name="department_&amp;&lt;department_id&gt;.pdf" 
instance="this">
<include src="mainSection" />
</attach>

</foreach>
</mail>

9.3.3 mail

例例例例

<mail id="a1" to="jsmith@foo.com" subject="Results">
<body srcType="text">

Attached are quarterly results.
</body>
<attach srcType="report">

<include src="headerSection"/>
<include src="mainSection"/>

</attach>
</mail>

OR

<mail id="a4" to="recipient@mycompany.com" subject="Regional Results">
<foreach>

<attach format="pdf" name="report.pdf" srcType="report" instance="this">
<include src="mainSection"/>

</attach>
</foreach>

</mail>
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必須必須必須必須 /オプションオプションオプションオプション

オプションです。mail要素は、必要な数だけ指定できます。

説明説明説明説明

mail要素は、SMTPベースの発信メール・サーバーを介した配布を指定するために使用しま
す。この要素を使用して、電子メールの受信者、件名および優先度を指定します。

mail要素には、次の 3つのサブ要素があります。

� body

� attach

� foreach

mail要素の開始と終了タグの間には、bodyサブ要素を 1つだけ指定できます。また、任意数
の attachサブ要素と foreachサブ要素を任意の場所に指定できます。

mail要素には、関連する属性もあります。これらの属性は、mailタグ内に記述されます。た
とえば、id、to、subjectの 3つの属性が記述されます。

<mail id="a1" to="jsmith@foo.com" subject="Recent Hires">

表 9-1では、mail要素に関連する属性を説明します。

表表表表 9-1 mail要素の属性要素の属性要素の属性要素の属性

属性属性属性属性 有効値有効値有効値有効値 説明説明説明説明

id 文字列 必須。特定のmail要素を識別する、配布 XML
ファイル内で一意のキーワードです。テキスト
文字列と 1つ以上の数値を組み合せた値を指定
できます（id="a1"など）。id値は、英字で始
まる必要があります。

to 文字列 必須。変数値を指定できます。電子メールの受
信者を指定します。完全で正式な電子メール・
アドレスを含みます（
to="jsmith@foo.com"など）。複数の受信者
は、カンマで区切ります。

関連レポートで使用されている列を参照する変
数値を指定することもできます。詳細は、9.2.2
項を参照してください。

cc 文字列 オプション。変数値を指定できます。電子メー
ルのコピーを受け取る受信者を指定します。

bcc 文字列 オプション。変数値を指定できます。電子メー
ルのブラインド・コピーを受け取る受信者を指
定します。
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from 文字列 オプション。変数値を指定できます。電子メー
ルの送信者を指定します。

replyTo 文字列 オプション。変数値を指定できます。返信の送
信先となる電子メール・アカウントを指定しま
す。

subject 文字列 デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : Mail Sent from &amp;Report

オプション。変数値を指定できます。電子メー
ルの件名を指定します。subjectが指定されな
かった場合は、件名の行にMail Sent from [Name 
of Report]と表示されます。

priority highest|high|normal|
low|lowest

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : normal

電子メールの配信優先度。

returnReceipt true|false デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : false

電子メールが受信されたときに返信先の個人ま
たはアカウントに通知するかどうかを指定しま
す。

organization 文字列 オプション。変数値を指定できます。電子メー
ルを配布する組織の名前を指定します。次に例
を示します。

organization="Region 10 Sales"

または

organization="&amp;department_name"

注意注意注意注意 : mail要素が正しく機能するには、Reports Serverがメールの送信
先である発信 SMTPメール・サーバーを認識できることが必要です。この
情報は、Reports Server構成ファイル（<server_name>.conf）で指定しま
す。このファイルの pluginParam要素に、メール・サーバーの名前を入力
できます。次に例を示します。

<pluginParam name=mailServer>smtp01.mycorp.com</pluginParam>

詳細は、第 3章「Oracle9iAS Reports Servicesの構成」を参照してくださ
い。

表表表表 9-1 mail要素の属性要素の属性要素の属性要素の属性（続き）（続き）（続き）（続き）

属性属性属性属性 有効値有効値有効値有効値 説明説明説明説明
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9.3.4 body

例例例例

Windowsの場合の場合の場合の場合 <mail id="a1" to="jsmith@foo.com" subject="Results">
<body srcType="file">

<include src="c:¥mail¥body.html"/>
</body>

</mail>

UNIXの場合の場合の場合の場合 <mail id="a1" to="jsmith@foo.com" subject="Results">
<body srcType="file">

<include src="/mail/body.html"/>
</body>

</mail>

必須必須必須必須 /オプションオプションオプションオプション

オプションです。1つのmail要素には、body要素を 1つだけ関連付けることができます。

説明説明説明説明

body要素は、mail要素のサブ要素です。この要素は、電子メールの内容（本文）を指定しま
す。bodyでは、bodyタグの開始と終了の間にテキスト文字列を入力するか、または include
サブ要素を使用して外部ファイル、レポートまたはレポートのセクションを指定できます。
次に例を示します。

<mail id="a1" to="jsmith@foo.com" subject="Results">
<body srcType="text">

Attached are quarterly results.
</body>
…

または

<mail id="a1" to="jsmith@foo.com" subject="Results">
<body srcType="file">

<include src="d:¥reports¥admin¥results.html"/>
</body>
…
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または

<mail id="a1" to="&amp;&lt;first_name&gt;.&amp;&lt;last_name&gt;@myco.com" 
subject="Quarterly Results">

<body srcType="report" format="html">
<include src="headerSection"/>

</body>
…

bodyには、srcType、format、instanceの 3つの属性があります。表 9-2では、これらの属性
について説明します。

表表表表 9-2 mailのののの bodyサブ要素の属性サブ要素の属性サブ要素の属性サブ要素の属性

属性属性属性属性 有効値有効値有効値有効値 説明説明説明説明

srcType file|report|text デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト :  report

電子メールの内容のソース。内容は電子メールの本
文に表示されます。srcTypeを指定しなかった場合
は、デフォルト値が使用されます。

format html|htmlcss|ascii デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト :  html

srcTypeが reportであり、そのフォーマットがデフォ
ルトの html以外である場合は必須で、それ以外はオ
プションです。内容のフォーマットを指定します。

instance this|all デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト :  all

foreach要素が指定されている場合に使用します。グ
ループ化されたレポートが別々のレポートに一括処
理される場合は、instanceで、グループをグループ・
インスタンスごとに個別の内容へと分割するか
（this）、またはすべてを同じ内容に収めるか（all）を
指定します。
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9.3.5 attach

例例例例

<mail id="a1" to="jsmith@foo.com" subject="Results">
<body srcType="text">

Attached are quarterly results.
</body>
<foreach>

<attach format="html" name="contacts.htm" srcType="report" instance="all">
<include src="headerSection"/>
<include src="mainSection"/>

</attach>
</foreach>

</mail>

必須必須必須必須 /オプションオプションオプションオプション

オプションです。attach要素は、1つの mail要素に対して必要な数だけ指定できます。attach
は、foreachのサブ要素でもあることに注意してください。foreachでは、そのサブ要素
（mail、file、printer、destypeおよび attachのサブ要素）の少なくとも 1つを使用する必要が
あります。

説明説明説明説明

attachは、電子メールの添付ファイルを指定します。attachには少なくとも 1つの includeサ
ブ要素が必要です。srcType="report"である場合は、このサブ要素を複数指定できます。
attachの属性は、表 9-3で説明します。

表表表表 9-3 mailのののの attachサブ要素の属性サブ要素の属性サブ要素の属性サブ要素の属性

属性属性属性属性 有効値有効値有効値有効値 説明説明説明説明

format pdf|html|htmlcss|rtf|
ascii|xml|dflt

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト :  pdf

srcTypeが reportであり、レポート・フォーマットが
デフォルトの pdf以外である場合は必須で、それ以
外はオプションです。添付ファイルのフォーマット
を指定します（format="htmlcss"など）。

name 文字列 オプション。変数値を指定できます。添付ファイル
のファイル名を指定します。関連レポートで使用さ
れている列を参照する変数値を指定することもでき
ます。詳細は、9.2.2項を参照してください。

srcType file|report|text デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト :  report

添付ファイルのソース（ファイル、レポート、テキ
ストのいずれか）。
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これらの属性を foreach要素とともに使用することで、グループ・インスタンスで繰り返さ
れる宛先を設計し、グループの添付ファイルごとに電子メールを生成できます。次に例を示
します。

<foreach>
<mail id="a2" to="first.name@myco.com,second.name@myco.com, third.name@myco.com, 
fourth.name@myco.com" subject="Department Summaries">

<body srcType="text">
Attached is the breakdown of department summaries for the last quarter.

</body>
<attach format="htmlcss" name="deptsum.html" srcType="report" 
instance="this">

<include src="report"/>
</attach>

</mail>
</foreach>

foreach要素の位置を変えると、複数のファイルが添付された 1通の電子メールを生成できま
す。この場合、グループ・インスタンスごとに添付ファイルが異なります。

<mail id="a2" to="first.name@myco.com,second.name@myco.com, third.name@myco.com, 
fourth.name@myco.com" subject="Department Summaries">

<body srcType="text">
Attached is the breakdown of department summaries for the last quarter.

</body>
<foreach>

<attach format="htmlcss" name="deptsum.html" srcType="report" 
instance="this">

<include src="report"/>
</attach>

</foreach>
</mail>

instance this|all デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト :  all

foreach要素が指定されている場合に使用します。グ
ループ化されたレポートが別々のレポートに一括処
理される場合は、instanceで、グループをグループ・
インスタンスごとに個別の内容へと分割するか
（this）、またはすべてを同じ内容に収めるか（all）を
指定します。

表表表表 9-3 mailのののの attachサブ要素の属性サブ要素の属性サブ要素の属性サブ要素の属性（続き）（続き）（続き）（続き）

属性属性属性属性 有効値有効値有効値有効値 説明説明説明説明
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9.3.6 include

例例例例

<mail id="a1" to="jsmith@foo.com" subject="Q4">
<body srcType="text">

Attached are quarterly results.
</body>
<attach srcType="report" format="pdf">

<include src="report"/>
</attach>

</mail>

または

<mail id="a1" to="jsmith@foo.com" subject="Q4">
<body srcType="text">

Attached are quarterly results.
</body>
<attach srcType="report" format="htmlcss">

<include src="headerSection"/>
</attach>

</mail>

または

<mail id="a1" to="jsmith@foo.com" subject="Q4">
<body srcType="text">

Attached are quarterly results.
</body>
<attach srcType="file">

<include src="c:¥management¥reports¥current¥Q4.htm"/>
</attach>

</mail>

必須必須必須必須 /オプションオプションオプションオプション

bodyおよび attachとともに使用されるときに、srcTypeが reportまたは fileである場合は必須
で、srcTypeが textである場合はオプションです。file、printerおよび destypeにも必須です。
includeが必要なインスタンスでは、必ず 1つの includeを指定する必要があります。複数指
定してもかまいません。

説明説明説明説明

include要素は、body、attach、file、printer、destypeの各要素とともに使用します。この要素
は、電子メールの本文に含めるファイル、レポートまたはレポート・セクションを、電子
メールの添付ファイル、ファイルの内容、プリンタ出力またはカスタム宛先タイプの内容と
して指定します。
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レポート全体ではなく複数のセクションを指定する場合は、必要なセクションごとに include
を入力します。次に例を示します。

<mail id="a1" to="jsmith@foo.com" subject="Results">
<body srcType="text">

Attached are quarterly results.
</body>
<attach srcType="report" format="htmlcss">

<include src="headerSection"/>
<include src="mainSection"/>

</attach>
</mail>

先に指定された body要素または attach要素の srcType属性が fileである場合は、これに続く
include要素で、そのファイルをディレクトリ・パスとファイル名で指定するか、または単に
ファイル名で指定できます（そのファイルが REPORTS_PATH環境変数で示されたディレク
トリ内にある場合）。次に例を示します。

<mail id="a1" to="jsmith@foo.com">
<body srcType="file">

<include src="q4sales.pdf"/>
</body>

</mail>

パスを指定する場合は、プラットフォームに適した標準を使用してください。次に例を示し
ます。

Windowsの場合の場合の場合の場合 : <include src="c:¥management¥reports¥current¥Q4.htm"/>

UNIXの場合の場合の場合の場合 : <include src="/management/reports/current/Q4.htm"/>

include要素の開始タグと終了タグの間に他の XML要素は記述されません。ただし、include
には 1つだけ属性（src）があります。表 9-4では、その属性について説明します。
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9.3.7 file

例例例例

Windowsの場合の場合の場合の場合
<file name="c:¥management¥reports¥report.pdf" format="pdf">

<include src="report"/>
</file>

UNIXの場合の場合の場合の場合
<file name="/management/reports/report.pdf" format="pdf">

<include src="report"/>
</file>

または

<foreach>
<file name="section&amp;&lt;department_id&gt;.pdf" format="pdf" instance="this">

<include src="mainSection"/>
</file>

</foreach>

表表表表 9-4 mailのののの bodyまたはまたはまたはまたは attachとともに使用されるとともに使用されるとともに使用されるとともに使用される includeサブ要素の属性サブ要素の属性サブ要素の属性サブ要素の属性

属性属性属性属性 有効値有効値有効値有効値 説明説明説明説明

src （パスおよび）ファイル名

report

headerSection

mainSection

trailerSection

必須。先行する attach、body、file、printerまたは
destypeの各要素に指定されているデータのソースを指
定します。

配布 XMLファイルは、特定のレポートを実行するとき
に呼び出されるため、src="report"である場合は、
src属性にレポートの名前や場所を指定する必要があり
ません。

先行する body要素または attach要素の srcType属性が
fileである場合は、ディレクトリ・パスとファイル名を
指定するか、または単にファイル名を指定します（そ
のファイルが REPORTS_PATH環境変数で示された
ディレクトリ内にある場合）。

先行する body要素または attach要素の srcType属性が
reportである場合は、レポート全体を指定するか
（report）、あるいは本文に含める（または添付する）
レポートのセクションを指定します（headerSection、
mainSection、trailerSectionのいずれか、またはその組
合せ）。
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必須必須必須必須 /オプションオプションオプションオプション

オプションです。file要素は、必要な数だけ指定できます。

説明説明説明説明

file要素は、ファイルへの配布を指定するために使用します。file要素には、サブ要素 include
があります。file要素の開始と終了の間には、少なくとも 1つの includeサブ要素が必要で
す。このサブ要素は複数指定できます。

file要素を、foreach要素および instance="this"属性とともに使用すると、グループ化さ
れたレポートの各グループ・インスタンスを別々のファイルに配布できます。たとえば、レ
ポートを department_idでグループ化し、4つの部門が存在する場合は、
foreach/file/instance="this"を組み合せて、それぞれが別々の部門のレポートを含んだ 4つの
ファイルを生成できます。この場合、配布 XMLファイルにおける fileエントリは、次のよ
うになります。

<foreach>
<file id="a3" name="dept_&amp;&lt;department_id&gt;.pdf" format="pdf" 
instance="this">

<include="report"/>
</file>

</foreach>

この例では、すべてのレポート・セクション（ヘッダー、メインおよびトレーラ）を同じグ
ループ・インスタンス（department_idなど）で繰り返す必要があります。

file要素には、関連する属性もあります。これらの属性は、fileタグ内に記述されます。たと
えば、fileの "id"属性と "name"属性は、次のように表されます。

Windows: <file id="a7" name="d:¥reports¥2001¥q4sales.pdf">

UNIX: <file id="a7" name="/reports/2001/q4sales.pdf">

表 9-5では、file要素に関連する属性を説明します。
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9.3.8 printer

例例例例

Windowsの場合の場合の場合の場合
<printer id="a1" name="¥¥server_name¥printer_name" copies="5">

<include src="report"/>
</printer>

UNIXの場合の場合の場合の場合
<printer id="a1" name="alias_to_registered_printer" copies="5" instance="all">

<include src="report"/>
</printer>

必須必須必須必須 /オプションオプションオプションオプション

オプションです。printer要素は、必要な数だけ指定できます。

表表表表 9-5 file要素の属性要素の属性要素の属性要素の属性

属性属性属性属性 有効値有効値有効値有効値 説明説明説明説明

id 文字列 必須。特定の file要素を識別する、配布 XMLファイ
ル内で一意のキーワードです。テキスト文字列と 1つ
以上の数値を組み合せた値を指定できます（id="a1"
など）。id値は、英字で始まる必要があります。

name 文字列 必須。変数値を指定できます。宛先ファイルの場所と
ファイル名を指定します。ディレクトリ・パスを入力
します。ファイル名も含めます。次に例を示します。

Windows: name="d:¥reports¥file.pdf"
UNIX: name="reports/file.pdf

関連レポートで使用されている列を参照する変数値を
指定することもできます。詳細は、9.2.2項を参照し
てください。

format pdf|html|htmlcss|rtf|a
scii|xml|bitmap

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト :  pdf

宛先ファイルのフォーマット。次に例を示します。

format="htmlcss"

instance this|all デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト :  all

foreach要素が指定されている場合に使用します。グ
ループ化されたレポートが別々のレポートに一括処理
される場合は、instanceで、グループをグループ・イ
ンスタンスごとに個別のファイルへと分割するか
（this）、またはすべてを同じファイルに収めるか
（all）を指定します。
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説明説明説明説明

printer要素は、プリンタへの配布を指定するために使用します。printer要素には、サブ要素
includeがあります。printer要素の開始と終了の間には、少なくとも 1つの includeサブ要素
が必要です。このサブ要素は複数指定できます。

printer要素を、foreach要素および instance="this"属性とともに使用すると、グループ化され
たレポートの各グループ・インスタンスを別々の印刷ジョブに配布できます。たとえば、レ
ポートを department_idでグループ化し、4つの部門が存在する場合は、
foreach/printer/instance="this"を組み合せて、それぞれが別々の部門のレポートを含んだ 4
つの印刷レポートを生成できます。この場合、配布 XMLファイルにおける printerエントリ
は、次のようになります。

<foreach>
<printer id="a7" name="¥¥server_name¥printer_name" instance="this">

<include="report"/>
</printer>

</foreach>

この例では、すべてのレポート・セクション（ヘッダー、メインおよびトレーラ）を同じグ
ループ・インスタンス（department_idなど）で繰り返す必要があります。

表 9-6では、printer要素に関連する属性を説明します。

表表表表 9-6 printer要素の属性要素の属性要素の属性要素の属性

属性属性属性属性 有効値有効値有効値有効値 説明説明説明説明

id 文字列 必須。特定の printer要素を識別する、配布 XML
ファイル内で一意のキーワードです。テキスト文字
列と 1つ以上の数値を組み合せた値を指定できます
（id="a1"など）。id値は、英字で始まる必要があ
ります。

name 文字列 必須。変数値を指定できます。宛先のプリンタを指
定します。この情報の入力方法は、Windowsと
UNIXで異なります。

Windowsの場合は、プリンタ・サーバー名とプリン
タ名を指定します。次に例を示します。

name="¥¥server_name¥printer_name"

UNIXの場合は、登録されたプリンタに割り当てられ
た別名を指定します。次に例を示します。

name="sales_printer"

関連レポートで使用されている列を参照する変数値
を指定することもできます。詳細は、9.2.2項を参照
してください。
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9.3.9 destype

例例例例

<destype id="acustom1" name="fax">
<include src="headerSection"/>
<property name="number" value="914925551212"/>

</destype>

必須必須必須必須 /オプションオプションオプションオプション

オプションです。destype要素は、必要な数だけ指定できます。

説明説明説明説明

destype要素は、FAXや FTPサイトなどのカスタムの宛先への配布を指定するために使用し
ます。また、Oracle9iAS Portalで作成されたポータルへの配布を指定する場合も、destype
要素を使用します。destype要素では、propertyおよび includeの 2つのサブ要素を使用でき
ます。このうち、includeは少なくとも 1つ指定する必要があります。

カスタムの宛先タイプを指定するには、レポートの内容をカスタムの出力先に導くための配
布ハンドラを定義する必要があります。

copies 文字列 デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト :  1

各レポートまたは各レポート・グループ・インスタ
ンスの印刷部数。

instance this|all デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト :  all

foreach要素が指定されている場合に使用します。グ
ループ化されたレポートが別々のレポートに一括処
理される場合は、instanceで、グループをグループ・
インスタンスごとに別々の印刷レポートに分割する
か（this）、またはすべてを同じ印刷レポートに収め
るか（all）を指定します。

注意注意注意注意 : カスタムの宛先タイプは、Oracle9iAS Reports Services 
Destinations APIで作成します。Reports APIの最新情報は、Oracle 
Technology Network（http://otn.oracle.com/ 英語サイト）または Oracle 
Technology Network Japan（http://otn.oracle.co.jp/ 日本語サイト）を参
照してください。

表表表表 9-6 printer要素の属性要素の属性要素の属性要素の属性（続き）（続き）（続き）（続き）

属性属性属性属性 有効値有効値有効値有効値 説明説明説明説明
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destype要素を、foreach要素および instance="this"属性とともに使用すると、グループ化さ
れたレポートの各グループ・インスタンスを別々の宛先タイプ・インスタンス（別々の FAX
など）に配布できます。たとえば、レポートを department_idでグループ化し、4つの部門
が存在する場合は、foreach/printer/instance="this"を組み合せて、それぞれが別々の部門の
レポートを含んだ 4つの宛先タイプ・インスタンスを生成できます。この場合、配布 XML
ファイルにおける destypeエントリは、次のようになります。

<foreach>
<destype id="a9" name="fax" instance="this">

<include="report"/>
<property name="number" value="&amp;&lt;fax_number&gt;"/>

</destype>
</foreach>

この例では、すべてのレポート・セクション（ヘッダー、メインおよびトレーラ）を同じグ
ループ・インスタンス（department_idなど）で繰り返す必要があります。

カスタムの宛先タイプには、関連する属性もあります。これらの属性は、destypeタグ内に記
述されます。たとえば、destypeの "id"属性、"name"属性および "instance"属性は、次のよ
うに表されます。

<foreach>
<destype id="a1" name="name_of_destination_type" instance="all">

</foreach>

表 9-7では、destype要素に関連する属性を説明します。

表表表表 9-7 destype要素の属性要素の属性要素の属性要素の属性

属性属性属性属性 有効値有効値有効値有効値 説明説明説明説明

id 文字列 必須。特定の destype要素を識別する、配布 XML
ファイル内で一意のキーワードです。テキスト文字
列と 1つ以上の数値を組み合せた値を指定できます
（id="a1"など）。id値は、英字で始まる必要があり
ます。

name 文字列 必須。カスタムの宛先の名前を指定します。たとえ
ば、FAXの場合は次のように指定します。

name="fax"

Oracle9iAS Portalで作成されたポータルの場合は、
次のように指定します。

name="oraclePortal"
拡張配布の作成 9-21



配布 XMLファイルの要素
Oracle9iAS Reports Servicesの環境では、カスタムの宛先タイプ（Pluggable Destinations）
の作成と使用がサポートされています。その一環として、配布 XMLファイル内でカスタム
の宛先を呼び出すことができます。配布 XMLファイルでは、destype要素とともに使用され
るプロパティの名前 /値のペアを使用して、カスタムの宛先を定義することができます。

9.3.10 property

例例例例

<foreach>
<destype id="custom1" name="fax" instance="all">

<include src="headerSection"/>
<property name="number" value="914925551212"/>

</destype>
</foreach>

必須必須必須必須 /オプションオプションオプションオプション

オプションです。destype要素の下には、必要な数のプロパティを指定できます。

説明説明説明説明

property要素には、カスタムの宛先タイプ（destype）が認識できる用語で表された名前 /値
のペアを指定します。プロパティは、単に宛先ハンドラに渡されます。Reports Services内
では特に機能を果たしません。プロパティの指定方法は、使用するカスタムの宛先の要件に
完全に依存します。

instance this|all デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト :  all

foreach要素が指定されている場合に使用します。グ
ループ化されたレポートが別々のレポートに一括処
理される場合は、instanceで、グループをグループ・
インスタンスごとに別々の宛先タイプ・インスタン
スに分割するか（this）、またはすべてを同じ宛先タ
イプ・インスタンスに収めるか（all）を指定します。

たとえば、カスタムの宛先タイプが FAXである場
合、instance="this"はグループ・インスタンス
ごとに個別の FAXを使用することを意味し、
instance="all"はすべてのグループに同じ FAX
を使用することを意味します。

表表表表 9-7 destype要素の属性要素の属性要素の属性要素の属性（続き）（続き）（続き）（続き）

属性属性属性属性 有効値有効値有効値有効値 説明説明説明説明
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9.4 配布配布配布配布 XMLファイルの例ファイルの例ファイルの例ファイルの例
この項では、配布 XML要素の単純な例から複雑な例までを紹介します。これらの例は、次
に示す distribution.dtdの主要な要素に基づいて編成されています。

� foreachの例

� mailの例

� fileの例

� printerの例

9.4.1 foreachの例の例の例の例
この項で取り上げる例は、次のとおりです。

� レポート・グループを個別の添付ファイルとする 単一の電子メール

� グループ・インスタンスごとに個別の電子メール

� 単独のセクションを添付ファイルとする個別の電子メール

� セクションごとに異なるファイル

� レポートごとに実行される印刷

9.4.1.1 レポート・グループを個別の添付ファイルとするレポート・グループを個別の添付ファイルとするレポート・グループを個別の添付ファイルとするレポート・グループを個別の添付ファイルとする
単一の電子メール単一の電子メール単一の電子メール単一の電子メール

この例では、各添付ファイルがヘッダー、メイン、トレーラの各セクションの対応するイン
スタンスを含んでいます。つまり、レポートが department_idでグループ化され、最初の部
門が部門 10である場合は、部門 10の情報を含んでいるヘッダー、メイン、トレーラの各セ
クションから成るレポートが最初の添付ファイルとなります。この例が有効となるのは、同
じグループ・インスタンス（この例の場合は department_id）でヘッダー、メイン、トレー
ラの各セクションが繰り返される場合に限られます。

<mail id="a1" to="managers@mycompany.com" subject="New Hires">
<foreach>

<attach format="html" srcType="report" instance="this">
<include src="report"/>

</attach>
</foreach>

</mail>
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まず、この例では、"managers@mycompany.com"が各部門の管理者に配信を行うメーリン
グ・リストのアドレスであることを前提とします。10、20、30、40の 4つの部門がある場合
は、最初の添付ファイルに部門 10に対応するヘッダー、メイン、トレーラの各セクション
が取り込まれ、後続の各添付ファイルに残りの各部門に対応するセクションが取り込まれま
す。この例では、4つの添付ファイルを伴う電子メールが受信者ごとに 1通ずつ作成されま
す。

9.4.1.2 グループ・インスタンスごとに個別の電子メールグループ・インスタンスごとに個別の電子メールグループ・インスタンスごとに個別の電子メールグループ・インスタンスごとに個別の電子メール
この例では、各受信者が、グループ化されたレポートごとに異なる電子メールを受け取りま
す。たとえば、レポートが department_idでグループ化され、4つの部門が存在する場合は、
1人の受信者がそれぞれに各部門のレポートが添付された 4通の電子メールを受け取ります。

<foreach>
<mail id="weeklies" to="managers@mycompany.com">

<attach format="htmlcss" srcType="report" instance="this">
<include src="mainSection"/>

</attach>
</mail>

</foreach>

9.4.1.3 単独のセクションを添付ファイルとする個別の電子メール単独のセクションを添付ファイルとする個別の電子メール単独のセクションを添付ファイルとする個別の電子メール単独のセクションを添付ファイルとする個別の電子メール
この例では、個別のセクションが別々のグループで繰り返されます。各受信者が、グループ
化されたメイン・セクションごと、およびグループ化されたトレーラ・セクションごとの添
付ファイルを伴う個別の電子メールを受信するように配布が設定されます。

<foreach>
<mail id="a6" to="managers@mycompany.com" subject="Personnel Reports">

<attach format="pdf" name="attach.pdf" srcType="report" instance="this">
<include src="mainSection"/>

</attach>
<attach format="rtf" name="attach.rtf" srcType="report" instance="this">

<include src="trailerSection"/>
</attach>

</mail>
</foreach>
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9.4.1.4 セクションごとに異なるファイルセクションごとに異なるファイルセクションごとに異なるファイルセクションごとに異なるファイル
この例では、グループ・インスタンスごとに異なるファイルが生成されます。グループは
department_idで繰り返されます。各ファイルには、関連する部門 IDから名前が付けられ
ます。

<foreach>
<file id="a10" name="department_&amp;&lt;department_id&gt;.pdf" instance="this">

<include src="mainSection"/>
</file>

</foreach>

この例では、10から 40までの 4つの部門があることを前提に、department_10.pdf、
department_20.pdfなどの名前で 4つのファイルが作成されます。

file要素には format属性が含まれていません。これは、srcTypeが fileまたは textである場合
は、この属性が不要であるためです。srcTypeが reportである場合は、この属性が必要とな
ります。

9.4.1.5 レポートごとに実行される印刷レポートごとに実行される印刷レポートごとに実行される印刷レポートごとに実行される印刷
プリンタ名の指定方法は、Windowsと UNIXで異なります。最初にWindowsの例を示し
ます。次に UNIXの例を示します。

9.4.1.5.1 Windows  この例では、レポートが department_idでグループ化されるという前提
で、レポートが部門ごとに印刷されます。

<foreach>
<printer id="a7" name="¥¥server_name¥printer_name" instance="this">

<include src="report"/>
</printer>

</foreach>

注意注意注意注意 : この例で、変数値を使用するために一意のファイル名を指定しな
い場合（9.2.2項を参照）は、後から作成される各ファイルによって、前に
作成されたファイルが上書きされます。つまり、部門 20の
department.pdfファイルによって部門 10の department.pdfファイルが上
書きされます。この上書きは、最後の部門（部門 40）レポートの情報を含
んだ department.pdfが唯一のファイルとなるまで続きます。
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9.4.1.5.2 UNIX  この例では、レポートが department_idでグループ化されるという前提で、
レポートが部門ごとに印刷されます。

<foreach>
<printer id="a7" name="printer_alias" instance="this">

<include src="report"/>
</printer>

</foreach>

9.4.2 mailの例の例の例の例
この項で取り上げる例は、次のとおりです。

� レポート全体を本文とする電子メール

� レポートの 1つのセクションを本文とする電子メール

� レポートの 2つのセクションを本文とする電子メール

� 外部ファイルを本文とし、レポートを添付ファイルとする 電子メール

� レポート全体およびグループ化されたセクションが添付された 電子メール

� 関連する管理者と部門に送信される電子メール

9.4.2.1 レポート全体を本文とする電子メールレポート全体を本文とする電子メールレポート全体を本文とする電子メールレポート全体を本文とする電子メール
レポートがこの電子メールの内容となります。つまり、受信者がこの電子メールを開くと、
レポートが表示されます。

<mail id="a5" to="managers@mycompany.com" subject="Quarterly Report">
<body srcType="report" format="html">

<include src="report"/>
</body>

</mail>

9.4.2.2 レポートのレポートのレポートのレポートの 1つのセクションを本文とする電子メールつのセクションを本文とする電子メールつのセクションを本文とする電子メールつのセクションを本文とする電子メール
レポートの 1つのセクションがこの電子メールの内容となります。つまり、受信者がこの電
子メールを開くと、レポートのセクションが表示されます。

<mail id="a6" to="employees@mycompany.com">
<body srcType="report" format="html">

<include src="mainSection"/>
</body>

</mail>

この mail要素には subject属性が含まれないため、デフォルトの件名である Mail Sent 
From &amp;Reportが使用されます。変数 &amp;Reportは、実行時にレポートの名前で
置き換えられます。
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9.4.2.3 レポートのレポートのレポートのレポートの 2つのセクションを本文とする電子メールつのセクションを本文とする電子メールつのセクションを本文とする電子メールつのセクションを本文とする電子メール
レポートの 2つのセクションがこの電子メールの内容となります。つまり、受信者がこの電
子メールを開くと、1つのレポートに結合された 2つのセクション（headerSectionと
mainSection）が表示されます。

<mail id="emp_addresses" to="employees@mycompany.com" subject="Employee Address 
List">

<body srcType="report" format="html">
<include src="headerSection"/>
<include src="mainSection"/>

</body>
</mail>

9.4.2.4 外部ファイルを本文とし、レポートを添付ファイルとする外部ファイルを本文とし、レポートを添付ファイルとする外部ファイルを本文とし、レポートを添付ファイルとする外部ファイルを本文とし、レポートを添付ファイルとする
電子メール電子メール電子メール電子メール

このメールでは、外部ファイルが本文の内容となり、レポートが添付ファイルとなります。
外部ファイルへのパスの表し方は、Windowsと UNIXで異なります。

9.4.2.4.1 Windows  

<mail id="XQRSN" to="accounting@mycompany.com" subject="Salaries"
<body srcType="file">

<include src="c:¥mail¥body.html"/>
</body>
<attach format="pdf" name="salaries.pdf" srcType="report">

<include src="report"/>
</attach>

</mail>

9.4.2.4.2 UNIX  
<mail id="XQRSN" to="accounting@mycompany.com" subject="Salaries"

<body srcType="file">
<include src="/mail/body.html"/>

</body>
<attach format="pdf" name="salaries.pdf" srcType="report">

<include src="report"/>
</attach>

</mail>
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9.4.2.5 レポート全体およびグループ化されたセクションが添付されたレポート全体およびグループ化されたセクションが添付されたレポート全体およびグループ化されたセクションが添付されたレポート全体およびグループ化されたセクションが添付された
電子メール電子メール電子メール電子メール

この例では、受信者が複数の添付ファイルを伴う 1通の電子メールを受け取ります。その内
訳は、グループ・インスタンスごとの 1つの添付ファイルと、レポート全体を含んだ 1つの
添付ファイルです。レポートが department_idでグループ化され、4つの部門が存在する場
合は、受信者が 5つの添付ファイルを受け取ります（部門ごとに 1つの添付ファイルとレ
ポート全体の添付ファイル）。

<mail id="grx90" to="sales@mycompany.com">
<body srcType="text">
Attached you will find the summary report and breakdown by department of weekly 
totals.
</body>
<attach format="rtf" name="myAttach.rtf" srcType="report">

<include src="report"/>
</attach>
<foreach>

<attach format="pdf" name="myattach.pdf" srcType="report" instance="this">
<include src="mainSection"/>

</attach>
</foreach>

</mail>

9.4.2.6 関連する管理者と部門に送信される電子メール関連する管理者と部門に送信される電子メール関連する管理者と部門に送信される電子メール関連する管理者と部門に送信される電子メール
この例では、部門 10の管理者が部門 10のレポートを受け取り、部門 20の管理者が部門 20
のレポートを受け取ります。このタグを有効にするには、変数の参照先が、添付されるセク
ションとともに使用される "繰返し "グループに含まれている列であることが必要です。つ
まり、セクションが G_department_idで繰り返される場合は、managerがそのグループの列
である必要があります。

<foreach>
<mail id="mgr1090" to="&amp;&lt;manager&gt;@mycompany.com">

<attach format="pdf" name="attach.pdf" srcType="report" instance="this">
<include src="mainSection"/>

</attach>
</mail>

</foreach>
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9.4.3 fileの例の例の例の例
グループ化されたレポートを一括処理してファイルに配布する場合は、繰返しグループに基
づいた変数値またはその他の変数情報を使用してファイル名を指定する必要があります。そ
うしないと、ファイルが作成されるたびに、前に作成されたファイルが上書きされるおそれ
があります。たとえば、department.pdfの出力ファイル名を指定し、各部門のレポートのイ
ンスタンスを個別に出力すると、2番目の department.pdfファイルによって最初の
department.pdfファイルが上書きされ、3番目の department.pdfファイルによって 2番目
の department.pdfファイルが上書きされます。その結果、最後に出力された部門のレポー
トのみが残ることになります。グループ化されたレポートをグループ・インスタンスごとに
個別に出力する場合は、ファイル名を指定する変数値を使用します。たとえば、
name="department_&amp;&lt;department_id&gt;.pdf"と指定します。

この項で取り上げる例は、次のとおりです。

� レポート全体のファイル

� 結合されたレポート・セクションのファイル

� 結合されたセクションから成る各グループのファイル

� レポート・グループ・インスタンスごとのファイル

9.4.3.1 レポート全体のファイルレポート全体のファイルレポート全体のファイルレポート全体のファイル
この例では、レポート全体を含む report.pdfというファイルが作成されます。

9.4.3.1.1 Windows  

<file id="a1" name="c:¥reports¥report.pdf" format="pdf">
<include src="report"/>

</file>

9.4.3.1.2 UNIX  

<file id="a1" name="/reports/report.pdf" format="pdf">
<include src="report"/>

</file>

9.4.3.2 結合されたレポート・セクションのファイル結合されたレポート・セクションのファイル結合されたレポート・セクションのファイル結合されたレポート・セクションのファイル
この例では、レポートのヘッダー・セクションとメイン・セクションで構成されるレポート
を含んだ、sections.pdfというファイルが作成されます。

<file id="a2" name="sections.pdf" format="pdf">
<include="headerSection"/>
<include="mainSection"/>

</file>
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9.4.3.3 結合されたセクションから成る各グループのファイル結合されたセクションから成る各グループのファイル結合されたセクションから成る各グループのファイル結合されたセクションから成る各グループのファイル
この例では、繰返しグループごとに異なるファイルが作成されます。各ファイルには、関連
するグループのメイン・セクションとトレーラ・セクションを結合したレポートが格納され
ます。メイン・セクションとトレーラ・セクションが、同じグループで繰り返される必要が
あります。また、変数のファイル名が、"繰返し "グループ内の列を参照する必要がありま
す。つまり、レポートが department_idで繰り返され、10から 40までの 4つの部門が存在
する場合は、あるファイルに部門 10のメイン・セクションとトレーラ・セクションが収め
られ、次のファイルに部門 20のメイン・セクションとトレーラ・セクションが収められ、
残りの部門も同様に処理されます。つまり、nameの中の変数値が、G_department_idグ
ループに含まれている列を参照する必要があります。

<foreach>
<file id="file9" name="department_&amp;&lt;department_id&gt;.pdf" 
instance="this">

<include src="mainSection"/>
<include src="trailerSection"/>

</file>
</foreach>

9.4.3.4 レポート・グループ・インスタンスごとのファイルレポート・グループ・インスタンスごとのファイルレポート・グループ・インスタンスごとのファイルレポート・グループ・インスタンスごとのファイル
この例では、レポートが department_idでグループ化され、10から 40までの 4つの部門が
存在することを前提として、4つのファイルを作成します。それぞれのファイル名は、
department_10.pdf、department_20.pdf、department_30.pdfおよび department_40.pdfで
す。

<foreach>
<file id="a20" name="department_&amp;&lt;department_id&gt;.pdf" instance="this">

<include src="report"/>
</file>

</foreach>

9.4.4 printerの例の例の例の例
この項で取り上げる例は、次のとおりです。

� レポート全体の印刷

� レポートの 2つのセクションの印刷

� グループ化されたレポートの印刷

� 結合されたセクションをグループ・インスタンスごとに印刷

� レポートの適切なインスタンスをその関連プリンタに印刷

プリンタ名の指定方法は、Windowsと UNIXで異なります。各例では、それぞれの指定方
法を示します。
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9.4.4.1 レポート全体の印刷レポート全体の印刷レポート全体の印刷レポート全体の印刷
この例では、レポート全体が指定のプリンタに送信されます。

9.4.4.1.1 Windows  

<printer id="a80" name="¥¥neptune¥prtr20">
<include src="report"/>

</printer>

9.4.4.1.2 UNIX  

<printer id="a80" name="10th_floor_printer">
<include src="report"/>

</printer>

9.4.4.2 レポートのレポートのレポートのレポートの 2つのセクションの印刷つのセクションの印刷つのセクションの印刷つのセクションの印刷
この例では、レポートの 2つのセクションがプリンタに送信されます。

9.4.4.2.1 Windows  

<printer id="a1" name="¥¥neptune¥prtr20">
<include src="headerSection"/>
<include src="mainSection"/>

</printer>

9.4.4.2.2 UNIX  

<printer id="a1" name="10th_floor_printer">
<include src="headerSection"/>
<include src="mainSection"/>

</printer>

9.4.4.3 グループ化されたレポートの印刷グループ化されたレポートの印刷グループ化されたレポートの印刷グループ化されたレポートの印刷
この例では、1つのレポートが印刷されます。このレポートは、department_idなどでグ
ループ化されます。そのためには、レポートのすべてのセクションを同じグループで繰り返
す必要があります。

9.4.4.3.1 Windows  

<foreach>
<printer id="prt20" name="¥¥neptune¥prtr20" instance="all">

<include src="report"/>
</printer>

</foreach>
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9.4.4.3.2 UNIX  

<foreach>
<printer id="prt20" name="10th_floor_printer" instance="all">

<include src="report"/>
</printer>

</foreach>

9.4.4.4 結合されたセクションをグループ・インスタンスごとに印刷結合されたセクションをグループ・インスタンスごとに印刷結合されたセクションをグループ・インスタンスごとに印刷結合されたセクションをグループ・インスタンスごとに印刷
この例では、グループ・インスタンスごとに 1つずつ印刷ジョブが生成されます。結合され
たセクションを、同じグループで繰り返す必要があります。レポートが department_idで繰
り返され、10から 40までの 4つの部門が存在する場合は、4つの印刷ジョブが生成されま
す。つまり、部門 10に 1つのジョブが生成され、残りの部門にも 1つずつジョブが生成さ
れます。メイン・セクションとトレーラ・セクションの両方が、department_idで繰り返さ
れる必要があります。

9.4.4.4.1 Windows  

<foreach>
<printer id="prt20" name="¥¥neptune¥prtr20" instance="this">

<include src="mainSection"/>
<include src="trailerSection"/>

</printer>
</foreach>

9.4.4.4.2 UNIX  

<foreach>
<printer id="prt20" name="10th_floor_printer" instance="this">

<include src="mainSection"/>
<include src="trailerSection"/>

</printer>
</foreach>
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9.4.4.5 レポートの適切なインスタンスをその関連プリンタに印刷レポートの適切なインスタンスをその関連プリンタに印刷レポートの適切なインスタンスをその関連プリンタに印刷レポートの適切なインスタンスをその関連プリンタに印刷
この例が機能するには、"繰返し "グループにホスト・プラットフォームの適切なプリンタ
名を含んだ列が含まれている必要があります。つまり、printer_name列に適切なプリンタの
別名（UNIX）またはプリンタ・サーバー /名前の組合せ（Windows）が含まれている必要
があります。たとえば、レポートが department_idでグループ化される場合は、G_
department_idに printer_name列が必要となります。printer_nameが部門に関連付けられ
ていると仮定して、部門 10のレポートが部門 10のプリンタに印刷され、同様に残りの部門
のレポートがその部門のプリンタに印刷されます。

<foreach>
<printer id="a60" name="&amp;printer_name" instance="this">

<include src="mainSection"/>
</printer>

</foreach>

各グループ・インスタンスは、個別の印刷ジョブに相当します。各印刷ジョブは、関連する
部門のプリンタに送信されます。

9.5 実行時の配布実行時の配布実行時の配布実行時の配布 XMLファイルの使用方法ファイルの使用方法ファイルの使用方法ファイルの使用方法
実行時に配布 XMLファイルを使用する方法は、URLまたはコマンドラインのどちらで使用
する場合も基本的に同じです。次のコマンドを使用します。

distribute=yes destination=filename.xml

filenameは、配布 XMLファイルの名前です。XMLファイルの相対パスまたは絶対パスを
指定する必要があります。たとえば、Windowsの場合は次のように指定します。

distribute=yes destination=c:¥ORACLE_HOME¥reports¥distribution¥filename.xml

UNIXの場合は次のように指定します。

distribute=yes destination=$ORACLE_HOME/reports/distribution/filename.xml

例に示されているパスは、一例にすぎません。配布 XMLファイルの格納場所には制約があ
りません。必要な場所に保存することができます。

注意注意注意注意 : コマンドラインおよび URLからレポートを実行する操作、および
cgicmd.datファイルの使用に関する詳細は、第 8章「レポート要求の実
行」を参照してください。
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9.6 カスタムカスタムカスタムカスタム / Pluggable Destinationsに対するに対するに対するに対する XSL変換変換変換変換
distribution.xslファイルは、XMLスタイル・シートであり、Windowsと UNIXどちらの場
合も、ORACLE_HOME¥reports¥conf¥distribution.xslにあります。このファイルを
修正するには、destypeタグのフォーマットを distribution.dtdファイルに定義されて
いる必要なフォーマットへ変換するためのテンプレートを追加します。

distribution.xslファイルは、配布 XMLファイル内のユーザー定義カスタム・タグを、
Reports Runtimeで必要なフォーマットに変換するために使用します。Reportsが認識でき
るのは、すべての Pluggable Destinationsに使用される汎用の destypeタグ構造だけです。
ユーザーは、この汎用の destypeタグ構造に従ってカスタムの宛先を指定できます。これと
は別に、使いやすさを考慮して、より具体的なカスタムのタグ構造を指定することもできま
す。distribution.dtdはこのようなタグを認識できないため、distribution.dtdに指定さ
れているような汎用の destypeタグ構造にこれらのタグを対応付ける必要があります。

次の例では、FAXが宛先になっています。ユーザーは、汎用のタグ構造に従って、次のよう
に配布 XMLファイルに宛先を指定できます。

<destype id="faxdest" name="fax">
<property name="number" value="123456789"/>
<include src="report"/>

</destype>

使いやすい例 :

<fax id="faxdest" number="123456789">
<include src="report"/>

</fax>

Reports Runtimeは、ここに示した <fax>タグ構造を処理できません。これは、<fax>タ
グが distribution.dtdファイルに指定される標準の宛先ではないためです。したがっ
て、このタグ構造を、最初の例に示した汎用フォーマットに変換する必要があります。

そのためには、FAX宛先用のテンプレートを distribution.xslファイルに指定する必
要があります。このテンプレートを使用して、<fax>タグ構造が汎用の destype構造に変換
されます。distribution.xslのエントリは次のようになります。

<xsl:output doctype-system="distribution.dtd"/>

<xsl:template match = "/">
<xsl:apply-templates match = "destinations" />

</xsl:template>

<xsl:template match="destinations">
<destinations>

<!--
The Standard mail/file/printer/destype and foreach must be copied to the 
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transformed xml. The foreach tag must be copied only if it is specified with 
file/mail/printer/destype tags.
-->

<xsl:copy-of select="mail"/>
<xsl:copy-of select="file"/>
<xsl:copy-of select="printer"/>
<xsl:copy-of select="destype"/>
<xsl:copy-of select="foreach"/>

<!-- apply template for the sample FAX destination -->
<xsl:apply-templates match = "fax" />

</destinations>
</xsl:template>

<!--
Sample Transformation Template for a FAX destination specified in the 
distribution.xml file

<fax id="FAXDEST" number="123456789">
<include src="report"/>

</fax>
-->

<xsl:template match="fax">
<!-- create a new destype element -->
<xsl:element name="destype">

<!--
create an ID attribute and copy the value from the ID given for the fax 
destination
-->

<xsl:attribute name="id">
<xsl:value-of select="@id"/>

</xsl:attribute>

<!-- create a Name attribute with a fax as it's value -->
<xsl:attribute name="name">fax</xsl:attribute>
<!--
create a Property Attribute with name / value attribute pairs property tag is 
created for number attribute. Similarly create more property tags for any other 
attribute you add to the FAX destination
-->
<xsl:element name="property">

<xsl:attribute name="name">number</xsl:attribute>
<xsl:attribute name="value">

<xsl:value-of select="@number"/>
</xsl:attribute>
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</xsl:element>

<!-- copy the include tag as it is -->
<xsl:copy-of select="include"/>

</xsl:element>
<!-- end of template -->

</xsl:template>

</xsl:stylesheet>

注意注意注意注意 : XSLファイルを修正した後は、そのファイルを同じ場所に同じ
ファイル名で保存します。Reportsは、宛先を解決する際に自動的にこの
XSLファイルを検索します。
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XMLによるレポートのカスタマイズによるレポートのカスタマイズによるレポートのカスタマイズによるレポートのカスタマイズ

XMLカスタマイズを使用すると、実行時に元のレポートを変更することなくレポートをカ
スタマイズできます。ランタイム・コマンドラインに CUSTOMIZEコマンドを追加し、カス
タマイズ・ファイルを呼び出して、レポートのレイアウトやデータ・モデルへの追加や変更
を実行できます。1つの XMLカスタマイズ・ファイルで、これらすべての作業または任意
の作業の組合せを実行できます。Reports XMLを使用して、カスタムの JSPベース・レポー
トに取り込むレポート・データ・モデルを作成することも可能です。

様々な XMLカスタマイズを作成して適用すると、レポート出力をユーザー単位またはユー
ザー・グループ単位で変更できます。同じレポートを使用して、利用対象者ごとに異なる出
力を生成できます。

XMLカスタマイズをレポートに適用するときに、結合した定義をファイルに保存すること
ができます。このため、XMLカスタマイズを使用して、既存のレポートをバッチ更新でき
ます。Reports Builderで 1つずつファイルを開くことなく、大量のレポートをすばやく更新
できます。

Oracle9iAS Reports Servicesでは、Reports XMLによるカスタマイズのタイプを拡大し、
XMLでレポート・データ・モデル全体を作成できるようになりました。これには、複数
データ・ソースの作成、データ・ソース間のリンク、および各データ・ソース内でのグルー
プ階層が含まれます。Reports XMLカスタマイズによるデータ・モデルのサポートによっ
て、Reports Builderで作成可能なすべてのデータ・モデルを、XMLを指定して作成できる
ようになりました。さらに、データ・モデル・オブジェクトに設定可能なすべてのプロパ
ティを、XMLで設定できるようになりました。

この章では、XMLを使用して実行中にレポートをカスタマイズする方法、および XMLで
データ・モデルを作成する方法について説明します。この章には、次の項があります。

� カスタマイズの概要

� XMLカスタマイズの作成

� XMLデータ・モデルの作成

� 実行時の XMLファイルの使用方法

� XMLレポート定義のデバッグ
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この章では、reports.dtdファイルに含まれる要素の一部のみを紹介し、その例を示します。
reports.dtdは、Reports XMLに関連するすべての要素と属性を含むデータ型定義ファイル
です。要素と属性について、この章の説明よりもさらに詳細な情報が必要な場合は、次の 3
つのソースを参照してください。

� reports.dtdファイルには、Reports XMLのすべての要素と属性、および属性のデフォル
ト値（存在する場合）が含まれます。reports.dtdファイルは、Windowsと UNIXどち
らの場合も、%ORACLE_HOME%¥reports¥dtd¥にあります。サブ要素の多くは、使用
時の規則を示す記号を含んでいます。次に例を示します。

� プラス記号（+）は、XMLファイルでそのタイプの要素を 1つ以上使用できること
を意味します。

� アスタリスク（*）は、XMLファイルでそのタイプの要素を 0～多数の範囲で使用
できることを意味します。

� 疑問符（?）は、XMLファイルでそのタイプの要素を 0または 1つだけ使用できる
ことを意味します。

� 記号が付いていない場合は、XMLファイルでそのタイプの要素を 1つだけ使用する
必要がある（必須である）ことを意味します。

複数のサブ要素が括弧で囲まれ、その直後に記号が付いている場合は、その記号が括弧
内のすべてのサブ要素に適用されます。

� Report Builderのオンライン・ヘルプでは、関連するプロパティまたはオブジェクトを
検索できます。たとえば、XMLの属性 widthについては、Report Builderのオンライ
ン・ヘルプでWidthプロパティを検索します。属性の一部は、レポートの内部プロパ
ティから取得されます。内部プロパティは読込み専用であり、変更できません。オンラ
イン・ヘルプでは、内部プロパティの説明はありません。

� 作成しようとするカスタマイズのタイプを含んだレポートを作成し、レポートを XML
として保存し、さらにテキスト・エディタで保存したファイルを表示します。これは、
実際の Reports XMLを参照する優れた手段であると同時に、より複雑なモデルを構築
する場合の参考になります。
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10.1 カスタマイズの概要カスタマイズの概要カスタマイズの概要カスタマイズの概要
Reports Builderで作成できるすべてのものは、Reports XMLのタグでも作成できます。こ
のため、処理の対象として可能なすべてのレポート・オブジェクトに対してカスタマイズを
実行できます。

XMLカスタマイズの作成と適用は、3つのステップで行われます。

1. Reports XMLのタグを使用してカスタマイズ・ファイルを作成します。

このカスタマイズは、Oracle9iAS Reports Builderでレポートを作成し、そのレポート
を XMLとして保存することで作成できます。任意のテキスト・エディタまたは高機能
の XMLエディタを使用して、手動でカスタマイズを作成することもできます。これは、
特別なレポート・カスタマイズに必要な XMLタグを使用する場合に限られます。

2. XMLカスタマイズを、Oracle9iAS Reports Servicesでアクセス可能な場所に格納しま
す。

3. XMLカスタマイズを別のレポートに適用します（CUSTOMIZEコマンドライン引数また
は PL/SQLのビルトイン SRW.APPLY_DEFINITIONを使用）。カスタマイズに完全なレ
ポート定義が含まれている場合は、XMLカスタマイズを単独で実行できます（REPORT
または MODULEコマンドライン引数を使用）。

10.2 XMLカスタマイズの作成カスタマイズの作成カスタマイズの作成カスタマイズの作成
この項では、様々なレポート・カスタマイズの例を示します。ここで取り上げる例は、次の
とおりです。

� 必須 XMLタグ

� スタイルの変更

� 書式マスクの変更

� 書式例外の追加

� プログラム・ユニットとハイパーリンクの追加

� 新規問合せの追加と新規ヘッダー・セクションでの結果の使用

注意注意注意注意 : Reports XMLのタグを使用してレポート全体を手動で作成するこ
とも可能ですが、ドキュメントに記載され、サポートされているのは、手
動で作成されるカスタマイズおよびデータ・モデルのみです。

注意注意注意注意 : これらのコマンドライン引数の使用方法の詳細は、付録 A「コマ
ンドライン引数」を参照してください。
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10.2.1 必須必須必須必須 XMLタグタグタグタグ
すべての XMLカスタマイズには、次のタグ・ペアが必要です。

<report></report>

たとえば、最小限の XMLカスタマイズは次のとおりです。

<report name="emp" DTDVersion="9.0.2.0.0">
</report>

この XMLカスタマイズには何も含まれていないので、レポートに適用しても効果は一切あ
りません。必要なタグがあるので解析はできますが、単に必須タグの例として示していま
す。

<report>タグは、レポート・カスタマイズの開始、レポート・カスタマイズ名およびこの
XMLカスタマイズで使用するデータ型ディクショナリ（DTD）ファイルのバージョンを示
します。</report>タグは、レポート・カスタマイズの終了を示します。

report要素の name属性には、任意の名前を指定できます。たとえば、XMLファイルでカス
タマイズするレポートの名前でも、それ以外の名前でもかまいません。

この例では、<report>タグが最小限で使用されています。<report>タグにも多数の属性
がありますが、そのほとんどは暗黙的に示されており、指定する必要はありません。
<report>に唯一必要な属性は、DTDVersionです。

完全なレポート定義には、データ・モデルとレイアウトの両方が必要です。したがって、次
のタグとその内容を定義する必要があります。

� <data></data>

� <layout></layout>

data要素には、属性がありません。layout要素には、panelPrintOrderと directionの 2つの属
性があり、その両方が必須です。これらの属性にデフォルト値（それぞれ acrossDownと
default）を使用する場合は、属性を指定する必要がありません。data要素と layout要素の例
は、次の各項で示します。

10.2.2 スタイルの変更スタイルの変更スタイルの変更スタイルの変更
この項の例では、XMLを使用して、レポート・フィールド F_Mincurrent_
pricePersymbolおよび F_Maxcurrent_pricePersymbolに使用されている塗りと線の
色を変更しています。

<report name="anyName" DTDVersion="9.0.2.0.0">
<layout>

<section name="main">
<field name="F_Mincurrent_pricePersymbol"
source="Mincurrent_pricePersymbol"
lineColor="black"
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fillColor="r100g50b50"/>
<field name="F_Maxcurrent_pricePersymbol"
source="Maxcurrent_pricePersymbol"
lineColor="black"
fillColor="r100g50b50"/>

</section>
</layout>

</report>

この例では、section要素と field要素の name属性が、この XMLファイルでカスタマイズさ
れるレポートのメイン・セクションに含まれるフィールドの名前と一致していることが前提
となっています。この前提を踏まえて、field要素のその他の属性は、レポートのメイン・セ
クション内にある同じ名前のフィールドのみに適用されます。

10.2.3 書式マスクの変更書式マスクの変更書式マスクの変更書式マスクの変更
この項の例では、XMLを使用して、レポート・フィールド f_trade_dateに使用される書
式マスクを変更しています。

<report name="anyName" DTDVersion="9.0.2.0.0">
<layout>

<section name="main"
<field name="f_trade_date"
source="trade_date"
formatMask="MM/DD/RR"/>

</section>
</layout>

</report>

field要素が独自の終了書式（/>）を使用していることに注意してください。field要素が追加
のサブ要素を使用する場合は、fiield要素を </field>で閉じます。

10.2.4 書式例外の追加書式例外の追加書式例外の追加書式例外の追加
この項の例では、XMLを使用して、レポートの f_p_eおよび f_p_e1フィールドで 10よ
り大きな値をハイライトする書式例外を追加しています。

<report name="anyName" DTDVersion="9.0.2.0.0">
<layout>

<section name="main">
<field name="f_p_e" source="p_e">

<exception textColor="red">
<condition source="p_e" operator="gt" operand1="10"/>

</exception>
</field>
<field name="f_p_e1" source="p_e">

<exception textColor="blue">
XMLによるレポートのカスタマイズ 10-5



XMLカスタマイズの作成
<condition source="p_e" operator="gt" operand1="10"/>
</exception>

</field>
</section>

</layout>
</report>

この例では、operatorの値が、"大なり "を示す gtに設定されています。operatorには、表
10-1に示すものを指定できます。

前の例とは異なり、この例の field要素は、サブ要素を使用しているために、自己完結型の終
了書式（/>）ではなく、</field>で閉じられていることにも注意してください。

10.2.5 プログラム・ユニットとハイパーリンクの追加プログラム・ユニットとハイパーリンクの追加プログラム・ユニットとハイパーリンクの追加プログラム・ユニットとハイパーリンクの追加
この項の例では、XMLを使用してレポートにプログラム・ユニットを追加しています。こ
のプログラム・ユニットによって、従業員の社会保障番号（SSN）から従業員の詳細にアク
セスするハイパーリンクが追加されます。

<report name="anyName" DTDVersion="9.0.2.0.0">
<layout>

<section name="header">
<field name="F_ssn1"
source="ssn1"

表表表表 10-1 operator属性の値属性の値属性の値属性の値

演算子演算子演算子演算子 使用方法使用方法使用方法使用方法

eq 等しい

lt より小さい

lteq 以下

neq 等しくない

gt より大きい

gteq 以上

btw 範囲内

notBtw 範囲外

like 類似

notLike 非類似

null ヌル

notNull 非ヌル
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formatTrigger="F_ssn1FormatTrigger"/>
</section>
<section name="main">

<field name="F_ssn"
source="ssn"
formatTrigger="F_ssnFormatTrigger"/>

</section>
</layout>
<programUnits>

<function name="F_ssn1FormatTrigger">
<textSource>
<![CDATA[

function F_ssn1FormatTrigger return boolean is
begin

SRW.SET_HYPERLINK('#EMP_DETAILS_&<' || LTRIM(TO_CHAR(:SSN))
|| '>');
return (TRUE);

end;
]]>
</textSource>
</function>
<function name="F_ssnFormatTrigger">
<textSource>
<![CDATA[

function F_ssnFormatTrigger return boolean is
begin

SRW.SET_LINKTAG('EMP_DETAILS_&<' || LTRIM(TO_CHAR(:SSN)) ||
'>');
return (TRUE);

end;
]]>
</textSource>
</function>

</programUnits>
</report>

CDDATAタグは、PL/SQLを XMLと区別する目的で、PL/SQLの周辺で使用されています。
XMLファイルにHTMLを埋め込むときも、同じタグ・シーケンスを使用します。この例で
は、field要素の formatTrigger属性の名前でファンクションが参照されています。

10.2.6 新規問合せの追加と新規ヘッダー・セクションでの結果の使用新規問合せの追加と新規ヘッダー・セクションでの結果の使用新規問合せの追加と新規ヘッダー・セクションでの結果の使用新規問合せの追加と新規ヘッダー・セクションでの結果の使用
この項の例では、XMLを使用して、レポートに新しい問合せを追加するとともに、その問
合せの結果を利用する新しいヘッダー・セクションを追加しています。

<report name="ref" DTDVersion="9.0.2.0.0">
<data>
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<dataSource name="Q_summary">
<select>select portid ports, locname locations from portdesc
</select>

</dataSource>
</data>
<layout>

<section name="header">
<tabular name="M_summary" template="BLAFbeige.tdf">

<labelAttribute font="Arial"
fontSize="10"
fontStyle="bold"
textColor="white"/>

<field name="F_ports"
source="ports"
label="Port IDs"
font="Arial"
fontSize="10"/>

<field name="F_locations"
source="locations"
label="Port Names"
font="Arial"
fontSize="10"/>

</tabular>
</section>

</layout>
</report>

この例の XMLは、データ・モデルと完全なレイアウトを備えているため、単独で実行でき
ます。

列名が必ず一意となるように、SELECT文では別名を使用します。別名を使用しなかった場
合は、レポート列のデフォルト名が使用されるため、予定外の名前になる可能性があります
（たとえば、portidではなく portid1など）。field要素の source属性を指定する場合は、ソー
ス列（フィールド）の正しい名前を使用する必要があるので、この名前の指定は重要なポイ
ントになります。

labelAttribute要素は、レイアウト内のフィールド・ラベルの書式を定義します。これは field
要素の開始と終了タグの外側にあるため、表レイアウトのすべてのラベルに適用されます。
この書式をいずれか 1つのフィールドに関連付ける場合は、この要素を <field></field>
タグ・ペアの内側に配置します。グローバルおよびローカルの labelAttribute要素が両方とも
（1つは <field></field>タグ・ペアの外側に、もう 1つは内側に）存在する場合は、
ローカルなラベル属性がグローバルな属性より優先されます。
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10.3 XMLデータ・モデルの作成データ・モデルの作成データ・モデルの作成データ・モデルの作成
Oracle9iAS Reports Servicesでは、Reports XMLのタグを使用して、より高度なデータ・モ
デルのタイプを作成できるようになりました。次の処理に Reports XMLを使用できます。

� 複数のデータ・ソースの作成

� データ・ソース間のリンク

� 各データ・ソース内でのグループ階層の作成

� クロス積（マトリックス）グループの作成

� あらゆるレベルでの式、サマリーおよびプレースホルダの作成

� パラメータの作成

この項では、Reports XMLを使用したこれらの処理の例を示します。

これらのデータ・モデル・タイプに加えて、Oracle9iAS Reports Servicesでは Reports XML
での PL/SQLの使用をサポートしています。これには、ローカルなプログラム・ユニット、
レポートレベルのトリガーおよび連結 PL/SQLライブラリに対するサポートが含まれます。

10.3.1 複数のデータ・ソースの作成複数のデータ・ソースの作成複数のデータ・ソースの作成複数のデータ・ソースの作成
<data>タグが、新しいトランスポータブルなデータ・ソースと複数のデータ・ソースの作
成をサポートするようになりました。各データ・ソースは、それぞれの <dataSource>タ
グ内に記述されます。dataSource要素のデータ型定義は、次のとおりです。

<!ELEMENT dataSource
((select|plugin|plsql),
comment?,
displayInfo?,
formula*,
group*)>

<!ATTLIST dataSource
name CDATA #IMPLIED
defaultGroupName CDATA #IMPLIED
maximumRowsToFetch CDATA #IMPLIED>

次の例では、2つの SQLデータ・ソースを作成し、それぞれに Q_1および Q_2という名前
を付けます。また、各データ・ソースに必要なすべての列を作成するとともに、デフォル
ト・グループを作成します。このグループの名前には、指定の defaultGroupNameが設定され
ます。defaultGroupNameが指定されていない場合は、デフォルトで独自の名前が設定されま
す。

<report name="anyname" DTDVersion="9.0.2.0.0">
<data>

<dataSource name="Q_1" defaultGroupName="G_DEPARTMENTS">
<select>
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select * from departments
</select>

</dataSource>
<dataSource name="Q_2" defaultGroupName="G_EMPLOYEES">

<select>
select * from employees

</select>
</dataSource>

</data>
</report>

10.3.2 データ・ソース間のリンクデータ・ソース間のリンクデータ・ソース間のリンクデータ・ソース間のリンク
複数のデータ・ソースが存在するときは、それらのデータ・ソースをリンクして適切なデー
タ・モデルを作成することが必要となる場合もあります。Reports XMLでは、レポート・
データ・モデル・リンク・オブジェクトも公開されています。このオブジェクトは、グルー
プレベルおよび列レベルのリンクをサポートします。任意の数のリンクを指定して、必要な
データ・モデルを作成できます。

link要素のデータ型定義は、次のとおりです。

<!ELEMENT link EMPTY>
<!ATTLIST link

name CDATA #IMPLIED
parentGroup CDATA #IMPLIED
parentColumn CDATA #IMPLIED
childQuery CDATA #IMPLIED
childColumn CDATA #IMPLIED
condition (eq|lt|neq|gt|gteq|like|notLike) "eq"
sqlClause (startWith|having|where) "where">

link要素は、data要素の内部に配置され、data要素内に定義されている dataSourceオブジェ
クトのうち任意の 2つをリンクします。次に例を示します。

<report name="anyname" DTDVersion="9.0.2.0.0">
<data>

<dataSource name="Q_1" defaultGroupName="G_DEPARTMENTS">
<select>

select * from departments
</select>

</dataSource>
<dataSource name="Q_2" defaultGroupName="G_EMPLOYEES">

<select>
select * from employees

</select>
</dataSource>
<link name="L_1" parentGroup="G_DEPARTMENTS"

parentColumn="DEPARTMENT_ID" childQuery="Q_2" childColumn="DEPARTMENT_
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ID1" condition="eq" sqlClause="where"/>
</data>

</report>

link要素の内部では、Reportsのデフォルト設定メカニズムによって、DEPARTMENT_ID1が
EMPLOYEES表における DEPARTMENT_ID列の別名と認識されます。この場合、ユーザーが
明示的に別名を作成する必要はありません。

10.3.3 各データ・ソース内でのグループ階層の作成各データ・ソース内でのグループ階層の作成各データ・ソース内でのグループ階層の作成各データ・ソース内でのグループ階層の作成
Oracle9iAS Reports Servicesでは、完全なグループ階層を利用することができます。各グ
ループ内ですべての列を指定し、それらの列の順序をブレークすることができます。式、サ
マリーおよびプレースホルダを使用して、グループ内でさらにオブジェクトをカスタマイズ
できます。

group要素のデータ型定義は、次のとおりです。

<!ELEMENT group
(field|exception|rowDelimiter|xmlSettings|displayInfo|dataItem|formula|
summary|placeholder|filter|comment)*>

<!ATTLIST group
name CDATA #IMPLIED
fillColor CDATA #IMPLIED
lineColor CDATA #IMPLIED
formatTrigger CDATA #IMPLIED>

次の例では、group要素を使用して、データ・ソースの下にブレーク・グループを作成して
います。

<report name="anyname" DTDVersion="9.0.2.0.0">
<data>

<dataSource name="Q_1">
<select>

select * from employees
</select>
<group name="G_DEPARTMENTS">

<dataItem name="DEPARTMENT_ID"/>
</group>
<group name="G_EMPLOYEES">

<dataItem="EMPLOYEE_ID"/>
<dataItem="FIRST_NAME"/>
<dataItem="LAST_NAME"/>
<dataItem="JOB_ID"/>
<dataItem="MANAGER_ID"/>
<dataItem="HIRE_DATE"/>
<dataItem="SALARY"/>
<dataItem="COMMISSION_PCT"/>
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</group>
</dataSource>

</data>
</report>

10.3.4 クロス積（マトリックス）グループの作成クロス積（マトリックス）グループの作成クロス積（マトリックス）グループの作成クロス積（マトリックス）グループの作成
クロス積グループを使用すると、データ・モデルに任意の数のグループのマトリックスを定
義できます。クロス積の各ディメンション・グループは、同じデータ・ソースに属している
場合でも、様々なデータ・ソースから結合されている場合でも、マトリックスを作成できま
す。この柔軟性に対応して、<crossProduct>タグは、すべてのデータ・ソースとグルー
プが作成された後で、<data>タグ内に配置されます。

crossProduct要素のデータ型定義は、次のとおりです。

<!ELEMENT crossProduct
(xmlSettings|displayInfo|dimension|(formula|summary|placeholder)*|comment)*>

<ATTLIST crossProduct
name CDDATA #IMPLIED
mailText CDDATA #IMPLIED>

次の例では、1回の問合せのマトリックスを作成しています。

<report name="anyname" DTDVersion="9.0.2.0.0">
<data>

<dataSource name="Q_1">
<select>

select * from employees
</select>
<group name="G_DEPARTMENTS">

<dataItem name="DEPARTMENT_ID"/>
</group>
<group name="G_JOB_ID>

<dataItem name="JOB_ID"/>
</group>
<group name="G_MANAGER_ID">

<dataItem name="MANAGER_ID"
</group>
<group name="G_EMPLOYEE_ID">

<dataItem name="EMPLOYEE_ID"/>
<dataItem name="FIRST_NAME"/>
<dataItem name="LAST_NAME"/>
<dataItem name="HIRE_DATE"/>
<dataItem name="SALARY"/>
<dataItem name="COMMISSION_PCT"/>

</group>
</dataSource>
<crossProduct name="G_Matrix">
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<dimension>
<group name="G_DEPARTMENTS">

</dimension>
<dimension>

<group name="G_JOB_ID">
</dimension>
<dimension>

<group name="G_MANAGER_ID">
</dimension>

</crossProduct>
</data>

</report>

10.3.5 あらゆるレベルでの式、サマリーおよびプレースホルダの作成あらゆるレベルでの式、サマリーおよびプレースホルダの作成あらゆるレベルでの式、サマリーおよびプレースホルダの作成あらゆるレベルでの式、サマリーおよびプレースホルダの作成
式、サマリーおよびプレースホルダは、データ・モデル内のあらゆるレベルに配置できま
す。さらに、これらの各オブジェクトの属性は、どれも完全に制御することができます。

次の例では、ソースがグループ・レベルの式列に基づいている、レポートレベルのサマリー
を作成しています。

<report name="anyname" DTDVersion="9.0.2.0.0">
<data>

<dataSource name="Q_1">
<select>

select * from employees
</select>
<group name="G_EMPLOYEES">

<dataItem="EMPLOYEE_ID"/>
<dataItem name="EMPLOYEE_ID"/>
<dataItem name="FIRST_NAME"/>
<dataItem name="LAST_NAME"/>
<dataItem name="HIRE_DATE"/>
<dataItem name="SALARY"/>
<dataItem name="COMMISSION_PCT"/>
<dataItem name="DEPARTMENT_ID"/>
<formula name="CF_REMUNERATION" source="cf_1formula"

datatype="number" width="20" precision="10"/>
</group>

</dataSource>
<summary name="CS_REPORT_LEVEL_SUMMARY" function="sum" width="20"

precision="10" reset="report" compute="report"/>
</data>
<programUnits>

<function name="cf_1formula" returnType="number">
<textSource>
<![CDATA[
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function CF_1Formula return Number is
begin

return (:salary + nvl(:commission_pct,0));
end;
]]>
</textSource>

</function>
</programUnits>

</report>

10.3.6 パラメータの作成パラメータの作成パラメータの作成パラメータの作成
Reports XMLでは、parameter要素が data要素の開始と終了の間に配置されます。parameter
要素のデータ型定義は、次のとおりです。

<!ELEMENT parameter (comment?|listOfValues?)>
<!ATTLIST parameter

name CDATA #REQUIRED
datatype (number|character|date) "number"
width CDATA "20"
scale CDATA "0"
precision CDATA "0"
initialValue CDATA #IMPLIED
inputMask CDATA #IMPLIED
validationTrigger CDATA #IMPLIED
label CDATA #IMPLIED
defaultWidth CDATA #IMPLIED
defaultHeight CDATA #IMPLIED>

次の例は、動的値リスト（LOV）、初期値および有効化トリガーを示しています。

<report name="anyname" DTDVersion="9.0.2.0.0">
<data>

<dataSource name="Q_1" defaultGroupName="G_DEPARTMENTS">
<select>

select * from departments
</select>

</dataSource>
<parameter name="P_LAST_NAME" datatype="character" precision="10"

initialValue="SMITH" validationTrigger="p_last_namevalidtrigger"
defaultWidth="0" defaultHeight="0">
<listOfValues restrictToList="yes">

<selectStatement hideFirstColumn="yes">
<![CDATA[select last_name, 'last_name||'-'||employee_id'

from employees]]>
</selectStatement>

</listOfValues>
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</parameter>
</data>
<programUnits>

<function name="p_last_namevalidtrigger" returnType="character">
<textSource>

<![CDATA[function P_LAST_NAMEValidTrigger return boolean is last_name char(20);
begin

select count(*) into last_name from employees
where upper(last_name)=upper(:p_last_name);

exception when OTHERS then return(FALSE);
end;

return(TRUE);
end;
]]>

</textSource>
</function>

</programUnits>
</report>

10.4 実行時の実行時の実行時の実行時の XMLファイルの使用方法ファイルの使用方法ファイルの使用方法ファイルの使用方法
作成した Reports XMLカスタマイズ・ファイルは、次の方法で使用できます。

� CUSTOMIZEコマンドライン引数または SRW.APPLY_DEFINITIONビルトインを指定し
て、実行時に XMLレポート定義を RDFまたはその他の XMLファイルに適用します。
詳細は、「実行時の XMLレポート定義の適用」を参照してください。

� REPORT（または MODULE）コマンドライン引数を指定して、XMLレポート定義を単独
で（他のレポートなしで）実行します。詳細は、「XMLレポート定義の単独での実行」
を参照してください。

� CUSTOMIZEコマンドライン引数を使用して、RWCONVERTERによるバッチ変更を実行し
ます。詳細は、「バッチ変更の実行」を参照してください。

この後の項では、各ケースを詳しく説明するとともに、例を示します。

10.4.1 実行時の実行時の実行時の実行時の XMLレポート定義の適用レポート定義の適用レポート定義の適用レポート定義の適用
実行時に XMLレポート定義を RDFまたは XMLファイルに適用するには、CUSTOMIZEコ
マンドライン引数または SRW.APPLY_DEFINITIONビルトインを使用します。CUSTOMIZE
は、RWCLIENT、RWRUN、RWBUILDER、RWCONVERTERおよび URLレポート要求とともに
使用できます。

注意注意注意注意 : CUSTOMIZEを RWCONVERTERとともに使用する方法の詳細は、
「バッチ変更の実行」を参照してください。
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10.4.1.1 1つのつのつのつの XMLレポート定義の適用レポート定義の適用レポート定義の適用レポート定義の適用
次に示すコマンドラインは、ジョブ要求を Oracle9iAS Reports Servicesに送信し、XMLレ
ポート定義（EMP.XML）を RDFファイル（EMP.RDF）に適用します。この例では、
CUSTOMIZEコマンドがWindowsのディレクトリ・パスにあるファイルを参照しています。
UNIXの場合は、UNIXの標準に従ってパスを指定してください（つまり
myreports/emp.xml）。

RWCLIENT REPORT=emp.rdf CUSTOMIZE=¥myreports¥emp.xml
USERID=<username>/<password>@<my_db> DESTYPE=file DESNAME=emp.pdf
DESFORMAT=PDF SERVER=<server_name>

Oracle9iAS Reports Servicesのランタイム・コマンドである RWRUNを使用する場合のコマン
ドラインは、次のとおりです。

RWRUN USERID=<username>/<password>@<my_db> REPORT=emp.rdf
   CUSTOMIZE=¥myreports¥emp.xml DESTYPE=file DESNAME=emp.pdf
   DESFORMAT=PDF

XMLレポート定義をテストするときは、トレース・ファイルを作成する引数を追加してレ
ポート要求を実行すると便利な場合があります。次に例を示します。

TRACEFILE=emp.log TRACEMODE=trace_replace TRACEOPT=trace_app

トレース・ファイルにより、レポート・オブジェクトの作成および書式に関する詳細なリス
トが得られます。

10.4.1.2 複数の複数の複数の複数の XMLレポート定義の適用レポート定義の適用レポート定義の適用レポート定義の適用
実行時に複数の XMLレポート定義をレポートに適用するには、CUSTOMIZEコマンドライ
ン引数にリストを指定します。次に示すコマンドラインは、2つの XMLレポート定義
EMP0.XMLおよび EMP1.XMLを RDFファイル EMP.RDFに適用するジョブ要求を、
Oracle9iAS Reports Servicesに送信します。

RWCLIENT REPORT=emp.rdf
CUSTOMIZE="(D:¥CORP¥MYREPORTS¥EMP0.XML,D:¥CORP¥MYREPORTS¥EMP1.XML)"
USERID=<username>/<password>@<my_db> DESTYPE=file DESNAME=emp.pdf
DESFORMAT=PDF SERVER=<server_name>

注意注意注意注意 : Reports Server構成ファイルにデフォルトのトレース・オプショ
ンを指定した場合は、そのデフォルトを変更する必要がない限り、コマン
ドラインにトレースを含める必要はありません。
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Oracle9iAS Reports Services Runtimeを使用する場合のコマンドラインは、次のとおりです。

RWRUN REPORT=emp.rdf
CUSTOMIZE="(D:¥CORP¥MYREPOORTS¥EMP0.XML,D:¥CORP¥MYREPORTS¥EMP1.XML)"
USERID=<username>/<password>@<my_db> DESTYPE=file DESNAME=emp.pdf
DESFORMAT=PDF

10.4.1.3 PL/SQLでのでのでのでの XMLレポート定義の適用レポート定義の適用レポート定義の適用レポート定義の適用
PL/SQLで RDFファイルに XMLレポート定義を適用するには、BeforeFormまたは
AfterFormトリガーで SRW.APPLY_DEFINITIONおよび SRW.ADD_DEFINITIONビルトイ
ンを使用します。この後の項では、これらのビルトインの例を示します。

10.4.1.3.1 ファイルに保存されたファイルに保存されたファイルに保存されたファイルに保存された XML定義の適用定義の適用定義の適用定義の適用  ファイル・システムに保存された XMLを
レポートに適用するには、レポートの BeforeFormまたは AfterFormトリガーで
SRW.APPLY_DEFINITIONビルトインを使用します。

Windowsの場合 :

SRW.APPLY_DEFINITION ('%<ORACLE_HOME>%¥TOOLS¥DOC¥US¥RBBR¥COND.XML');

UNIXの場合 :

SRW.APPLY_DEFINITION ('$<ORACLE_HOME>/TOOLS/DOC/US/RBBR/COND.XML');

レポートの実行時に、トリガーが実行され、指定した XMLファイルがレポートに適用され
ます。

10.4.1.3.2 メモリーに保存されたメモリーに保存されたメモリーに保存されたメモリーに保存された XML定義の適用定義の適用定義の適用定義の適用  メモリー内に XMLレポート定義を作成す
るには、SRW.ADD_DEFINITIONを使用してドキュメント・バッファに定義を追加した後
に、SRW.APPLY_DEFINITIONを使用してその定義を適用する必要があります。

次の例では、ユーザーが入力したパラメータ値に基づいてメモリー内にいくつかの定義を作
成し、それらを適用する方法を示します。この例の PL/SQLは、videosales_
custom.rdfというレポートの AfterParameterFormトリガーで使用されます。

注意注意注意注意 : この例では、CUSTOMIZEコマンド・エントリに、Windowsプ
ラットフォームに格納されているファイルへのディレクトリ・パスが示さ
れています。UNIXの場合は、そのプラットフォームの標準に従ってディ
レクトリ・パスを指定してください（つまり円記号（¥）のかわりに通常
のスラッシュを使用）。
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videosales_custom.rdfファイルの AfterParameterFormトリガーに入っている
PL/SQLが実行する内容は、次のとおりです。

� 実行時にユーザーによって入力されたパラメータ値に基づいて、条件と合致したフィー
ルドをハイライトします。

� 実行時にユーザーによって入力されたパラメータ値に基づいて、数値書式マスクを変更
します。

次のヒントは、この例を見る場合に役立ちます。

� SRW.APPLY_DEFINITIONを使用するたびにドキュメント・バッファがフラッシュされ
るので、そのたびに SRW.ADD_DEFINITIONを使用して XMLレポート定義を新規作成
する必要があります。

� パラメータ hilite_profits、hilite_costs、hilite_salesおよび money_
formatを使用して、XMLレポート定義に入れる内容を決定している点に注意してくだ
さい。hilite_profits、hilite_costsおよび hilite_salesパラメータは、書
式例外でも使用されており、これによってハイライトする値が決定します。

� VARCHAR2列のサイズには上限があるため（4000バイト）、かなり大きな XMLレポー
ト定義の場合は、複数の列にまたがって指定しなければならない場合もあります。その
場合は、1つの大きな定義を作成して一度に適用するのではなく、メモリー内に定義を
いくつか作成し、別々に適用する必要があります。

function AfterPForm return boolean is
begin
SRW.ADD_DEFINITION('<report name="vidsales_masks"
author="Generated" DTDVersion="9.0.2.0.0">');
IF :MONEY_FORMAT='$NNNN.00' THEN SRW.ADD_DEFINITION('<layout>');

SRW.ADD_DEFINITION('<section name="main">');
SRW.ADD_DEFINITION('<field name="F_TOTAL_PROFIT" source="TOTAL_PROFIT" 
formatMask="LNNNNNNNNNNN0D00"/>');
SRW.ADD_DEFINITION('<field name="F_TOTAL_SALES" source="TOTAL_SALES" 
formatMask="LNNNNNNNNNNN0D00"/>');
SRW.ADD_DEFINITION('<field name="F_TOTAL_COST" source="TOTAL_COST" 
formatMask="LNNNNNNNNNNN0D00"/>');
SRW.ADD_DEFINITION('<field name="F_SumTOTAL_PROFITPerCITY" source="SumTOTAL_
PROFITPerCITY"

formatMask="LNNNNNNNNNNN0D00"/>');
SRW.ADD_DEFINITION('<field name="F_SumTOTAL_SALESPerCITY" source="SumTOTAL_
SALESPerCITY"

formatMask="LNNNNNNNNNNN0D00"/>');
SRW.ADD_DEFINITION('<field name="F_SumTOTAL_COSTPerCITY" source="SumTOTAL_
COSTPerCITY"

formatMask="LNNNNNNNNNNN0D00"/>');
SRW.ADD_DEFINITION('</section>');
SRW.ADD_DEFINITION('</layout>');

ELSIF :MONEY_FORMAT='$NNNN' THEN SRW.ADD_DEFINITION('<layout>');
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SRW.ADD_DEFINITION('<section name="main">');
SRW.ADD_DEFINITION('<field name="F_TOTAL_PROFIT" source="TOTAL_PROFIT" 
formatMask="LNNNNNNNNNNN0"/>');
SRW.ADD_DEFINITION('<field name="F_TOTAL_SALES" source="TOTAL_SALES" 
formatMask="LNNNNNNNNNNN0"/>');
SRW.ADD_DEFINITION('<field name="F_TOTAL_COST" source="TOTAL_COST" 
formatMask="LNNNNNNNNNNN0"/>');
SRW.ADD_DEFINITION('<field name="F_SumTOTAL_PROFITPerCITY" source="SumTOTAL_
PROFITPerCITY" formatMask="LNNNNNNNNNNN0"/>');
SRW.ADD_DEFINITION('<field name="F_SumTOTAL_SALESPerCITY" source="SumTOTAL_
SALESPerCITY" formatMask="LNNNNNNNNNNN0"/>');
SRW.ADD_DEFINITION('<field name="F_SumTOTAL_COSTPerCITY" source="SumTOTAL_
COSTPerCITY" formatMask="LNNNNNNNNNNN0"/>');
SRW.ADD_DEFINITION('</section>');
SRW.ADD_DEFINITION('</layout>');

END IF;
SRW.ADD_DEFINITION('</report>');
SRW.APPLY_DEFINITION;
SRW.ADD_DEFINITION('<report name="vidsales_hilite_costs" author="Generated" 
DTDVersion="9.0.2.0.0">');
IF :HILITE_COSTS <> 'None' THEN SRW.ADD_DEFINITION('<layout>');

SRW.ADD_DEFINITION('<section name="main">');
SRW.ADD_DEFINITION('<field name="F_TOTAL_COST" source="TOTAL_COST">');
SRW.ADD_DEFINITION('<exception textColor="red">');
SRW.ADD_DEFINITION('<condition source="TOTAL_COST" operator="gt" 
operand1=":hilite_costs"/>');
SRW.ADD_DEFINITION('</exception>');
SRW.ADD_DEFINITION('</field>');
SRW.ADD_DEFINITION('</section>');
SRW.ADD_DEFINITION('</layout>');

END IF;
SRW.ADD_DEFINITION('</report>');
SRW.APPLY_DEFINITION;
SRW.ADD_DEFINITION('<report name="vidsales_hilite_sales" author="Generated" 
DTDVersion="9.0.2.0.0">');
IF :HILITE_SALES <> 'None' THEN SRW.ADD_DEFINITION('<layout>');

SRW.ADD_DEFINITION('<section name="main">');
SRW.ADD_DEFINITION('<field name="F_TOTAL_SALES" source="TOTAL_SALES">');
SRW.ADD_DEFINITION('<exception textColor="red">');
SRW.ADD_DEFINITION('<condition source="TOTAL_SALES" operator="gt" 
operand1=":hilite_sales"/>');
SRW.ADD_DEFINITION('</exception>');
SRW.ADD_DEFINITION('</field>');
SRW.ADD_DEFINITION('</section>');
SRW.ADD_DEFINITION('</layout>');

END IF;
SRW.ADD_DEFINITION('</report>');
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SRW.APPLY_DEFINITION;
SRW.ADD_DEFINITION('<report name="vidsales_hilite_profits" author="Generated" 
DTDVersion="9.0.2.0.0">');
IF :HILITE_PROFITS <> 'None' THEN SRW.ADD_DEFINITION('<layout>');

SRW.ADD_DEFINITION('<section name="main">');
SRW.ADD_DEFINITION('<field name="F_TOTAL_PROFIT" source="TOTAL_PROFIT">');
SRW.ADD_DEFINITION('<exception textColor="red">');
SRW.ADD_DEFINITION('<condition source="TOTAL_PROFIT" operator="gt" 
operand1=":hilite_profits"/>');
SRW.ADD_DEFINITION('</exception>');
SRW.ADD_DEFINITION('</field>');
SRW.ADD_DEFINITION('</section>');
SRW.ADD_DEFINITION('</layout>');

END IF;
SRW.ADD_DEFINITION('</report>');
SRW.APPLY_DEFINITION;
return (TRUE);
end;

10.4.2 XMLレポート定義の単独での実行レポート定義の単独での実行レポート定義の単独での実行レポート定義の単独での実行
XMLレポート定義を単独で実行するには、REPORT（または MODULE）引数に XMLファイ
ルを指定して要求を送信します。次のコマンドラインは、レポート emp.xmlを単独で実行
するジョブ要求を Oracle9iAS Reports Servicesに送信します。

RWCLIENT USERID=<username>/<password>@<my_db>
REPORT=C:¥CORP¥MYREPORTS¥EMP.XML
DESTYPE=file DESNAME=emp.pdf DESFORMAT=PDF
SERVER=<server_name>

Oracle9iAS Reports Servicesのランタイム・コマンドである RWRUNを使用する場合のコマ
ンドラインは、次のとおりです。

RWRUN USERID=<username>/<password>@<my_db>
  REPORT=C:¥CORP¥MYREPORTS¥EMP.XML
  DESTYPE=file DESNAME=emp.pdf DESFORMAT=PDF

この方法で XMLレポート定義を実行する場合は、必ず XMLファイルの拡張子を指定しま
す。また、CUSTOMIZE引数を使用して、XMLカスタマイズ・ファイルをこのレポートに適
用することもできます。
10-20 Oracle9iAS Reports Services レポートWeb公開ガイド



XMLレポート定義のデバッグ
10.4.3 バッチ変更の実行バッチ変更の実行バッチ変更の実行バッチ変更の実行
更新を必要とするレポートが大量にある場合は、RWCONVERTERで CUSTOMIZEコマンドラ
イン引数を使用して、バッチ変更を実行できます。バッチ変更は、多数のレポートに同じ変
更を繰り返し実行する必要がある場合に特に便利です（たとえば、フィールドの書式マスク
の変更など）。Reports Builderでレポートを 1つずつオープンして手動で変更するかわりに、
RWCONVERTERを 1回実行するだけで、一度に多数のレポートに同じ変更を加えることがで
きます。

次の例では、2つの XMLレポート定義 translate.xmlおよび customize.xmlを 3つの RDF
ファイル INVEN1.RDF、INVEN2.RDFおよび MANU.RDFに適用し、変更後の定義を新しい
ファイル INVEN1_NEW.RDF、INVEN2_NEW.RDFおよび MANU_NEW.RDFに保存します。

RWCONVERTER <username>/<password>@<my_db>
STYPE=rdffile
SOURCE="(inven1.rdf, inven2.rdf, manu.rdf)"
DTYPE=rdffile
DEST="(inven1_new.rdf, inven2_new.rdf, manu_new.rdf)"
CUSTOMIZE="(D:¥APPS¥TRANS¥TRANSLATE.XML,D:¥APPS¥CUSTOM¥CUSTOMIZE.XML)"
BATCH=yes

10.5 XMLレポート定義のデバッグレポート定義のデバッグレポート定義のデバッグレポート定義のデバッグ
次の機能は、XMLレポート・ファイルをデバッグする際に役立ちます。

� XMLパーサーのエラー・メッセージ

� トレース・オプション

� RWBUILDER

� デバッグを目的とした、ファイルへの XMLの書込み

次の各項では、これらの機能を説明します。

10.5.1 XMLパーサーのエラー・メッセージパーサーのエラー・メッセージパーサーのエラー・メッセージパーサーのエラー・メッセージ
XMLパーサーは、コア Oracleデータベース・リリースに付属する Oracleの XML 
Developer's Kit（XDK）に含まれています。XMLパーサーは、XML構文の有効性をチェッ
クする Javaパッケージです。XMLパーサーを含む JARファイルは、インストール時に自動
的に設定され、Reportsで使用可能となります。

注意注意注意注意 : この例では、CUSTOMIZEコマンド・エントリに、Windowsプ
ラットフォームに格納されているファイルへのディレクトリ・パスが示さ
れています。UNIXの場合は、そのプラットフォームの標準に従ってディ
レクトリ・パスを指定してください（つまり円記号（¥）のかわりに通常
のスラッシュを使用）。
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XMLパーサーは、ほとんどの構文エラーを検出し、エラー・メッセージを表示します。エ
ラー・メッセージは、エラーが発生した XMLファイルの行番号と、エラーの簡単な説明か
ら成ります。

XMLパーサーの詳細は、Oracle Technology Network（http://otn.oracle.com/ 英語サイト）
または Oracle Technology Network Japan（http://otn.oracle.co.jp/ 日本語サイト）を参照
してください。その場合、XML parserまたは XDKで検索します。Oracleデータベース付属
のドキュメントにも情報が記載されています。

10.5.2 トレース・オプショントレース・オプショントレース・オプショントレース・オプション
XMLレポート定義をテストする際に、トレース・ファイルを作成する引数を追加してレ
ポートを実行すると便利です。次に例を示します。

RWRUN <username>/<password>@<my_db>
REPORT=¥CORP¥MYREPORTS¥EMP.XML
TRACEFILE=emp.log
TRACEMODE=trace_replace
TRACEOPT=trace_app

このコマンドラインの最後の 3つの引数によって、レポート処理の詳細リストを含むトレー
ス・ファイルが生成されます。トレース・ファイル・ログのデフォルトの場所は、Windows
と UNIXで同じです。

ORACLE_HOME¥reports¥logs¥

10.5.3 RWBUILDER
XMLレポート定義の設計時には、Reports Builderでオープンした方が便利な場合がありま
す。Reports Builderでは、オブジェクトが期待どおりに作成または変更されているかをすぐ
に確認できます。たとえば、XMLレポート定義にサマリーを作成する場合、Reports 
Builderで定義をオープンすると、サマリーがデータ・モデルの適切なグループに配置され
ているかどうかが一目でわかります。

Reports Builderで完全なレポート定義をオープンするには、REPORT（または MODULE）
キーワードを使用します。次に例を示します。

RWBUILDER USERID=<username>/<password>@<my_db>
REPORT=C:¥CORP¥MYREORTS¥EMP.XML

注意注意注意注意 : この例では、REPORTコマンド・エントリおよびトレース・ログ
へのパスに、Windowsプラットフォームに格納されているファイルへの
ディレクトリ・パスが示されています。UNIXの場合は、そのプラット
フォームの標準に従ってディレクトリ・パスを指定してください（つまり
円記号（¥）のかわりに通常のスラッシュを使用）。
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Oracle9iDS Reports Services Builderで部分レポート定義をオープンするには、CUSTOMIZE
キーワードを使用します。次に例を示します。

RWBUILDER USERID=<username>/<password>@<my_db> REPORT=EMP.RDF
CUSTOMIZE=C:¥MYREPORTS¥EMP.XML

どちらの場合も、Reports Builderで有効な XMLレポート定義がオープンします。その後、
Oracle9iAS Reports Services Editorの様々なビューを使用して、レポートが期待どおりに作
成または変更されているかどうかを確認できます。

10.5.4 デバッグを目的とした、ファイルへのデバッグを目的とした、ファイルへのデバッグを目的とした、ファイルへのデバッグを目的とした、ファイルへの XMLの書込みの書込みの書込みの書込み
SRW.ADD_DEFINTIONを使用して XMLレポート定義をメモリー内に作成する場合は、
XMLをファイルに書込むとデバッグに役立ちます。次の例は、各行をメモリー内のドキュ
メント・バッファおよび（ファイルへの書込みを選択した場合は）指定したファイルに書き
込むプロシージャを示しています。

PROCEDURE addaline (newline VARCHAR, outfile Text_IO.File_Type) IS
BEGIN
  SRW.ADD_DEFINITION(newline);
  IF :WRITE_TO_FILE='Yes' THEN
    Text_IO.Put_Line(outfile, newline);
  END IF;
END;

この例が実際に機能するには、プロシージャを呼び出す PL/SQLで TEXT_IO.File_Type
型の変数を宣言する必要があります。次に例を示します。

custom_summary  Text_IO.File_Type;

また、書込み用のファイルをオープンし、addalineプロシージャを呼び出して、書き込む
文字列と書込み先ファイルを渡す必要があります。次に例を示します。

custom_summary := Text_IO.Fopen(:file_directory || 'vid_summ_per.xml', 'w');
addaline('<report name="video_custom" author="Generated" DTDVersion="9.0.2.0.0">',

custom_summary);

注意注意注意注意 : この例では、REPORTコマンド・エントリに、Windowsプラット
フォームに格納されているファイルへのディレクトリ・パスが示されてい
ます。UNIXの場合は、そのプラットフォームの標準に従ってディレクト
リ・パスを指定してください（つまり円記号（¥）のかわりに通常のス
ラッシュを使用）。
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イベント・ドリブンによる公開イベント・ドリブンによる公開イベント・ドリブンによる公開イベント・ドリブンによる公開

現代のビジネス・プロセスでは、作業環境に自動化を取り入れる必要性が頻繁に生じます
が、自動化は、ファンクションやプロシージャを背後で起動することによって実現します。
背後で実行されるタスクには、発注が処理される際に自動的に印刷される請求書などの出力
の自動生成、最新データで自動的に更新されるWebサイト、トランザクション完了時の最
新レポートの自動メール送信などが挙げられます。

イベントに応じた自動出力は、かつてはかなり複雑な作業でした。特に、Oracle9i Reports 
Developerのような対話型の RAD開発ツールを使用して、可能な限り同じ結果を得ようと
する場合は特に困難でした。

自動出力の要求に対応するために、Oracleでは Oracle9iAS Reports Servicesにスケジューリ
ング・メカニズムを導入し、ユーザーの操作を追加することなく定期的にレポートを起動で
きるようにしました。ただし、これでも 1つだけ解決されない要求事項が残りました。それ
は、レコードの挿入や値の変更といったデータベース内のイベントに応じて、自動的にレ
ポートを実行する機能です。

Oracle9iAS Reports Servicesの Event-Driven Publishing APIを使用すると、レコードの挿入
や値の変更といったデータベース内のイベントに応じて自動的にレポートを実行できます。
Event-Driven Publishing APIは PL/SQL APIで、データベースから Oracle9iAS Reports 
Servicesへのジョブの自動送信を可能にします。

この章では、Event-Driven Publishing APIについて説明するとともに、その使用例を示しま
す。この章には、次の項があります。

� Event-Driven Publishing API

� Event-Driven Publishing APIを使用する アプリケーションのデバッグ

� データベース・イベントからのレポートの起動

� Oracle9i Advanced Queuingとの統合
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11.1 Event-Driven Publishing API
Event-Driven Publishing APIは、データベース内のイベントに応じるプロシージャの開発に
必要な、基本的なファンクションを提供する PL/SQLパッケージです。イベント・ドリブ
ン・ジョブは、HTTPプロトコルを使用して送信されます。サーバーは、すべてのコールに
一意の job_identレコードを割り当てます。これは、ジョブのステータスを追跡する際に役
立ちます。

11.1.1 APIの要素の要素の要素の要素
この APIは、いくつかの重要な要素から構成されています。

� SRW-Packageには、ジョブの送信、ジョブ・ステータスのチェック、ジョブの取消しお
よびパラメータ・リストの操作に関連するすべてのファンクションとプロシージャが含
まれています。

� ParamList-Typeは、パラメータ・リストを定義します。パラメータ・リストは、ジョブ
を送信する際に値を渡すための主要な手段です。パラメータ・リストは、ジョブ送信ご
とに必要となります。このリストには、複数の重要なパラメータが含まれています。

� ParamList-Objectは、アドバンスト・キューイングなどの機能に必要です。これらの機
能では、パラメータ・リストをデータベースに格納して、メッセージとともに渡せるよ
うにする必要があります。

APIの各要素については、この後の項で詳しく説明します。

この APIは、Oracle9iAS Reports Services Securityおよび Oracle9iAS Portalとともにインス
トールされますが、どちらも必須ではありません。Oracle9iAS Portalを使用しないデータ
ベースにも APIをインストールできるように、インストール・スクリプトが別途用意されて
います。

� srwAPIins.sqlは、Event-Driven Publishing APIをインストールします。

� srwAPIgrant.sqlは、APIへのアクセス権限を付与します。このスクリプトは、APIへの
アクセス権限を付与するユーザーごとに実行します。全員がアクセス可能である場合
は、このスクリプトを 1回実行し、PUBLICにアクセス権限を付与できます。

� srwAPIdrop.sqlは、APIを削除します。
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11.1.2 パラメータ・リストの作成と操作パラメータ・リストの作成と操作パラメータ・リストの作成と操作パラメータ・リストの作成と操作
パラメータ・リストは、SRW_PARAMLISTタイプの PL/SQL変数です。このタイプの変数
は、SRW_PARAMETERタイプの 255個の要素から成る配列です。SRW_PARAMETERタ
イプの要素自体は、2つの属性 NAMEおよび VALUEから構成されます。APIには、パラ
メータ・リストを操作するための次のプロシージャが用意されています。

� Add_Parameter

� Remove_Parameter

� Clear_Parameter_List

これらのプロシージャを使用して、パラメータ・リストを操作できます。この項では、これ
らのプロシージャを簡単に説明します。詳細は、Oracle9iAS Reports APIのドキュメントを
参照してください。

11.1.2.1 Add_Parameter
パラメータ・リストを初めて使用するときは、そのパラメータ・リストを初期化してからパ
ラメータを追加する必要があります。次に例を示します。

DECLARE
myPlist SRW_PARAMLIST;

BEGIN
myPlist := SRW_PARAMLIST(SRW_PARAMETER('',''));
srw.add_parameter(myPlist,'myParameter','myValue');

END;

パラメータの属性（NAMEと VALUE）はどちらも VARCHAR2タイプで、その長さは
NAMEが 80文字、VALUEが 255文字に制限されています。

ADD_PARAMETERファンクションには、オプションでMODEという 3番目の属性を指定
できます。MODEは、同じ名前のパラメータがすでに存在する場合に、そのパラメータを
上書きするか、またはエラーが発生するかを決定します。重複する名前があった場合にエ
ラーが発生するように指定するには、定数 CHECK_FOR_EXISTANCEを使用します。これ
は、MODE属性のデフォルト値です。重複する名前があった場合にパラメータを上書きす
るように指定するには、定数 OVERWRITE_IF_EXISTSを使用します。

注意注意注意注意 : Reports APIの最新情報は、Oracle Technology Network
（http://otn.oracle.com/ 英語サイト）または Oracle Technology Network 
Japan（http://otn.oracle.co.jp/ 日本語サイト）を参照してください。
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11.1.2.2 Remove_Parameter
REMOVE_PARAMETERは、パラメータ・リストからパラメータを削除するために使用し
ます。このプロシージャを呼び出し、対象となるパラメータ・リストとともに削除するパラ
メータの名前を渡します。

次に例を示します。

DECLARE
myPlist SRW_PARAMLIST;

BEGIN
myPlist := SRW_PARAMLIST(SRW_PARAMETER('',''));
srw.add_parameter(myPlist,'myParameter','myValue');
srw.remove_parameter(myPlist,'myParameter');

END;

11.1.2.3 Clear_Parameter_List
リストからすべてのパラメータを削除するには、CLEAR_PARAMETER_LISTを使用しま
す。次に例を示します。

DECLARE
myPlist SRW_PARAMLIST;

BEGIN
myPlist := SRW_PARAMLIST(SRW_PARAMETER('',''));
srw.add_parameter(myPlist,'myParameter','myValue');
srw.clear_parameter_list(myPlist);

END;

これによって、リストからすべてのパラメータが削除されます。

11.1.3 ジョブの送信方法ジョブの送信方法ジョブの送信方法ジョブの送信方法
パラメータ・リストには、ジョブの送信に不可欠なすべてのパラメータが含まれています。
ジョブ・タイプによって、リストに必要なパラメータが決まり、Reports Serverで要求を処
理できるようになります。

リスト内のパラメータは、ブラウザから Reports Servletにジョブを送信する際に指定するパ
ラメータと同じです。この場合、ジョブがレポートであるときは、少なくとも次のパラメー
タが必要です（それ以上指定してもかまいません）。

� GATEWAYは、要求の処理に使用する Reports Servletへの URLを提供します。

� SERVERは、サーブレットとともに使用される Reports Serverを特定します。

� REPORTは、実行するレポート・ファイルを特定します。

� USERIDは、レポートを実行するユーザーの名前と IDを特定します。
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� AUTHIDは、セキュリティで保護されたサーバーにアクセスする場合の認証情報を提供
します。

各要求からは、job_identレコードが返されます。このレコードには、ジョブを一意に識別
するための情報が含まれています。この情報は、SRW.JOB_IDENTタイプの変数に格納され
ます。この情報は PACKAGE-TYPEであり、SRW.JOB_IDENTとして参照する必要がある
ことに注意してください。一方、パラメータ・リストは OBJECT-TYPEであり、SRW_
PARAMLISTとして参照する必要があります。

次に例を示します。

 DECLARE
myPlist SRW_PARAMLIST;
myIdent SRW.Job_Ident;

 BEGIN
myPlist := SRW_PARAMLIST(SRW_PARAMETER('',''));
srw.add_parameter(myPlist,'GATEWAY','http://…');
srw.add_parameter(myPlist,'SERVER','mySVR');
srw.add_parameter(myPlist,'REPORT','myReport.RDF');
srw.add_parameter(myPlist,'USERID','me/secret');
myIdent := srw.run_report(myPlist);

END;

APIの RUN_REPORTメソッドは、必要不可欠なすべての情報を含んだパラメータ・リスト
を入力として（ADD_PARAMETERを使用）、要求を作成して送信するとともに、job_ident
レコードを返します。

job_identレコードには、次のパラメータが含まれます。

� MyIdent.GatewayURL

� MyIdent.ServerName

� MyIdent.JobID

� MyIdent.AuthID

これらのパラメータは、SRW.REPORT_STATUSファンクションが、送信されたジョブのス
テータス情報を取得するために必要となります。
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11.1.4 ステータスの確認方法ステータスの確認方法ステータスの確認方法ステータスの確認方法
Event-Driven Publishing APIは、Reports Serverとの双方向通信を実現します。ユーザー
は、サーバーにジョブを送信するとともに、SRW.REPORT_STATUSファンクションを使用
して、このジョブのステータスをサーバーに問い合せることができます。

このファンクションからは、SRW.STATUS_RECORDタイプのレコードが返されます。この
レコードには、Reports Servletの SHOWJOBSコマンドを使用したときにジョブ・ステータ
ス表示に示される情報と同じ情報が含まれています。

次に例を示します。

DECLARE
myPlist SRW_PARAMLIST;
myIdent SRW.Job_Ident;
myStatus SRW.Status_Record;

BEGIN
myPlist := SRW_PARAMLIST(SRW_PARAMETER('',''));
srw.add_parameter(myPlist,'GATEWAY','http://…');
srw.add_parameter(myPlist,'SERVER','mySVR');
srw.add_parameter(myPlist,'REPORT','MyReport.RDF');
srw.add_parameter(myPlist,'USERID','me/secret');
myIdent := srw.run_report(myPlist);
myStatus := srw.report_status(myIdent);

END;

返されたステータス・レコードを使用して、ジョブのステータスに関する情報をフェッチで
きます。

11.1.5 サーバーのステータス・レコードの使用方法サーバーのステータス・レコードの使用方法サーバーのステータス・レコードの使用方法サーバーのステータス・レコードの使用方法
ステータス・レコードには、ジョブに関する処理情報が含まれています。これには、サー
バー・キュー内の情報（SHOWJOBSで表示）と同じ情報が含まれます。さらに、終了した
ジョブに対して生成されたファイルに関する情報、およびスケジュールされたジョブの系統
に関する情報も含まれます。

ステータス・レコードで最も重要な情報は、ランタイム・エラーとその原因をチェックする
ために使用される、現行ジョブ・ステータスとステータス・テキストです。

タイミング情報を使用して、完了までの予測時間を超過した場合にジョブが取り消されるか
どうかを確認できます。

ステータス・レコードの用途の 1つに、ジョブの取消しがあります。Event-Driven 
Publishing APIでは、サーバーに送信されたジョブを取り消す方法を提供しています。この
方法は、許可されている実行時間を超過したジョブを削除する場合、または単にスケジュー
ルされているジョブを取り消す場合に便利です。
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ジョブを取り消すには、次のプロシージャを使用します。

DECLARE
myPlist SRW_PARAMLIST;
myIdent SRW.Job_Ident;
myStatus SRW.Status_Record;

BEGIN
myPlist := SRW_PARAMLIST(SRW_PARAMETER('',''));
srw.add_parameter(myPlist,'GATEWAY','http://…');
srw.add_parameter(myPlist,'SERVER','mySVR');
srw.add_parameter(myPlist,'REPORT','myReport.RDF');
srw.add_parameter(myPlist,'USERID','me/secret');
myIdent := srw.run_report(myPlist);
srw.cancel_report(myIdent);

END;

この例からわかるように、レポートを取り消す場合は、CANCEL_REPORTプロシージャ
（srw.cancel_report）を呼び出し、取り消すジョブの job_identレコードをそのプロシージャ
に渡します。このプロシージャでは、オプションのパラメータ・リストによって、必要な追
加のパラメータを渡すことができます。

11.2 Event-Driven Publishing APIを使用するを使用するを使用するを使用する
アプリケーションのデバッグアプリケーションのデバッグアプリケーションのデバッグアプリケーションのデバッグ

これまでに説明した処理はすべて背後で実行されるため、通常の実行ではデバッグ情報を生
成できません。このため APIには、特別なデバッグ・モードに切り替えるための 2種類のプ
ロシージャが用意されており、DBMS_OUTPUTによって拡張デバッグ情報が生成されます。

� SRW.START_DEBUGGING

� SRW.STOP_DEBUGGING

デバッグ・モードに切り替えるには、SRW.START_DEBUGGINGを呼び出します。デバッ
グ・モードをオフにするには、SRW.STOP_DEBUGGINGを呼び出します。デバッグ・モー
ドは、実際のロジックを実行する直前に開始する必要があります。このモードは、パッケー
ジの現行インスタンスがロードされている限り持続します。

この情報を表示する 1つの方法として、スクリプトを実行する前に、SQL*PLUSで
SERVEROUTを ONに設定します。
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このデバッグ方法に加えて、APIにはエラー処理に使用する一連の事前定義の例外が用意さ
れています。Oracle9iAS Reports Servicesのインストレーションに含まれている srw_test.sql
スクリプトには、これらの例外の例が示されています。これらの例外の詳細は、Reports 
APIのリファレンス・ドキュメントを参照してください。

11.3 データベース・イベントからのレポートの起動データベース・イベントからのレポートの起動データベース・イベントからのレポートの起動データベース・イベントからのレポートの起動
データベース・トリガーは、Event-Driven Publishing APIでレポートを起動するための主要
なメカニズムです。Oracleデータベースでは、各種イベントに応じて起動される様々な範囲
のトリガーを定義できます。データベース・ドリブン・ジョブを送信するには、これまでの
項で説明したコードを、データベース・トリガー内で使用します。

イベント・ドリブンの公開には、多数の用途があります。その 1つとして、権限が付与され
たとき、またはユーザーがログオン /ログオフしたときに起動されるトリガーを使用して、
セキュリティ・プロトコルを作成できます。また、あるタイプの変更が表内のデータに加え
られた場合に実行される自動処理を作成することもできます。たとえば、経費報告書のス
テータスが DONE（完了）に変わったときにデータベース・トリガーを起動し、それによっ
て従業員の管理者にそのレポートを自動的に送信できます。

次に例を示します。

CREATE TRIGGER EXP_REP_TRG
AFTER INSERT OR UPDATE on EXP_REP FOR EACH ROW

DECLARE
myPlist SRW_PARAMLIST;
myIdent SRW.Job_Ident;

BEGIN
IF (:new.ExpStat = 'DONE') THEN

myPlist := SRW_PARAMLIST(SRW_PARAMETER('',''));
srw.add_parameter(myPlist,'GATEWAY','http://…');
srw.add_parameter(myPlist,'SERVER','fooSVR');
srw.add_parameter(myPlist,'REPORT','foo.RDF');
srw.add_parameter(myPlist,'USERID','foo/bar');
srw.add_parameter(myPlist,'ExpenseID',:new.ExpID);
myIdent := srw.run_report(myPlist);

END IF;
END;

このトリガーは、EXP_REP表が更新されるたびに起動されます。ステータスが DONEに変
わると、レポート要求が実行されます。

注意注意注意注意 : Reports APIの最新情報は、Oracle Technology Network
（http://otn.oracle.com/ 英語サイト）または Oracle Technology Network 
Japan（http://otn.oracle.co.jp/ 日本語サイト）を参照してください。
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cgicmd.datファイルに指定されているキーを使用して要求を実行する場合は、REPORTパラ
メータのかわりに CMDKEYパラメータを指定します。このキーにユーザー ID情報が含まれ
ている場合は、USERIDパラメータも省略できます。次に例を示します。

CREATE TRIGGER EXP_REP_TRG
AFTER INSERT OR UPDATE on EXP_REP FOR EACH ROW

DECLARE
myPlist SRW_PARAMLIST;
myIdent SRW.Job_Ident;

BEGIN
IF (:new.ExpStat = 'DONE') THEN

myPlist := SRW_PARAMLIST(SRW_PARAMETER('',''));
srw.add_parameter(myPlist,'GATEWAY','http://…');
srw.add_parameter(myPlist,'SERVER','fooSVR');
srw.add_parameter(myPlist,'CMDKEY','keyvalue');
srw.add_parameter(myPlist,'ExpenseID',:new.ExpID);
myIdent := srw.run_report(myPlist);

END IF;
END;

さらに、配布 XMLファイルを使用した拡張配布モデルを定義した場合は、DISTパラメー
タにそのファイルを指定できます。次に例を示します。

CREATE TRIGGER EXP_REP_TRG
AFTER INSERT OR UPDATE on EXP_REP FOR EACH ROW

DECLARE
myPlist SRW_PARAMLIST;
myIdent SRW.Job_Ident;

BEGIN
IF (:new.ExpStat = 'DONE') THEN

myPlist := SRW_PARAMLIST(SRW_PARAMETER('',''));
srw.add_parameter(myPlist,'GATEWAY','http://…');
srw.add_parameter(myPlist,'SERVER','fooSVR');
srw.add_parameter(myPlist,'REPORT','foo.RDF');
srw.add_parameter(myPlist,'USERID','foo/bar');
srw.add_parameter(myPlist,'DISTRIBUTE','YES');
srw.add_parameter(myPlist,'DESTINATION','filename.xml');
srw.add_parameter(myPlist,'ExpenseID',:new.ExpID);
myIdent := srw.run_report(myPlist);

END IF;
END;

これは、この種のロジックをアプリケーションからデータベースに移し、データベースをビ
ジネス・プロセスの中心的なストレージとして使用するための 1つの方法です。
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11.4 Oracle9i Advanced Queuingとの統合との統合との統合との統合
Oracle Advanced Queuingは、キューと 2つのプロセスを中心として非同期の要求 /応答メ
カニズムを構築するための手段となります。2つのプロセスとは、MESSAGESをキューに入
れる ENQUEUE、およびキューを読み込む DEQUEUEです。

アドバンスト・キューイングは、キュー間でメッセージを配布し、キューをサブスクライブ
するための高度なメカニズムを備えています。これらのメカニズムは、いずれも基本要素
（ENQUEUE、DEQUEUEおよびMESSAGES）をベースに構築されています。

Event-Driven Publishing APIでは、これらのキューを使用してレポート・ジョブを保存およ
び送信することができます。Oracle9iAS Reports Servicesで提供するメカニズムが要件に合
わない場合は、独自のキューイング・メカニズムを作成することも可能です。

11.4.1 SRW_PARAMLISTタイプのメッセージを保持するキューの作成タイプのメッセージを保持するキューの作成タイプのメッセージを保持するキューの作成タイプのメッセージを保持するキューの作成
キューは、いくつかの管理列とメッセージを表すオブジェクト列で構成されるデータベース
内の表です。ここでのメッセージは、パラメータ・リストです。

アドバンスト・キューイング付属の dbms_AQadmパッケージには、アドバンスト・キュー
イング・システムの設定に必要なすべての管理ファンクションが含まれています。

データベースに物理的な表を作成するには、dbms_AQadm.Create_Queue_Tableを使用
します。その場合、表の名前、およびそのキューのメッセージを定義するオブジェクト・タ
イプの名前を渡す必要があります。

次に例を示します。

…
execute dbms_AQadm.Create_Queue_Table

(queue_Table=>'queuename_tab',
queue_Payload_Type=>'SRW_ParamList_Object',
compatible=>'9.0');

前述の例のオブジェクト表記で、SRW_PARAMLISTタイプをカプセル化するオブジェク
ト・タイプ SRW_PARAMLIST_OBJECTをすでに作成しているので、これをメッセージとし
て使用できます。

キュー・テーブルを作成したら、dbms_AQadm.Create_Queueでキューを作成し、dbms_
AQadm.Start_Queueでキューを開始する必要があります。

注意注意注意注意 : Oracle9iAS Reports Servicesのインストレーションに含まれている
srw_test.sqlデモ・スクリプトには、Event-Driven Publishing APIの
その他の使用例が示されています。
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次に例を示します。

…
execute dbms_AQadm.Create_Queue

(Queue_Name=>'queuename',Queue_Table=>'queuename_tab');
prompt … starting queue
execute dbms_AQadm.Start_Queue

(Queue_Name=>'queuename');
…

キューを作成して開始した後に必要となるのは、このキューにメッセージを作成するプロ
シージャと、キューを読み込んでサーバーにジョブを送信するプロシージャです。次の各項
では、これらのプロシージャを説明します。

11.4.2 エンキュー・プロシージャの作成エンキュー・プロシージャの作成エンキュー・プロシージャの作成エンキュー・プロシージャの作成
エンキュー・プロシージャは、キューにメッセージを挿入します。このプロシージャは、
データベース・トリガーによって呼び出されるアプリケーション、または外部のメカニズム
を通じて提供されるアプリケーションに組み込むことができます。この項では、このキュー
に単純なメッセージを挿入するストアド・プロシージャの作成例を示します。

ここでは、メッセージがパラメータ・リストそのものであるため、プロシージャはかなり簡
単です。パラメータ・リストを作成するには、前述の項で使用したコードを使用します。使
用した変数に加えて、キューに入れるメッセージを保持する object変数を定義します。

…
  plist_object SRW_ParamList_Object;
…

パラメータ・リストを作成したら、オブジェクト・コンストラクタで実際のメッセージ・オ
ブジェクトを作成します。

…
plist_object := SRW_ParamList_Object(plist);
…

その後に、アドバンスト・キューイング付属のエンキュー・プロシージャでメッセージをエ
ンキューします。

注意注意注意注意 : Oracle9iAS Reports Servicesのインストレーションに含まれている
srwAQsetup.sqlデモ・ファイルには、単純なキューの設定、作成、開
始の完全な例が示されています。
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…
dbms_aq.enqueue(queue_name => 'myQueue',

enqueue_options => enqueue_options,
message_properties => message_properties,
payload => PList_Object,
msgid => message_handle);

…

メッセージがキューに挿入されます。メッセージ配布は一切設定していないため、次の項で
説明するデキュー・プロシージャによってフェッチされるまで、メッセージはキューに入っ
たままとなります。

11.4.3 デキュー・プロシージャの作成デキュー・プロシージャの作成デキュー・プロシージャの作成デキュー・プロシージャの作成
デキュー・プロシージャは、キュー内のすべてのメッセージを読み込んで処理します。ここ
では、メッセージを読み込み、メッセージに添付されたパラメータ・リストを使用してサー
バーにジョブを送信します。

この処理には、次の例を使用します。

BEGIN
dequeue_options.wait := 1; 

loop
DBMS_AQ.DEQUEUE(queue_name => 'myQueue',

dequeue_options => dequeue_options,
message_properties => message_properties,
payload => PList_Object,
msgid => message_handle);

COMMIT;
plist := plist_object.params;   
r_jid := SRW.run_report(plist); 

end loop;
exception when aq_timeout then

begin
NULL;

end;
END;

注意注意注意注意 : dbms_aq.enqueueの正しい構文は、Advanced Queuing APIの
リファレンス・ドキュメントで確認してください。

Oracle9iAS Reports Servicesのインストレーションに含まれている
srwAQsetup.sqlファイルには、その他の例が示されています。

Reports APIの最新情報は、Oracle Technology Network
（http://otn.oracle.com/ 英語サイト）または Oracle Technology Network 
Japan（http://otn.oracle.co.jp/ 日本語サイト）を参照してください。
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このサンプル・コードでは、すべてのメッセージが処理されるまでキューが読み込まれま
す。処理に使用できる時間は、コードの 2行目に定義されているタイムアウトによって決ま
ります。このタイムアウトによって、タイムアウト例外が作成されるまでデキュー・プロ
シージャがメッセージを待機できる秒数が定義されます。

アドバンスト・キューイングには、メッセージを読み込むための DBMS_AQ.DEQUEUEビル
トインが用意されています。このビルトインは、情報を保持するオブジェクトであるメッ
セージのペイロードを、ペイロード・パラメータで定義されたオブジェクトに挿入します。

plistを使用して、ペイロード・オブジェクトから情報を抽出します。すでに説明したよう
に、ここではオブジェクトにパラメータ・リストが含まれています。パラメータ・リスト
は、オブジェクト内部の PARAMS属性に格納されています。抽出されたパラメータ・リスト
は、ジョブを送信する SRW.RUN_REPORTに渡されます。

このデキュー・プロシージャを手動で起動しないようにするには、データベース内部でジョ
ブとして実行します。
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第第第第 III部部部部

各国語サポートおよび双方向サポート各国語サポートおよび双方向サポート各国語サポートおよび双方向サポート各国語サポートおよび双方向サポート

第 III部では、Reports関連の各国語サポート設定および双方向サポートに関する情報を記載
します。第 III部には、次の章があります。

� 第 12章「NLSと双方向サポート」
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NLSと双方向サポートと双方向サポートと双方向サポートと双方向サポート

各国に配布するレポートを設計する場合は、キャラクタ・セットやテキストの読込み順序な
どを考慮する必要があります。Oracle9iAS Reports Servicesでは、これらの考慮事項に関連
する問題に対処するためのサポートを提供しています。これらのサポートは、キャラクタ・
セットに対する各国語サポート（NLS）と、テキストの読込み順序に対する双方向サポート
です。

Oracle NLSは、複数の異なる言語で展開できるアプリケーションの設計を可能にします。
Oracleでは、ヨーロッパ、中東およびアジアで使われている言語のほとんどをサポートして
います。NLSを使用すると、次のことが可能になります。

� 各国のキャラクタ・セット（マルチバイト・キャラクタ・セットを含む）の使用

� 適切な言語と地域の表記規則に基づいたデータの表示

� インタフェースに表示される文字列の抽出とそれらの翻訳

双方向サポートは、利用対象者の要件に応じて、左から右または右から左の方向にデータを
表示できるようにします。

この章では、NLSアーキテクチャを、Reportsに関連するNLSの設定も含めて概説すると
ともに、JSPでキャラクタ・セットを指定する方法を説明します。また、Oracle9iでサポー
トされている双方向、Unicodeおよび翻訳に関する情報も提供します。この章の主な項は、
次のとおりです。

� NLSアーキテクチャ

� NLSの環境変数

� JSPまたは XMLファイルでのキャラクタ・セットの指定

� 双方向サポート

� Unicode

� アプリケーションの翻訳
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12.1 NLSアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャ
Oracle NLSアーキテクチャは、次の 2つの部分で構成されます。

� 言語に依存しない機能

� 言語依存データ

12.1.1 言語に依存しない機能言語に依存しない機能言語に依存しない機能言語に依存しない機能
言語に依存しない機能では、実行時にオペレータが使用する言語および地域に応じて、適切
にデータが処理されます。データは、各国の日付および時刻の表記規則に従って、自動的に
書式設定されます。

12.1.2 言語依存データ言語依存データ言語依存データ言語依存データ
言語依存データを使用すると、データを分離できます。これによって、作成したアプリケー
ションで、そのアプリケーション固有の文字列の翻訳を処理できるようになります。

言語依存データはコードから分離されているため、NLS機能の動作は実行時に提供される
データによって制御されます。新規言語を追加するとき、および言語別のアプリケーション
の特性を変更するときに、コードを変更する必要はありません。このアーキテクチャでは、
セッションごとに言語依存機能を指定することもできます。

12.2 NLSの環境変数の環境変数の環境変数の環境変数
NLSの環境変数は、Oracle9iASをインストールする際に、自動的にデフォルト値に設定さ
れます。

表 12-1では、特に Oracle9iAS Reports Servicesに関係するNLS関連の環境変数を説明しま
す。

注意注意注意注意 : ある特定の Oracle9iAS Reports Servicesホスト・マシンでは、言
語を 1つしか指定できません。使用する言語がそれぞれに異なる利用対象
者にアプリケーション・サーバー・サービスを提供する場合は、言語ごと
にホスト・マシンを用意する必要があります。

注意注意注意注意 : NLSのすべての環境変数の詳細は、『Oracle9i Databaseグローバ
リゼーション・サポート・ガイド』を参照してください。
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12.2.1 NLS_LANG環境変数環境変数環境変数環境変数
NLS_LANG環境変数は、Oracle9iAS Reports Servicesで使用される言語、地域およびキャ
ラクタ・セットの設定を指定します。具体的な設定項目は次のとおりです。

� ユーザーに表示されるメッセージの言語

� DATEおよび NUMBERデータ型に使用されるデフォルトの書式マスク

� ソート基準

� キャラクタ・セット

NLS_LANGの構文は、次のとおりです。

NLS_LANG=<language_territory>.<charset>

各値は次のように定義されます。

� language

メッセージ（エラー・メッセージを含む）および月と曜日の名前を表示する言語とその
表記規則を指定します。言語を指定しない場合は、その値がデフォルトで米語に設定さ
れます。

� territory

地域を指定し、デフォルトの日付書式、数値に使用される小数点記号、通貨記号、およ
び週番号と曜日番号の計算に使用される表記規則も指定します。地域を指定しない場合
は、その値がデフォルトでアメリカに設定されます。

表表表表 12-1 Oracle9iAS Reports Servicesに特に関連する環境変数に特に関連する環境変数に特に関連する環境変数に特に関連する環境変数

変数変数変数変数 説明説明説明説明

NLS_LANG Oracle9iAS Reports Servicesに関連し、Oracle9iAS 
Reports Servicesで使用される言語設定

DEVELOPER_NLS_LANG Oracle9iDS Report Builderで使用される言語

USER_NLS_LANG Oracle9iAS Reports Runtimeコンポーネントで使用され
る言語

注意注意注意注意 : この環境変数は、Oracle9iASをインストールする際に自動的に設
定されます。Oracle9iASのインストール後に環境変数を変更する方法の詳
細は、12.2.1.1項「NLS_LANG環境変数の定義」を参照してください。
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� charset

データを表示するキャラクタ・セットを指定します。これは、使用する言語とプラット
フォームに適合するキャラクタ・セットにする必要があります。この引数は、メッセー
ジの表示に使用するキャラクタ・セットも指定します。

表 12-2では、NLS_LANGの language、territory、characterに一般に使用される値を示し
ます。

表表表表 12-2 一般に使用される一般に使用される一般に使用される一般に使用される NLS_LANGの値の値の値の値

言語言語言語言語 Language_Territory.Character Set

米語 AMERICAN_AMERICA.US7ASCII

アラビア語 ARABIC_UNITED ARAB EMIRATES.AR8ISO8859P6

ポルトガル語（ブラジル） BRAZILIAN PORTUGUESE_BRAZIL.WE8DEC

ブルガリア語 BULGARIAN_BULGARIA.CL8ISO8859P5

フランス語（カナダ） CANADIAN FRENCH_CANADA.WE8ISO8859P1

カタロニア語 CATALAN_CATALONIA.WE8ISO8859P1

クロアチア語 CROATIAN_CROATIA.EE8ISO8859P2

チェコ語 CZECH_CZECH REPUBLIC.WE8ISO8859P1

デンマーク語 DANISH_DENMARK.WE8ISO8859P1

オランダ語 DUTCH_THE NETHERLANDS.WE8ISO8859P1

エジプト語 ARABIC_UNITED ARAB EMIRATES.AR8ISO8859P6

英語（アメリカ） 「米語」を参照

英語（イギリス） ENGLISH_UNITED KINGDOM.WE8DEC

エストニア語 ESTONIAN_ESTONIA.BLT8MSWIN1257

フィンランド語 FINNISH_FINLAND.WE8ISO8859P1

フランス語 FRENCH_FRANCE.WE8ISO8859P1

ドイツ語 GERMAN_GERMANY.WE8ISO8859P1

ギリシア語 GREEK_GREECE.EL8ISO8859P7

ヘブライ語 HEBREW_ISRAEL.IW8ISO8859P8

ハンガリー語 HUNGARIAN_HUNGARY.EE8ISO8859P2

アイスランド語 ICELANDIC_ICELAND.WE8ISO8859P1

インドネシア語 INDONESIAN_INDONESIA.WE8ISO8859P1
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NLS_LANGの設定では、（基本的に）同じ言語を使用する各国間の地域的な違いを考慮する
必要があります。たとえば、フランスで使用されているフランス語で実行する場合は、
NLS_LANG環境変数を次のように設定します。

NLS_LANG=FRENCH_FRANCE.WE8ISO8859P1

イタリア語 ITALIAN_ITALY.WE8DEC

日本語 JAPANESE_JAPAN.JA16EUC

韓国語 KOREAN_KOREA.KO16KSC5601

スペイン語（南米） LATIN AMERICAN SPANISH_AMERICA.WE8DEC

ラトビア語 LATVIAN_LATVIA.NEE8ISO8859P4

リトアニア語 LITHUANIAN_LITHUANIA.NEE8ISO8859P4

スペイン語（メキシコ）

（「スペイン語」も参照）

MEXICAN SPANISH_MEXICO.WE8DEC

ノルウェー語 NORWEGIAN_NORWAY.WE8DEC

ポーランド語 POLISH_POLAND.EE8ISO8859P2

ポルトガル語 PORTUGUESE_PORTUGAL.WE8DEC

ルーマニア語 ROMANIAN_ROMANIA.EE8ISO8859P2

ロシア語 RUSSIAN_CIS.RU8PC855

簡体字中国語 SIMPLIFIED CHINISE_CHINA.ZHS16CGB231280

スロバキア語 SLOVAK_SLOVAKIA.EE8ISO8859P2

スペイン語

（「スペイン語（メキシコ）」
も参照）

SPANISH_SPAIN.WE8DEC

スウェーデン語 SWEDISH_SWEDEN.WE8DEC

タイ語 THAI_THAILAND.TH8TISASCII

繁体字中国語 TRADITIONAL CHINESE_TAIWAN.ZHT32EUC

トルコ語 TURKISH_TURKEY.WE8ISO8859P9

ウクライナ語 UKRAINIAN_UKRAINE.CL8ISO8859P5

ベトナム語 VIETNAMESE_VIETNAM.VN8VN3

表表表表 12-2 一般に使用される一般に使用される一般に使用される一般に使用される NLS_LANGの値（続き）の値（続き）の値（続き）の値（続き）

言語言語言語言語 Language_Territory.Character Set
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一方、スイスで使用されているフランス語で実行する場合は、NLS_LANG環境変数を次の
ように設定します。

NLS_LANG=FRENCH_SWITZERLAND.WE8ISO8859P1

12.2.1.1 NLS_LANG環境変数の定義環境変数の定義環境変数の定義環境変数の定義
Windowsまたは UNIXのオペレーティング・システムでは、NLS_LANG環境変数を他の
環境変数と同じ方法で定義します。

12.2.1.1.1 Windows  Windowsで NLS_LANG環境変数を定義する手順は、次のとおりです。

4. Windowsのレジストリを開きます。

5. 「HKEY_LOCAL_MACHINE」ノードを拡張し、次に「SOFTWARE」ノードを拡張し
ます。

6. 「ORACLE」をクリックして、レジストリ・エディタの右側のパネルに Oracle環境変数
を表示します。

7. NLS_LANG環境変数をダブルクリックします。

8. 「値」データ・テキスト・ボックスに NLS_LANGの新しい値を入力します。

9. 「OK」をクリックします。

12.2.1.1.2 UNIX  UNIXプラットフォームでNLS_LANG環境変数を定義するには、ORACLE_
HOME/binディレクトリにあるシェル・スクリプト rwrun.shでその環境変数を設定しま
す。

12.2.1.2 キャラクタ・セットキャラクタ・セットキャラクタ・セットキャラクタ・セット
NLS環境変数のキャラクタ・セット・コンポーネントでは、各自の環境でデータを表す際に
使用されるキャラクタ・セットを指定します。あるキャラクタ・セットを使用するシステム
から別のキャラクタ・セットを使用するシステムにデータが転送されると、転送先のシステ
ムでそのデータが処理され、正しく表示されます。ただし、一部の文字がキャラクタ・セッ
トの別のバイナリ値で表される場合があります。

12.2.1.2.1 キャラクタ・セットの設計上の考慮事項キャラクタ・セットの設計上の考慮事項キャラクタ・セットの設計上の考慮事項キャラクタ・セットの設計上の考慮事項  多言語対応アプリケーション、または単
一言語対応アプリケーションであっても複数のキャラクタ・セットを使用するアプリケー
ションを設計する場合は、実行時に最も広く使用されるキャラクタ・セットを決定し、NLS
環境変数をそのキャラクタ・セットに設定してアプリケーションを生成する必要がありま
す。

注意注意注意注意 : レジストリは、バックアップを作成してから編集してください。
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あるキャラクタ・セットで設計および生成されたアプリケーションを別のキャラクタ・セッ
トで実行すると、パフォーマンスに問題が生じる可能性があります。さらに、生成時のキャ
ラクタ・セットの文字の一部が実行時のキャラクタ・セットに含まれていない場合は、認識
されない文字の部分に疑問符が表示されます。

Portable Document Format（PDF）は、マルチバイト・キャラクタ・セットをサポートしま
す。

12.2.1.2.2 Windowsプラットフォームでのフォントのエイリアシングプラットフォームでのフォントのエイリアシングプラットフォームでのフォントのエイリアシングプラットフォームでのフォントのエイリアシング  特定のフォントを使用
してアプリケーションを作成しても、実行してみると別のフォントが使用されている場合が
あります。この問題は、多くの場合、西ヨーロッパ圏以外の言語環境で英語フォント（MS 
Sans Serifや Arialなど）を使用すると発生します。この問題が起こる理由は、フォントに関
連付けられているキャラクタ・セットと言語環境変数によって指定されたキャラクタ・セッ
トが一致しているかを、Oracle9iAS Reports Servicesがチェックするためです。2つのキャ
ラクタ・セットが一致しない場合は、Oracle9iAS Reports Servicesによって、言語環境変数
で指定されたキャラクタ・セットが関連付けられている別のフォントに自動的に置換されま
す。この自動置換によって、データベースから返されるデータがアプリケーション内で正し
く表示されます。

ただし、このような自動置換が行われないようにする場合もあります。自動置換が行われな
いようにするには、希望するすべてのフォントを、フォント・エイリアス・ファイル
（uifont.ali）内のWE8ISO8859P1キャラクタ・セットにマッピングします。たとえば、
アプリケーションで Arialフォントを使用できないときは、フォント・エイリアス・ファイ
ルに次の行を追加します（このファイルは ORACLE_HOME¥TOOLS¥COMMON¥にあります）。

ARIAL.....=ARIAL.....WE8ISO8859P1

uifont.aliファイル内の各行の構文は、次のとおりです。

<Face>.<Size>.<Style>.<Weight>.<Width>.<CharSet>=<Face>.<Size>.<Style>.<Weight>.<Wid
th>.<CharSet>

この例では、すべての ARIALフォントを、WE8ISO8859P1キャラクタ・セットでの同じ値
にマップするように指定しています。

言語環境変数の詳細は、12.2項「NLSの環境変数」を参照してください。

注意注意注意注意 : 英語フォントを使用して各国語の文字を入力すると、Windowsで
は暗黙的に別のフォントへの関連付けが行われます。
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12.2.1.3 言語と地域言語と地域言語と地域言語と地域
キャラクタ・セットによって各言語に必要な個別の文字が使用可能になると同時に、各国の
表記規則がサポートされることで、データ項目が正しくローカライズされて表示されます。

指定の言語では、次の要素についてデフォルトの表記規則が決まります。

� サーバー・メッセージの言語

� 月と曜日の名前およびそれらの省略形（SQL機能 TO_CHARと TO_DATEで指定）の言語

� AM、PM、ADおよび BCを表す記号

� ORDER BYを指定したときの文字データのデフォルト・ソート基準（ORDER BYが指定
されない限り、GROUP BYはバイナリ・ソートを使用）

� 表記の方向（右から左と左から右）

� 肯定応答と否定応答の文字列

たとえば、言語をフランス語に設定すると、英語による次のメッセージがフランス語に変換
されます。

English:
ORA-00942：table or view does not exist
FRM-10043: Cannot open file.

French:
ORA-0092: table ou vue inexistante
FRM-10043: Ouverture de fichier impossible

指定された地域によって、次のような日付および数値のデフォルトの書式特性に関する表記
規則が決まります。

� 日付書式

� 小数点記号および桁グループ・セパレータ

� 各国通貨記号

� ISO通貨記号

� 週を開始する曜日

� 貸方と借方の記号

� ISO週フラグ

� リスト・セパレータ

たとえば、地域をフランスに設定すると、カンマを小数点記号として数値が書式設定されま
す。
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12.2.2 DEVELOPER_NLS_LANG環境変数と環境変数と環境変数と環境変数と USER_NLS_LANG環境変数環境変数環境変数環境変数
2か国語のリソース・ファイルとメッセージ・ファイルを同時に使用する必要がある場合は、
次の 2つの言語環境変数を使用します。これらの環境変数は、Oracle9iASのインストールが
完了した後に使用可能となります。

� DEVELOPER_NLS_LANG

� USER_NLS_LANG

DEVELOPER_NLS_LANGと USER_NLS_LANGの構文は、NLS_LANG環境変数と同じで
す。したがって次の構文を使用します。

DEVELOPER_NLS_LANG=<language_territory>.<charset>
USER_NLS_LANG=<language_territory>.<charset>

これらの環境変数は、次のような状況のときに、NLS_LANG環境変数のかわりに使用しま
す。

� Reports Builderを英語で使用する一方で、別の言語のアプリケーションを開発する場
合。DEVELOPER_NLS_LANGおよび USER_NLS_LANG環境変数によって、Reports 
Builderと Reports Runtimeで異なる言語設定を使用できます。

� Oracle9iDS Reports Builderのローカル言語バージョンが用意されていない言語で動作す
るアプリケーションを作成している場合。

これらの環境変数が設定されない場合は、NLS_LANGのデフォルト値が使用されます。

12.3 JSPまたはまたはまたはまたは XMLファイルでのキャラクタ・セットの指定ファイルでのキャラクタ・セットの指定ファイルでのキャラクタ・セットの指定ファイルでのキャラクタ・セットの指定
JSPで HTMLを生成している場合は、次の構文を使用して JSPファイルにキャラクタ・セッ
トを追加しなければならない場合があります（ここでは日本語のキャラクタ・セットを指
定）。

<META http-equiv="Content-Type" content="text/html;charset=shift_jis”>

さらに、レポートを XMLに出力する予定がある場合は、Builderのプロパティ・インスペク
タで、次の構文に従って XML Prolog Valueプロパティにキャラクタ・セットを含めること
ができます。

<?xml version=”1.0” encoding=”shift_jis” ?>
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どちらの場合も、キャラクタ・セットを表す値によって、ホスト環境に指定されているキャ
ラクタ・セットと互換性のあるキャラクタ・セットが呼び出されます。Webで使用される
キャラクタ・セットの値は、NLS_LANG環境変数で表される値と異なります。表 12-3で
は、charsetまたは encodingパラメータで一般に使用される値を示します。

注意注意注意注意 : charsetと encodingの値には、大文字と小文字の区別がありま
せん。小文字と大文字のどちらでも入力できます。

注意注意注意注意 : HTMLの生成に使用する予定のキャラクタ・セットを .rdfファイ
ルに設定するには、Before Report Escapeプロパティに次の記述が必要で
す。

charset="text/html;charset=&encoding"

&encodingは、実行時に適切な設定で置き換えられます。

表表表表 12-3 charsetまたはまたはまたはまたは encodingパラメータの有効値パラメータの有効値パラメータの有効値パラメータの有効値

言語言語言語言語 有効なキャラクタ・セット有効なキャラクタ・セット有効なキャラクタ・セット有効なキャラクタ・セット

アフリカーンス語 iso-8859-1、windows-1252

アルバニア語 iso-8859-1、windows-1252

アラビア語 iso-8859-6

バスク語 iso-8859-1、windows-1252

ブルガリア語 iso-8859-5

ベラルーシ語 iso-8859-5

カタロニア語 iso-8859-1、windows-1252

クロアチア語 iso-8859-2

チェコ語 iso-8859-2

デンマーク語 iso-8859-1、windows-1252

オランダ語 iso08859-1、windows-1252

英語 iso-8859-1、windows-1252

エスペラント語 iso-8859-3（サポートするブラウザは少数）

エストニア語 iso-8859-15
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フェロー語 iso-8859-1、windows-1252

フィンランド語 iso-8859-1、windows-1252

フランス語 iso-8859-1、windows-1252

ガリシア語 iso-8859-1、windows-1252

ドイツ語 iso-8859-1、windows-1252

ギリシア語 iso-8859-1

ヘブライ語 iso-8859-8

ハンガリー語 iso-8859-2

アイスランド語 iso-8859-1、windows-1252

イヌイット語 iso-8859-10（サポートするブラウザは少数）

アイルランド語 iso-8859-1

イタリア語 iso-8859-1

日本語 shift_jis、iso-2202-jp、euc-jp

韓国語 euc-kr

ラップ語 iso-8859-10（サポートするブラウザは少数）

ラトビア語 iso-8859-13、windows-1257

リトアニア語 iso-8859-13、windows-1257

マケドニア語 iso-8859-5

マルタ語 iso-8859-3（サポートするブラウザは少数）

ノルウェー語 iso-8859-1、windows-1252

ポーランド語 iso-8859-2

ポルトガル語 iso-8859-1、windows-1252

ルーマニア語 iso-8859-2

ロシア語 koi-8-r、iso-8859-5

スコットランド語 iso-8859-1、windows-1252

セルビア語 iso-8859-5

スロバキア語 iso-8859-2

表表表表 12-3 charsetまたはまたはまたはまたは encodingパラメータの有効値パラメータの有効値パラメータの有効値パラメータの有効値（続き）（続き）（続き）（続き）

言語言語言語言語 有効なキャラクタ・セット有効なキャラクタ・セット有効なキャラクタ・セット有効なキャラクタ・セット
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双方向サポート
12.4 双方向サポート双方向サポート双方向サポート双方向サポート
双方向サポートは、通常の文字表記方向が右から左である中東圏および北アフリカ圏の言語
でアプリケーションを設計できるようにする機能です。双方向サポートによって、次の制御
が可能になります。

� レイアウト方向。右側にラベルがあり、チェック・ボックスとラジオ・ボタンが正しい
位置に配置されている項目の表示を含みます。

� 読む方向。テキストの方向（右から左または左から右）を含みます。

� 整列。原点の左上から右上への切替えを含みます。

� 初期キーボード状態。エンド・ユーザーがフォームへの入力を開始したときに、各言語
の文字またはローマ字が自動的に生成されるかどうかを制御します（エンド・ユーザー
はこの設定を上書きできます）。

双方向のアプリケーションを設計する際に、NLSの環境変数 DEVELOPER_NLS_LANGお
よび USER_NLS_LANGをNLS_LANGのかわりに使用することができます。たとえば、
Windows環境で米語のインタフェースを使用しながらアラビア語のアプリケーションを開
発する場合は、これらの環境変数を次のように設定します。

DEVELOPER_NLS_LANG=AMERICAN_AMERICA.AR8MSWIN1256
USER_NLS_LANG=ARABIC_UNITED ARAB EMIRATES.AR8MSWIN1256

この例では、DEVELOPER_NLS_LANG環境変数がアラビア語のキャラクタ・セットを使用
していることに注意してください。環境変数の詳細は、「NLSの環境変数」を参照してくだ
さい。

スロベニア語 iso-8859-2

スペイン語 iso-8859-1、windows-1252

スウェーデン語 iso-8859-1、windows-1252

トルコ語 iso-8859-9、windows-1254

ウクライナ語 iso-8859-5

表表表表 12-3 charsetまたはまたはまたはまたは encodingパラメータの有効値パラメータの有効値パラメータの有効値パラメータの有効値（続き）（続き）（続き）（続き）

言語言語言語言語 有効なキャラクタ・セット有効なキャラクタ・セット有効なキャラクタ・セット有効なキャラクタ・セット
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12.5 Unicode
Unicodeは、1つのアプリケーションで多言語テキストを表示できるようにするグローバル
なキャラクタ・セットです。これによって多国籍企業では、1つの多言語アプリケーション
を開発し、それを世界各国に配布できます。

グローバルな市場では、次のようなキャラクタ・セットが必要です。

� 製品の 1つの実装ですべての言語に対応でき、しかも世界各国で簡単に実装できる。

� 主要なスクリプトをすべて含む。

� 多言語ユーザーおよび多言語組織をサポートする。

� インターネットを介した全世界的なデータ交換を可能にする。

12.5.1 Unicodeのサポートのサポートのサポートのサポート
Oracle9iAS Reports Servicesでは Unicodeをサポートしています。Unicodeを使用すると、
西ヨーロッパ、東ヨーロッパ、中東（双方向表記）などで使用されているシングルバイト言
語、および中国語、日本語、韓国語（CJK）などのアジア系マルチバイト言語の両方を、同
じアプリケーションで表示できるようになります。

すべての言語を網羅する単一のキャラクタ・セットを使用することにより、各種言語の様々
なキャラクタ・セットを用意する必要がなくなります。たとえば、日本語などのマルチバイ
ト言語を表示するには、NLS_LANG環境変数を次のように設定する必要があります。

NLS_LANG=JAPAN_JAPANESE.JA16SJIS

ドイツ語などのシングルバイト言語を表示するには、NLS_LANGを次のように設定する必
要があります。

NLS_LANG=GERMAN_GERMANY.WE8ISO8859P1

この方式の明らかなデメリットは、アプリケーションで一度に 1つのキャラクタ・セットの
文字しか表示できない点です。複数のキャラクタ・セットを組み合せたデータは表示できま
せん。

Unicodeキャラクタ・セットを使用する場合は、NLS_LANGのキャラクタ・セット部分に、
特定言語のキャラクタ・セットではなく UTF8を設定します。これによって、異なる言語お
よびキャラクタ・セットの文字を同時に表示できます。たとえば、画面上に日本語とドイツ
語を同時に表示するには、NLS_LANG変数を次のいずれかに設定する必要があります。

NLS_LANG=JAPAN_JAPANESE.UTF8

NLS_LANG=GERMAN_GERMANY.UTF8
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Unicode機能によって、アプリケーション開発者とエンド・ユーザーは、フォームに多言語
テキストを表示できるようになります。これには、Unicodeを含むデータベースのテキス
ト、多言語テキスト、グラフィカル・ユーザー・インタフェース（GUI）オブジェクト内の
テキスト（ボタン・ラベルなど）、キーボード入力されたテキスト、およびクリップボード
のテキストが含まれます。Oracle9iAS Reports Servicesは、現在Windows上で Unicodeを
サポートしています。

12.5.2 Unicodeフォントのサポートフォントのサポートフォントのサポートフォントのサポート
Oracle9iAS Reports Servicesでは、様々な言語のフォントと入力方式について、オペレー
ティング・システムに依存しています。特定の言語でテキストを入力および表示するには、
その言語をサポートするオペレーティング・システムのバージョンを実行している必要があ
ります。フォントのサポートは限られていますが、オペレーティング・システムのフォント
のみに制限されているわけではありません。

Windows NT 4.0は、TrueType Big Fontを提供しています。これらのフォントには、多言語
テキストの表示や印刷に必要なすべての文字が含まれています。多言語テキストを入力、表
示または印刷したときに予期しない文字が出力された場合は、Big Fontを使用していない可
能性があります。Microsoft社がWindows NT 4.0で提供している Big Fontは、次のとおり
です。

� Arial

� Courier New

� Lucida Console

� Lucida Sans Unicode

� Times New Roman

サード・パーティの Unicodeフォントも利用できます。

12.5.3 Unicodeサポートの有効化サポートの有効化サポートの有効化サポートの有効化
Unicodeサポートを有効にするには、NLS_LANG環境変数を次のように設定します。

NLS_LANG=<language_territory>.UTF8

環境変数の詳細は、「NLSの環境変数」を参照してください。

注意注意注意注意 : Web用にアプリケーションを開発する場合は、Unicodeを使用で
きます。これは、Javaがブラウザを通じて Unicodeをサポートしている
ためです。
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12.5.4 ALTER SESSIONの使用方法の使用方法の使用方法の使用方法
USERIDキーワードを通じて Oracleデータベースに接続されているか、または Reports 
Builderの「接続」ダイアログから接続した場合は、SQLコマンド ALTER SESSIONを使用
して、NLSのデフォルト値の一部を上書きすることができます。たとえば、様々な地域に
データを公開するレポートを、Oracleデータベースで作成するとします。この場合、Oracle
データベースが通貨フィールドを書式設定する際に使用する通貨記号、3桁の区切りおよび
小数点記号を、ユーザー・パラメータに応じて変える必要があります。これにはいくつかの
方法がありますが、その 1つに、BEFORE REPORTトリガーで Oracleデータベース・セッ
ションのNLS_LANG変数を変更する方法があります。

12.6 アプリケーションの翻訳アプリケーションの翻訳アプリケーションの翻訳アプリケーションの翻訳
Oracle9iAS Reports Servicesのどのアプリケーションにも、次のような様々なメッセージが
使用されています。

� データベースからのエラー・メッセージ

� Oracle9iAS Reports Servicesで生成されるランタイム・エラー・メッセージ

� アプリケーションの一部として定義されるメッセージまたはボイラープレート・テキス
ト

このうち最初の 2つについては、NLS環境変数を正しく設定し、適切なメッセージ・ファイ
ルを用意することで、メッセージが自動的に翻訳されます。アプリケーションの一部として
定義されているメッセージおよびボイラープレート・テキストを翻訳するには、Oracleの翻
訳ツールである TranslationHubを使用します。また、コードの文字列には PL/SQLライブ
ラリを使用すると便利です。

PL/SQLブロック内の定数テキストは、手動で翻訳する必要があります。これは、このテキ
ストが明確に区切られておらず、多くの場合、変数や文字列から構成されているためです。

注意注意注意注意 : ALTER SESSIONは、トランスポータブルなデータ・ソース問合
せ（JDBCや XMLなど）には適用されません。

注意注意注意注意 : ALTER SESSIONコマンドの詳細は、『Oracle9i SQL リファレン
ス』を参照してください。

注意注意注意注意 : TranslationHubの使用方法は、Oracle9iDSドキュメント CDおよ
び Oracle Technology Network（http://otn.oracle.com/ 英語サイト）ま
たは Oracle Technology Network Japan（http://otn.oracle.co.jp/ 日本語
サイト）を参照してください。
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このような文字列を翻訳するには、PL/SQLライブラリを使用して柔軟なメッセージ構造を
実装します。

ビルトイン・ルーチン SRW.MESSAGEによって、またはトリガーやプロシージャから表示
項目にメッセージを割り当てることによってプログラムから表示されるメッセージには、連
結可能な PL/SQLライブラリを使用して、柔軟なメッセージ機能を実装できます。ライブラ
リはホスト上に格納し、実行時に動的に連結できます。実行時には、検索パスに基づいて、
連結されたライブラリを読み込むことができます。たとえば、ライブラリにイタリア語の
メッセージのみが格納されているとします。

FUNCTION nls_appl_mesg(inexe_no NUMBER)
RETURN CHAR
IS
   msg CHAR(80):
BEGIN
   IF      index_no = 1001 THEN
      msg := 'L' 'impiegato che Voi cercate non esiste...';
   ELSEIF  index_no = 1002 THEN
      msg := 'Lo stipendio non puo essere minore di zero.':
   ELSEIF  ...
   .
   .
   ELSE
      msg := 'ERRORE: Indice messaggio inesistente.';
   END IF;
   RETURN msg;
END;

このようなルーチンは、一般に文字式が使用可能な場所であればどこでも使用できます。た
とえば、適切に翻訳されたアプリケーション・メッセージを使用して警告を表示するには、
次のコードを組み込みます。

Change_Alert_Message('My_Error_Alert', nls_appl_mesg(1001));
n := Show_Alert('My_Error_Alert');

アプリケーションを別の言語に変更するには、nls_appl_mesgファンクションを含む
PL/SQLライブラリを、翻訳済みテキストを指定した nls_appl_mesgファンクションを含
む同名のライブラリに置き換えるだけです。
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第第第第 IV部部部部

パフォーマンスパフォーマンスパフォーマンスパフォーマンス

第 IV部では、Oracle9iAS Reports Services環境の管理、監視およびチューニングに関する情
報を記載します。第 IV部には、次の章があります。

� 第 13章「Oracle9iAS Reports Servicesの管理と監視」

� 第 14章「Oracle9iAS Reports Servicesのチューニング」
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Oracle9iAS Reports Servicesの管理と監視の管理と監視の管理と監視の管理と監視

Oracle9iAS付属の Oracle Enterprise Manager（OEM）は、Oracle9iAS Reports Servicesに
対して管理サービスと監視サービスを提供します。

OEMは、次の目的で使用します。

� Reports Serverの開始、停止および再起動

� Reportsのジョブ・キュー（スケジュールされたジョブ、現行ジョブ、失敗したジョブ
および終了したジョブ）の表示と管理

� サーバー・パフォーマンスの監視

� Reports Server構成ファイルの表示と変更

� サーバー・クラスタの全メンバーの表示と各メンバーへのリンク

注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Managerの詳細は、『Oracle9i Application 
Server 管理者ガイド』を参照してください。
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Oracle9iASをインストールすると、Reports Serverが自動的に識別され、それらが OEMに
登録されます。手動での操作は、OEMの起動と管理の開始だけです。Oracle9iASをインス
トールした後で、使用する環境に Reports Serverを追加する場合は、OEMの
targets.xmlファイルに新しい Reports Serverを手動で追加する必要があります。

この章では、Oracle9iAS Reports Servicesに関連する OEMの管理機能と監視機能について
説明するとともに、OEMの targets.xmlファイルに Reports Serverを追加する方法を示
します。この章の主な項は、次のとおりです。

� OEMでの Reports Services情報へのナビゲート

� Reports Serverの開始、停止および再起動

� Reportsジョブ・キューの表示と管理

� サーバー・パフォーマンスの監視

� Reports Server構成ファイルの表示と変更

� サーバー・クラスタ・メンバーの表示とメンバーへのリンク

� OEMへの Reports Serverの追加

注意注意注意注意 : OEMの Reports Server関連ページには、状況依存のオンライン・
ヘルプ・トピックが用意されており、各ページの項目に関する情報を提供
します。OEMで「ヘルプ」リンクをクリックすると、ヘルプが表示され
ます。
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13.1 OEMでのでのでのでの Reports Services情報へのナビゲート情報へのナビゲート情報へのナビゲート情報へのナビゲート
OEMで Reports Services情報にナビゲートする手順は、次のとおりです。

1. Oracle Enterprise Managerコンソールを起動します。コンソールを起動する方法の詳細
は、Enterprise Managerのドキュメントを参照してください。

2. コンソールで、「Oracle9iAS」ノードをクリックします。

3. Oracle9iASのホーム・ページで、Reports Serverのノードをクリックしてその OEMメ
イン・ページを開きます。

13.2 Reports Serverの開始、停止および再起動の開始、停止および再起動の開始、停止および再起動の開始、停止および再起動
OEMに登録された Reports Serverは、OEMを通じて停止、開始および再起動できるように
なります。

Reports Serverを開始、停止または再起動する手順は、次のとおりです。

1. OEMで、対象となる Reports Serverまでナビゲートします。

2. Reports Serverのメイン OEMページで次の操作を行います。

� サーバーを開始する場合は、「開始」ボタンをクリックします。

� サーバーを停止する場合は、「停止」ボタンをクリックします。

� サーバーを再起動する場合は、「再起動」ボタンをクリックします。

これらのボタンは、サーバーの現在の状態に応じて Reports Serverのメイン OEMペー
ジに表示されます。

� サーバーが停止している場合は、「開始」ボタンと「停止」ボタンが表示されます。

� サーバーが稼働している場合は、「再起動」ボタンと「停止」ボタンが表示されま
す。

注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Managerコンソールを起動する前に、まず管理
サーバーをインストールして構成する必要があります。その方法は、
『Oracle Enterprise Manager 構成ガイド』の第 3章を参照してください。

注意注意注意注意 : Reports Serverは、Oracle9iASをインストールする際に自動的に
OEMに登録されます。Oracle9iASをインストールした後で Reports 
Serverを追加する場合は、新しいサーバーを OEMの targets.xmlファ
イルに手動で登録する必要があります。詳細は、13.7項「OEMへの
Reports Serverの追加」を参照してください。
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13.3 Reportsジョブ・キューの表示と管理ジョブ・キューの表示と管理ジョブ・キューの表示と管理ジョブ・キューの表示と管理
OEMには、Reportsのジョブ・キューを表示および管理するためのページがあります。各
キュー（現行ジョブ、スケジュールされたジョブ、失敗したジョブおよび終了したジョブの
キュー）に専用のページが用意されています。一部の情報から、より詳細な情報へとドリル
ダウンすることができます。たとえば、終了したジョブのページでは、ドリルダウンによっ
て、情報つまりレポート出力のWebビュー（Reports Serverのキャッシュから取得）を追跡
できます。

この後の項では、次の操作について説明します。

� 現行ジョブ・キューの表示と管理

� スケジュールされたジョブ・キューの表示と管理

� 終了したジョブ・キューの表示と管理

� 失敗したジョブ・キューの表示と管理

13.3.1 現行ジョブ・キューの表示と管理現行ジョブ・キューの表示と管理現行ジョブ・キューの表示と管理現行ジョブ・キューの表示と管理
Reportsの現行ジョブ・キューには、特定の Reports Serverで現在実行されているすべての
ジョブが示されます。

OEMでは、次の操作が可能です。

� Reports Serverの現行ジョブ・キューの表示

� 現行ジョブの取消し

13.3.1.1 Reports Serverの現行ジョブ・キューの表示の現行ジョブ・キューの表示の現行ジョブ・キューの表示の現行ジョブ・キューの表示
現行ジョブ・キューを表示する手順は、次のとおりです。

1. OEMで、対象となる Reports Serverまでナビゲートします。

2. Reports Serverのメイン・ページで、「応答とロード」セクションまでスクロールし、
「現行ジョブ」の横の数字をクリックします。

現行ジョブ・キューに現行ジョブがない場合は、リンクが表示されず、空のキューを表
示することもできません。

表 13-1では、現行ジョブ・キューに表示される情報を説明します。
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13.3.1.2 現行ジョブの取消し現行ジョブの取消し現行ジョブの取消し現行ジョブの取消し
現行ジョブを取り消す手順は、次のとおりです。

1. 現行ジョブ・キューのページで、取り消すジョブの横にある「選択」ラジオ・ボタンを
クリックします。

2. 「ジョブの取消」ボタンをクリックします。

現在実行されているジョブがない場合は、OEMにこのボタンが表示されません。

ジョブを再実行する場合は、終了したジョブ・キューからそれを実行できます。

13.3.2 スケジュールされたジョブ・キューの表示と管理スケジュールされたジョブ・キューの表示と管理スケジュールされたジョブ・キューの表示と管理スケジュールされたジョブ・キューの表示と管理
Reportsのスケジュールされたジョブ・キューには、特定の Reports Serverで実行がスケ
ジュールされているすべてのジョブが示されます。

OEMでは、次の操作が可能です。

� Reports Serverのスケジュールされたジョブ・キューの表示

� スケジュールされたジョブの取消し

表表表表 13-1 現行ジョブ・キューに表示される情報現行ジョブ・キューに表示される情報現行ジョブ・キューに表示される情報現行ジョブ・キューに表示される情報

項目項目項目項目 説明説明説明説明

選択選択選択選択 特定のジョブを選択するために使用するラジオ・ボタン。現行
ジョブ・キューのページでは、ジョブを取り消す際にこの機能が
最も役立ちます。取り消すジョブの横にある「選択」ラジオ・ボ
タンをクリックし、ページ上部の「取消」ボタンをクリックしま
す。

ID Reports Serverがこのジョブに割り当てた一意のジョブ識別子。
この番号はサーバーで管理されるため、ユーザーはリセットでき
ません。

ジョブ名ジョブ名ジョブ名ジョブ名 このジョブを実行する際に使用したコマンドラインにジョブ名を
指定した場合はその名前が表示され、ジョブ名を指定しなかった
場合は、ジョブ要求の "report="または "module="パラメータに
指定されたジョブの名前が表示されます。

所有者所有者所有者所有者 このジョブを実行しているユーザーの ID。

出力タイプ出力タイプ出力タイプ出力タイプ 実行時にこのジョブに指定された宛先タイプ（destype）。

出力出力出力出力フォーマットフォーマットフォーマットフォーマット 実行時にこのジョブに指定された出力フォーマット（desformat）。

キューイングしキューイングしキューイングしキューイングし
た時間た時間た時間た時間

この要求がジョブ・キューに登録された日付と時刻。

開始時間開始時間開始時間開始時間 このジョブの実行が開始された日付と時刻。
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13.3.2.1 Reports Serverのスケジュールされたジョブ・キューの表示のスケジュールされたジョブ・キューの表示のスケジュールされたジョブ・キューの表示のスケジュールされたジョブ・キューの表示
スケジュールされたジョブ・キューを表示する手順は、次のとおりです。

1. OEMで、対象となる Reports Serverまでナビゲートします。

2. Reports Serverのメイン・ページで、「応答とロード」セクションまでスクロールし、
「スケジュールされたジョブ」の横の数字をクリックします。

スケジュールされたジョブ・キューにスケジュールされたジョブがない場合は、リンク
が表示されず、空のキューを表示することもできません。

表 13-2では、スケジュールされたジョブ・キューに表示される情報を説明します。

13.3.2.2 スケジュールされたジョブの取消しスケジュールされたジョブの取消しスケジュールされたジョブの取消しスケジュールされたジョブの取消し
スケジュールされたジョブを取り消す手順は、次のとおりです。

1. スケジュールされたジョブ・キューのページで、取り消すジョブの横にある「選択」ラ
ジオ・ボタンをクリックします。

2. 「ジョブの取消」ボタンをクリックします。

スケジュールされたジョブがない場合は、OEMにこのボタンが表示されません。

表表表表 13-2 スケジュールされたジョブ・キューに表示される情報スケジュールされたジョブ・キューに表示される情報スケジュールされたジョブ・キューに表示される情報スケジュールされたジョブ・キューに表示される情報

項目項目項目項目 説明説明説明説明

選択選択選択選択 特定のジョブを選択するために使用するラジオ・ボタン。スケ
ジュールされたジョブ・キューのページでは、ジョブを取り消す
際にこの機能が最も役立ちます。取り消すジョブの横にある「選
択」ラジオ・ボタンをクリックし、ページ上部の「取消」ボタン
をクリックします。

ID Reports Serverがこのジョブに割り当てた一意のジョブ識別子。
この番号はサーバーで管理されるため、ユーザーはリセットでき
ません。

ジョブ名ジョブ名ジョブ名ジョブ名 このジョブを実行する際に使用したコマンドラインにジョブ名を
指定した場合はその名前が表示され、ジョブ名を指定しなかった
場合は、ジョブ要求の "report="または "module="パラメータに
指定されたジョブの名前が表示されます。

所有者所有者所有者所有者 このジョブの実行をスケジュールしたユーザーの ID。

出力タイプ出力タイプ出力タイプ出力タイプ このジョブに指定された宛先タイプ（destype）。

出力出力出力出力フォーマットフォーマットフォーマットフォーマット このジョブに指定された出力フォーマット（desformat）。

キューイングしキューイングしキューイングしキューイングし
た時間た時間た時間た時間

この要求がジョブ・キューに登録された日付と時刻。

間隔 ジョブが実行される頻度（毎日、毎月など）。
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ジョブを再実行する場合は、終了したジョブ・キューからそれを実行できます。

13.3.3 終了したジョブ・キューの表示と管理終了したジョブ・キューの表示と管理終了したジョブ・キューの表示と管理終了したジョブ・キューの表示と管理
Reportsの終了したジョブ・キューには、特定の Reports Serverで正常に終了したすべての
ジョブが示されます。

OEMでは、次の操作が可能です。

� Reports Serverの終了したジョブ・キューの表示

� ジョブのトレース・ファイルの表示

� キャッシュからの結果の表示

� 終了したジョブの再実行

13.3.3.1 Reports Serverの終了したジョブ・キューの表示の終了したジョブ・キューの表示の終了したジョブ・キューの表示の終了したジョブ・キューの表示
終了したジョブ・キューを表示する手順は、次のとおりです。

1. OEMで、対象となる Reports Serverまでナビゲートします。

2. Reports Serverのメイン・ページで、「応答とロード」セクションまでスクロールし、
「終了したジョブ」の横の数字をクリックします。

終了したジョブ・キューに終了したジョブがない場合は、リンクが表示されず、空の
キューを表示することもできません。

表 13-3では、終了したジョブ・キューに表示される情報を説明します。
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表表表表 13-3 終了したジョブ・キューに表示される情報終了したジョブ・キューに表示される情報終了したジョブ・キューに表示される情報終了したジョブ・キューに表示される情報

項目項目項目項目 説明説明説明説明

選択選択選択選択 特定のジョブを選択するために使用するラジオ・ボタン。終了し
たジョブ・キューのページでは、ジョブを選択して次の操作を行
う際にこの機能が最も役立ちます。

� ジョブ出力の表示

表示するジョブの横にある「選択」ラジオ・ボタンをクリッ
クし、ページ上部の「結果の表示」ボタンをクリックします。

� ジョブのトレース結果の表示（ランタイム・コマンドにト
レース・コマンドを指定した場合）

トレース結果を表示するジョブの横にある「選択」ラジオ・
ボタンをクリックし、ページ上部の「トレースの表示」ボタ
ンをクリックします。

� ジョブの再実行

再実行するジョブの横にある「選択」ラジオ・ボタンをク
リックし、ページ上部の「レポートの再実行」ボタンをク
リックします。

ID Reports Serverがこのジョブに割り当てた一意のジョブ識別子。
この番号はサーバーで管理されるため、ユーザーはリセットでき
ません。

ジョブ名ジョブ名ジョブ名ジョブ名 このジョブを実行する際に使用したコマンドラインにジョブ名を
指定した場合はその名前が表示され、ジョブ名を指定しなかった
場合は、ジョブ要求の "report="または "module="パラメータに
指定されたジョブの名前が表示されます。

所有者所有者所有者所有者 このジョブを実行したユーザーの ID。

出力タイプ出力タイプ出力タイプ出力タイプ このジョブに指定された宛先タイプ（destype）。

出力出力出力出力フォーマットフォーマットフォーマットフォーマット このジョブに指定された出力フォーマット（desformat）。

キューイングしキューイングしキューイングしキューイングし
た時間た時間た時間た時間

この要求がジョブ・キューに登録された日付と時刻。

開始時間開始時間開始時間開始時間 このジョブの実行が開始された日付と時刻。

終了時間終了時間終了時間終了時間 このジョブが完了した日付と時刻。

ステータスステータスステータスステータス ジョブの終了状態。終了したジョブ・キューでは、ステータスが
常に「正常に終了しました」と表示されます。
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13.3.3.2 ジョブのトレース・ファイルの表示ジョブのトレース・ファイルの表示ジョブのトレース・ファイルの表示ジョブのトレース・ファイルの表示
ジョブのトレース・ファイルを表示する手順は、次のとおりです。

1. 終了したジョブ・キューのページにある「選択」列で、トレース・ファイルを表示する
ジョブの横にあるラジオ・ボタンをクリックします。

2. ページ上部の「トレースの表示」ボタンをクリックします。

13.3.3.3 キャッシュからの結果の表示キャッシュからの結果の表示キャッシュからの結果の表示キャッシュからの結果の表示
Reports Serverのキャッシュからジョブ結果を表示する手順は、次のとおりです。

1. 終了したジョブ・キューのページにある「選択」列で、表示するジョブの横にあるラジ
オ・ボタンをクリックします。

2. ページ上部の「結果の表示」ボタンをクリックします。

新しいブラウザ・ウィンドウに結果が表示されます。

13.3.3.4 終了したジョブの再実行終了したジョブの再実行終了したジョブの再実行終了したジョブの再実行
ジョブを再実行する手順は、次のとおりです。

1. 終了したジョブ・キューのページにある「選択」列で、再実行するジョブの横にあるラ
ジオ・ボタンをクリックします。

2. ページ上部の「レポートの再実行」ボタンをクリックします。

13.3.4 失敗したジョブ・キューの表示と管理失敗したジョブ・キューの表示と管理失敗したジョブ・キューの表示と管理失敗したジョブ・キューの表示と管理
Reportsの失敗したジョブ・キューには、特定の Reports Serverで取り消された、またはエ
ラーで終了したすべてのジョブが示されます。

OEMでは、次の操作が可能です。

� Reports Serverの失敗したジョブ・キューの表示

� 失敗したジョブのトレース・ファイルの表示

� 失敗したジョブの再実行

13.3.4.1 Reports Serverの失敗したジョブ・キューの表示の失敗したジョブ・キューの表示の失敗したジョブ・キューの表示の失敗したジョブ・キューの表示
失敗したジョブ・キューを表示する手順は、次のとおりです。

1. OEMで、対象となる Reports Serverまでナビゲートします。

2. Reports Serverのメイン・ページで、「応答とロード」セクションまでスクロールし、
「失敗したジョブ」の横の数字をクリックします。
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失敗したジョブ・キューに失敗したジョブがない場合は、リンクが表示されず、空の
キューを表示することもできません。

表 13-4では、失敗したジョブ・キューに表示される情報を説明します。

表表表表 13-4 失敗したジョブ・キューに表示される情報失敗したジョブ・キューに表示される情報失敗したジョブ・キューに表示される情報失敗したジョブ・キューに表示される情報

項目項目項目項目 説明説明説明説明

選択選択選択選択 特定のジョブを選択するために使用するラジオ・ボタン。失敗し
たジョブ・キューのページでは、ジョブを選択して次の操作を行
う際にこの機能が最も役立ちます。

� ジョブのトレース結果の表示（ランタイム・コマンドにト
レース・コマンドを指定した場合）

トレース結果を表示するジョブの横にある「選択」ラジオ・
ボタンをクリックし、ページ上部の「トレースの表示」ボタ
ンをクリックします。

� ジョブの再実行

再実行するジョブの横にある「選択」ラジオ・ボタンをク
リックし、ページ上部の「レポートの再実行」ボタンをク
リックします。

ID Reports Serverがこのジョブに割り当てた一意のジョブ識別子。
この番号はサーバーで管理されるため、ユーザーはリセットでき
ません。

ジョブ名ジョブ名ジョブ名ジョブ名 このジョブを実行する際に使用したコマンドラインにジョブ名を
指定した場合はその名前が表示され、ジョブ名を指定しなかった
場合は、ジョブ要求の "report="または "module="パラメータに
指定されたジョブの名前が表示されます。

所有者所有者所有者所有者 このジョブを実行したユーザーの ID。

出力タイプ出力タイプ出力タイプ出力タイプ このジョブに指定された宛先タイプ（destype）。

出力出力出力出力フォーマットフォーマットフォーマットフォーマット このジョブに指定された出力フォーマット（desformat）。

キューイングしキューイングしキューイングしキューイングし
た時間た時間た時間た時間

この要求がジョブ・キューに登録された日付と時刻。

開始時間開始時間開始時間開始時間 このジョブの実行が開始された日付と時刻。

終了時間終了時間終了時間終了時間 このジョブが取り消されたか、またはエラーで終了した日付と時
刻。

ステータスステータスステータスステータス ジョブの終了状態。このステータスで、ジョブがユーザーによっ
て取り消されたか、またはエラーで終了したかを確認できます。
ジョブがエラーで終了した場合は、その原因を示す簡単なエ
ラー・メッセージが表示されます。
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13.3.4.2 失敗したジョブのトレース・ファイルの表示失敗したジョブのトレース・ファイルの表示失敗したジョブのトレース・ファイルの表示失敗したジョブのトレース・ファイルの表示
失敗したジョブのトレース・ファイルを表示する手順は、次のとおりです。

1. 失敗したジョブ・キューのページにある「選択」列で、トレース・ファイルを表示する
ジョブの横にあるラジオ・ボタンをクリックします。

2. ページ上部の「トレースの表示」ボタンをクリックします。

13.3.4.3 失敗したジョブの再実行失敗したジョブの再実行失敗したジョブの再実行失敗したジョブの再実行
失敗したジョブを再実行する手順は、次のとおりです。

1. 失敗したジョブ・キューのページにある「選択」列で、再実行するジョブの横にあるラ
ジオ・ボタンをクリックします。

2. ページ上部の「レポートの再実行」ボタンをクリックします。

13.4 サーバー・パフォーマンスの監視サーバー・パフォーマンスの監視サーバー・パフォーマンスの監視サーバー・パフォーマンスの監視
OEMに登録されている各 Reports Serverには、サーバーのステータスとパフォーマンスに
関する一般情報を要約するホーム・ページが個別に用意されます。パフォーマンスに関する
情報を提供するセクションは、「Reports Server」、「パフォーマンス」および「管理」です。

� 「Reports Server」セクションは、さらに「一般」、「構成」、「ステータス」および「応答
とロード」に分かれています。

� 「一般」には、インストールされている Reports Serverのバージョン番号と、サー
バーの稼働状態（稼働中または停止中）が表示されます。稼働中である場合は、
サーバーが開始された日付と時刻も表示されます。このセクションには、サーバー
を停止、開始または再起動するためのボタンが表示されます。表示されるボタン
は、サーバーの稼働状態によって異なります。

� 「構成」には、選択した Reports Serverのクラスタ名（そのサーバーがクラスタのメ
ンバーである場合）、その構成ファイルに指定されているトレース・オプションと
モード、および Reports Serverのキューに一度に保持できる最大ジョブ数（現行
ジョブ、スケジュールされたジョブ、終了したジョブおよび失敗したジョブの各
キューの合計を含む）が表示されます。これらの値は、すべて設定可能です。

� 「ステータス」には、選択した Reports Server上で現在アクティブなエンジンの数、
選択したサーバーが現在使用しているホスト・マシンの CPUと RAMの量、およ
び選択した Reports Serverがクライアントからの要求を処理するために要する平均
時間（ミリ秒）が表示されます。

� 「応答とロード」には、現行ジョブ、失敗したジョブ、終了したジョブおよびスケ
ジュールされたジョブの数に関する情報が表示されます。
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� 「パフォーマンス」セクションには、詳細なパフォーマンス情報へのリンクが表示され
ます。各リンクから、同じパフォーマンス・ページの別のセクションにアクセスできま
す。

� 「応答メトリック」には、平均応答時間、ジョブ・キュー内のスケジュールされた
ジョブ、終了したジョブ、現行ジョブおよび失敗したジョブ、およびクラスタ環境
内のあるサーバーから別のサーバーに転送されたジョブの数に関する詳細情報が表
示されます。

� 「エンジン情報」には、選択した Reports Serverで現在実行されているエンジンのタ
イプと数が示されます。

� 「システム使用メトリック」には、選択した Reports Serverが現在使用する CPUの
割合および RAMのメガバイト数が表示されます。

� 「管理」セクションには、選択した Reports Serverの現行の構成プロパティに関する詳細
情報へのリンク、およびサーバーのトレース・ファイルとログ・ファイルのビューへの
リンクが表示されます。

� 「サーバー設定」からは、選択した Reports Serverの構成ファイルの編集可能な
ビューにアクセスできます。このビューでは、ファイルの変更、ファイル構文の
チェックおよび変更の保存を実行できます。変更内容は、次にサーバーを再起動し
た後に有効になります。詳細は、13.5項「Reports Server構成ファイルの表示と変
更」を参照してください。第 3章「Oracle9iAS Reports Servicesの構成」も参照し
てください。

� 「サーバー・トレース」からは、選択した Reports Serverで実行したあらゆるトレー
スの結果にアクセスできます。Reports Serverの構成ファイルに指定されたトレー
ス・オプションを使用するかどうかを指定します。このファイルには、「サーバー
設定」リンクからアクセスできます。

� 「サーバー・ログ」からは、選択した Reports Serverの開始時刻や停止時刻などの一
般的なサーバー・イベントのログにアクセスできます。

13.5 Reports Server構成ファイルの表示と変更構成ファイルの表示と変更構成ファイルの表示と変更構成ファイルの表示と変更
OEMで Reports Serverの構成ファイルを表示および変更する手順は、次のとおりです。

1. 選択した Reports Serverのホーム・ページで、「管理」の下の「サーバー設定」リンク
をクリックします。

2. 表示ウィンドウで必要な変更を加えます。

3. 「構文チェック」ボタンをクリックして XMLの構文をチェックします。
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4. 「変更の保存」ボタンをクリックして変更を保存します。

変更内容は、次にサーバーを起動または再起動した後に有効になります。

13.6 サーバサーバサーバサーバー・ー・ー・ー・クラスクラスクラスクラスタ・タ・タ・タ・メンバーの表示とメンバーへのリンクメンバーの表示とメンバーへのリンクメンバーの表示とメンバーへのリンクメンバーの表示とメンバーへのリンク
複数の Reports Serverをクラスタ化すると、OEMで各クラスタ・メンバーのホーム・ペー
ジに表示される「Other Servers Running in This Cluster」の下にクラスタ化の内容が反映さ
れます。リスト内の各クラスタ・メンバーから、そのメンバーのホーム・ページにアクセス
できます。

表 13-5では、「Other Servers Running in This Cluster」セクションでクラスタ・メンバーご
とに表示される情報を説明します。

注意注意注意注意 : このボタンをクリックしても、構成要素に対して入力した値は検
証されません。たとえば、ある要素がディレクトリ・パスの指定を必要と
する場合でも、構文チェックでは指定したパスが正しいかどうかは検証さ
れません。このチェックでは、XMLの構文のみが検証されます。

注意注意注意注意 : Reports Server構成ファイルに指定される属性と値の詳細は、第 3
章「Oracle9iAS Reports Servicesの構成」を参照してください。

表表表表 13-5「「「「Other Servers Running in this Cluster」の下に表示される情報」の下に表示される情報」の下に表示される情報」の下に表示される情報

行行行行 説明説明説明説明

サーバー名サーバー名サーバー名サーバー名 選択した Reports Serverが属しているクラスタのメンバーである
他の Reports Serverの名前。サーバー名をクリックすると、その
クラスタ・メンバーのホーム・ページにジャンプします。

終了したジョブ終了したジョブ終了したジョブ終了したジョブ リスト内の Reports Serverのジョブ・キューに現在入っている終
了したジョブの合計数。

現行ジョブ現行ジョブ現行ジョブ現行ジョブ リスト内の Reports Serverのジョブ・キューに入っている現在実
行中のジョブの合計数。

スケジュールされたジョブスケジュールされたジョブスケジュールされたジョブスケジュールされたジョブ リスト内の Reports Serverのジョブ・キューに現在入っているス
ケジュールされたジョブの合計数。

失敗したジョブ失敗したジョブ失敗したジョブ失敗したジョブ リスト内の Reports Serverのジョブのうち、完了前に停止した
ジョブの合計数。これには、ユーザーが強制終了したジョブや、
エラーで終了したジョブが含まれます。

平均応答時間平均応答時間平均応答時間平均応答時間 リスト内の Reports Serverがクライアントからの要求を処理する
ために要する平均時間（ミリ秒）。
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13.7 OEMへのへのへのへの Reports Serverの追加の追加の追加の追加
Oracle9iASをインストールする際に、Reports Serverは自動的に OEMに登録されます。
Oracle9iASをインストールした後で Reports Serverを追加する場合に、そのサーバーを
OEMで管理するには、サーバーを手動で OEMに登録する必要があります。この項では、
OEMターゲットの登録情報を含んでいる targets.xmlファイルを編集する方法について
説明します。

ターゲットを OEMに登録する手順は、次のとおりです。

1. 任意の XMLエディタで targets.xmlファイルを開きます。

targets.xmlファイルは、Windowsと UNIXどちらの場合も、次のディレクトリ・
パスにあります。

ORACLE_HOMEq¥sysman¥emd¥targets.xml

2. 次の構文を使用して、追加する Reports Serverの情報を入力します。

<target type="oracle_repserv" name="Reports_Server_name"
<property name="password" value="password_value” encrypted=”false”/>
<property name="server" value="Reports_Server_name”/>
<property name="servlet" value="http_URL_to_Reports_Servlet/rwservlet”/>
<property name="userName" value="default_userid”/>
<property name="oracleHome" value="ORACLE_HOME”/>
<property name="host" value="domain_of_host_machine”/>
<compositeMembership>

<memberOf type=”oracle_ias” name=”ias-1” association=”null”/>
</compositeMembership>

</target>

注意注意注意注意 : OEMでのターゲットとは、OEMが管理するコンポーネントのこ
とです。たとえば、OEMに登録される Reports Serverは OEMターゲッ
トと見なされます。
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次に例を示します。

<target type="oracle_repserv" name="rep_disun1813"
<property name="password" value="tiger” encrypted=”false”/>
<property name="server" value="rep_disun1813”/>
<property name="servlet" 
value=”http://machinename-pc2.us.oracle.com/servlet/rwservlet”/>
<property name="userName" value="scott”/>
<property name="oracleHome" value="d:¥ora11”/>
<property name="host" value="dlsun1813.us.oracle.com”/>
<compositeMembership>

<memberOf type=”oracle_ias” name=”ias-1” association=”null”/>
</compositeMembership>

</target>

3. targets.xmlファイルを保存し、OEMを再起動して変更内容を反映させます。

注意注意注意注意 : ユーザー名とパスワードは、Reports Servicesの管理者アカウント
のものです。セキュリティで保護されていない環境では、ユーザー名とパ
スワードが、Reports Server構成ファイル <server_name>.confの
<identifier>要素に対応します。セキュリティで保護された環境では、こ
の 2つが Oracle9iAS Portalまたは Oracle Internet Directory（OID）で作
成された Reports Servicesの管理者アカウントに対応します。このアカウ
ントは、RW_ADMINISTRATORグループに属します。

targets.xmlファイルの passwordエントリの初期設定は、
encrypted="false"にする必要があります。その後 OEMによって値が
暗号化され、encryptedが "true"にリセットされます。
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Oracle9iAS Reports Servicesのチューニングのチューニングのチューニングのチューニング

Oracle9iAS Reports Servicesでは、多数のチューニング・オプションによって、そのサービ
スとパフォーマンスのレベルを調整できるようになっています。この章では、チューニング
の考慮事項について説明するとともに、サーバー環境をユーザー・ベースの要件に合せて最
適化するための方法を示します。この章には、次の項があります。

� インプロセス・サーバーの使用方法

� Reports Engineのチューニング

� 複数サーバーのクラスタ化

� キャッシュ方法の最適化

� パフォーマンスの監視
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インプロセス・サーバーの使用方法
14.1 インプロセス・サーバーの使用方法インプロセス・サーバーの使用方法インプロセス・サーバーの使用方法インプロセス・サーバーの使用方法
インプロセス・サーバーは Oracle9iAS Reports Servicesのコンポーネントで、Reports 
Servlet（rwservlet）内にあります。このサーバーは、スタンドアロン・サーバーほどメンテ
ナンスを必要としません。これは、インプロセス・サーバーがスタンドアロン・サーバーと
は違って、クライアントから Reports Servletまたは JSPベース・レポートの URLを通じて
最初に要求を受け取る際に自動的に起動されるためです。また、インプロセス・サーバーを
使用するとプロセス間の通信が削減されるので、パフォーマンスが向上します。

Reports Serverを Reports Servletと同じプロセス内で実行するには、Reports Servlet構成
ファイル（rwservlet.properties）に SERVER_IN_PROCESSパラメータを指定しま
す。

このパラメータの構文は、次のとおりです。

SERVER_IN_PROCESS=yes

Reports Serverを Reports Servletと同じプロセス内で実行しない場合は、no（デフォルト
値）を入力します。

Reports Servlet構成ファイルは、Windowsと UNIXどちらの場合も、次のパスにあります。

%ORACLE_HOME%¥reports¥conf¥rwservlet.properties

14.2 Reports Engineのチューニングのチューニングのチューニングのチューニング
Reports Engineには、パフォーマンスのチューニングに関する多数の構成パラメータがあり
ます。

� initEngine

� maxEngine

� minEngine

� engLife

� maxIdle

� callBackTimeOut

これらのパラメータは、Reports Server構成ファイル <server_name>.confに含まれる
engine要素の属性です。このファイルは、Windowsと UNIXどちらの場合も次のパスにあ
ります。

%ORACLE_HOME%¥reports¥conf¥<server_name>.conf

注意注意注意注意 : Reports Server構成ファイルの詳細は、第 3章「Oracle9iAS 
Reports Servicesの構成」を参照してください。
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engine要素の構文は、次のとおりです。

<engine id="rwEng" class="oracle.reports.engine.EngineImpl" initEngine="1" 
maxEngine="5" minEngine="1" engLife="50" maxIdle="15" callbackTimeOut="10000">

<property name="sourceDir" value="D:¥orawin¥reports¥server¥cache"/>
<property name="tempDir" value="D:¥orawin¥reports¥server¥temp"/>

</engine>

この後の項では、engine要素の関連属性を個別に説明します。ここでは、これらの属性がど
のように連動するかも説明します。たとえば、initEngine属性は、maxEngineおよび
minEngineと連動して、サーバーの稼働中にユーザーが常に利用できる Reports Engineの数
を設定します。これらの属性は、engLifeの影響も受けます。この属性は、エンジンがジョブ
をいくつ処理したら停止されるかを指定します。また、大量の処理が行われる状況でエンジ
ンが起動後に停止されないようにする場合は、engLifeに比較的大きな値を設定できます。

これらのどの属性にも最適な設定はありません。最良の設定は、要求負荷の程度や、要求負
荷が 1日を通して一定か不安定かなどの要因によって異なります。

この後の項では、要求負荷が一定または変動する場合に大きな属性値または小さな属性値を
指定する利点、および応答時間が受ける影響を考察します。

14.2.1 initEngine
initEngine属性は、Reports Serverが初期化の際に起動するエンジンの数を定義します。こ
の属性のデフォルト値は 1です。initEngine属性は、サーバーが最初に起動されるときのみ
影響します。

Reports Server構成ファイルにおける initEngineの構文は、次のとおりです。

initEngine="1"

サーバー起動時に初期化するエンジンの数が多いほど、Reports Serverの起動にも時間がか
かり、それらのエンジンを維持するために必要なメモリーの量も増えます。要求負荷が一定
であり、かつユーザー要求の数が多い場合は、initEngineの値を大きくする方が有効と考え
られます。エンジンがすぐ使える状態にあることで得られるメリットは、メモリーの使用量
が増えるというデメリットに勝ります。反対に、要求を受け取ったときにエンジンを利用で
きないと、エンジンを起動する時間が応答のオーバーヘッドに追加されてしまいます。

14.2.2 maxEngine
maxEngine属性は、あるタイプのエンジンをサーバー上で同時にいくつまで実行できるかを
指定します。要求の数が maxEngineに指定した数を上回った場合は、あふれた要求が
Reports Queueに送信され、エンジンが利用可能になった時点で実行されます。デフォルト
値は 1です。

Reports Server構成ファイルにおける maxEngineの構文は、次のとおりです。

maxEngine="4"
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14.2.3 minEngine
minEngine属性は、あるタイプのエンジンが、maxIdle（アイドル時間が x分を経過した場合
にエンジンを停止するように指定する属性）の値に関係なく、常にいくつ実行されている必
要があるかを指定します。デフォルト値は 0です。

Reports Server構成ファイルにおける minEngineの構文は、次のとおりです。

minEngine="0"

要求の数が少ない環境、または応答時間が最適でないことに対するユーザー・ベースの許容
度が高い環境では、デフォルト値の使用がメモリーを保護する点で有効です（不要なエンジ
ンによってメモリーが占有されなくなるため）。要求負荷が一定で、かつ要求量が多い環境
では、値を大きくすると応答が速くなります。これは、要求を受け取ったときにエンジンが
すでに稼働しているので、エンジンを起動する時間がかからないためです。

14.2.4 engLife
engLife属性は、エンジンが停止されるまでに、1つのエンジンが実行できるジョブの数を指
定します。そして、必要に応じて、新しいエンジンが起動されます。この機能は、メモリー
構造をクリーン・アップするために用意されています。デフォルト値は 50です。

Reports Server構成ファイルにおける engLifeの構文は、次のとおりです。

engLife="120"

小さな値を指定すると、エンジンが早めに停止され、その結果メモリーが解放されます。こ
れによって、リソースの再利用も可能となります。大きな値を指定すると、エンジンが長い
間稼働状態になります。これは、要求量が終日多く、メモリーの使用量があまり問題となら
ない環境で有効です。

14.2.5 maxIdle
maxIdle属性は、現行のエンジン数が minEngineに指定した値を上回る場合に、エンジンが
停止されるまでの許容アイドル時間（分）を指定します。

たとえば minEngineが 0、maxIdleが 30であり、1つのエンジンが実行中の場合、このエン
ジンは 30分間使用されないと停止します。

デフォルト値は 30（分）です。

注意注意注意注意 : minEngineに入力する値は、maxEngineまたは initEngineに指定し
た値以下である必要があります。minEngineに、maxEngineまたは
initEngineより大きな値を指定するとエラーになります。
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Reports Server構成ファイルにおける maxIdleの構文は、次のとおりです。

maxIdle="30"

この値を指定するときは、エンジンを起動する時間を省く必要性と、（アイドル状態のエン
ジンによる）メモリーの無駄な使用をなくす必要性のバランスをとる必要があります。

14.2.6 callBackTimeOut
callBackTimeOut属性は、サーバーがエンジンを呼び出してからエンジンがサーバーに応答す
るまでの許容待ち時間（ミリ秒）を指定します。デフォルト値は 60000（ミリ秒）です。通
信が確立する前に callBackTimeOut値を超えた場合は、例外が発生し、エラー・メッセージ
が表示されて処理が停止します。

Reports Server構成ファイルにおける callBackTimeOutの構文は、次のとおりです。

callBackTimeOut="60000"

サーバー・ホスト・マシンが高速である場合は、この数値を下げてもかまいません。マシン
の処理速度が遅い場合は、この数値を高くして、サーバーとエンジンが通信を確立できるだ
けの十分な時間を確保します。この値は、ユーザー・ベースの要件よりもハードウェアの能
力に大きく依存します。

14.3 複数サーバーのクラスタ化複数サーバーのクラスタ化複数サーバーのクラスタ化複数サーバーのクラスタ化
クラスタとは、複数のサーバーを 1つのコミュニティに仮想的にグループ化したものです。
このコミュニティの目的は、要求処理をクラスタの各メンバーに効率的に分散することで
す。Oracle9iAS Reports Servicesでのクラスタ化は、マスター /スレーブ型ではなく、ピア
レベルで行われます。ピアレベルのクラスタ化では、受信要求の分散と処理に対して、クラ
スタの全メンバーが同等の役割を担います。このため、あるメンバーが停止しても、残りの
メンバーが要求負荷の管理を続行します。1台のマシンの障害が原因でシステム全体がダウ
ンする単一の障害箇所はありません。

クラスタ化のメリットは、複数マシンの複数 CPUをプーリングすることによる処理能力の
向上、フェイルセーフ環境、および要求の分散による応答速度の向上です。

各クラスタ・メンバー・マシンは、各サーバー・メンバー上でのレポートの実行が可能にな
るよう、ほぼ同様に構成する必要があります。つまり、構成ファイルの内容はほぼ同じにな
ります。同じ設定にする必要があるかどうかは、ジョブ関連の設定か、マシン関連の設定か
で区別します。ジョブ関連の設定は、すべてのクラスタ・メンバーで同じにする必要があり
ます。ジョブ関連の設定には、セキュリティ、データ・ソースおよび宛先タイプに関する設
定などがあります。マシン関連の設定には、maxEngine、minEngine、maxIdle、initEngine
などの属性があり、これらはメンバーごとに異なる値を設定できます。
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また、クラスタ・メンバーは、次の事項に従う必要があります。

� サーバー関連の環境変数には、同じ値を設定します。

� TNS設定では、同じデータベースを同じ方法で指定します。

複数のサーバーをそれぞれ異なる言語でセットアップする必要がある場合に、それらをクラ
スタ化することは通常ありません。また、ジョブ関連の構成設定が異なるマシンがあると、
クラスタ化の利点を享受できません。

同じクラスタのメンバーとなるサーバーは、クラスタ名を共有し（各サーバー名に追加され
ます）、同じ公開鍵および秘密鍵を設定する必要があります。

14.4 キャッシュ方法の最適化キャッシュ方法の最適化キャッシュ方法の最適化キャッシュ方法の最適化
キャッシュは、最近アクセスされたデータの一時的な記憶領域で、データをその本来の記憶
領域よりも速く返すことができます。キャッシュからデータをフェッチすると、本来の記憶
領域にアクセスして検索する時間が節約され、ネットワークに余分な通信負荷がかからなく
なります。

Oracle9iAS Reports Servicesでは、次の３つの方法を使用して、キャッシュを最大限に活用
できます。

� Reports Server構成ファイルで Reportsキャッシュを設定します。

� コマンドラインを通じて、特定のレポート出力を再利用できる期間およびそのレポート
がキャッシュから削除されるタイミングを定義する規則を指定できます。

� JSPファイルで、JSPのWeb Object Cacheを利用する ojspタグを使用します。

これらの使用方法については、次の各項で説明します。

� Reports Server構成ファイルでのキャッシュの設定

� コマンドラインでのキャッシュ関連オプションの指定

� JSPでのキャッシュ・オプションの設定

注意注意注意注意 : クラスタにサーバーを登録する方法の詳細は、第 3章
「Oracle9iAS Reports Servicesの構成」を参照してください。
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14.4.1 Reports Server構成ファイルでのキャッシュの設定構成ファイルでのキャッシュの設定構成ファイルでのキャッシュの設定構成ファイルでのキャッシュの設定
Reports Server構成ファイル（%ORACLE_HOME%¥reports¥conf¥<server_name>.conf）
には、サーバーのキャッシュおよびキャッシュのサイズと位置を定義する Javaクラスを指
定する cache要素が含まれています。

Reports Server付属のデフォルト Javaクラスを使用する場合の cache要素の構文は、次のと
おりです。

<cache class="oracle.reports.cache.RWCache">
<property name="cacheSize" value="50"/>
<property name="cacheDir" value="%ORACLE_HOME%¥reports¥server¥cache"/>

</cache>

コマンドライン・オプション TOLERANCEおよび EXPIRATIONをともに指定すると、
Reports Serverのキャッシュに最新のレポート結果が格納され、後続の同じレポート要求に
対してそれらの結果が提供されるので、要求の応答時間が速くなります。応答が速くなるの
は、データベースから最新データをフェッチしてレポートの表示バージョンを作成するよ
り、キャッシュから完成したレポートをフェッチする方が速いためです。

チューニングに関連するプロパティは、cacheSizeです。この値には、Reportsキャッシュ専
用として確保するディスク領域のメガバイト数を指定します。デフォルト値は 50（メガバイ
ト）です。

キャッシュ用に確保したディスク領域は、キャッシュ専用であり、他の目的には使用できま
せん。Reports Serverでは、この領域の状況を常に把握して保護します。EXPIRATIONコマ
ンドでレポートに設定されている制約を除いて、Reportsキャッシュは先入れ先出し
（FIFO）の原理で機能します。つまり、キャッシュがいっぱいになるとキャッシュ内の最も
古いデータが入ってきたデータで上書きされます。

値を大きくするとより多くのデータを格納できますが、検索にかかる時間は長くなります。
値を小さくすると、キャッシュ・ヒットは速くなりますが、十分な量のデータを手元に残し
ておけないので、同じ要求を実行する頻度が高まります。もう 1つの考慮事項は、汎用の
ディスク領域から無理なく取り除くことのできるディスク領域の量です。cacheSizeに指定す
る値は、これらの考慮事項のバランスをとり、各自のハードウェア・リソースおよびユー
ザー・ベースの要件にとって最適な結果をもたらすものでなければなりません。
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14.4.2 コマンドラインでのキャッシュ関連オプションの指定コマンドラインでのキャッシュ関連オプションの指定コマンドラインでのキャッシュ関連オプションの指定コマンドラインでのキャッシュ関連オプションの指定
Oracle9iAS Reports Servicesには、キャッシュに格納されている特定のレポートを同様の要
求に対して使用できる期間を定義するコマンドライン・オプション（TOLERANCE）、および
レポートがキャッシュから削除されるまでの期間を定義するコマンドライン・オプション
（EXPIRATION）があります。キャッシュを効果的に使用するには、TOLERANCEと
EXPIRATIONが不可欠です。これらが定義されていないと、キャッシュされたレポート結果
を再利用する機会が大幅に減少します。

14.4.2.1 TOLERANCE
TOLERANCEは、レポートのキャッシュされた出力の再利用に対する最大許容時間を設定し
ます。これらの出力は、重複したジョブが検出された場合に使用されます。レポートについ
て許容時間を設定すると、重複したジョブが見つかった場合の処理時間が短縮されます。

TOLERANCEは、rwclient、rwservlet、rwcgiの各コマンドで使用できます。

TOLERANCEが指定されていないときは、キャッシュに重複レポートが見つかった場合でも、
Oracle9iAS Reports Servicesはそのレポートを再実行します。

同一ジョブが送信されたときにレポートが処理中（つまり現行ジョブ・キューに入っている
とき）であった場合は、TOLERANCEが設定されていない場合やゼロに設定されている場合
でも、Oracle9iAS Reports Servicesは現在実行中のジョブの出力を再利用します。

TOLERANCEコマンドの構文は、次のとおりです。

TOLERANCE=[number {unit}] or [{Mon DD, YYYY} hh:mi:ss AM/PM {timezone}]

numberには、0以上の任意の整数を指定できます。unitには、分 (s)、時間 (s)または日 (s)
を指定できます。デフォルトの単位は分です。日付はオプションです。日付を指定しない場
合は、本日の日付が使用されます。timezoneもオプションです。タイムゾーンを指定しない
場合は、Reports Serverのタイムゾーンが使用されます。

14.4.2.2 EXPIRATION
EXPIRATIONは、レポート出力が削除されるまでキャッシュにとどまることのできる期間を
定義します。

EXPIRATIONは、rwclient、rwservlet、rwcgiの各コマンドで使用できます。

同一ジョブが送信されたときにレポートが現行ジョブ・キューに入っていた場合は、
EXPIRATIONが設定されていない場合やゼロに設定されている場合でも、サーバーは現在実
行中のジョブの出力を再利用します。

注意注意注意注意 : 実行時に TOLERANCEまたは EXPIRATIONが指定されていない場
合（またはそれぞれの値が 0である場合）は、Reportsの現行ジョブ・
キューに含まれている要求と一致するジョブ出力のみが、キャッシュから
再利用されます。
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EXPIRATIONコマンドの構文は、次のとおりです。

EXPIRATION=[number {unit}] or [{Month DD, YYYY} hh:mi:ss am/pm {timezone}]

numberには、0以上の任意の整数を指定できます。unitには、分 (s)、時間 (s)または日 (s)
を指定できます。デフォルトの単位は分です。日付はオプションです。日付を指定しない場
合は、本日の日付が使用されます。timezoneもオプションです。タイムゾーンを指定しない
場合は、Reports Serverのタイムゾーンが使用されます。

14.4.3 JSPでのキャッシュ・オプションの設定でのキャッシュ・オプションの設定でのキャッシュ・オプションの設定でのキャッシュ・オプションの設定
Oracle9iAS Components for Java 2 Enterprise Edition（OC4J）のWeb Object Cacheは、JSP
やサーブレットなどの動的なWebページで生成された部分的な結果や中間結果を、Javaで
記述されたWebアプリケーションが取得、格納、再利用、後処理およびメンテナンスでき
るようにするメカニズムです。プログラミング・インタフェースとして、タグ・ライブラリ
（JSPで使用）および Java API（サーブレットで使用）が提供されています。

この項では、キャッシュ関連の ojspタグについて説明するとともに、これらのタグの使用方
法（使用環境の構成方法も含む）が記載されたドキュメントを紹介します。

Web Object Cacheのタグ・ライブラリは、JSPのカスタム・タグ機能を使用する、Web 
Object Cache APIの便利なラッパーです。JSPでは、カスタム・タグを使用してキャッシュ
を制御します。この APIは、基礎となるタグ・ハンドラ・クラスを通じて呼び出されます。

これらのタグは、ojsp接頭辞を使用することから "ojsp"タグと呼ばれていますが、JSPファ
イルの taglibディレクティブでは、必要な接頭辞をどれでも指定できます。

JSPファイルには、これらのタグを 1つ以上指定できます。キャッシュするデータ（キャッ
シュ・ブロック）は、開始タグと終了タグで囲まれます。複数のキャッシュ・ブロックは、
一意の name属性によって互いに区別されます。

表 14-1では、OC4Jで提供されているキャッシュ・タグを説明します。

表表表表 14-1 キャッシュ・タグの説明キャッシュ・タグの説明キャッシュ・タグの説明キャッシュ・タグの説明

タグタグタグタグ 説明説明説明説明

ojsp:cache HTMLまたは XMLフラグメントの一般的なキャラクタベース
のキャッシングに使用されます。

ojsp:cacheXMLObj XMLオブジェクトのキャッシングに使用されます。このタグの
パラメータは、cacheタグ・パラメータのスーパーセットを構
成します。XMLドキュメントを後処理する場合は、Web Object 
Cacheが特に役立ちます。

ojsp:useCacheObj シリアル化可能な Javaオブジェクトの一般的なキャッシングに
使用されます。一部のセマンティックと構文は、標準の
jsp:useBeanタグを模倣しています。
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OC4JのWeb Object Cacheの詳細は、Oracle Technology Network（http://otn.oracle.com/ 
英語サイト）または Oracle Technology Network Japan（http://otn.oracle.co.jp/ 日本語サ
イト）を参照してください。参考になるソースの 1つが、『Oracle9iAS Containers for J2EE 
JSP タグ・ライブラリおよびユーティリティ・リファレンス』です。このドキュメントには、
タグの構文と例、および ojsp:cacheタグを使用する環境の構成に関する情報が記載されてい
ます。

14.5 パフォーマンスの監視パフォーマンスの監視パフォーマンスの監視パフォーマンスの監視
Oracle9iAS Reports Servicesには、パフォーマンスを監視する様々な手段が提供されている
ので、追加のチューニングによってメリットを得られそうな領域が特定できます。サー
バー・パフォーマンスを監視する手段として最も頻繁に使用されるものは、次のとおりで
す。

� Oracle Enterprise Managerの Reports Services関連ページ。詳細は、第 13章
「Oracle9iAS Reports Servicesの管理と監視」を参照してください。

� Oracle Trace機能。この機能は、Reports Server構成ファイル、Reports Servlet構成ファ
イル、Oracle Enterprise Manager（OEM）の Reports Server関連ページおよびトレース
関連のコマンドライン・オプションから利用できます。

� SHOWJOBSコマンドライン・オプション。

� RW_SERVER_QUEUE表。これは Reports Serverのジョブ・キューに別のウィンドウ
（OEMから利用できるウィンドウ以外の）を開きます。

サーバー・パフォーマンスの監視について、次の各項で説明します。

� Oracle Traceによるパフォーマンスの監視

� SHOWJOBSコマンド・キーワード

� RW_SERVER_QUEUE表へのアクセス

� キュー・アクティビティによるデータベースの更新

ojsp:cacheInclude このタグは、キャッシュ・タグ cacheおよび cacheXMLObjの
機能を、標準の JSP includeタグに結合したものです。

ojsp:invalidateCache キャッシュ・ブロックをプログラム・ロジックから明示的に無
効にする場合に使用されます。

ojsp:invalidateCacheタグを他のキャッシュ・タグの
invalidateCache属性と混同しないようにしてください。この属性
はより限定的で、あらかじめ存在するキャッシュ・オブジェク
トを無効にする場合に使用されます。

表表表表 14-1 キャッシュ・タグの説明キャッシュ・タグの説明キャッシュ・タグの説明キャッシュ・タグの説明

タグタグタグタグ 説明説明説明説明
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14.5.1 Oracle Traceによるパフォーマンスの監視によるパフォーマンスの監視によるパフォーマンスの監視によるパフォーマンスの監視
Oracle Traceは、SQLの解析、実行、フェッチの統計、待機の統計などの、パフォーマンス
とリソース使用率のデータを収集するツールです。問題を抱えている場合でも、あるいは単
にチューニングの可能性を調べるためにサーバー・パフォーマンスを評価する場合でも、
Oracle Traceを使用してサーバー・パフォーマンスに関する情報を収集し、それを使用して
サーバー構成に関する意志決定を報告したり、テクニカル・サポート担当者に最新のサー
バー・アクティビティを通知したりできます。

この項では、Traceの概要、つまりトレース機能を利用できる Oracle9iAS Reports Services
のコンポーネントに関する情報を提供するとともに、簡単にアクセスできる追加情報のソー
スを紹介します。

14.5.1.1 Traceの概要の概要の概要の概要
rwbuilderまたは rwrunによって生成したトレース・ファイルには、Builderセッション
全体のトレースが記録されます。トレース・オプションは、コマンドラインまたは Reports 
Builder構成ファイル（%ORACLE_HOME%¥reports¥conf¥rwbuilder.conf）から指定で
きます。

たとえば、コマンドラインからは次のように指定できます。

tracefile=trace.trc traceopts=trace_all tracemode=trace_replace

トレース・ファイルの位置は、現在作業中のディレクトリに対する相対位置か、または絶対
位置（そのように指定された場合）です。

Reports Builder構成ファイルでは、次のように指定できます。

<trace traceFile="trace.trc" traceOpts="trace_all" traceMode="trace_replace"/>

トレース・ファイルの位置は、サーバー・ログ・ディレクトリ（%ORACLE_
HOME%¥reports¥logs）に対する相対位置か、または絶対位置（そのように指定された場
合）です。トレース・ファイルを指定しない場合は、デフォルトのトレース・ファイル名と
して、サーバーの logsディレクトリにある <hostname>-rwbuilder.trcが使用されま
す。

コマンドラインのトレース・オプションは、Reports Builder構成ファイルに指定されたト
レース・オプションより優先されます。

Reports Serverにトレース・ファイルを生成すると、Reports Serverと Reports Engineに対
して別々にトレース・ファイルが生成されます。サーバーのトレース・オプションは、サー
バー構成ファイル（%ORACLE_HOME%¥reports¥conf¥<server_name>.conf）に指定し
ます。

注意注意注意注意 : Oracle Traceについては、このマニュアルの他の項でかなり広範
囲にわたって説明しています。この項では、その情報の記載箇所を示しま
す。
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次に例を示します。

<trace traceFile="trace.trc" traceOpts="trace_all" traceMode="trace_replace"/>

サーバー・トレースでのトレース・ファイルの位置は、サーバーの logsディレクトリに対
する相対位置です。トレース・ファイル名を指定しない場合は、デフォルトのサーバー・ト
レース・ファイル名として <server_name>-<engine_name><engine_number>.trcが
使用されます。

サーブレット・トレースのトレース・オプションは、rwservlet構成ファイル（%ORACLE_
HOME%¥reports¥conf¥rwservlet.properties）から指定できます。次に例を示しま
す。

TRACEOPTS=TRACE_ALL
TRACEFILE=rwservlet.trc
TRACEMODE=TRACE_REPLACE

サーブレット・トレースでのトレース・ファイルの位置は、サーバー・ログ・ディレクトリ
（%ORACLE_HOME%¥reports¥logs）に対する相対位置です。

14.5.1.2 トレース情報のその他のソーストレース情報のその他のソーストレース情報のその他のソーストレース情報のその他のソース
Oracle9iAS Reports Servicesでは、多数の方法でトレースを設定し、トレース結果を表示で
きます。

� デフォルトのトレース値は、Reports Server構成ファイル（%ORACLE_
HOME%¥reports¥conf¥server_name.conf）で設定できます。これについては、第
3章の 3.2.1.11項「trace」で説明しています。

� Reports Servletおよび JSPに関するランタイム情報を追跡し、ログに記録する場合は、
サーブレット構成ファイル（ORACLE_HOME¥reports¥conf¥rwservlet.
properties）で TRACEOPTSパラメータを使用します。これについては、3.3.5項
「Reports Servletと JSPのトレース・オプションの設定」で説明しています。

� Oracle Enterprise Managerを使用して、トレース結果をサーバー全体またはジョブごと
に表示します。これについては、第 13章「Oracle9iAS Reports Servicesの管理と監視」
で説明しています。

� ランタイム・コマンドラインで、個別のジョブに必要なトレース・オプションを指定し
ます。これについては、付録 Aの A.4.101項「TRACEOPTS」以降で説明しています。

注意注意注意注意 : URLからランタイム・コマンドを定義する方法は、第 8章「レ
ポート要求の実行」で説明しています。
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14.5.2 SHOWJOBSコマンド・キーワードコマンド・キーワードコマンド・キーワードコマンド・キーワード
showjobsコマンド・キーワードは、Reports Serverのキュー・ステータスのWebビュー
を表示する際に便利です。このキーワードは、rwservletコマンドでのみ使用します。こ
のコマンドでは次の構文を使用します。

Reports_URL/rwservlet/showjobs?server=server_name&statusformat=desired_format

表 14-2では、SHOWJOBSのパラメータの有効値を説明します。

表表表表 14-2 SHOWJOBSのパラメータの有効値のパラメータの有効値のパラメータの有効値のパラメータの有効値

パラメータパラメータパラメータパラメータ 有効値有効値有効値有効値 説明説明説明説明

server server_name ジョブ・キュー内の表示したいジョブを処理した
Reports Serverの名前。

必須。ただし、サーブレット構成ファイル（%ORACLE_
HOME%¥reports¥conf¥rwservlet.properties）でデ
フォルト・サーバーを指定した場合は、このパラ
メータを省略できます。その場合、showjobsはデ
フォルトを使用します。

statusformat html|xml|xmldtd デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : html

� 現行ジョブ、過去のジョブおよびスケジュール
されたジョブのキューの HTMLバージョンをブ
ラウザに表示するには、htmlを使用します。こ
れによって、これらのキューの外観上最も理解
しやすいバージョンを表示できます。

� 現行ジョブ、過去のジョブおよびスケジュール
されたジョブのキューの XMLバージョンをブラ
ウザに表示するには、xmlを使用します。これ
によって、他のアプリケーションが使用できる
ジョブ・ステータス情報をプログラムで渡す際
に便利な出力が得られます。

� XMLにインライン・データ型ディクショナリ
（DTD）を加えたジョブ・キューのバージョンを
ブラウザに表示するには、xmldtdを使用しま
す。この場合も、他のアプリケーションが使用
できるジョブ・ステータス情報をプログラムで
渡す際に便利な出力が得られます。
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14.5.3 RW_SERVER_QUEUE表へのアクセス表へのアクセス表へのアクセス表へのアクセス
レポート処理を集中管理に移行すると、ユーザーから一定の動作情報を要求される場合があ
ります。たとえば次のような場合です。

� ユーザーが自分の送信したレポートのステータスを要求する場合。

� Oracle9iAS Reports Server上で同時に作業するユーザーの数を管理者が要求する場合。
これは、環境のサイズ調整およびライセンス準拠の確認に便利です。

Oracle9iAS Reports Serverでは、ジョブ要求が送信されるたびに現行のレポート・キューを
データベースに転送することで、これらの要求の両方に対応できるようになっています。こ
の情報は、RW_SERVER_QUEUE表に挿入されます。この表には次のデータが含まれます。

� ジョブの名前

� ジョブの送信者

� 選択された出力フォーマット

� ジョブの現行ステータス

� ジョブがキューに入れられ、開始され、完了した日付と時刻

表 14-3では、RW_SERVER_QUEUE表に含まれる情報を説明します。

表表表表 14-3 RW_SERVER_QUEUE表の構造表の構造表の構造表の構造

列名列名列名列名 説明説明説明説明

JOB_TYPE リスト内のジョブが CURRENT、PASTまたは SCHEDULEDのどれで
あるかを示します。

JOB_ID システムが生成したジョブ識別番号。

JOB_NAME 送信されたジョブの名前（JOBNAMEに値が指定されていない場合は
ファイル名）。

STATUS_CODE ジョブの現行ステータス。ステータス・コードの詳細は、表 14-4
「ジョブ送信のステータス・コード」を参照してください。

STATUS_MESSAGE ステータス・コードに関連するメッセージ・テキスト全体（レポート
が終了した場合は Oracle9iASのエラー・メッセージを含む）。

COMMAND_LINE このジョブを送信するために提供されたコマンドライン全体。

OWNER ジョブを送信したユーザー。Webでは、Webサーバーを所有する OS
ユーザーがデフォルト・ユーザーとなります。

DESTYPE レポート出力のフォーマット。

DESNAME Oracle9iAS Reports Serverのキャッシュに保存されない場合のレポー
ト出力の名前。

SERVER レポートの送信先となった Oracle9iAS Reports Server。
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QUEUED ジョブ送信が特定の Oracle9iAS Reports Serverで受信され、キューに
入られた日付と時刻。

STARTED ジョブ送信が実行された日付と時刻。

FINISHED 送信されたジョブが完了した日付と時刻。

LAST_RUN スケジュールされたジョブが最後に実行された日付と時刻。

NEXT_RUN スケジュールされたジョブが次に実行される日付と時刻。

REPEAT_INTERVAL ジョブを実行する頻度。

REPEAT_PATTERN 繰返しパターン（毎分、毎時間、毎日など）。

CACHE_HIT ジョブ結果が、ジョブを実行して得たものではなく、キャッシュから
フェッチされたかどうかを示します。

CACHE_KEY 要求をキャッシュ済みの結果と比較する際に使用されるキャッシュ・
キー。このキーは、ジョブが実行された時刻に関係なくレポート出力
結果を一意に特定する文字列です。たとえば、2つの要求が同じキーを
持っている場合は、両方を同時に実行した場合に同じ出力が生成され
ることを意味します。ただし、出力の用途が同じとは限りません（た
とえば電子メールへの送信やファイルへの保存など）。

表表表表 14-4 ジョブ送信のステータス・コードジョブ送信のステータス・コードジョブ送信のステータス・コードジョブ送信のステータス・コード

ステータス・ステータス・ステータス・ステータス・
コードコードコードコード

定義済みの定義済みの定義済みの定義済みの PL/SQL定数定数定数定数 ステータス・コードの説明ステータス・コードの説明ステータス・コードの説明ステータス・コードの説明

0 UNKNOWN このようなステータスはない。

1 ENQUEUED ジョブがキューで待機している。

2 OPENING サーバーがレポート定義を開いている。

3 RUNNING レポートが現在実行されている。

4 FINISHED ジョブの送信が正常に完了した。

5 TERMINATED_W_ERR ジョブがエラーで終了した。

6 CRASHED ジョブの実行中にエンジンがクラッシュし
た。

7 CANCELED ユーザーからの要求によりジョブが取り消さ
れた。

8 SERVER_SHUTDOWN Oracle9iAS Reports Serverが停止されたた
め、ジョブが取り消された。

表表表表 14-3 RW_SERVER_QUEUE表の構造（続き）表の構造（続き）表の構造（続き）表の構造（続き）

列名列名列名列名 説明説明説明説明
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SELECTアクセス権限が付与されているユーザーは、この表を表示できます。これによっ
て、関心のあるジョブ送信を問い合せて、ジョブの現行ステータスを確認できます。
Oracle9iAS Reports Server Queue画面を実装することで、ユーザーはこのデータのビューも
表示できるようになります。このような画面を実装するには、この表に直接基づいたレポー
トを作成します。それによって、キュー・レポートがユーザーによるジョブ送信として表示
されます。

逆に言えば、ジョブ送信のステータスで表をリアルタイムに更新することで、管理者は同時
に何人のユーザーが Reports Serverでジョブを実行するように要求したかを正確かつきわめ
て簡単に確認できます。

RW_SERVER_QUEUE表で、ジョブがキューに入っていてまだ完了していないことをステー
タス・コードが示しているエントリの数をカウントすることで、サーバー上で現在アクティ
ブなユーザーの正確な数がわかります。たとえば、次の問合せを使用できます。

SELECT Count(*)
FROM   RW_SERVER_QUEUE
WHERE  STATUS_CODE IN (1,     -- ENQUEUED
                      2,      -- OPENING
                      3)      -- RUNNING
AND    JOB_TYPE != 'Scheduled'

9 WILL_RETRY ジョブが失敗し、再試行のためにキューに入
れられた。

10 SENDING_OUTPUT ジョブが完了し、出力を返している。

注意注意注意注意 : 表には、レポートがキューに入れられ、実行され、完了したとき
の日付と時刻が含まれています。ただし、ジョブには QUEUEDおよび
STARTEDの時間が定義されていて FINISHEDの値がないという事実に基
づいて問合せを使用することはお薦めできません。無効な入力などの予期
しないエラーが発生してレポートが終了した場合は、FINISHED列が
NULLのままとなります。ただし STATUS_CODEと STATUS_MESSAGE
は、どちらもエラーが発生したこと、およびそのエラーの原因を示しま
す。

表表表表 14-4 ジョブ送信のステータス・コードジョブ送信のステータス・コードジョブ送信のステータス・コードジョブ送信のステータス・コード（続き）（続き）（続き）（続き）

ステータス・ステータス・ステータス・ステータス・
コードコードコードコード

定義済みの定義済みの定義済みの定義済みの PL/SQL定数定数定数定数 ステータス・コードの説明ステータス・コードの説明ステータス・コードの説明ステータス・コードの説明
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14.5.4 キュー・アクティビティによるデータベースの更新キュー・アクティビティによるデータベースの更新キュー・アクティビティによるデータベースの更新キュー・アクティビティによるデータベースの更新
Reports Serverのジョブ・キューは、PL/SQLベース APIを使用することで実装されます。
この APIには、要求が行われたときにキュー情報でキュー・テーブルを更新する機能があり
ます。この実装は、次のパスに定義されます。

%ORACLE_HOME%¥reports¥admin¥sql¥RW_SERVER.SQL

キューを実装する手順は、次のとおりです。

1. rw_server.sqlファイルをデータベースにロードします（このファイルは、
Oracle9iAS Reports Servicesのインストール先である %ORACLE_HOME%¥reports¥
admin¥sqlに含まれています）。

これによって、レポート・キューの情報を所有し、サーバー・キュー APIに対する実行
特権を持つスキーマが作成されます。

2. Oracle9iAS Reports Server構成ファイル（%ORACLE_HOME%¥reports¥conf¥
server_name.conf）に含まれる jobStatusRepository要素の REPOSITORYCONN属性
を、キュー・データを所有するスキーマの接続文字列に設定します。

サーバーは、起動時に定義済みのユーザーとして接続し、ジョブ送信をログに記録します。

注意注意注意注意 : Oracle9iAS Reports Serverおよび Oracleデータベースが 1台のス
タンドアロンWindows NTマシンにインストールされている場合に、
REPOSITORYCONNを定義すると、Windows NTのブート時に
Oracle9iAS Reports Servicesが自動的に起動されなくなる可能性がありま
す。この場合、Oracleデータベース・サービスが開始されていない可能性
があるため、Oracle9iAS Reports Serverが要求されたログインを実行でき
ません。Oracleデータベースが開始されれば、Oracle9iAS Reports Server
を手動で起動できます。
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第第第第V部部部部

付録付録付録付録

第 V部は、Oracle9iAS Reports Services環境での動作に関する追加の詳細情報が記載されて
いる付録です。これには、Reportsコマンドやそれに関連するコマンドライン引数の情報だ
けでなく、Reports関連の環境変数に関する詳細も記載されています。

第 V部には、次の付録があります。

� 付録 A「コマンドライン引数」

� 付録 B「Reports関連の環境変数」

� 付録 C「Oracle9iAS Portalへのレポートのバッチ登録」





コマンドライン
A

コマンドライン引数コマンドライン引数コマンドライン引数コマンドライン引数

この付録では、rwclient、rwrun、rwbuilder、rwconverter、rwservlet、rwcgi、
rwserverなどのコマンドとともに使用できるコマンドライン引数について説明し、例を示
します。各引数の説明には、どのコマンドでどの引数キーワードを使用できるかを示した表
を記載します。

この付録には、次の項があります。

� コマンドの概要

� コマンドライン構文

� 全般的な使用上の注意

� コマンドライン引数

注意注意注意注意 : ランタイム URLでのコマンドライン引数の使用例は、第 8章「レ
ポート要求の実行」を参照してください。
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コマンドの概要
A.1 コマンドの概要コマンドの概要コマンドの概要コマンドの概要
この項では、この付録で説明するキーワードと引数を使用するコマンドについて簡単に説明
します。これには、次のようなコマンドがあります。

� rwclient

� rwrun

� rwbuilder

� rwconverter

� rwservlet

� rwcgi

� rwserver

各コマンドの説明では、使用できるキーワードのリストを記載します。キーワードは、引数
とともにコマンドラインに入力する必要があります。コマンドラインに入力する際、キー
ワードは順不同で使用できます。

A.1.1 rwclient
rwclientコマンドは、コマンドラインを解析し、指定された（またはデフォルトの）
Reports Serverに転送します。

rwclientとともに使用するキーワードとともに使用するキーワードとともに使用するキーワードとともに使用するキーワード
このリストでキーワードを囲む括弧は、キーワード間を区切る目的のみで挿入されていま
す。

rwclient [ACCESSIBLE] [ARRAYSIZE] [AUTHID] [AUTOCOMMIT] [BCC] [BLANKPAGES] [BUFFERS] 
[CACHELOB] [CC] [CELLWRAPPER] [CMDFILE] [COPIES] [CUSTOMIZE] [DATEFORMATMASK] 
[DELIMITED_HDR] [DELIMITER] [DESFORMAT] [DESNAME] [DESTINATION] [DESTYPE] 
[DISTRIBUTE] [EXPIRATION] [EXPRESS_SERVER] [FROM] [IGNOREMARGIN] [JOBNAME] [JOBTYPE] 
[LONGCHUNK] [MODE] [MODULE|REPORT] [NONBLOCKSQL] [NOTIFYFAILURE] [ONFAILURE] 
[ONSUCCESS] [ORIENTATION] [PAGESIZE] [PDFCOMP] [PDFEMBED] [READONLY] [REPLYTO] 
[REPORT|MODULE] [ROLE] [RUNDEBUG] [SCHEDULE] [SERVER] [SUBJECT] [TOLERANCE] 
[TRACEMODE] [TRACEOPTS] [USERID]
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コマンドの概要
A.1.2 rwrun
rwrunコマンドは、Oracle9iAS Reports Servicesのインプロセス・サーバーを使用してレ
ポートを実行します。.repファイルを実行する場合、PL/SQLはすでにコンパイルされてい
るので、再コンパイルはされません。.rdfファイルを実行する場合、PL/SQLは必要に応じ
て自動的に再コンパイルされます。再コンパイルが必要になるのは、レポートが Reports 
Builderによってコンパイルおよび保存されていない場合や、レポートを実行したプラット
フォームまたはバージョンが、前回レポートがコンパイルおよび保存されたプラットフォー
ムと互換性がない場合です。

rwrunとともに使用するキーワードとともに使用するキーワードとともに使用するキーワードとともに使用するキーワード
このリストでキーワードを囲む括弧は、キーワード間を区切る目的のみで挿入されています。

rwrun [ACCESSIBLE] [ARRAYSIZE] [AUTHID] [AUTOCOMMIT] [BCC] [BLANKPAGES] [BUFFERS] 
[CACHELOB] [CC] [CELLWRAPPER] [CMDFILE] [COPIES] [CUSTOMIZE] [DATEFORMATMASK] 
[DELIMITED_HDR] [DELIMITER] [DESFORMAT] [DESNAME] [DESTINATION] [DESTYPE] 
[DISTRIBUTE] [EXPRESS_SERVER] [FROM] [IGNOREMARGIN] [LONGCHUNK] [MODE] 
[MODULE|REPORT] [NONBLOCKSQL] [NOTIFYFAILURE] [ONFAILURE] [ONSUCCESS] [ORIENTATION] 
[PAGESIZE] [PAGESTREAM] [PDFCOMP] [PDFEMBED] [PRINTJOB] [READONLY] [REPLYTO] 
[REPORT|MODULE] [ROLE] [RUNDEBUG] [SAVE_RDF] [SUBJECT] [TRACEFILE] [TRACEMODE] 
[TRACEOPTS] [USERID]

A.1.3 rwbuilder
rwbuilderコマンドは、Reports Builderを起動します。コマンド・プロンプトで
rwbuilderコマンドに REPORT|MODULEキーワードを追加して [Enter]を押すと、指定さ
れたレポートが Reports Builderナビゲータで選択された状態で、Reports Builderが起動し
ます。指定されたレポートがない場合、Reports Builderは、既存のレポートをオープンする
か新規レポートを作成するかを選択する「ようこそ」ダイアログとともに起動します。

rwbuilderとともに使用するキーワードとともに使用するキーワードとともに使用するキーワードとともに使用するキーワード
このリストでキーワードを囲む括弧は、キーワード間を区切る目的のみで挿入されていま
す。

rwbuilder [ACCESSIBLE] [ARRAYSIZE] [AUTOCOMMIT] [BLANKPAGES] [BUFFERS] [CACHELOB] 
[CMDFILE] [EXPRESS_SERVER] [LONGCHUNK] [MODULE|REPORT] [NONBLOCKSQL] [ONFAILURE] 
[ONSUCCESS] [PAGESIZE] [PRINTJOB] [READONLY] [REPORT|MODULE] [RUNDEBUG] [SAVE_RDF] 
[TRACEFILE] [TRACEMODE] [TRACEOPTS] [USERID] [WEBSERVER_DEBUG] [WEBSERVER_DOCROOT] 
[WEBSERVER_PORT]
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コマンドの概要
A.1.4 rwconverter
rwconverterコマンドによって、1つ以上のレポート定義または PL/SQLライブラリをあ
る保存形式から別の保存形式に変換できます。たとえば、rwconverterを使用して次のよ
うな処理ができます。

� レポート・ファイルと XMLファイルの組み合わせによる新しいレポートの作成

� .rdfファイルに格納されたレポートを .rep、.rexまたは .tdfファイルに変換

� .rexファイルに格納されたレポートを .rdfまたは .tdfファイルに変換

� データベースに格納されたライブラリを .pldまたは .pllファイルに変換

� .pldファイルに格納されたライブラリをデータベース・ライブラリまたは .pllファイル
に変換

� .pllファイルに格納されたライブラリを .pldファイルのデータベース・ライブラリに変
換

� Oracle9iAS Portalにレポートをバッチ登録する PL/SQLスクリプトのバッチ作成

rwconverterによって、変換処理の一部として、レポートの PL/SQLが自動的にコンパイ
ルされる場合もあります。変換先が .rexファイルでない場合、次の状況では、
rwconverterによって PL/SQLが自動的にコンパイルされます。

� 変換元が .repファイルの場合

� ソースとして .rexファイルを使用する場合

� ソースとして別のプラットフォーム上に作成されたレポートを使用する場合

その他の状況では、各自でレポートの PL/SQLをコンパイルする必要があります（Reports 
Builderの「プログラム」⇒「コンパイル」⇒「すべて」を使用します）。

注意注意注意注意 : レポートをテンプレートに変換する場合、レポートのヘッダー・
セクションとトレーラ・セクションおよびマージン領域にあるオブジェク
トのみがテンプレートに使用されます。メイン・セクションにあるオブ
ジェクトは無視されます。

注意注意注意注意 : 連結ライブラリ付きのレポートを変換する場合、レポートに連結
された .pllファイルを変換してから、.rdf/.rexファイルを変換する必要が
あります。
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コマンドの概要
rwconverterとともに使用するキーワードとともに使用するキーワードとともに使用するキーワードとともに使用するキーワード
このリストでキーワードを囲む括弧は、キーワード間を区切る目的のみで挿入されていま
す。

rwconverter [BATCH] [CMDFILE] [CUSTOMIZE] [DEST] [DTYPE] [DUNIT] [FORMSIZE] 
[NOTIFYFAILURE] [OVERWRITE] [PAGESIZE] [SOURCE] [STYPE] [USERID] [P_OWNER] [P_
SERVERS] [P_NAME] [P_DESCRIPTION] [P_PRIVILEGE] [P_AVAILABILITY] [P_TYPES] [P_
FORMATS] [P_PRINTERS] [P_PFORMTEMPLATE] [P_TRIGGER]

A.1.5 rwservlet
rwservletコマンドは、HTTP Serverと Reports Server間で情報を変換および配布します。

rwservletとともに使用するキーワードとともに使用するキーワードとともに使用するキーワードとともに使用するキーワード
このリストでキーワードを囲む括弧は、キーワード間を区切る目的のみで挿入されていま
す。

rwservlet [ACCESSIBLE] [ARRAYSIZE] [AUTHID] [AUTOCOMMIT] [BCC] [BLANKPAGES] 
[BUFFERS] [CACHELOB] [CC] [CELLWRAPPER] [CMDKEY] [CONTENTAREA] [COPIES] [CUSTOMIZE] 
[DATEFORMATMASK] [DELAUTH] [DELIMITED_HDR] [DELIMITER] [DESFORMAT] [DESNAME] 
[DESTINATION] [DESTYPE] [DISTRIBUTE] [EXPIRATION] [EXPIREDAYS] [EXPRESS_SERVER] 
[FROM] [GETJOBID] [GETSERVERINFO] [HELP] [IGNOREMARGIN] [ITEMTITLE] [JOBNAME] 
[JOBTYPE] [KILLJOBID] [LONGCHUNK] [MODE] [MODULE|REPORT] [NONBLOCKSQL] 
[NOTIFYFAILURE] [NOTIFYSUCCESS] [NOTIFYFAILURE] [ONFAILURE] [ONSUCCESS] 
[ORIENTATION] [OUTPUTFOLDER] [OUTPUTPAGE] [PAGEGROUP] [PAGESIZE] [PAGESTREAM] 
[PARAMFORM] [PARSEQUERY] [PDFCOMP] [PDFEMBED] [READONLY] [REPLACEITEM] [REPLYTO] 
[REPORT|MODULE] [ROLE] [RUNDEBUG] [SCHEDULE] [SERVER] [SHOWENV] [SHOWENV] [SHOWMAP] 
[SHOWJOBS] [SHOWMYJOBS] [SITENAME] [STATUSFORMAT] [STATUSFOLDER] [STATUSPAGE] 
[SSOCONN] [SUBJECT] [TOLERANCE] [TRACEMODE] [TRACEOPTS] [URLPARAMETER] [USERID]

注意注意注意注意 : フォントは、変換時ではなく、Report Builderや Reports Runtime
でレポートをオープンしたときにマップされます。

注意注意注意注意 : rwservletコマンドを使用して JSPを実行する場合、
rwservletのキーワードをすべて使用できます。rwservletによる JSP
実行の詳細は、第 8章「レポート要求の実行」を参照してください。
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コマンドの概要
A.1.6 rwcgi
rwservletコマンドと同じく、rwcgiコマンドは、HTTP Serverと Reports Server間で情
報を変換および配布します。rwcgiよりも rwservletコマンドを使用するようお薦めしま
す。Reports CGIは、下位互換性を確保するためにのみ維持されています。

rwcgiとともに使用するキーワードとともに使用するキーワードとともに使用するキーワードとともに使用するキーワード
このリストでキーワードを囲む括弧は、キーワード間を区切る目的のみで挿入されていま
す。

rwcgi [ACCESSIBLE] [ARRAYSIZE] [AUTHID] [AUTOCOMMIT] [BCC] [BLANKPAGES] [BUFFERS] 
[CACHELOB] [CC] [CELLWRAPPER] [CONTENTAREA] [COPIES] [CUSTOMIZE] [DATEFORMATMASK] 
[DELIMITED_HDR] [DELIMITER] [DESFORMAT] [DESNAME] [DESTINATION] [DESTYPE] 
[DISTRIBUTE] [EXPIRATION] [EXPIREDAYS] [EXPRESS_SERVER] [FROM] [IGNOREMARGIN] 
[ITEMTITLE] [JOBNAME] [JOBTYPE] [LONGCHUNK] [MODE] [MODULE|REPORT] [NONBLOCKSQL] 
[NOTIFYFAILURE] [NOTIFYSUCCESS] [NOTIFYFAILURE] [ONFAILURE] [ONSUCCESS] 
[ORIENTATION] [OUTPUTFOLDER] [OUTPUTPAGE] [PAGEGROUP] [PAGESIZE] [PAGESTREAM] 
[PARAMFORM] [PDFCOMP] [PDFEMBED] [READONLY] [REPLACEITEM] [REPLYTO] [REPORT|MODULE] 
[ROLE] [RUNDEBUG] [SCHEDULE] [SERVER] [SITENAME] [STATUSFOLDER] [STATUSPAGE] 
[SUBJECT] [TOLERANCE] [TRACEMODE] [TRACEOPTS] [USERID]

A.1.7 rwserver
rwserverコマンドは、Reports Serverを起動します。Reports Serverは、クライアント要
求を処理します。この処理では、クライアント要求を、認証と許可の確認、スケジューリン
グ、キャッシュ、および配布（カスタムまたは Pluggable Destinationsへの配布など）など、
各種サービスに割り当てます。また、要求されたレポートを生成するランタイム・エンジン
を起動したり、生成されたレポートを Reportsキャッシュから取り出したり、ジョブの準備
が完了したことをクライアントに通知したりします。

rwserverとともに使用するキーワードとともに使用するキーワードとともに使用するキーワードとともに使用するキーワード
このリストでキーワードを囲む括弧は、キーワード間を区切る目的のみで挿入されていま
す。

[AUTHID] [AUTOSTART] [BATCH] [SERVER] [SHUTDOWN] [TRACEOPTS] [INSTALL] [UNINSTALL]

注意注意注意注意 : キーワード showenv、showjobs、showmap、showmyjobs、
showjobid、killjobid、parsequery、showauth、delauth、getjobidおよび
getserverinfoは、キーワードと値のペアではなくコマンドです。つまり、
対応する値を持たず、コマンドだけが入力されます。これらのキーワード
の詳細は、構文説明を参照してください。
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A.2 コマンドライン構文コマンドライン構文コマンドライン構文コマンドライン構文
コマンドラインの構文は、次のとおりです。keyword=valueは、有効なコマンドライン引
数です。

rwclient REPORT|MODULE=runfile USERID=username/password@database
[ [keyword=]value|(value1, value2, ...) ] SERVER=server_name

キーワードは必ず指定する必要がありますが、コマンドの後ろに順不同で使用できます。

A.3 全般的な使用上の注意全般的な使用上の注意全般的な使用上の注意全般的な使用上の注意
� クライアントのコマンドラインで指定されたすべてのファイル名とパスは、サーバー・
マシン上のファイルとディレクトリを参照します。ただし、コマンド・ファイル・キー
ワード（CMDFILE=）に対して指定されたファイルはこれらを参照しません。この場合
は、指定された CMDFILEが読み込まれ、元のコマンドライン（CMDFILEが記述され
ているコマンドライン）に追加されてから、Reports Serverに送信されます。ランタイ
ム・エンジンによって CMDFILEが再び読み込まれることはありません。

� キーワード値にファイル名を含むパスを指定しないと、Reports Serverは REPORTS_
PATH環境変数からファイル検索を試みます。

� コマンドラインに CMDFILE=が含まれている場合、コマンド・ファイルが元のコマンド
ラインに読み込まれて追加されてから、Oracle9iAS Reports Serverに送信されます。コ
マンド・ファイルは、Oracle9iAS Reports Engineによって再度読み込まれることはあり
ません（「CMDFILE」を参照してください）。

A.4 コマンドライン引数コマンドライン引数コマンドライン引数コマンドライン引数

A.4.1 ACCESSIBLE
表 A-1では、ACCESSIBLEキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 ACCESSIBLEを使用して、Reportsのアクセシビリティ関連の機能が PDF出力で有
効化されるか（YES）または無効化されるか（NO）を指定します。NOは無効化されること
を示します。

構文構文構文構文

ACCESSIBLE={YES|NO}

表表表表 A-1 ACCESSIBLEキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ ○ × ○ ○ ×
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値値値値 YESは、アクセシビリティの機能がレポートの PDF出力で有効化されることを示しま
す。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト NO

A.4.2 ARRAYSIZE
表 A-2では、ARRAYSIZEキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 ARRAYSIZEを使用して、ORACLE配列処理で使用するサイズ（KB）を指定します。
通常、配列サイズが大きくなるに従って、レポートの実行速度も高まります。

構文構文構文構文 ARRAYSIZE=n

値値値値 1～ 9999までの数字を使用します（位取りのカンマは使用しないでください）。
Oracle9iAS Reports Runtimeでは、レポートでの問合せごとに、指定された KB数のメモ
リーを使用できます。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト 10

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 ARRAYSIZEは、JSPとして実行されるジョブでも使用できます。

A.4.3 AUTHID
表 A-3では、AUTHIDキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 AUTHIDを使用して、制限付きの Oracle9iAS Reports Serverのユーザーを認証する
のに使用されるユーザー名、およびオプションでパスワードを指定します。ユーザー認証に
よって、レポート要求を行っているユーザーが要求されたレポートを実行するアクセス権限
を持っていることが保証されます。

構文構文構文構文 AUTHID=username[/password]

表表表表 A-2 ARRAYSIZEキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ ○ × ○ ○ ×

表表表表 A-3 AUTHIDキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ × × ○ ○ ○
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値値値値 Oracle9iAS Portalで生成した有効なユーザー名、およびオプションでパスワードを指定
します。Oracle9iAS Portalに新しいユーザー・アカウントを生成するときは、データベース
管理者に問い合せてください。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 AUTHIDは、JSPとして実行されるジョブでも使用できます。

シングル・サインオン環境では、Oracle Single Sign-on Serverが認証処理を実行し、
AUTHID内のユーザー名のみが Reports Serverに渡されます。

A.4.4 AUTOCOMMIT
表 A-4では、AUTOCOMMITキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 AUTOCOMMITを使用して、データベースの変更（CREATEなど）をデータベース
に自動的にコミットするかどうかを指定します。ある種の非 Oracleデータベース（SQL 
Serverなど）では、AUTOCOMMIT=YESとする必要があります。

構文構文構文構文 AUTOCOMMIT={YES|NO}

値値値値 YESまたは NO

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト NO

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 AUTOCOMMITは、JSPとして実行されるジョブでも使用できます。

A.4.5 AUTOSTART
表 A-5では、AUTOSTARTキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 AUTOSTARTを使用して、Reports Serverが初回インストール後にリブートした後、
ユーザー・ログインなしで自動的に起動することを指定します。

表表表表 A-4 AUTOCOMMITキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ ○ × ○ ○ ×

表表表表 A-5 AUTOSTARTキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

× × × × × × ○
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構文構文構文構文 AUTOSTART={YES|NO}

値値値値 YESまたは NO

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト NO

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 AUTOSTARTキーワードは、Microsoft Windowsプラットフォームのみで
認識されます。

A.4.6 BATCH
表 A-6では、BATCHキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 rwconverterで BATCHを使用すると、レポートまたはライブラリの変換にユー
ザーが介入しないように、すべての端末入力および出力を非表示にします。rwserverで
BATCHを使用すると、サーバー・ウィンドウ・ダイアログがオフ（YES）またはオン（NO）
になり、プロセスのメッセージが表示または非表示になります。

すべての関連コマンドで、BATCHオプションは、非 UIモードでの実行をサーバーに指示し
ます。コマンドでの使用方法は、アプリケーションによって UIが生成されないという点で、
BATCH=YESを含むコマンドラインからの実行と同じです。たとえば、rwserverでこのオ
プションを使用すると、サーバーをスクリプトおよびリモート・エージェントから実行する
ことができ、実行中にサーバー・ダイアログが表示されません。

構文構文構文構文 BATCH={YES|NO}

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト NO

A.4.7 BCC
表 A-7では、BCCキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 BCCを使用して、電子メールの BCC宛先を指定します。

表表表表 A-6 BATCHキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

× × × ○ × × ○

表表表表 A-7 BCCキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ × × ○ ○ ×
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構文構文構文構文 BCC=someone@foo.com OR BCC="someone@foo.com,sometwo@foo.com"

値値値値 1つ以上の有効な電子メール・アドレス

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 複数の電子メール・アドレスを指定するには、アドレスのリストを引用符で
囲み、リスト内のアドレスをカンマで区切ります。

関連するキーワードは、BCC、CC、FROM、REPLYTOおよび SUBJECTです。電子メール
の主な宛先を指定するには、DESNAMEを使用します。

BCCは、JSPとして実行されるジョブでも使用できます。

A.4.8 BLANKPAGES
表 A-8では、BLANKPAGESキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 BLANKPAGESを使用して、レポートの印刷時に空白ページを抑止するかどうか指定
します。このキーワードは、レポート出力に印刷したくない空白ページがある場合に使用し
ます。

構文構文構文構文 BLANKPAGES={YES|NO}

値値値値 YESはすべての空白ページを印刷します。NOは空白ページを印刷しません。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト YES

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 BLANKPAGESは、論理ページが複数の物理ページ（またはパネル）にわ
たっていて、空白の物理ページの印刷はすべて抑止するときに特に便利です。

注意注意注意注意 : BCC宛先とは、指定された受信者名が他の受信者に見えない（公
開されない）宛先をいいます。

表表表表 A-8 BLANKPAGESキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ ○ × ○ ○ ×
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A.4.9 BUFFERS
表 A-9では、BUFFERSキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 BUFFERSを使用して、仮想メモリー・キャッシュのサイズを KBで指定します。レ
ポートの実行に十分な領域を確保する一方で、システムのリソースを使い過ぎないように調
整する必要があります。

構文構文構文構文 BUFFERS=n

値値値値 1～ 9999までの数字を使用します（位取りのカンマや小数点などは使用しないでくださ
い）。オペレーティング・システムによっては、上限がこれより低い場合もあります。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト 640

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 この設定がセッションの途中で変更されても、変更は次のレポートが実行さ
れるまで有効になりません。

BUFFERSは、JSPとして実行されるジョブでも使用できます。

A.4.10 CACHELOB
表 A-10では、CACHELOBキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 CACHELOBを使用して、取り出した Oracle8のラージ・オブジェクトを Reports 
Serverの一時ファイル・ディレクトリにキャッシュするかどうかを指定します。一時ファイ
ル・ディレクトリは、環境変数 REPORTS_TMP、または tempDirプロパティ（Reports 
Server構成ファイル <server_name>.conf>の engine要素のプロパティ）で指定されます。
tempDir設定は REPORTS_TMP設定よりも優先されます。

構文構文構文構文 CACHELOB=NO

値値値値 YESの場合、LOBを一時ファイル・ディレクトリにキャッシュします。NOの場合、
LOBを一時ファイル・ディレクトリにキャッシュしません。

表表表表 A-9 BUFFERSキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ ○ × ○ ○ ×

表表表表 A-10 CACHELOBキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ ○ × ○ ○ ×
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デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト YES

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

� このオプションは、コマンドラインでのみ設定できます。

� サーバー上の一時ファイル・ディレクトリの位置に十分なディスク領域がない場合、こ
の値はNOに設定することをお薦めします。ただし、値を NOに設定すると、LOBを
データベースから複数回フェッチする必要が生じるため、パフォーマンスが低下する可
能性があります。

� CACHELOBは、JSPとして実行されるジョブでも使用できます。

A.4.11 CC
表 A-11では、CCキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 CCを使用して、電子メールの CC宛先を指定します。

構文構文構文構文 CC=someone@foo.com OR CC="someone@foo.com,sometwo@foo.com"

値値値値 1つ以上の有効な電子メール・アドレス

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 複数の電子メール・アドレスを指定するには、アドレスのリストを引用符で
囲み、リスト内のアドレスをカンマで区切ります。

関連するキーワードは、BCC、CC、FROM、REPLYTOおよび SUBJECTです。電子メール
の主な宛先を指定するには、DESNAMEを使用します。

A.4.12 CELLWRAPPER
表 A-12では、CELLWRAPPERキーワードを使用できるコマンドを示します。

表表表表 A-11 CCキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ × × ○ ○ ×

表表表表 A-12 CELLWRAPPERキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ × × ○ ○ ×
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説明説明説明説明 CELLWRAPPERを使用して、デリミタ付きレポート出力においてセルの前後に表示
される文字を指定します。

構文構文構文構文 CELLWRAPPER=value

値値値値 任意の英数字または英数字の文字列を使用します。

次の 4つの予約済みの値を使用することもできます。

ASCIIキャラクタ・セットに基づくエスケープ・シーケンスを使用することもできます。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

� このキーワードを使用できるのは、DESFORMAT=DELIMITEDと指定しているときの
みです。

� セル・ラッパーは実際のデリミタとは異なります。セル・ラッパーは、デリミタ付き
データの周囲に表示される文字を指定します。デリミタは、2つのデータ間の境界また
は区切り位置を示します。

A.4.13 CMDFILE
表 A-13では、CMDFILEキーワードを使用できるコマンドを示します。

" セルの両側に二重引用符が配置されます。

' セルの両側に一重引用符が配置されます。

tab セルの両側にタブが配置されます。

space セルの両側にシングル・スペースが配置されます。

return セルの両側に改行が配置されます。

none セル・ラッパーは使用されません。

¥t セルの両側にタブが配置されます。

¥n セルの両側に改行が配置されます。

表表表表 A-13 CMDFILEキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ ○ ○ × × ×
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説明説明説明説明 CMDFILEを使用して、レポートのコマンドライン引数を格納するファイルを呼び出
します。呼び出すファイルは、.txtまたはその他の ASCII形式ファイルである必要がありま
す。

CMDFILEと cgicmd.datファイルの違いは、CMDFILEには 1つのレポートに対する 1つの
コマンドラインを指定できるのに対し、cgicmd.datファイルには、複数のレポートに対し
て、キーによって識別される複数のコマンドを格納できる点です。

CMDFILEキーワードを使用すると、実行コマンドを呼び出すたびに多くの引数を指定しな
くても、レポートを実行できます。

構文構文構文構文 CMDFILE=cmdfile

値値値値 任意の有効なコマンド・ファイル

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

� rwservletおよび rwcgiでは、CMDFILEキーワードを使用するのではなく、
cgicmd.datファイルのキーを参照する key引数を使用します。

� コマンド・ファイルは、別のコマンド・ファイルを参照できます。

� コマンド・ファイルで指定するコマンドライン構文は、コマンドラインで使用される構
文と同じです。

� コマンドラインに入力した値は、コマンド・ファイルで指定した値を上書きします。た
とえば、コマンドラインから rwclientを COPIES=1および CMDFILE=RUNONE
（コマンド・ファイル）として指定するとします。一方 RUNONEファイルには COPIES
の値として 2が指定されています。コマンドラインで指定した COPIESの値（1）は、
RUNONEファイルで指定した COPIESの値（2）を上書きします。この場合、生成され
るレポートのコピーは 1つのみです。

� このキーワードの値は、オペレーティング・システムによって異なります。

A.4.14 CMDKEY
表 A-14では、CMDKEYキーワードを使用できるコマンドを示します。

表表表表 A-14 CMDKEYキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

× × × × ○ × ×
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説明説明説明説明 CMDKEYを使用して、cgicmd.datファイル内の、キーによって識別されるコマンド
ラインを呼び出します。次に例を示します。

http:// …/reports/rwservlet?cmddkey=key& …

構文構文構文構文 CMDKEY=key

値値値値 cgicmd.datファイルで指定されたコマンドラインに関連付けられたキーの名前

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 CMDKEYを rwservletで使用する際、コマンドラインでは順不同で使用で
きます（URLの場合は、疑問符の後に使用します）。rwservletには、CMDKEYとともに他
のコマンドライン・キーワードも使用できます。

CMDKEYは、JSPとして実行されるジョブでも使用できます。

A.4.15 CONTENTAREA
表 A-15では、CONTENTAREAキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 CONTENTAREAを使用して、レポート出力の配信先となる Oracle Portal内のコン
テンツ領域を指定します。このキーワードは、Oracle Portalの旧バージョン（3.0.9）に対す
る下位互換性を確保するために維持されています。Oracle9iAS Portalでは、PAGEGROUP
を使用してください（「SITENAME」も参照してください）。

構文構文構文構文 CONTENTAREA="Name of Portal content area"

値値値値 有効な Oracle Portalコンテンツ領域の名前

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

注意注意注意注意 : CMDKEYは、JSPとして実行されるモジュールでも使用できま
す。詳細は、第 8章「レポート要求の実行」を参照してください。

表表表表 A-15 CONTENTAREAキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ × × ○ ○ ×
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使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 レポート出力を Oracle Portalに配信する際、このキーワードの使用は必須で
す。値に文字スペース単位が含まれる場合や、cgicmd.datファイルで引数を指定する場合
は、値の前後に引用符を付けます。

関連するキーワードは、CONTENTAREA、EXPIREDAYS、ITEMTITLE、
OUTPUTFOLDER、OUTPUTPAGE、PAGEGROUP、REPLACEITEM、SCHEDULE、
SITENAME、STATUSFOLDERおよび STATUSPAGEです。

ページやページ・グループなどの Oracle Portalオブジェクトには、表示名と内部名という 2
つの名前があります。Oracle Portal出力で使用するオブジェクトを Oracle Portal内で作成
する際、Oracle Portalのオンライン・ヘルプで指定された内部名の命名規則に従って、内部
名と表示名を同じにします。これにより、Reportsコマンドラインで Portal関連のキーワー
ドに値を指定する際、どちらの名前を指定すればよいか考慮する必要がなくなります。

A.4.16 COPIES
表 A-16では、COPIESキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 COPIESを使用して、印刷するレポート出力の部数を指定します。

構文構文構文構文 COPIES=n

値値値値 1～ 9999までの整数を使用します（位取りのカンマや小数点などは使用しないでくださ
い）。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト COPIESパラメータの Initial Valueプロパティから取得します (Initial Value
は、設計時に Reports Builderで定義されています）。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

� DESTYPEが PRINTERでない場合、このキーワードは無視されます。

� ランタイム・パラメータ・フォーム上で COPIESが空白のままになっている場合は、デ
フォルトの 1が使用されます。

表表表表 A-16 COPIESキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ × × ○ ○ ×
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A.4.17 CUSTOMIZE
表 A-17では、CUSTOMIZEキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 CUSTOMIZEを使用して、現在のレポートに対して Reports XMLファイルが実行さ
れるよう指定します。Reports XMLファイルには、レポート定義をなんらかの形で変更す
る、カスタマイズされた設定（レイアウトやデータ・モデルの変更など）が入っています。

構文構文構文構文 CUSTOMIZE=filename.xml | (filename1.xml, filename2.xml, …)

値値値値 有効な XMLレポート定義を含むファイル名またはファイル名のリストを指定します。
必要に応じて、ファイル名の前にパス情報を付加します（REPORTS_PATHレジストリまた
は engine要素の SourceDirプロパティで指定されているパスにファイルが置かれていない
場合は、パスを付加する必要があります）。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 CUSTOMIZEは、JSPとして実行されるジョブでも使用できます。

A.4.18 DATEFORMATMASK
表 A-18では、DATEFORMATMASKキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 DATEFORMATMASKを使用して、日付の値がデリミタ付きのレポート出力でどのよ
うに表示されるかを指定します。

構文構文構文構文 DATEFORMATMASK=mask

表表表表 A-17 CUSTOMIZEキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ × ○ ○ ○ ×

注意注意注意注意 : XMLカスタマイズ・ファイルを使用してレポートを実行時にカス
タマイズする方法の詳細は、第 10章「XMLによるレポートのカスタマイ
ズ」を参照してください。

表表表表 A-18 DATEFORMATMASKキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ × × ○ ○ ×
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値値値値 任意の日付書式マスク

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 このキーワードを使用できるのは、DESFORMAT=DELIMITEDと指定して
いるときのみです。

DATEFORMATMASKは、JSPとして実行されるジョブでも使用できます。

A.4.19 DELAUTH
表 A-19では、DELAUTHキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 DELAUTHを使用して、rwservletまたは rwcgiのユーザー ID Cookieを削除しま
す。

構文構文構文構文 http://yourwebserver/yourservletpath/rwservlet/DELAUTH[?]
[server=servername][&authid=username/password]

値値値値 構文を参照してください。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 関連するキーワードは、SERVERおよび AUTHIDです。

注意注意注意注意 : 有効な DATEFORMATMASK値は、Report Builderのオンライ
ン・ヘルプのトピック「DATEおよび TIME書式マスク構文」を参照して
ください。

表表表表 A-19 DELAUTHキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

× × × × ○ ○ ×
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A.4.20 DELIMITED_HDR
表 A-20では、DELIMITED_HDRキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 DELIMITED_HDRを使用して、DESFORMAT=DELIMITEDによるレポート実行の際に、
ヘッダーなどのボイラープレートをすべてオフにします。

構文構文構文構文 DELIMITED_HDR={YES|NO}

値値値値 YESは、デリミタ付き出力ファイルのボイラープレート・テキストをすべてオフにしま
す。NOは、デリミタ付き出力ファイルのボイラープレート・テキストをそのまま残しま
す。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト YES

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 このキーワードを使用できるのは、DESFORMAT=DELIMITEDと指定してい
るときのみです。

A.4.21 DELIMITER
表 A-21では、DELIMITERキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 DELIMITERを使用して、レポート出力のセルを区切るために使用する文字を指定し
ます。

構文構文構文構文 DELIMITER=value

値値値値 次のような任意の英数字または英数字の文字列を使用します。

表表表表 A-20 DELIMITED_HDRキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ × × ○ ○ ×

表表表表 A-21 DELIMITERキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ × × ○ ○ ×

, 各セルをカンマで区切ります。

. 各セルをピリオドで区切ります。
A-20 Oracle9iAS Reports Services レポートWeb公開ガイド



コマンドライン引数
次の 4つの予約済みの値を使用することもできます。

ASCIIキャラクタ・セットに基づくエスケープ・シーケンスを使用することもできます。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト Tab

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 このキーワードを使用できるのは、DESFORMAT=DELIMITEDと指定してい
るときのみです。

A.4.22 DESFORMAT
表 A-22では、DESFORMATキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 ジョブ出力のフォーマットを指定します。ビットマップ環境では、DESFORMATを
使用して、DESTYPEが FILEであるときに使用されるプリンタ・ドライバを指定します。
キャラクタ・モード環境では、DESNAMEで指定されたプリンタの特徴を指定します。

構文構文構文構文 DESFORMAT=desformat

値値値値 長さが 1KBを超えない任意の有効な宛先フォーマットです。このキーワードの有効値の
例は、表 A-23を参照してください。

tab 各セルをタブで区切ります。

space 各セルをスペースで区切ります。

return 各セルを改行で区切ります。

none デリミタを使用しません。

¥t 各セルをタブで区切ります。

¥n 各セルを改行で区切ります。

表表表表 A-22 DESFORMATキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ × × ○ ○ ×

表表表表 A-23 DESFORMATの有効値の有効値の有効値の有効値

値値値値 説明説明説明説明

CHARACTER MODEが CHARACTERのとき、DESFORMATは、hpl、hplwide、
dec、decwide、decland、dec180、dfltまたは wideなどのプリン
タ定義を指定します。
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デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト DESFORMATパラメータの Initial Valueプロパティから取得します (Initial 
Valueは、設計時に Reports Builderで定義されています）。Report Builderでレポートを実
行する際に DESFORMATが空白または dfltである場合、現行のプリンタ・ドライバ
（「ファイル」⇒「プリンタの選択」で指定）が使用されます。「プリンタの選択」で何も選
択していない場合、デフォルトで PostScriptが使用されます。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 このキーワードの値は、オペレーティング・システムによっては、大文字と
小文字の区別が必要な場合があります。

A.4.23 DESNAME
表 A-24では、DESNAMEキーワードを使用できるコマンドを示します。

DELIMITED このレポート出力は、標準のスプレッドシート・ユーティリティ
（Microsoft Excelなど）で読み込むことのできるファイルに出力されます。
デリミタを選んでいない場合、デフォルトのデリミタとして TABが使用
されます。

HTML このレポート出力は、HTML形式のファイルに出力されます。

HTMLCSS このレポート出力は、スタイル・シート拡張を含むファイルに出力されま
す。

PDF このレポート出力は、PDF形式のファイルに出力され、Adobe Acrobat
などの PDFビューアで読み込むことができます。

POSTSCRIPT このレポート出力は、ポストスクリプト形式のファイルに出力されます。

RTF RTF形式。このレポート出力は、ワード・プロセッサ（Microsoft Word
など）で読み込むことのできるファイルに出力されます。MS Wordで
ファイルをオープンする場合、レポート内のすべての図形およびオブジェ
クトを表示するには、「表示」⇒「ページ・レイアウト」を選択する必要
があります。

XML このレポート出力は、XMLファイルとして保存されます。このレポート
は、XMLをサポートしているブラウザ、あるいは任意の XML表示アプ
リケーションでオープンしたり読み込んだりできます。

表表表表 A-24 DESNAMEキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ × × ○ ○ ×

表表表表 A-23 DESFORMATの有効値の有効値の有効値の有効値（続き）（続き）（続き）（続き）

値値値値 説明説明説明説明
A-22 Oracle9iAS Reports Services レポートWeb公開ガイド



コマンドライン引数
説明説明説明説明 DESNAMEを使用して、レポート出力の送信先のキャッシュ、ファイル、プリンタ、
Oracle9iAS Portal、または電子メール ID（または配布リスト）を指定します。レポート出力
を電子メールで送信するには、電子メール IDを通常の電子メール・アプリケーション（任
意の SMTP互換アプリケーション）の場合と同様に指定します。複数のユーザー名を指定す
る際は、スペースを入れずにカンマで区切ります。次に例を示します。

name,name,name

構文構文構文構文 DESNAME=desname

値値値値 1KBを超えない長さの任意の有効なキャッシュ宛先、ファイル名、プリンタ名、電子
メール IDまたは OraclePortalを指定します。プリンタ名には、オプションでポートを指定
できます。次に例を示します。

DESNAME=printer,LPT1:
DESNAME=printer,FILE:

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト DESNAMEパラメータの Initial Valueプロパティから取得します (Initial Value
は、設計時に Reports Builderで定義されています）。DESTYPE=FILEで、かつ DESNAME
が空の文字列である場合は、実行時にデフォルトの reportname.lisになります。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 このキーワードの引数は、使用しているオペレーティング・システムによっ
ては、大文字と小文字の区別が必要な場合があります。

A.4.24 DEST
表 A-25では、DESTキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 DESTを使用して、変換後のレポートまたはライブラリの名前を指定します。

構文構文構文構文 DEST={dname|(dname1, dname2, …)|pathname}

値値値値 有効なレポート名、ライブラリ名またはファイル名、あるいは名前をカンマで区切り、
括弧で囲んだそれらのリスト（(qanda, text, dmast)など）を指定します。

表表表表 A-25 DESTキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

× × × ○ × × ×
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デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト DESTキーワードを指定しない場合、rwconverterは次のデフォルト名を使用
します。

� DTYPEが PLDFILEのとき、DESTのデフォルト名は source.pldです。

� DTYPEが PLLFILEのとき、DESTのデフォルト名は source.pllです。

� DTYPEが RDFFILEのとき、DESTのデフォルト名は source.rdfです。

� DTYPEが REPFILEのとき、DESTのデフォルト名は source.repです。

� DTYPEが REXFILEのとき、DESTのデフォルト名は source.rexです。

� DTYPEが XMLFILEのとき、DESTのデフォルト名は source.xmlです。

� DTYPEが REGISTERのとき、DESTのデフォルト名は SQL*Plusスクリプト出力ファイ
ルの名前（output.sqlなど）です。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

� ファイル名のレポート /ライブラリ名のリストは、各エントリをカンマで区切り、括弧
で囲む必要があります。次に例を示します。

(qanda,test,dmast) あるいは (qanda, test, dmast)

� 存在するソース名よりも指定した宛先名が多い場合、余分な宛先名は無視されます。存
在するソース名よりも指定した宛先名が少ない場合、宛先名がなくなるとデフォルト名
が使用されます。

� DESTキーワードの値は、オペレーティング・システムによって異なります。

� DTYPE=REGISTERのとき、複数の宛先は不要です。DESTに対して複数の SQL*Plusス
クリプト・ファイル名を指定した場合、最初のエントリのみが認識され、その他は無視
されます。

A.4.25 DESTINATION
表 A-26では、DESTINATIONキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 DESTINATIONキーワードを使用すると、レポートの現行の実行処理に対応する配布
を定義する XMLファイルの名前を指定できます。

構文構文構文構文 DESTINATION=filename.xml

表表表表 A-26 DESTINATIONキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ × × ○ ○ ×
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値値値値 レポートあるいはレポートのある部分の配布を定義する XMLファイルの名前

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 DESTINATIONキーワードを使用可能にするには、コマンドラインで
DISTRIBUTE=YESと指定する必要があります。これら両方のキーワードを指定した場合に、
DESTYPE、DESNAMEおよび DESFORMATも指定すると、これらは無視されます。

A.4.26 DESTYPE
表 A-27では、DESTYPEキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 DESTYPEを使用して、レポート出力を受け取るデバイス・タイプを指定できます。
Reports Destination APIで独自の Pluggable Destinationsを作成した場合は、作成した宛先
をこのようにして呼び出します。

構文構文構文構文 DESTYPE={cache|localFile|file|printer|sysout|mail|oraclePortal|
name_of_pluggable_destination}

値値値値 表 A-28では、DESTYPEキーワードで使用できる値を説明します。

注意注意注意注意 : 拡張配布の作成の詳細は、第 9章「拡張配布の作成」を参照して
ください。

表表表表 A-27 DESTYPEキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ × × ○ ○ ×

表表表表 A-28 DESTYPEキーワードの有効値キーワードの有効値キーワードの有効値キーワードの有効値

値値値値 説明説明説明説明

cache 出力は Oracle9iAS Reportsのキャッシュに直接送信されます。

localFile rwclient、rwcgiおよび rwservletに対してのみ使用できま
す。出力はクライアント・マシン上のファイルに同期式または非同
期式で送信されます。

file 出力は DESNAMEで指定したサーバー上のファイルに出力されま
す。

printer 出力は DESNAMEで指定したサーバー上のプリンタに送信されま
す。Oracle9iAS Reports Serverが認識できるプリンタをインストー
ルし、稼働させている必要があります。
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デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト DESTYPEパラメータの Initial Valueプロパティから取得します (Initial Value
は、設計時に Reports Builderで定義されています）。

A.4.27 DISTRIBUTE
表 A-29では、DISTRIBUTEキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 DISTRIBUTEを使用すると、レポート出力の宛先としてレポート配布定義 (設計時に
Reports Builderで定義します )あるいは配布 XMLファイルで定義されている配布リスト上
の複数の宛先への配布を有効化または無効化できます。

構文構文構文構文 DISTRIBUTE={YES|NO}

値値値値 YESは、レポートを配布リストにある宛先に配布します。NOの場合、配布リストを無
視して、DESNAME、DESTYPEおよび DESFORMATパラメータの指定に従ってレポートを出
力します。NOは基本的に、配布用のレポート設定を実行するデバッグ・モードで、配布を
実際には実行しません。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト NO

mail 出力は DESNAMEで指定されたメール・ユーザーに送信されます。
SMTPを使用する任意のメール・システムにメールを送信できま
す。

OraclePortal 出力は Oracle Portalに送信されます。関連するキーワードは、
CONTENTAREA、EXPIREDAYS、ITEMTITLE、
OUTPUTFOLDER、OUTPUTPAGE、PAGEGROUP、
REPLACEITEM、SCHEDULE、SITENAME、STATUSFOLDERお
よび STATUSPAGEです。

sysout rwcgiにのみ有効です。出力はクライアント・マシンのデフォルト
の出力デバイスに送信され、強制的に同期呼出しになります。

name_of_pluggable_
destination

Reports Destination APIで独自の Pluggable Destinationsを作成し
た場合は、作成した宛先をこのようにして呼び出します。

表表表表 A-29 DISTRIBUTEキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ × × ○ ○ ×

表表表表 A-28 DESTYPEキーワードの有効値キーワードの有効値キーワードの有効値キーワードの有効値（続き）（続き）（続き）（続き）

値値値値 説明説明説明説明
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使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 DISTRIBUTEキーワードは、DESTINATIONキーワードと密接に関連して動
作します。DESTINATIONキーワードが効果を発揮するには、DISTRIBUTEに YESを指定
する必要があります。これら両方のキーワードを指定した場合に、DESTYPE、DESNAMEお
よび DESFORMATも指定すると、これらは無視されます。

A.4.28 DTYPE
表 A-30では、DTYPEキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 DTYPEを使用して、レポートまたはライブラリの変換後のフォーマットを指定でき
ます。

構文構文構文構文 DTYPE={PLDFILE|PLLFILE|RDFFILE|REPFILE|TDFFILE|XMLFILE|JSPFILE
|REGISTER}

値値値値 次の値が適用されます。

� PLDFILEの場合、変換された PL/SQLライブラリは、ASCII形式のファイルに格納され
ます。

� PLLFILEの場合、変換された PL/SQLライブラリは、ソース・コードおよび Pコード
（コンパイル済 PL/SQL）を含むファイルに格納されます。

� RDFFILEの場合、変換されたレポートは、1つ以上のレポート定義ファイル（.rdf拡
張子を持つファイル）に格納されます。

� REPFILEの場合、変換されたレポートは、1つ以上のバイナリ実行ファイル（.rep拡張
子を持つファイル）に格納されます。

� REXFILEの場合、変換されたレポートは、1つ以上のテキスト・ファイル（.rex拡張
子を持つファイル）に格納されます。

� TDFFILEの場合、レポートはテンプレート・ファイル（.tdf拡張子を持つファイル）
に変換されます。

� XMLFILEの場合、変換されたレポートは、XMLファイル（.xml拡張子を持つファイ
ル）に格納されます。

注意注意注意注意 : 拡張配布の作成の詳細は、第 9章「拡張配布の作成」を参照して
ください。

表表表表 A-30 DTYPEキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

× × × ○ × × ×
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� JSPFILEの場合、変換されたレポートは、JSPファイル（.jsp拡張子を持つファイル）
に格納されます。

� REGISTERの場合は、SOURCEによって指定された各レポートを
RWWWVREG.REGISTER_REPORT関数で Oracle9iAS Portalにロードするためのスク
リプト・ファイルが作成されます。各ロード関数には、Oracle9iAS Portalにレポートを
登録するために必要な情報が入力されます。作成された SQL*Plusのスクリプト・ファ
イルを Oracle9iAS Portalスキーマに対して実行すると、複数のレポートを Oracle9iAS 
Portalにバッチ登録できます。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト REPFILE

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 rwconverterを使用して .repファイルを作成する場合、ソース・レポート
の PL/SQLは、自動的にコンパイルされます。コンパイルでエラーが発生すると、エラー・
メッセージが表示され、.repファイルは作成されません。この事態を回避するには、.rep
ファイルを作成する前に、必ず Reports Builderで「ファイル」⇒「コンパイル」を使用し
て、ソース・レポートの PL/SQLをコンパイルします。

レポートをテンプレートに変換する場合、レポートのヘッダー・セクション、トレーラ・セ
クションおよびマージン領域にあるオブジェクトのみがテンプレートに使用されます。メイ
ン・セクションにあるオブジェクトは無視されます。

A.4.29 DUNIT
表 A-31では、DUNITキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 DUNITを使用して、レポートを変換する宛先のサイズの単位を指定できます。これ
を指定する場合、DUNITは、SOURCEレポートのサイズの単位と異なっている必要があり
ます。これを指定しない場合、SOURCEレポートのサイズの単位が使用されます。

構文構文構文構文 DUNIT={CENTIMETER|CHARACTER|INCH|POINT}

値値値値

� CENTIMETERの場合、変換されたレポートは、サイズの単位として最初にセンチメー
トルを使用します。

� CHARACTERの場合、変換されたレポートは、サイズの単位として最初に文字を使用
します。

表表表表 A-31 DUNITキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

× × × ○ × × ×
A-28 Oracle9iAS Reports Services レポートWeb公開ガイド



コマンドライン引数
� INCHの場合、変換されたレポートは、サイズの単位として最初にインチを使用しま
す。

� POINTの場合、変換されたレポートは、サイズの単位として最初にポイントを使用しま
す。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト NULL

A.4.30 EXPIRATION
表 A-32では、EXPIRATIONキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 EXPIRATIONを使用して、レポート出力が削除されるまでキャッシュにとどまるこ
とのできる期間を定義します。

重複ジョブの検出の詳細は、8.8項「キャッシュからのレポート出力の再使用」（第 8章）を
参照してください。

構文構文構文構文 EXPIRATION=time_string

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

値値値値 時刻文字列には、次のいずれかの形式を使用できます。

� n{unit}は、オプションの単位を持つ数値の場合に使用します。unitには、分 (s)、時
間 (s)または日 (s)を指定できます。単位を指定しない場合は、デフォルトの分 (s)が使
用されます。

� {Mon DD, YYYY} hh:mi:ss am|pm {timezone}は、日付 /時刻形式の場合に使用
します。日付情報はオプションです。日付を指定しない場合は、本日の日付が使用され
ます。タイムゾーンもオプションです。タイムゾーンを指定しない場合は、Reports 
Serverのタイムゾーンが使用されます。日付 /時刻には必ず米国のロケールを使用しま
す。この形式は、Javaの DateFormat.MEDIUMタイプの定義と同じです。

表表表表 A-32 EXPIRATIONキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ × × × ○ ○ ×
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A.4.31 EXPIREDAYS
表 A-33では、EXPIREDAYSキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 EXPIREDAYSを使用して、Oracle Portalに送信されたレポート出力が期限切れにな
るまでの日数を指定できます。

構文構文構文構文 EXPIREDAYS={PERMANENT|1 day|2 days|3 days|7 days|14 days|31 days|
60 days|90 days|120 days}

値値値値 PERMANENT（期限切れなし）|1 day|2 days|3 days|7 days|14 days|
31 days|60 days|90 days|120 days

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 レポート出力を Oracle Portalに送信する際、このキーワードの使用はオプ
ションです。関連するキーワードは、CONTENTAREA、EXPIREDAYS、ITEMTITLE、
OUTPUTFOLDER、OUTPUTPAGE、PAGEGROUP、REPLACEITEM、SCHEDULE、
SITENAME、STATUSFOLDERおよび STATUSPAGEです。

A.4.32 EXPRESS_SERVER
表 A-34では、EXPRESS_SERVERキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 EXPRESS_SERVERを使用して、接続する OLAP Serverを指定できます。

構文構文構文構文 EXPRESS_SERVER="server=[server]/domain=[domain]/user=[userid]/
password=[passwd]"

RAMの構文の構文の構文の構文 EXPRESS_SERVER="server=[server]/domain=[domain]/
user=[userid]/password=[passwd]/ramuser=[ramuserid]/
rampassword=[rampasswd]/ramexpressid=[ramexpid]/
ramserverscript=[ramsscript]/rammasterdb=[ramdb]/
ramconnecttype=[ramconn]"

表表表表 A-33 EXPIREDAYSキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

× × × × ○ ○ ×

表表表表 A-34 EXPRESS_SERVERキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ ○ × ○ ○ ×
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値値値値 二重引用符（"）で囲まれた有効な接続文字列を指定します。

パラメータパラメータパラメータパラメータ サーバー値には、Oracle Express Connection Editorで設定され、接続（XCF）
ファイルに格納されている設定値に対応する 4つのパラメータが含まれています。これら 4
つのパラメータはすべて必須で、任意の順序で指定できます。表 A-35に、パラメータとそ
の設定を示します。

server OLAP Server文字列（たとえば ncacn_ip_
tcp:olap2-pc/sl=x/st=x/ct=x/sv=x/）。サーバー文字列の
詳細は次を参照してください。

domain OLAP Serverのドメイン。

user OLAP Serverにログオンするためのユーザー ID。

password そのユーザー IDに対するパスワード。

ramuser RDBMSにログインするためのユーザー ID。

rampassword RDBMSに対するパスワード。

ramexpressid Oracle Sales Analyzerデータベースのユーザー ID。これが必要な
のは Oracle Sales Analyzerデータベースを使用するときのみで
す。

ramserverscript サーバー上のリモート・データベースの構成ファイル（RDC）の
完全なファイル名（フルパスを含む）。このファイルは、コード
やデータのデータベースの場所などの情報を指定します。UNC
（Universal Naming Convention）構文を使用すると、同じドライ
バ文字をその場所にマップすることなく、複数のユーザーが同じ
接続を使用してデータにアクセスすることを許可できます。UNC
構文は、¥¥ServerName¥ShareName¥の後に任意のサブフォルダま
たはファイルが続きます。

rammasterdb 最初に付加される Relational Access Managerデータベースの名
前。データベース・ファイル名以外は指定しないでください。こ
のデータベースは OLAP Serverの ServerDBPathにあるパス・リ
ストに記載されているディレクトリに常駐している必要がありま
す。ServerDBPathは、Express Configuration Managerの「設定
の編集」ダイアログ・ボックスの「ファイル I/O」タブで確認で
きます。

ramconnecttype Express接続の種類。直接接続の場合は必ず 0を指定してくださ
い。
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デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

� 文字列の全体が引用符で囲まれるので、必要に応じて（たとえば、ユーザー IDが John 
Smithである場合など）文字列にスペースを含めることができます。

� 文字列にスラッシュ（/）が必要なときは、エスケープ文字としてスラッシュをもう 1
つ使用する必要があります。たとえば、ドメインがツールあるいはレポートである場合
は、コマンドラインは次のようになります。

EXPRESS_SERVER="server=ncacn_ip_tcp:olap2-pc/sl=0/
st=1/ct=0/sv=1/domain=tools//reports"

� 文字列の中では一重引用符を使用できます。文字列全体が二重引用符で囲まれているた
め、特別な扱いは受けません。

A.4.33 FORMSIZE
表 A-36では、FORMSIZEキーワードを使用できるコマンドを示しています。

表表表表 A-35 EXPRESS_SERVERのののの server値とともに使用するパラメータの設定値とともに使用するパラメータの設定値とともに使用するパラメータの設定値とともに使用するパラメータの設定

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明 設定設定設定設定

sl サーバー・ログ
イン

-2: ホスト（ドメイン・ログイン）

-1: ホスト（サーバー・ログイン）

0: 認証不要

1: ホスト（ドメイン・ログイン）と接続セキュリティ

2: ホスト（ドメイン・ログイン）とコール・セキュリティ

3: ホスト（ドメイン・ログイン）とパケット・セキュリティ

4: ホスト（ドメイン・ログイン）と整合性セキュリティ

5: ホスト（ドメイン・ログイン）とプライバシ・セキュリ
ティ

注意注意注意注意 : Windows NTではすべての設定値を使用します。
UNIXシステムでは、設定値 0、-1および -2のみを使用しま
す。これらの設定値の情報は、Express Connection Editorの
Helpシステムを参照してください。

st サーバーの種類 :1: OLAP Server

ct 接続の種類 0: Express接続

sv サーバー・バー
ジョン

1: Express 6.2以降
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説明説明説明説明 FORMSIZEを使用して、変換するレポートのランタイム・パラメータ・フォームを、
宛先のサイズの単位（DUNIT）で指定できます。

構文構文構文構文 FORMSIZE=width x height

値値値値 指定されたサイズの単位で使用できるすべての値

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 キャラクタ以外の DUNITでは、端数を指定するのに小数を使用できます
（8.5 x 11など）。

A.4.34 FROM
表 A-37では、FROMキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 FROMを使用して、電子メール送信者の電子メールアドレスを指定できます。

構文構文構文構文 FROM=someone@foo.com

値値値値 有効な電子メール・アドレス

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト loginid@machine_name

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 関連するキーワードは、BCC、CC、FROM、REPLYTOおよび SUBJECTで
す。電子メールの主な宛先を指定するには、DESNAMEを使用します。

表表表表 A-36 FORMSIZEキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

× × × ○ × × ×

注意注意注意注意 : ランタイム・パラメータ・フォームの詳細は、PARAMFORM
キーワードを参照してください。

表表表表 A-37 FROMキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ × × ○ ○ ×
コマンドライン引数 A-33



コマンドライン引数
A.4.35 GETJOBID
表 A-38では、GETJOBIDキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 GETJOBIDを使用して、ジョブ ID[n]の Reports Serverジョブの結果出力を取得でき
ます。

構文構文構文構文 http://yourwebserver/reports/rwservlet/getjobid[n][?]
[server=server_name][&authid=username/password][&statusformat={html|xml|xmldtd}]

値値値値 構文を参照してください。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 ジョブが正常に終了し、Reports Serverキャッシュに存在する必要がありま
す。現在のジョブ・リストを参照するには、SHOWJOBSを使用します。ステータスは、
html、xmlまたは xmldtd形式で返されます。デフォルトは htmlです。

関連するキーワードは、SERVER、AUTHIDおよび STATUSFORMATです。

STATUSFORMATパラメータは、rwservletに対してのみ使用でき、rwcgiには使用でき
ません。

A.4.36 GETSERVERINFO
表 A-39では、GETSERVERINFOキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 GETSERVERINFOを使用して、Reports Server情報を表示できます。

構文構文構文構文 http://yourwebserver/reports/rwservlet/getserverinfo[?]
[server=server_name][&authid=username/password]

値値値値 構文を参照してください。

表表表表 A-38 GETJOBIDキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

× × × × ○ ○ ×

表表表表 A-39 GETSERVERINFOキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

× × × × ○ × ×
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デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 関連するキーワードは、SERVERおよび AUTHIDです。

A.4.37 HELP
表 A-40では、HELPキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 HELPキーワードを使用して、ヘルプ・トピックを表示し、rwservletコマンドとと
もに使用できる追加コマンドを示します。

構文構文構文構文 http://yourwebserver/reports/rwservlet/help

値値値値 構文を参照してください。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

A.4.38 IGNOREMARGIN
表 A-41では、IGNOREMARGINキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 IGNOREMARGINを使用して、Reportsがプリンタのハードウェア・マージンを無視し
てレポート定義の物理ページ・マージンで指定された値を使用するかどうかを指定できま
す。

構文構文構文構文 IGNOREMARGIN={YES|NO}

値値値値 YESを指定すると、Reportsがプリンタのハードウェア・マージンを無視してレポート
定義の物理ページ・マージンで指定された値を使用します。NOを指定すると、レポート印
刷時、Reportsがプリンタのハードウェア・マージンをレポート定義の物理ページ・マージ
ンで指定された値に追加します。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト NO

表表表表 A-40 HELPキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

× × × × ○ ○ ×

表表表表 A-41 IGNOREMARGINキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ ○ × ○ ○ ×
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A.4.39 INSTALL
表 A-42では、INSTALLキーワードを使用できるコマンドを示します。

表表表表 A-42 INSTALLキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

説明説明説明説明 INSTALLを使用して、Microsoft Windows上の Reports Serverインスタンスをサー
ビスとして構成できます。この引数は UNIXプラットフォームでは無効です。

構文構文構文構文 -INSTALL REPORTS_SERVER_NAME

値値値値 Reports Serverインスタンスの有効な名前

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 INSTALLとともに AUTOSTARTキーワードを使用すると、インストール後
およびシステム再起動後に Reports Serverサービスが自動的に開始されます。

INSTALLとともに BATCH=YESを使用すると、通常インストール時に表示されるプロンプ
トおよびダイアログが表示されなくなります。

A.4.40 ITEMTITLE
表 A-43では、ITEMTITLEキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 ITEMTITLEを使用して、Oracle Portalがレポート出力に使用する表示名を指定でき
ます。Oracle Portalにはこの名前が表示され、レポート出力にリンクされます。

構文構文構文構文 ITEMTITLE="Your output title"

値値値値 任意のテキスト

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト レポートのファイル名

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

× × × × × × ○

表表表表 A-43 ITEMTITLEキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ × × ○ ○ ×
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使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 レポート出力を Oracle Portalに送信する際、このキーワードの使用はオプ
ションです。値に文字スペース単位が含まれる場合や、cgicmd.datファイルで引数を指定す
る場合は、値の前後に引用符を付けます。

関連するキーワードは、CONTENTAREA、EXPIREDAYS、ITEMTITLE、
OUTPUTFOLDER、OUTPUTPAGE、PAGEGROUP、REPLACEITEM、SCHEDULE、
SITENAME、STATUSFOLDERおよび STATUSPAGEです。

A.4.41 JOBNAME
表 A-44では、JOBNAMEキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 JOBNAMEを使用して、Oracle9iAS Reports Queue Managerに表示されるジョブの
名前を指定できます。これはコメントとして扱われ、ジョブの実行にはまったく関係しませ
ん。JOBNAMEが指定されていないときは、Oracle9iAS Reports Queue Managerではレ
ポート名がジョブ名として表示されます。

構文構文構文構文 JOBNAME=string

値値値値 任意のジョブ名

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 JOBNAMEは、JSPとして実行されるジョブでも使用できます。

A.4.42 JOBTYPE
表 A-45では、JOBTYPEキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 JOBTYPEを使用して、サーバーによって実行されるジョブのタイプを記述できます。
Reports Serverに備わっているエンジンがそのジョブ・タイプを処理できれば、任意のジョブ・
タイプを入力できます。

表表表表 A-44 JOBNAMEキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ × × × ○ ○ ×

表表表表 A-45 JOBTYPEキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ × × × ○ ○ ×
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構文構文構文構文 JOBTYPE={Reports Serverのエンジンで処理可能なジョブ・タイプ }

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト REPORT

A.4.43 KILLJOBID
表 A-46では、KILLJOBIDキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 KILLJOBIDを使用して、ジョブ ID[n]の Reports Serverジョブを取り消すことがで
きます。

構文構文構文構文 http://yourwebserver/reports/rwservlet/killjobid[n][?]
[server=server_name][&authid=username/password][&statusformat={html|xml|xmldtd}]

値値値値 構文を参照してください。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 ジョブは現行である (キューに入っているかスケジュールされている )必要
があります。現在のジョブ・リストを参照するには、SHOWJOBSを使用します。
STATUSFORMATは html、xmlまたは xmldtdに設定できます。指定した形式でステータス
が返されます。デフォルトは htmlです。

関連するキーワードは、SHOWJOBS、SERVER、AUTHIDおよび STATUSFORMATです。

STATUSFORMATパラメータは、rwservletに対してのみ使用でき、rwcgiには使用でき
ません。

A.4.44 LONGCHUNK
表 A-47では、LONGCHUNKキーワードを使用できるコマンドを示します。

表表表表 A-46 KILLJOBIDキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

× × × × ○ ○ ×

表表表表 A-47 LONGCHUNKキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ ○ × ○ ○ ×
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説明説明説明説明 LONGCHUNKは、Oracle9iDS Reports Builderで LONG列値を取り出す変更分のサイ
ズ（KB）です。LONGの値を検索する際に、メモリー容量の制限から一度にすべてを検索
するのではなく、少しずつ検索する方がよい場合があります。LONGCHUNKは、Oracleデー
タベースのみに適用されます。

構文構文構文構文 LONGCHUNK=n

値値値値 1～ 9999までの数字を使用します（位取りのカンマや小数点などは使用しないでくださ
い）。オペレーティング・システムによっては、上限がこれより低い場合もあります。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト 10

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 LONGCHUNKは、JSPとして実行されるジョブでも使用できます。

A.4.45 MODE
表 A-48では、MODEキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 MODEを使用して、レポートをキャラクタ・モードで実行するか、ビットマップで
実行するかを指定できます。

構文構文構文構文 MODE={BITMAP|CHARACTER|DEFAULT}

値値値値 次の値が適用されます。

� BITMAP

� CHARACTER

� DEFAULT（BITMAPです）

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト DEFAULT

表表表表 A-48 MODEキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ × × ○ ○ ×
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A.4.46 MODULE|REPORT
表 A-49では、MODULE|REPORTキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 MODULEまたは REPORTを使用して、実行するレポートの名前を指定できます。

構文構文構文構文 REPORT|MODULE=runfile

値値値値 任意の有効な実行ファイル（つまり、拡張子が REP、RDF、JSPまたは XMLのファイ
ル）を指定します。ファイル拡張子を入力しないと、Oracle9iAS Reports Runtimeは REP
拡張子、RDF拡張子、JSP拡張子、拡張子なしの順にファイルを検索します。Oracle9iAS 
Reports Runtimeでは、ファイル名の前にディレクトリ・パスがない場合、ファイルの検索
に REPORTS_PATH検索順序が使用されます。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

A.4.47 NONBLOCKSQL
表 A-50では、NONBLOCKSQLキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 NONBLOCKSQLを使用して、Reports Runtimeでデータベースからデータをフェッ
チしている間に、他のプログラムを実行できるかどうかを指定できます。

構文構文構文構文 NONBLOCKSQL={YES|NO}

値値値値 YESは、データをフェッチしているときに他のプログラムを実行できます。NOは、
データをフェッチしているときは他のプログラムを実行できません。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト YES

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 NONBLOCKSQLは、JSPとして実行されるジョブでも使用できます。

表表表表 A-49 MODULE|REPORTキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ ○ × ○ ○ ×

表表表表 A-50 NONBLOCKSQLキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ ○ × ○ ○ ×
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A.4.48 NOTIFYFAILURE
表 A-51では、NOTIFYFAILUREキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 NOTIFYFAILUREを使用して、レポート要求が失敗した場合に電子メールで通知す
る宛先を指定できます。このキーワードは、通知クラスを使用するよう Reports Serverを構
成するときに使用します。詳細は、第 3章「Oracle9iAS Reports Servicesの構成」の通知に
関する説明を参照してください。

構文構文構文構文 NOTIFYFAILURE={name1@mycompany.com,name2@mycompany.com}

値値値値 1つ以上の有効な電子メール・アドレス

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 通知電子メールの本文に使用されるデフォルトの通知電子メールのテンプ
レートが、Oracle9iASのインストレーションに含まれています。NOTIFYFAILUREテンプ
レートの名前は failnote.txt、位置は %ORACLE_HOME%¥reports¥templateです。

NOTIFYFAILUREは、JSPとして実行されるジョブでも使用できます。

A.4.49 NOTIFYSUCCESS
表 A-52では、NOTIFYSUCCESSキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 NOTIFYSUCCESSを使用して、レポート要求が成功した場合に電子メールで通知す
る宛先を指定できます。このキーワードは、通知クラスを使用するよう Reports Serverを構
成するときに使用します。詳細は、第 3章「Oracle9iAS Reports Servicesの構成」の通知に
関する説明を参照してください。

構文構文構文構文 NOTIFYSUCCESS={name1@mycompany.com,name2@mycompany.com}

値値値値 1つ以上の有効な電子メール・アドレス

表表表表 A-51 NOTIFYFAILUREキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ × × × ○ ○ ×

表表表表 A-52 NOTIFYSUCCESSキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ × × × ○ ○ ×
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デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 通知電子メールの本文に使用されるデフォルトの通知電子メールのテンプ
レートが、Oracle9iASのインストレーションに含まれています。NOTIFYSUCCESSテンプ
レートの名前は succnote.txt、位置は %ORACLE_HOME%¥reports¥templateです。

NOTIFYSUCCESSは、JSPとして実行されるジョブでも使用できます。

A.4.50 NUMBERFORMATMASK
表 A-53では、NUMBERFORMATMASKキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 NUMBERFORMATMASKを使用して、数値がデリミタ付きのレポート出力でどのよ
うに表示されるかを指定します。

構文構文構文構文 NUMBERFORMATMASK=mask

値値値値 任意の数値書式マスク

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 このキーワードを使用できるのは、DESFORMAT=DELIMITEDと指定して
いるときのみです。

NUMBERFORMATMASKは、JSPとして実行されるジョブでも使用できます。

A.4.51 ONFAILURE
表 A-54では、ONFAILUREキーワードを使用できるコマンドを示します。

表表表表 A-53 NUMBERFORMATMASKキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ × × ○ ○ ×

注意注意注意注意 : 有効な NUMBERFORMATMASK値は、Report Builderのオンラ
イン・ヘルプのトピック「数値書式マスク構文」を参照してください。

表表表表 A-54 ONFAILUREキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ ○ × ○ ○ ×
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説明説明説明説明 ONFAILUREを使用して、エラーが発生してレポートが完了されなかった場合に
COMMITまたは ROLLBACKを実行させるかどうかを指定できます。

構文構文構文構文 ONFAILURE={COMMIT|ROLLBACK|NOACTION}

値値値値 COMMITは、レポートが完了しなかった場合に COMMITを実行します。ROLLBACK
は、レポートが完了しなかった場合に ROLLBACKを実行します。NOACTIONでは、レ
ポートが失敗しても何も行いません。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト ユーザー IDが指定されている場合は、ROLLBACKです。ユーザー IDの指定
がなく、外部ソース（Oracle9iDS Forms Servicesなど）から呼び出される場合は
NOACTIONです。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 ONFAILUREの COMMITまたは ROLLBACKは、レポートが失敗した後に
実行されます。これに先だって、他の COMMITおよび ROLLBACKが発生する場合もあり
ます。詳細は、READONLYコマンドの項を参照してください。

ONFAILUREは、JSPとして実行されるジョブでも使用できます。

A.4.52 ONSUCCESS
表 A-55では、ONSUCCESSキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 ONSUCCESSを使用して、レポートの実行が終了した時点で COMMITまたは
ROLLBACKのどちらを実行するかを指定できます。

構文構文構文構文 ONSUCCESS={COMMIT|ROLLBACK|NOACTION}

値値値値 COMMITは、レポート完了時に COMMITを実行します。ROLLBACKは、レポート完
了時に ROLLBACKを実行します。NOACTIONの場合、レポートが終了しても何も行われ
ません。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト ユーザー IDが指定されている場合は COMMITです。ユーザー IDの指定がな
く、外部ソース（Oracle9iDS Forms Servicesなど）から呼び出される場合はNOACTIONで
す。

表表表表 A-55 ONSUCCESSキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ ○ × ○ ○ ×
コマンドライン引数 A-43
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使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 ONSUCCESSに対する COMMITまたは ROLLBACKは、レポートのトリ
ガーが発行されてから実行されます。その他の COMMITおよび ROLLBACKは、これより
前に発生する場合があります。詳細は、READONLYコマンドの項を参照してください。

ONSUCCESSは、JSPとして実行されるジョブでも使用できます。

A.4.53 ORIENTATION
表 A-56では、ORIENTATIONキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 ORIENTATIONは、レポートの各ページのプリント方向をコントロールします。

構文構文構文構文 ORIENTATION={DEFAULT|LANDSCAPE|PORTRAIT}

値値値値 DEFAULTの場合、現行のプリンタの方向設定を使用します。LANDSCAPEは横方向
です (長辺が上下になる配置 )。PORTRAITは縦方向です (短辺が上下になる配置 )。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト DEFAULT

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

� キャラクタ・モードのレポートに対して ORIENTATION=LANDSCAPEを指定する場
合、プリンタ定義ファイルに横方向を指定する句が含まれていることが必要です。

� Motif上の PCLプリンタに出力する場合はサポートされていません。

A.4.54 OUTPUTFOLDER
表 A-57では、OUTPUTFOLDERキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 OUTPUTFOLDERを使用して、レポート出力の配信先となる Oracle Portalフォルダの
名前を指定できます。このキーワードは、Oracle Portalの旧バージョン（WebDB 2.2および
Oracle Portal 3.0.9）に対する下位互換性を確保するために維持されています。Oracle9iAS 
Portalバージョン 2.0では、OUTPUTPAGEを使用してください。

表表表表 A-56 ORIENTATIONキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ × × ○ ○ ×

表表表表 A-57 OUTPUTFOLDERキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ × × ○ ○ ×
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構文構文構文構文 OUTPUTFOLDER=Oracle_Reports_Output

値値値値 Oracle9iAS Portalで使用されているフォルダ名

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト Oracle_Reports_Output

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 このキーワードの値は大文字と小文字を区別します。レポート出力を Oracle 
Portalに配信する際、このキーワードの使用は必須です。値に文字スペース単位が含まれる
場合や、cgicmd.datファイルで引数を指定する場合は、値の前後に引用符を付けます。

関連するキーワードは、CONTENTAREA、EXPIREDAYS、ITEMTITLE、
OUTPUTFOLDER、OUTPUTPAGE、PAGEGROUP、REPLACEITEM、SCHEDULE、
SITENAME、STATUSFOLDERおよび STATUSPAGEです。

ページやページ・グループなどの Oracle Portalオブジェクトには、表示名と内部名という 2
つの名前があります。Oracle Portal出力で使用するオブジェクトを Oracle Portal内で作成
する際、Oracle Portalのオンライン・ヘルプで指定された内部名の命名規則に従って、内部
名と表示名を同じにします。これにより、Reportsコマンドラインで Portal関連のキーワー
ドに値を指定する際、どちらの名前を指定すればよいか考慮する必要がなくなります。

A.4.55 OUTPUTPAGE
表 A-58では、OUTPUTPAGEキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 OUTPUTPAGEを使用して、レポート出力の配信先となる Oracle Portalページの名前
を指定できます（Oracle9iAS Portalバージョン 2.0よりも古いバージョンとの互換性につい
ては、「OUTPUTFOLDER」を参照してください）。

構文構文構文構文 OUTPUTPAGE=Oracle_Reports_Output

値値値値 Oracle Portalで使用されているページ名

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト Oracle_Reports_Output

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 このキーワードの値は大文字と小文字を区別します。レポート出力を Oracle 
Portalに配信する際、このキーワードの使用はオプションです。出力ページを指定しない場
合、Oracle Reports Outputという名前のデフォルト・ページが Oracle9iAS Portalにより作
成されます。

表表表表 A-58 OUTPUTPAGEキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ × × ○ ○ ×
コマンドライン引数 A-45



コマンドライン引数
値に文字スペース単位が含まれる場合や、cgicmd.datファイルで引数を指定する場合は、値
の前後に引用符を付けます。

レポート出力の Oracle Portalへの配信に関連するキーワードは、CONTENTAREA、
EXPIREDAYS、ITEMTITLE、OUTPUTFOLDER、OUTPUTPAGE、PAGEGROUP、
REPLACEITEM、SCHEDULE、SITENAME、STATUSFOLDERおよび STATUSPAGEで
す。

ページやページ・グループなどの Oracle Portalオブジェクトには、表示名と内部名という 2
つの名前があります。Oracle Portal出力で使用するオブジェクトを Oracle Portal内で作成
する際、Oracle Portalのオンライン・ヘルプで指定された内部名の命名規則に従って、内部
名と表示名を同じにします。これにより、Reportsコマンドラインで Portal関連のキーワー
ドに値を指定する際、どちらの名前を指定すればよいか考慮する必要がなくなります。

A.4.56 OVERWRITE
表 A-59では、OVERWRITEキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 OVERWRITEを使用して、既存のファイルを、変換済みのファイルで上書きするかど
うかを指定できます。

構文構文構文構文 OVERWRITE={YES|NO|PROMPT}

値値値値

� YESの場合、rwconverterは同名の既存ファイルを自動的にすべて上書きします。

� NOの場合、同名の既存ファイルがあっても、レポートを変換せず、警告メッセージを
表示します。

� PROMPTの場合、既存ファイルを上書きする前に、確認を要求します。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト NO

表表表表 A-59 OVERWRITEキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

× × × ○ × × ×
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A.4.57 P_AVAILABILITY
表 A-60では、P_AVAILABILITYキーワードを使用できるコマンドを示します。

表表表表 A-60 P_AVAILABILITYキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

説明説明説明説明 P_AVAILABILITYは使用可能日カレンダの名前で、指定されたレポートがいつ処理
できるようになるかを決定します。このキーワードが使用されるのは、DTYPE=REGISTER
の場合のみです。

構文構文構文構文 P_AVAILABILITY=calendar_name

値値値値 有効な使用可能日カレンダ名

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 使用可能日カレンダは、この SQL*PLUSスクリプトを実行する前に、
Oracle9iAS Portalに登録されている必要があります。登録されていない場合、無効なパッ
ケージが作成されることがあります。

A.4.58 P_DESCRIPTION
表 A-61では、P_DESCRIPTIONキーワードを使用できるコマンドを示します。

表表表表 A-61 P_DESCRIPTIONキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

説明説明説明説明 P_DESCRIPTIONは、レポートに関する追加情報を提供するテキストです。このキー
ワードが使用されるのは、DTYPE=REGISTERの場合のみです。

構文構文構文構文  P_DESCRIPTON=DESCRIPTION_TEXT

値値値値 任意のテキスト文字列

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

× × × ○ × × ×

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

× × × ○ × × ×
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A.4.59 P_FORMATS
表 A-62では、P_FORMATSキーワードを使用できるコマンドを示します。このキーワードが
使用されるのは、DTYPE=REGISTERの場合のみです。

表表表表 A-62 P_FORMATSキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

説明説明説明説明 P_FORMATSは、指定されたレポートに許可された宛先フォーマットです。このキー
ワードが使用されるのは、DTYPE=REGISTERの場合のみです。

構文構文構文構文 P_FORMATS=(HTMLCSS,PDF,...)

値値値値 有効な宛先タイプ（HTMLなど）または、名前をカンマで区切り、括弧で囲んだ有効な
宛先タイプのリスト（(HTMLCSS,PDF,RTF)など）を指定します。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

A.4.60 P_NAME
表 A-63では、P_NAMEキーワードを使用できるコマンドを示します。

表表表表 A-63 P_NAMEキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

説明説明説明説明 P_NAMEは、Oracle9iAS Portalで表示されるレポート名です。このキーワードが使
用されるのは、DTYPE=REGISTERの場合のみです。

構文構文構文構文 P_NAME=REPORT_NAME

値値値値 任意のレポート名

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト P_NAMEを指定しない場合、PL/SQLファンクションにはレポート定義ファ
イル名が入力されます。

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

× × × ○ × × ×

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

× × × ○ × × ×
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使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 P_NAMEは、Oracle9iAS Portalに登録する各レポート定義ファイルに対し
て同じレポート名を使用する場合のみ指定します。この引数は通常、空白にします。

レポート名の先頭には数値を使用できません（たとえば、401K_ reportは無効なファイル名
ですが、my_401K_reportは有効です）。

A.4.61 P_OWNER
表 A-64では、P_OWNERキーワードを使用できるコマンドを示します。

表表表表 A-64 P_OWNERキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

説明説明説明説明 P_OWNERは、レポートのパッケージを所有する Oracle9iAS Portalスキーマで、レ
ポート定義ファイルの登録時に作成されます。このキーワードが使用されるのは、
DTYPE=REGISTERの場合のみです。

構文構文構文構文  P_OWNER=PORTAL_SCHEMA_NAME

値値値値 有効な Oracle9iAS Portalスキーマ名

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト SQL*PLUSスクリプト・ファイル実行時にログインする Oracle9iAS Portalス
キーマ名

A.4.62 P_PFORMTEMPLATE
表 A-65では、P_PFORMTEMPLATEキーワードを使用できるコマンドを示します。

表表表表 A-65 P_PFORMTEMPLATEキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

説明説明説明説明 P_PFORMTEMPLATEは、ランタイム・パラメータ・フォームのスタイルを決定する
Oracle9iAS Portalテンプレートの名前です。このキーワードが使用されるのは、
DTYPE=REGISTERの場合のみです。

構文構文構文構文 P_PFORMTEMPLATE=TEMPLATE_NAME

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

× × × ○ × × ×

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

× × × ○ × × ×
コマンドライン引数 A-49



コマンドライン引数
値値値値 有効な Oracle9iAS Portalテンプレート名

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

A.4.63 P_PRINTERS
表 A-66では、P_PRINTERSキーワードを使用できるコマンドを示します。

表表表表 A-66 P_PRINTERSキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

説明説明説明説明 P_PRINTERSは、指定されたレポートに許可されたプリンタです。このキーワードが
使用されるのは、DTYPE=REGISTERの場合のみです。

構文構文構文構文  P_PRINTERS=(PRT1,PRT2,...)

値値値値 有効なプリンタ（PRT1など）または、名前をカンマで区切り、括弧で囲んだ有効なプ
リンタのリスト（(PRT1,PRT2,PRT3)など）を指定します。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 プリンタへのアクセスは、この SQL*Plusスクリプトを実行する前に、
Oracle9iAS Portalに登録されている必要があります。

A.4.64 P_PRIVILEGE
表 A-67では、P_PRIVILEGEキーワードを使用できるコマンドを示します。

表表表表 A-67 P_PRIVILEGEキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

説明説明説明説明 P_PRIVILEGEは、選択したレポートを実行するアクセス権限を持つユーザーまたは
ロールです。このキーワードが使用されるのは、DTYPE=REGISTERの場合のみです。

構文構文構文構文  P_PRIVILEGE=(SCOTT,JABERS,PMARTIN,...)

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

× × × ○ × × ×

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

× × × ○ × × ×
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値値値値 Oracle9iAS Portalが認識できるユーザー名またはロール（SCOTTなど）、または、名前
をカンマで区切り、括弧で囲んだユーザー名またはロールのリスト
（(SCOTT,JABERS,PMARTIN)など）を指定します。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

A.4.65 P_SERVERS
表 A-68では、P_SERVERSキーワードを使用できるコマンドを示します。

表表表表 A-68 P_SERVERSキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

説明説明説明説明 P_SERVERSは、レポートを実行できる制限付き Reports Serverの名前です。この
キーワードが使用されるのは、DTYPE=REGISTERの場合のみです。

構文構文構文構文  P_SERVERS=(repserver1,repserver2,...)

値値値値 Reports Serverの有効な TNS名（repserverなど）または、名前をカンマで区切り、括
弧で囲んだ Reports Serverの有効な TNS名のリスト（(repserver,acct_server,sales_server)
など）を指定します。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 Reports Serverへのアクセスが、すでに Oracle9iAS Portalに登録されている
必要があります。

A.4.66 P_TRIGGER
表 A-69では、P_TRIGGERSキーワードを使用できるコマンドを示します。

表表表表 A-69 P_TRIGGERキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

× × × ○ × × ×

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

× × × ○ × × ×
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説明説明説明説明 P_TRIGGERは、パラメータ値をコマンドラインで指定する際およびランタイム・パ
ラメータ・フォームを確定する際に実行される PL/SQLファンクションです。ファンクショ
ンは、ブール値（TRUEまたは FALSE）を戻す必要があります。次に例を示します。

P_TRIGGER=Is begin IF UPPER(DESTYPE) = 'PRINTER' AND EMPNAME = 'SMITH' THEN 
RETURN(TRUE); ELSE RETURN(FALSE); END IF; end;

このキーワードが使用されるのは、DTYPE=REGISTERの場合のみです。

構文構文構文構文 P_TRIGGER=PLSQL_FUNCTION

値値値値 ブール値を戻す有効な PL/SQLファンクション

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

A.4.67 P_TYPES
表 A-70では、P_TYPESキーワードを使用できるコマンドを示します。

表表表表 A-70 P_TYPESキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

説明説明説明説明 P_TYPESは、指定されたレポートに許可された宛先タイプです。このキーワードが
使用されるのは、DTYPE=REGISTERの場合のみです。

構文構文構文構文 P_TYPES=(CACHE,MAIL,...)

値値値値 有効な宛先タイプ（CACHEなど）または、名前をカンマで区切り、括弧で囲んだ有効
な宛先タイプのリスト（(CACHE,MAIL,PRINTER)など）を指定します。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

A.4.68 PAGEGROUP
表 A-71では、PAGEGROUPキーワードを使用できるコマンドを示します。

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

× × × ○ × × ×

表表表表 A-71 PAGEGROUPキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ × × ○ ○ ×
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説明説明説明説明 PAGEGROUPを使用して、レポート出力の配信先となる Oracle Portalページ・グルー
プの名前を指定できます。WebDB 2.2では、かわりに SITENAMEを使用してください。
Oracle Portal 3.0では、かわりに CONTENTAREAを使用してください。Oracle9iAS Portal
バージョン 2.0以降では、PAGEGROUPを使用してください。

このパラメータを使用するには、ページ・グループを事前に Oracle Portalで作成しておく必
要があります。

構文構文構文構文 PAGEGROUP="Name of Oracle Portal page group"

値値値値 Oracle Portalで使用されているページ・グループ

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 レポート出力を Oracle Portalに配信する際、このキーワードの使用は必須で
す。値に文字スペース単位が含まれる場合や、cgicmd.datファイルで引数を指定する場合
は、値の前後に引用符を付けます。

関連するキーワードは、CONTENTAREA、EXPIREDAYS、ITEMTITLE、
OUTPUTFOLDER、OUTPUTPAGE、PAGEGROUP、REPLACEITEM、SCHEDULE、
SITENAME、STATUSFOLDERおよび STATUSPAGEです。

ページやページ・グループなどの Oracle Portalオブジェクトには、表示名と内部名という 2
つの名前があります。Oracle Portal出力で使用するオブジェクトを Oracle Portal内で作成
する際、Oracle Portalのオンライン・ヘルプで指定された内部名の命名規則に従って、内部
名と表示名を同じにします。これにより、Reportsコマンドラインで Portal関連のキーワー
ドに値を指定する際、どちらの名前を指定すればよいか考慮する必要がなくなります。

A.4.69 PAGESIZE
表 A-72では、PAGESIZEキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 PAGESIZEを使用して、物理ページの大きさ（プリンタが出力するページのサイズ）
を設定できます。ページはレポートが入る大きさである必要があるので注意してください。
たとえば、レポートのフレームがページ・ディメンションを超えるサイズになっている場
合、レポートは実行されません。

構文構文構文構文 PAGESIZE=width x height

表表表表 A-72 PAGESIZEキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
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値値値値 フォームに対する任意の有効なページ・ディメンションを指定します（ページ幅×ペー
ジ高さ : それぞれ 0より大きい数）。最大幅・高さは、Reports Builderに設定されている測
定単位によって異なります（「編集」⇒「作業環境」⇒「一般」タブ）。インチでは、最大
幅・高さは 512インチです。cmでは 1312cmです。パイカでは 36,864パイカです。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト ビットマップの場合は 8.5× 11インチです。キャラクタ・モードの場合は 80
× 66文字です。レポートがキャラクタ・モードに対して設計されていて、ビットマップで
実行あるいは変換されている場合、ページ・サイズが指定されていないときは次の式を使用
して決定されます。（デフォルトのページ・サイズ * 文字ページのサイズ）/デフォルトの文
字のページ・サイズ。たとえば、文字ページのサイズが 80× 20の場合、ビットマップの
ページは次のサイズになります。
( (8.5 * 80)/80) x ((11 * 20)/66) = (680/80) x (220/66) = 8.5 x 3.33

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

� プリンタによっては、物理ページの印刷可能な面積に制限があります。たとえば、プリ
ンタが受け入れる用紙は 8.5× 11インチであっても、実際にプリントできる面積は 8×
10.5インチである可能性もあります。Reports Builderで、使用するプリンタが許容する
印刷可能面積を超えるページ幅とページ高さを定義すると、レポートを出力した際にク
リッピングが生じる可能性があります。クリッピングを防ぐには、プリンタの印刷可能
領域を拡大するか（オペレーティング・システムで可能な場合）、ページ幅×ページの
高さをページの印刷可能な領域のサイズに設定します。

� レター・サイズは、8.5× 11インチです。A4サイズは、210mm× 297mmです。

� PAGESIZEキーワードを使用すると、レポート定義のページ・ディメンションはその値
によって上書きされます。

� コマンドラインに入力された PAGESIZE値は、ランタイム・パラメータ・フォームに入
力された PAGESIZE値によって上書きされます。

A.4.70 PAGESTREAM
表 A-73では、PAGESTREAMキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 PAGESTREAMは、レポートが HTMLあるいは HTMLCSSとしてフォーマットされ
ている場合に、次のいずれかで設定されているナビゲーション・コントロールを使用して、
そのレポートのページ・ストリームを可能または不可能にします。

� レポート・プロパティ・パレットのページ・ナビゲーション・コントロール値プロパ
ティおよびページ・ナビゲーション・コントロール・タイプ・プロパティ

表表表表 A-73 PAGESTREAMキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ × × ○ ○ ×
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� Before Reportトリガーの PL/SQL（SRW.SET_PAGE_NAVIGATION_HTML）

構文構文構文構文 PAGESTREAM={YES|NO}

値値値値 YESの場合、ページはストリーム処理されます。NOの場合、ページ・ストリームなし
でレポートが出力されます。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト NO

A.4.71 PARAMFORM
表 A-74では、PARAMFORMキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 PARAMFORMを使用して、レポートを CGIまたはサーブレット経由で実行するときに
ランタイム・パラメータ・フォームを表示するかどうかを指定します。PARAMFORMは、
Webソース・レポートではなく、ペーパー・レイアウト・レポートにパラメータを指定する
ために使用されます。

構文構文構文構文 PARAMFORM=YES|NO|HTML

値値値値 YESの場合、パラメータ・フォームが表示されます。NOの場合、パラメータ・フォー
ムが表示されません。HTMLの場合、パラメータ・フォームが HTML形式で表示されます。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト NO

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 レポートを Oracle Portal環境で実行するときは、このキーワードを使用しな
いでください。これは、Oracle Portalではレポートのランタイム・パラメータ・フォームの
設定が許可されており、この設定が PARAMFORMキーワードで指定したフォームと競合する
可能性があるためです。

A.4.72 PARSEQUERY
表 A-75では、PARSEQUERYキーワードを使用できるコマンドを示します。

表表表表 A-74 PARAMFORMキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ × × × ○ ○ ×

表表表表 A-75 PARSEQUERYキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

× × × × ○ ○ ×
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説明説明説明説明 PARSEQUERYを使用して、rwservlet問合せを解析し、作成された Reports Server
コマンドラインを表示できます。

構文構文構文構文 http://yourwebserver/reports/rwservlet/parsequery[?]
[server=servername][&authid=username/password]query_string

値値値値 構文を参照してください。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

A.4.73 PDFCOMP
表 A-76では、PDFCOMPキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 PDFCOMPを使用して、PDF出力を圧縮するかどうかを指定できます。

構文構文構文構文 PDFCOMP={any value 0 through 9) OR {YES|NO}

値値値値 0～ 9、YES（6）または NO（0）のうち任意の値を指定します。0の場合、PDF出力は
圧縮されません。1～ 9の場合、PDF出力が圧縮され、ユーザーが圧縮レベルを制御できま
す。YESは圧縮レベル 6と同じです。NOは圧縮レベル 0です。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト 6

A.4.74 PDFEMBED
表 A-77では、PDFEMBEDキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 PDFEMBEDを使用して、uifont.aliで指定した Type1 PostScriptフォント・ファイルを
Reportsが PDF出力に組み込むかどうかを指定できます。

構文構文構文構文 PDFEMBED={YES|NO}

表表表表 A-76 PDFCOMPキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ × × ○ ○ ×

表表表表 A-77 PDFEMBEDキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ × × ○ ○ ×
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値値値値 YESの場合、uifont.aliファイルの PDFEMBEDパラメータで指定されたフォントが、
PDFドライバによって PDF出力に組み込まれます。NOの場合、フォントは PDF出力に追
加されません。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト YES

A.4.75 PRINTJOB
表 A-78では、PRINTJOBキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 PRINTJOBを使用して、レポートを実行する前に「印刷ジョブ」ダイアログ・ボック
スを表示させるかどうかを指定できます。

構文構文構文構文 PRINTJOB={YES|NO}

値値値値 YESまたは NO

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト NO

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

� レポートが派生プロセスで実行されるときは（RWRUNなどの実行ファイルが、
RWBUILDERなどの別の実行ファイル内で呼び出される場合）、PRINTJOBの値にかか
わりなく、「印刷ジョブ」ダイアログ・ボックスは表示されません。

� DESTYPE=MAILのときは、PRINTJOBの値にかかわりなく、「印刷ジョブ」ダイアロ
グ・ボックスは表示されません。

A.4.76 READONLY
表 A-79では、READONLYキーワードを使用できるコマンドを示します。

表表表表 A-78 PRINTJOBキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

× × ○ × × × ×

表表表表 A-79 READONLYキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ ○ × ○ ○ ×
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説明説明説明説明 READONLYを使用して、レポートでの複数回にわたる問合せで読取り一貫性を要求
できます。Oracleからデータへのアクセス時に、SET TRANSACTION READ ONLY文に
よって読取り一貫性を持たせることができます。

構文構文構文構文 READONLY={YES|NO}

値値値値 YESは読取り一貫性を要求します。NOは読取り一貫性を要求しません。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト NO

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

� このキーワードは、複数の問合せを使用するレポートでのみ使用します。単一の問合せ
を使用するレポートに対しては、読取り一貫性がロックなしで自動的に提供されます。

� Reportトリガーの実行順では、データ・フェッチが発生する前に SET TRANSACTION 
READ ONLYを設定しておく必要があります。

� READONLYは、JSPとして実行されるジョブでも使用できます。

A.4.77 REPLACEITEM
表 A-80では、REPLACEITEMキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 REPLACEITEMを使用して、Oracle Portalに配信される現在のレポート出力による、
同じ出力先に格納されている同じアイテムの旧バージョンの置換を指定できます。

構文構文構文構文 REPLACEITEM={YES|NO}

値値値値 YESの場合、旧レポート出力は置換されます。NOの場合、旧バージョンは置換されま
せん。この場合、新しい出力へのリンクが、同じレポートの旧バージョンへのリンクのリス
トに追加されます。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

注意注意注意注意 : SET TRANSACTION READ ONLYの詳細は、Oracle9i SQLのド
キュメントを参照してください。

表表表表 A-80 REPLACEITEMキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ × × ○ ○ ×
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使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 このキーワードの使用はオプションです。関連するキーワードは、
CONTENTAREA、EXPIREDAYS、ITEMTITLE、OUTPUTFOLDER、OUTPUTPAGE、
PAGEGROUP、REPLACEITEM、SCHEDULE、SITENAME、STATUSFOLDERおよび
STATUSPAGEです。

A.4.78 REPLYTO
表 A-81では、REPLYTOキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 REPLYTOを使用して、送信者が送信者（FROMキーワードで指定）以外の宛先に返
信を送信させる場合に、返信の送信先となる電子メール・アドレスを指定できます。

構文構文構文構文 REPLYTO=someone@foo.com

値値値値 有効な電子メール・アドレス

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 関連するキーワードは、BCC、CC、FROM、REPLYTOおよび SUBJECTで
す。電子メールの主な宛先を指定するには、DESNAMEを使用します。

A.4.79 REPORT|MODULE
「MODULE|REPORT」を参照してください。

A.4.80 ROLE
表 A-82では、ROLEキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 ROLEを使用して、レポートに対するデータベース・ロールを実行時にチェックする
ように指定できます。

表表表表 A-81 REPLYTOキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ × × ○ ○ ×

表表表表 A-82 ROLEキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ × × ○ ○ ×
コマンドライン引数 A-59
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構文構文構文構文 ROLE={rolename[/rolepassword]}

値値値値 有効なロールと（オプションで）ロール・パスワード

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 ROLEは、JSPとして実行されるジョブでも使用できます。

A.4.81 RUNDEBUG
表 A-83では、RUNDEBUGキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 RUNDEBUGを使用して、エラー・メッセージおよび警告をオンにできます。オンに
しないとこれらは表示されません。たとえば、RUNDEBUG=YESと指定すると、次のよう
なエラー・メッセージが表示されます。「Frame 1は Frame 2と重複しますが、Frame 2を含
みません。この状況が許可されるかどうかは、実行されるジョブによって異なります。」

構文構文構文構文 RUNDEBUG={YES|NO}

値値値値 YESの場合、追加のエラーおよび警告メッセージが表示されます。NOの場合、追加の
エラーおよび警告メッセージが表示されません。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト YES

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 RUNDEBUGは、JSPとして実行されるジョブでも使用できます。

A.4.82 SAVE_RDF
表 A-84では、SAVE_RDFキーワードを使用できるコマンドを示します。

表表表表 A-83 RUNDEBUGキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ ○ × ○ ○ ×

表表表表 A-84 SAVE_RDFキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

× ○ ○ × × × ×
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説明説明説明説明 SAVE_RDFを使用して、複合 RDFファイルおよび XMLカスタマイズ・ファイルの
ファイル名を指定します。このキーワードは、CUSTOMIZEキーワードを使用して既存の
RDFファイルと Reports XMLカスタマイズ・ファイルを複合し、その複合したものを新し
い RDFファイルに保存する場合に使用します。

構文構文構文構文 SAVE_RDF=filename.rdf

値値値値 任意の有効なファイル名

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 SAVE_RDFは、JSPファイルにも使用できますが、ペーパー・レイアウト部
分のみで、Webソースには使用できません。

A.4.83 SCHEDULE
表 A-85では、SCHEDULEキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 SCHEDULEを使用して、レポートを実行する日付、時刻および頻度を設定できます。
デフォルトは、1回および即時のレポート実行です。時刻値は、24時間方式で表します
（例： 1時は 13：00）。スケジュール・コマンドを引用しなくてすむように、スペースのかわ
りにアンダースコア（_）を使用します。次に例を示します。

SCHEDULE=every_first_fri_of_month_from_15:53_Oct_23,_1999_retry_3_after_1_hour
SCHEDULE=last_weekday_before_15_from_15:53_Oct_23,_1999_retry_after_1_hour

または

SCHEDULE="every first fri of month from 15:53 Oct 23, 1999 retry 3 after 1 hour"
SCHEDULE="last weekday before 15 from 15:53 Oct 23, 1999 retry after 1 hour"

構文構文構文構文 SCHEDULE=string

ここで、stringは次のように指定します。

[FREQ from] TIME [retry {n} + after LEN]

この文字列で使用される値は、表 A-86で説明します。

表表表表 A-85 SCHEDULEキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ × × × ○ ○ ×
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デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

A.4.84 SERVER
表 A-87では、SERVERキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 SERVERを使用して、このレポートを実行する Reports Serverの名前を指定できま
す。

構文構文構文構文 SERVER=servername

値値値値 サーバー名、または TNSサービス・エントリ名（6i互換サーバーを使用している場合）

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト rwcgiの REPORTS_SERVER環境変数で指定したサーバー名

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 rwcgiで実行されるジョブについては、Webサーバー・マシン上で
REPORTS_SERVER環境変数を設定して、SERVERキーワードを省略すると、要求がデフォ
ルト・サーバーを使用して処理されます。あるいは、SERVERキーワードを含めるとデフォ
ルトが上書きされます。rwservletで実行されるか JSPとして実行されるジョブについて
は、デフォルト・サーバーをサーブレット構成ファイル（rwservlet.properties）で指定して
いる場合は、SERVERキーワードを省略できます。あるいは、SERVERキーワードを含める
と、デフォルトが上書きされます。

SERVERは、JSPとして実行されるジョブでも使用できます。

表表表表 A-86 SCHEDULEキーワードで使用できる文字列値キーワードで使用できる文字列値キーワードで使用できる文字列値キーワードで使用できる文字列値

FREQ hourly | daily | weekly | monthly | {every LEN | DAYREPEAT}} | {last 
{WEEKDAYS | weekday | weekend} before {n}+}

LEN {n}+ {minute[s] | hour[s] | day[s] | week[s] | month[s]}

DAYREPEAT {first | second | third | fourth | fifth} WEEKDAYS of month

WEEKDAYS mon | tue | wed | thu | fri | sat | sun

TIME now | CLOCK [DATE]

CLOCK h:m | h:mm | hh:m | hh:mm

DATE today | tomorrow | {MONTHS {d | dd} [,year]}

MONTHS jan | feb | mar | apr | may | jun | jul | aug | sep | oct | nov | dec

表表表表 A-87 SERVERキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ × × × ○ ○ ○
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A.4.85 SHOWENV
表 A-88では、SHOWENVキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 SHOWENVを使用して、rwserver構成ファイル（rwservlet.properties）を表示でき
ます。

構文構文構文構文 http://yourwebserver/reports/rwservlet/showenv[?]
[server=servername][&authid=username/password]

値値値値 構文を参照してください。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

A.4.86 SHOWJOBS
表 A-89では、SHOWJOBSキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 SHOWJOBSを使用して、Reports Serverのキュー・ステータスをWeb形式で表示で
きます。

構文構文構文構文 http://yourwebserver/reports/rwservlet/showjobs[n][?]
[server=server_name][&authid=username/password][&statusformat={html|xml|xmldtd}]

値値値値 構文を参照してください。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 Reports Serverの名前が、環境変数またはサーブレット構成ファイルによっ
て暗黙的に指定されているか、URL要求で明示的に指定されている必要があります。リフ
レッシュ数 [n]はオプションです。この値を指定すると、レポートのキュー・ステータスが
[n]秒ごとに更新されます。STATUSFORMATは、html、xmlまたは xmldtdに設定できま
す。指定した形式でステータスが返されます。デフォルトは htmlです。

表表表表 A-88 SHOWENVキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

× × × × ○ ○ ×

表表表表 A-89 SHOWJOBSキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

× × × × ○ ○ ×
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関連するキーワードは、SERVER、AUTHIDおよび STATUSFORMATです。

STATUSFORMATパラメータは、rwservletに対してのみ使用でき、rwcgiには使用でき
ません。

A.4.87 SHOWMAP
表 A-90では、SHOWMAPキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 SHOWMAPを使用して、rwservletのキー・マッピングを表示できます。

構文構文構文構文 http://yourwebserver/reports/rwservlet/showmap[?]
[server=servername][&authid=username/password]

値値値値 構文を参照してください。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

A.4.88 SHOWMYJOBS
表 A-91では、SHOWMYJOBSキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 SHOWMYJOBSを使用して、特定ユーザーに対する Reports Serverのキュー・ステータ
スを表示できます。

構文構文構文構文 http://yourwebserver/reports/rwservlet/showmyjobs[?]
[server=server_name][&authid=username/password][&statusformat={html|xml|xmldtd}]

値値値値 構文を参照してください。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

表表表表 A-90 SHOWMAPキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

× × × × ○ ○ ×

表表表表 A-91 SHOWMYJOBSキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

× × × × ○ × ×
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使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 STATUSFORMATは、html、xmlまたは xmldtdに設定できます。指定した
形式でステータスが返されます。デフォルトは htmlです。

関連するキーワードは、SERVER、AUTHIDおよび STATUSFORMATです。

STATUSFORMATパラメータは、rwservletに対してのみ使用でき、rwcgiには使用でき
ません。

A.4.89 SHUTDOWN
表 A-92では、SHUTDOWNキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 SHUTDOWNを使用して、すでに実行中のサーバーを停止できます。また、
AUTHIDを使用してユーザー名とパスワードを指定する必要があります。

構文構文構文構文 SHUTDOWN={NORMAL|IMMEDIATE}

値値値値 NORMALまたは IMMEDIATE

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト NORMAL

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 SHUTDOWNキーワードを使用するユーザーは、Reports管理ユーザーである
必要があります。サーバーのセキュリティが有効な場合、サーバーは security APIに問合せ
を行い、ユーザーのロールが停止を実行するのに適切かどうか（つまり、ユーザーが
Reports管理ユーザーかどうか）を判別します。セキュリティが有効でない場合も、ユー
ザーは、そのサーバーで定義された Reports管理ユーザーである必要があります。

A.4.90 SITENAME
表 A-93では、SITENAMEキーワードを使用できるコマンドを示します。

表表表表 A-92 SHUTDOWNキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

× × × × × × ○

表表表表 A-93 SITENAMEキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ × × ○ ○ ×
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説明説明説明説明 SITENAMEを使用して、レポート出力の配信先となるサイトの名前を指定できます。
Oracle Portal 3.0ユーザーの場合、これはコンテンツ領域の名前になります
（「CONTENTAREA」も参照してください）。このキーワードは、Oracle Portalの旧バー
ジョン（およびWebDB）に対する下位互換性を確保するために維持されています。
Oracle9iAS Portalバージョン 2.0以降では、PAGEGROUPを使用してください。

構文構文構文構文 SITENAME=sitename

値値値値 Oracle Portalで使用されているサイト名

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 レポート出力を Oracle Portalに配信する際、このキーワードの使用は必須で
す。値に文字スペース単位が含まれる場合や、cgicmd.datファイルで引数を指定する場合
は、値の前後に引用符を付けます。

関連するキーワードは、CONTENTAREA、EXPIREDAYS、ITEMTITLE、
OUTPUTFOLDER、OUTPUTPAGE、PAGEGROUP、REPLACEITEM、SCHEDULE、
SITENAME、STATUSFOLDERおよび STATUSPAGEです。

ページやページ・グループなどの Oracle Portalオブジェクトには、表示名と内部名という 2
つの名前があります。Oracle Portal出力で使用するオブジェクトを Oracle Portal内で作成
する際、Oracle Portalのオンライン・ヘルプで指定された内部名の命名規則に従って、内部
名と表示名を同じにします。これにより、Reportsコマンドラインで Portal関連のキーワー
ドに値を指定する際、どちらの名前を指定すればよいか考慮する必要がなくなります。

A.4.91 SOURCE
表 A-94では、SOURCEキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 SOURCEを使用して、変換する 1つのレポートまたはライブラリ、あるいはそれらの
リストを指定できます。rwconverterコマンドを実行するには、ソース・レポートまたは
ソース・ライブラリを指定する必要があります。

構文構文構文構文 SOURCE={source_name|(source_name1, source_name2, …)}

値値値値 有効なレポート名、ライブラリ名またはファイル名、あるいは名前をカンマで区切り、
括弧で囲んだそれらのリスト（(qanda, test, dmast)など）を指定します。

表表表表 A-94 SOURCEキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

× × × ○ × × ×
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デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

� データベースに格納されているレポートまたはライブラリには、SQLのワイルドカード
文字（%および _）を使用できます。たとえば R%を指定すると、データベースに格納
されているレポートのうち Rで始まるものがすべてフェッチされます。該当するすべて
のレポートが変換されます。

� レポート名、ライブラリ名、ファイル名のリストは、名前をカンマで区切り、括弧で囲
む必要があります。次に例を示します。

(qanda,test,dmast) OR (qanda, test, dmast)

� ワイルドカード文字は、ファイルに格納されているレポートまたはライブラリ（拡張子
rdf、rep、rex、pld、pllまたは xmlを持つもの）には無効です。

� SOURCEキーワードの値は、オペレーティング・システムによって異なります。

� ユーザー所有の Reports Builder表を使用する場合、複数のユーザーからのレポートまた
はライブラリは、各ユーザー用に個別に変換する必要があります。

� レポートまたはライブラリを変換するには、これらを自分で作成済みであるか、または
自分が作成したものでない場合は、アクセス権限が付与されている必要があります。レ
ポートまたはライブラリ名の前にユーザー IDが付いていない場合、ユーザー IDは現行
のユーザーになります。

� DTYPE=REGISTERである場合、定義タイプやフォーマット、ユーザー・アクセス、お
よび使用可能日カレンダなど、共通のパラメータを持つレポート定義ファイルのみ指定
しなければならない場合があります。

A.4.92 SSOCONN
表 A-95では、SSOCONNキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 SSOCONNを使用して、シングル・サインオン環境で 1つ以上のデータ・ソースへの
接続に使用する 1つ以上の接続文字列を指定できます。

構文構文構文構文 SSOCONN=key[/type[/conn_str]][,key[/type[/conn_str]]]

次に例を示します。

ssoconn=mykey/OracleDB/userid

表表表表 A-95 SSOCONNキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

× × × × ○ × ×
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値値値値 SSOCONN構文で表される変数値に関する情報を次に示します。

� keyは、Oracle Internet Directory（OID）に格納される接続文字列値を参照します。

� typeは、レポートのデータ・ソース・タイプを指定する事前定義の文字列です。
Oracle9iASのインストール時に提供されるタイプには、OracleDB、JDBCPDS（Java 
Database Connectivity Pluggable Data Source）および ExpressPDS（Oracle Express 
Pluggable Data Source）があります。

� conn_strは、レポート実行のために rwservletによって構成される接続文字列パラ
メータの名前です。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

� レポートに複数のデータ・ソースが使用されている場合、データ・ソース接続文字列を
カンマで区切ります。次に例を示します。

ssoconn=key1/type1/conn_str,key2/type2/conn_str2,key3/type3/conn_str3

� SSOCONN引数の簡易バージョンもあります。表 A-96に例を示します。

� SSOCONNは、JSPとして実行されるジョブでも使用できます。

表表表表 A-96 SSOCONN引数の簡易バージョン引数の簡易バージョン引数の簡易バージョン引数の簡易バージョン

引数引数引数引数 説明説明説明説明

ssoconn=mkey キー名のみ指定すると、デフォルトのタイプ（Oracle DB）
が使用され、接続パラメータは USERIDキーワードになり
ます。

ssoconn=mkey/PDSApp キー名とアプリケーション・タイプの両方を指定すると、
接続パラメータは USERIDキーワードになります。

ssoconn=mkey/PDSApp/P_1 すべてを指定すると、指定された値が使用されます。

注意注意注意注意 : Reportsとシングル・サインオン（SSO）の詳細は、第 7章「デー
タ・ソース・シングル・サインオン」を参照してください。
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A.4.93 STATUSFORMAT
表 A-97では、STATUSFORMATキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 STATUSFORMATを使用して、Reports Serverのキュー・ステータスをWebで表示す
る際の形式を指定できます。

構文構文構文構文 Reports_URL/rwservlet/showjobs?
server=server_name&statusformat={html|xml|xmldtd}

値値値値 HTML、XMLまたは XMLDTDを指定します。HTMLを使用すると、レポートの
キュー・ステータスがHTML形式で出力されるよう指定できます。XMLを使用すると、
XML形式で出力されるよう指定できます。XMLDTDを使用すると、インライン・データ型
定義情報を持つ XML形式で出力されるよう指定できます。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト HTML

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 STATUSFORMATは、SHOWJOBSおよび SHOWMYJOBSキーワードとともに
使用します。

A.4.94 STATUSFOLDER
表 A-98では、STATUSFOLDERキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 STATUSFOLDERを使用して、ステータス情報の配信先となるフォルダを指定できま
す。この指定を省略すると、"Oracle_Reports_Status"という新規フォルダが作成されます。
この値は、Oracle Portalの旧バージョンに対する下位互換性を確保するために維持されてい
ます。現行バージョン（Oracle9iAS Portalバージョン 2.0以降）の場合は、
「STATUSPAGE」を参照してください。

構文構文構文構文 STATUSFOLDER=Oracle_Reports_Status

値値値値 Oracle Portalで使用されているフォルダ名

表表表表 A-97 STATUSFORMATキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

× × × × ○ × ×

表表表表 A-98 STATUSFOLDERキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ × × ○ ○ ×
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デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト Oracle_Reports_Status

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 このキーワードの値は大文字と小文字を区別します。このキーワードの使用
はオプションです。

値に文字スペース単位が含まれる場合や、cgicmd.datファイルで引数を指定する場合は、値
の前後に引用符を付けます。

ページやページ・グループなどの Oracle Portalオブジェクトには、表示名と内部名という 2
つの名前があります。Oracle Portal出力で使用するオブジェクトを Oracle Portal内で作成
する際、Oracle Portalのオンライン・ヘルプで指定された内部名の命名規則に従って、内部
名と表示名を同じにします。これにより、Reportsコマンドラインで Portal関連のキーワー
ドに値を指定する際、どちらの名前を指定すればよいか考慮する必要がなくなります。

A.4.95 STATUSPAGE
表 A-99では、STATUSPAGEキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 STATUSPAGEを使用して、ジョブ・ステータス情報の配信先となるページを指定でき
ます。この指定を省略すると、"Oracle_Reports_Status"という新規ページが作成されます。
このキーワードは、Oracle9iAS Portalバージョン 2.0以降に対して使用してください。下位
互換性については、「STATUSFOLDER」を参照してください。

構文構文構文構文 STATUSPAGE=Oracle_Reports_Status

値値値値 Oracle Portalで使用されているページ名

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト Oracle_Reports_Status

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 このキーワードの値は大文字と小文字を区別します。このキーワードの使用
はオプションです。

値に文字スペース単位が含まれる場合や、cgicmd.datファイルで引数を指定する場合は、値
の前後に引用符を付けます。

ページやページ・グループなどの Oracle Portalオブジェクトには、表示名と内部名という 2
つの名前があります。Oracle Portal出力で使用するオブジェクトを Oracle Portal内で作成
する際、Oracle Portalのオンライン・ヘルプで指定された内部名の命名規則に従って、内部
名と表示名を同じにします。これにより、Reportsコマンドラインで Portal関連のキーワー
ドに値を指定する際、どちらの名前を指定すればよいか考慮する必要がなくなります。

表表表表 A-99 STATUSPAGEキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ × × ○ ○ ×
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A.4.96 STYPE
表 A-100では、STYPEキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 STYPEを使用して、変換するレポートまたはライブラリの形式を指定できます。

構文構文構文構文 STYPE={PLDFILE|PLLFILE|RDFFILE|REXFILE|XMLFILE|JSPFILE}

値値値値 次の値をどれか 1つ指定します。

� PLDFILEの場合、ソース PL/SQLライブラリは ASCII形式のファイルに格納されていま
す。

� PLLFILEの場合、ソース PL/SQLライブラリは、ソース・コードおよび Pコード（コン
パイル済 PL/SQL）を含むファイルに格納されています。

� RDFFILEの場合、ソース・レポートは 1つ以上のレポート定義ファイル（拡張子 rdfを
持つファイル）に格納されています。

� REXFILEの場合、ソース・レポートは 1つ以上のテキスト・ファイル（拡張子 rexを持
つファイル）に格納されています。

� XMLFILEの場合、ソース・レポートは 1つ以上の XMLファイルに格納されています。

� JSPFILEの場合、ソース・レポートは 1つ以上の JSPファイルに格納されています。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト RDFFILE

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 DTYPE=REGISTERである場合、STYPEには RDDFILE、REXFILE、XMLま
たは JSPFILEを選択します。

A.4.97 SUBJECT
表 A-101では、SUBJECTキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 SUBJECTを使用して、電子メールの件名を指定できます。

表表表表 A-100 STYPEキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

× × × ○ × × ×

表表表表 A-101 SUBJECTキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ × × ○ ○ ×
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構文構文構文構文 SUBJECT="any text"

値値値値 任意のテキスト

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 文字スペースを含む件名は、引用符で囲みます。単一語句の件名には引用符
は不要です。

関連するキーワードは、BCC、CC、FROM、REPLYTOおよび SUBJECTです。電子メール
の主な宛先を指定するには、DESNAMEを使用します。

A.4.98 TOLERANCE
表 A-102では、TOLERANCEキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 TOLERANCEを使用して、重複したジョブが検出された場合の、レポートのキャッ
シュ済出力の再利用に対する最大許容時間（分）を設定できます。レポートについて許容時
間を設定すると、重複したジョブが見つかった場合の処理時間が短縮されます。

重複ジョブの検出の詳細は、8.8項「キャッシュからのレポート出力の再使用」（第 8章）を
参照してください。

構文構文構文構文 TOLERANCE=time_string

値値値値 時刻文字列には、次のいずれかの形式を使用できます。

� n{unit}は、オプションの単位を持つ数値の場合に使用します。unitには、分 (s)、時
間 (s)または日 (s)を指定できます。単位を指定しない場合は、デフォルトの分 (s)が使
用されます。

� {Mon DD, YYYY} hh:mi:ss am|pm {timezone}は、日付 /時刻形式の場合に使用
します。日付情報はオプションです。日付を指定しない場合は、本日の日付が使用され
ます。タイムゾーンもオプションです。タイムゾーンを指定しない場合は、Reports 
Serverのタイムゾーンが使用されます。日付 /時刻には必ず米国のロケールを使用しま
す。この形式は、Javaの DateFormat.MEDIUMタイプの定義と同じです。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

表表表表 A-102 TOLERANCEキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ × × × ○ ○ ×
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使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

� TOLERANCEが設定されていないときは、キャッシュに重複レポートが見つかった場
合でも、Oracle9iAS Reports Servicesはそのレポートを再実行します。

� 同一ジョブが送信されたときにレポートが処理中（つまり、現行ジョブ・キューにある
とき）であった場合は、TOLERANCEが設定されていない場合やゼロに設定されてい
る場合でも、Oracle9iAS Reports Servicesは現在実行中のジョブの出力を再利用します。

A.4.99 TRACEFILE
表 A-103では、TRACEFILEキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 TRACEFILEは、トレース情報を書き込むファイルの名前です。

構文構文構文構文 TRACEFILE=tracefile

値値値値 任意の有効なファイル名

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 Reportsでのトレース実行方法の詳細は、14.5.1.1項「Traceの概要」を参照
してください。

表表表表 A-103 TRACEFILEキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

× ○ ○ × × × ×

注意注意注意注意 : ランタイム環境で、または Reports Servicesコンポーネントを監
視するとき、3つのすべての TRACEキーワードを使用できます。ただし
サーバー・セキュリティの場合、サーバー環境では TRACEOPTSのみが
使用できます。これにより、ファイルが Reports Serverのファイル・シス
テムに任意に書き込まれることを防止できます。

Reports Serverのトレースは、サーバー構成ファイル（<server_
name>.conf）で構成します（詳細は、第 3章を参照してください）。
Reports Servletのトレースは、サーブレット構成ファイル
（rwservlet.properties）で構成します（詳細は、第 3章を参照してくださ
い）。個別ジョブのトレースは、ランタイム・コマンドラインで
TRACEOPTSコマンドライン引数を使用して指定します。
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A.4.100 TRACEMODE
表 A-104では、TRACEMODEキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 TRACEMODEは、新規トレース情報をトレース・ファイルの既存情報に追加するの
か、またはファイル全体を上書きするのかを指定します。

構文構文構文構文 TRACEMODE={TRACE_APPEND|TRACE_REPLACE}

値値値値 TRACE_APPENDは、新しい情報をファイルの末尾に追加します。TRACE_REPLACE
はファイルを上書きします。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト TRACE_APPEND

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 Reportsでのトレース実行方法の詳細は、14.5.1.1項「Traceの概要」を参照
してください。

A.4.101 TRACEOPTS
表 A-105では、TRACEOPTSキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 TRACEOPTSは、レポート実行中にトレース・ファイルに記録するトレース情報を指
示します。

構文構文構文構文 TRACEOPTS={TRACE_ERR|TRACE_PRF|TRACE_APP|TRACE_PLS|TRACE_SQL|TRACE_TMS|TRACE_
DST|TRACE_ALL|TRACE_EXC|(TRACE_ERR, TRACE_PLS, …)}

表表表表 A-104 TRACEMODEキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ ○ × ○ ○ ×

表表表表 A-105 TRACEOPTSキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ ○ × ○ ○ ○
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値値値値 次の値が適用されます。

� 括弧に入ったオプションのリストは、括弧内のすべてのオプションを使用することを指
定します。たとえば、TRACE_OPTS=(TRACE_APP, TRACE_PRF)は、TRACE_APPお
よび TRACE_PRFを適用するということです。

� TRACE_ALLの場合、トレース・ファイルに、考えられるすべてのトレース情報のログ
をとります。

� TRACE_APPの場合、トレース・ファイルに、すべてのレポート・オブジェクトのト
レース情報のログをとります。

� TRACE_BRKの場合、トレース・ファイルに、すべてのブレーク・ポイントを示しま
す。

� TRACE_DBGの場合、デバッグ情報のログをとります。

� TRACE_DSTの場合、トレース・ファイルに宛先リストを示します。この情報を使用し
て、どのセクションがどの宛先に送られたかを調べることができます。

� TRACE_ERRの場合、トレース・ファイルにエラー・メッセージと警告を示します。

� TRACE_EXCの場合、Reports Server例外を示します。

� TRACE_INFの場合、他のオプションでトレース・ファイルに記録されない情報をすべ
て記録します。

� TRACE_LOGの場合、トレース・ファイルのログ情報を複製します。サーバー構成ファ
イルで trace要素の他に log要素も指定した場合、ログ・ファイルに出力された情報がト
レース・ファイルにも送信されます。

� TRACE_PLSの場合、トレース・ファイルに、すべての PL/SQLオブジェクトのトレー
ス情報のログをとります。

� TRACE_PRFの場合、トレース・ファイルに、パフォーマンス統計のログをとります。

� TRACE_SQLの場合、トレース・ファイルに、すべての SQLに関するトレース情報のロ
グをとります。

� TRACE_STAは、初期化中、準備完了、実行中および停止など、サーバーおよびエンジ
ンの状態に関する情報を提供します。

� TRACE_TMSは、トレース・ファイルの各エントリに対してタイムスタンプを入力しま
す。

� TRACE_WRNは、サーバーの警告メッセージを示します。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト TRACE_ALL

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 TRACEOPTSは、JSPとして実行されるジョブでも使用できます。

Reportsでのトレース実行方法の詳細は、14.5.1.1項「Traceの概要」を参照してください。
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A.4.102 UNINSTALL
表 A-106では、UNINSTALLキーワードを使用できるコマンドを示します。

表表表表 A-106 UINSTALLキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

説明説明説明説明 UNINSTALLを使用して、Microsoft Windowsから Reports Serverインスタンスを削
除できます。このプロセスは、システムから Reports Serverサービスを削除します。この
キーワードは、UNIXでは無視されます。

構文構文構文構文 -UNINSTALL REPORTS_SERVER_NAME

値値値値 既存の Reports Serverインスタンス名

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 INSTALLとともに BATCH=YESを使用すると、通常は削除プロセス時に表
示されるプロンプトおよびダイアログが表示されなくなります。

A.4.103 URLPARAMETER
表 A-107では、URLPARAMETERキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 URLPARAMETERを使用して、URLエンジンでフェッチする URLを指定できます。

構文構文構文構文 URLPARAMETER=http://webserver_name/pagename.html

値値値値 有効な URL

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 このキーワードは、Reports Server構成ファイルで job要素の jobTypeパラ
メータに rwurlが指定されており、URLエンジンが存在する場合に使用できます。

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

× × × × × × ○

表表表表 A-107 URLPARAMETERキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ × × × ○ ○ ×
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A.4.104 USERID
表 A-108では、USERIDキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 USERIDは、シングル・サインオンを使用しない場合にのみ使用します。USERIDを
使用して、Oracleユーザー名およびパスワードを、リモート・データベースにアクセスする
ためのオプションのデータベース名とともに指定できます。パスワードを省略すると、ユー
ザーにレポートの実行が許可される前に、データベース・ログオン・フォームが自動的に表
示されます。

ユーザーのデータベースへのログオンを許可するには、レポート要求から USERIDキーワー
ドのパスワード部分を省いてください。レポート要求を実行するたびにユーザーにログオン
させるようにするには、レポートのキー・マップ・ファイル cgicmd.datを使用してランタ
イム・コマンドを指定し、%D引数を関連のキー・マップ・エントリに含めます。

構文構文構文構文 userid=username[/password][@database]

値値値値 ログイン定義は次の形式のいずれかで、長さは 512バイトを超えてはいけません。

username[/password]
username[/password][@database]

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 USERIDは、JSPとして実行されるジョブでも使用できます。

A.4.105 WEBSERVER_DEBUG
表 A-109では、WEBSERVER_DEBUGキーワードを使用できるコマンドを示します。

表表表表 A-108 USERIDキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

注意注意注意注意 : cgicmd.datファイルの使用方法の詳細は、第 8章「レポート要求
の実行」を参照してください。

表表表表 A-109 WEBSERVER_DEBUGキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

× × ○ × × × ×
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説明説明説明説明 WEBSERVER_DEBUGを使用して、JSPのデバッグを実行できます。このキーワードを
使用すると、stderr.logおよび stdout.logファイルが docroot/port#ディレクトリ
に作成され、JSP一時ファイルは docroot/port#/defaultに、ログ・ファイルは
docroot/port#/logに残されるので、ユーザーが調べることができます。

構文構文構文構文 WEBSERVER_DEBUG={YES|NO}

値値値値 YESの場合、デバッグ・ファイルが作成されます。NOの場合、デバッグ・ファイルは
作成されません。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト NO

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 このキーワードは、ジョブを JSPとして実行している場合のみ使用してくだ
さい。関連するキーワードは、WEBSERVER_DEBUG、WEBSERVER_DOCROOT、
WEBSERVER_PORTです。

A.4.106 WEBSERVER_DOCROOT
表 A-110では、WEBSERVER_DOCROOTキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 WEBSERVER_DOCROOTを使用して、Reports Builderドキュメント・ルート・ディレ
クトリを設定できます。イメージ、HTMLなど JSPで参照するすべてのファイルは、この
ディレクトリに対する相対位置で指定される必要があります。ドキュメント・ルートを作業
ディレクトリに設定することで、これらのファイルをコピーする必要がなくなります。

構文構文構文構文 WEBSERVER_DOCROOT=REPORTS_TMP/docroot

次に例を示します。

WEBSERVER_DOCROOT=c:¥temp¥docroot

値値値値 Reports一時フォルダ内のドキュメント・ルート・フォルダへのディレクトリ

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト なし

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 このキーワードは、ジョブを JSPとして実行している場合のみ使用してくだ
さい。関連するキーワードは、WEBSERVER_DEBUG、WEBSERVER_DOCROOT、
WEBSERVER_PORTです。

表表表表 A-110 WEBSERVER_DOCROOTキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

× × ○ × × × ×
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A.4.107 WEBSERVER_PORT
表 A-111では、WEBSERVER_PORTキーワードを使用できるコマンドを示します。

説明説明説明説明 WEBSERVER_PORTを使用して、内部Webサーバーがリスニングするポート番号を指
定できます。単一のポート番号（3002など）またはポート番号の範囲（3100-3200など）を
指定できます。単一のポート番号を指定した場合、Reportsは内部Webサーバーのリスニン
グをそのポートから開始します。そのポートが使用中の場合、次に利用可能なポートに移り
ます。ポート番号の範囲を指定した場合、Reportsはその範囲内で空きポートを検索します。

構文構文構文構文 WEBSERVER_PORT=port number or range of numbers

値値値値 有効なポート番号またはポート番号の範囲

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト デフォルトのポートは 3000です。デフォルトのポート範囲は 3000-3010です。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 このキーワードは、ジョブを JSPとして実行している場合のみ使用してくだ
さい。関連するキーワードは、WEBSERVER_DEBUG、WEBSERVER_DOCROOT、
WEBSERVER_PORTです。

表表表表 A-111 WEBSERVER_PORTキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンドキーワードを使用できるコマンド

rwclient rwrun rwbuilder rwconverter rwservlet rwcgi rwserver

× × ○ × × × ×
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Reports関連の環境
B

Reports関連の環境変数関連の環境変数関連の環境変数関連の環境変数

環境変数とは、Oracle9iAS Reports Servicesをホスティングする環境を構成するパラメータ
です。関連する環境変数には、Oracle9iASのインストーラによって自動的にデフォルト値が
定義されます。デフォルトの環境を一部変更する場合は、環境変数の設定を編集できます。

� Windows NTの場合は、レジストリ・エディタで環境変数を編集します（「スタート」
⇒「ファイル名を指定して実行」⇒「Regedit」）。

� UNIXの場合は、初期のデフォルト値を定義するシェル・スクリプトを修正して実行す
ることで、環境変数を編集します。この場合、必ず変更前の reports.shファイルの
バックアップを作成しておいてください。

表 B-1では、Oracle9iAS Reports Servicesに関連する環境変数を説明します。

注意注意注意注意 : NLSのすべての環境変数の詳細は、『Oracle9i Databaseグローバ
リゼーション・サポート・ガイド』を参照してください。
変数 B-1



表表表表 B-1 Oracle9iAS Reports Servicesに関連する環境変数に関連する環境変数に関連する環境変数に関連する環境変数

変数変数変数変数 説明説明説明説明

DEVELOPER_NLS_LANG Oracle9iDS Reports Builderの言語。この環境変数とそ
の有効値の詳細は、第 12章「NLSと双方向サポート」
を参照してください。

NLS_CALENDAR 使用するカレンダー・システム。

NLS_CREDIT 正の通貨値を示す文字列。

NLS_CURRENCY 各国通貨記号。

NLS_DATE_FORMAT 日付に使用されるデフォルトの書式マスク。

NLS_DATE_LANGUAGE 日付に使用されるデフォルト言語。

NLS_DEBIT 負の通貨値を示す文字列。

NLS_ISO_CURRENCY ISO通貨記号。

NLS_LANG Oracle9iAS Reports Servicesが使用する言語設定。この
環境変数とその有効値の詳細は、第 12章「NLSと双方
向サポート」を参照してください。

NLS_LIST_SEPARATOR リスト内の項目を区切るための文字。

NLS_MONETARY_CHARACTERS 通貨値用の小数点文字と 3桁区切り。

NLS_NUMERIC_CHARACTERS 数値用の小数点文字とグループ・セパレータ。

NLS_SORT 文字データに使用されるソートのタイプ。

REPORTS_COOKIE_EXPIRE (rwcgiのみ）Cookieの期限を分単位で決定します。デ
フォルト値は 30です。

Cookieは、保護された Oracle9iAS Reports Serverに
ユーザーがログインしてレポート要求を実行する際に、
暗号化されたユーザー名とパスワードをクライアント側
に保存します。ユーザーがログインに成功すると、ユー
ザーのブラウザに暗号化された Cookieが送られます。
Cookieが期限切れになった場合、ユーザーはその後の要
求を実行するために再度認証を受ける必要があります。

REPORTS_DB_AUTH (rwcgiのみ）データベースにログインするためのデー
タベース認証テンプレートを指定します。デフォルト値
は dbauth.htmです。

REPORTS_ENCRYPTION_KEY (rwcgiのみ）Cookie用にユーザー名とパスワードを暗
号化する際に使用される暗号化キーを指定します。暗号
化キーには任意の文字列を設定できます。デフォルト値
は reports9.0です。
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REPORTS_CGIDIAGBODYTAGS (rwcgiのみ）Oracle9iAS Reports CGIに使用します。
RWCGIの診断およびデバッグ出力に <BODY...>タグと
して挿入される HTMLタグを指定します。たとえば、
この環境変数を使用して、テキストと背景色または背景
イメージを設定できます。

Reports CGIは、下位互換性を確保するためにのみ維持
されています。

REPORTS_CGIDIAGHEADTAGS (rwcgiのみ）Oracle9iAS Reports CGIに使用します。
RWCGIの診断およびデバッグ出力の中で、
<HEAD>...</HEAD>タグの間に挿入される HTMLタ
グを指定します。たとえば、この環境変数を使用して
<TITLE>または <META>タグを設定できます。

Reports CGIは、下位互換性を確保するためにのみ維持
されています。

REPORTS_CGIHELP (rwcgiのみ）Oracle9iAS Reports CGIに使用します。
RWCGIが次に示す空の要求で起動された場合に表示さ
れる RWCGIヘルプ・ファイルの URLおよび URIを定
義します。

http://<your_webserver>/RWCGI90?

たとえば、これを http://www.yahoo.comに設定す
るとその URLに移動し、myhelpfile.htmに設定する
と次のファイルが表示されます。

 http://<your_webserver>/myhelpfile.htm

このパラメータが未定義の場合、デフォルトのヘルプ画
面が表示されます。

Reports CGIは、下位互換性を確保するためにのみ維持
されています。

REPORTS_CGIMAP (rwcgiのみ）Oracle9iAS Reports CGIに使用します。
マップ・ファイル構成を使用する場合に、RWCGIマッ
プ・ファイルの完全修飾ファイル名および位置を定義し
ます。次に例を示します。

ORACLE_HOME¥reports¥conf¥cgicmd.dat

Reports CGIは、下位互換性を確保するためにのみ維持
されています。

表表表表 B-1 Oracle9iAS Reports Servicesに関連する環境変数に関連する環境変数に関連する環境変数に関連する環境変数（続き）（続き）（続き）（続き）

変数変数変数変数 説明説明説明説明
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REPORTS_CGINODIAG (rwcgiのみ）YESまたは NOに設定します。
Oracle9iAS Reports CGIに使用します。これを定義する
と、ヘルプやショーマップといった、RWCGIからのデ
バッグおよび診断の出力がすべて無効になります。

たとえば、REPORTS_CGINODIAGが定義されている
と、次の要求が機能しなくなります。

http://<your_webserver>/rwcgi/help?

Reports CGIは、下位互換性を確保するためにのみ維持
されています。

REPORTS_PATH Reportsのコンポーネントが必要なファイルを自動的に
検索するディレクトリを指定します。複数のディレクト
リは、プラットフォームに応じてセミコロンまたはコロ
ンで区切ります。

Reports Server構成ファイル（<server_name>.conf）
に含まれる engine要素の sourceDir属性にパスを指定す
ると、その値でここに設定した値が上書きされます。

REPORTS_SERVER (rwcgiのみ）デフォルトの Oracle9iAS Reports Server
を指定します。

この環境変数が設定されているときは、デフォルト・
サーバーでレポート要求を処理する場合に、その要求で
SERVERコマンドライン引数を省略できます。反対に、
SERVERコマンドライン引数を指定することで、この環
境変数に指定したデフォルト値を無効にできます。

REPORTS_SSLPORT (rwcgiのみ）SSLを使用する場合に 443以外のポート
番号を使うときは、この変数を使用して別のポート番号
を指定できます。デフォルト値は 443です。

REPORTS_SYS_AUTH (rwcgiのみ）アクセスが制限されている Oracle9iAS 
Reports Serverに対してユーザーがレポート要求を実行
するときに、ユーザー名とパスワードを要求するダイア
ログを表示するための認証テンプレートを指定します。

REPORTS_TMP Reportsの開発関連およびサーバー関連一時ファイルを
自動的（かつ一時的）に保存する一時ディレクトリを指
定します。

RW Oracleホームにおけるレポート固有のディレクトリを指
定します。次に例を示します。

Windows: RW=d:¥%ORACLE_HOME%¥reports

UNIX: RW=$ORACLE_HOME/reports

表表表表 B-1 Oracle9iAS Reports Servicesに関連する環境変数に関連する環境変数に関連する環境変数に関連する環境変数（続き）（続き）（続き）（続き）

変数変数変数変数 説明説明説明説明
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USER_NLS_LANG Oracle9iAS Reports Runtimeコンポーネントの言語。こ
の環境変数とその有効値の詳細は、第 12章「NLSと双
方向サポート」を参照してください。

表表表表 B-1 Oracle9iAS Reports Servicesに関連する環境変数に関連する環境変数に関連する環境変数に関連する環境変数（続き）（続き）（続き）（続き）

変数変数変数変数 説明説明説明説明
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Oracle9iAS Portalへのレポートのバッチ
C

Oracle9iAS Portalへのレポートのバッチ登録へのレポートのバッチ登録へのレポートのバッチ登録へのレポートのバッチ登録

Oracle9iAS Portalに多数のレポートを登録する場合は、Oracle9iAS Portalユーザー・インタ
フェースで個別に登録するのではなく、バッチ・スクリプトを使用してまとめて登録できま
す。同様に、多数のレポートを登録解除する場合にも、バッチ・スクリプトを使用すれば効
率的です。

� レポート定義ファイルのバッチ登録

� レポート・パッケージのバッチ削除

� PL/SQLバッチ登録ファンクション
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レポート定義ファイルのバッチ登録
C.1 レポート定義ファイルのバッチ登録レポート定義ファイルのバッチ登録レポート定義ファイルのバッチ登録レポート定義ファイルのバッチ登録
Oracle9iAS Portalでレポートをバッチ登録するには、次の手順を実行します。

1. RWCONVERTERの実行による SQLスクリプトの生成

2. SQL*Plusでのスクリプトの実行

C.1.1 RWCONVERTERの実行によるの実行によるの実行によるの実行による SQLスクリプトの生成スクリプトの生成スクリプトの生成スクリプトの生成
SQL*Plusで実行可能なレポート登録用 SQLスクリプトを生成する手順は、次のとおりです。

1. オペレーティング・システム・プロンプト（DOSまたは UNIX）から、
RWCONVERTERコマンドをキーワードとともに入力して、レポート定義ファイルを
バッチ登録します。RWCONVERTERキーワードの詳細は、付録 A「コマンドライン引
数」を参照してください。

次に、Microsoft Windowsでの RWCONVERTERコマンドラインの例を示します。

rwconverter.exe dtype="register" stype="rdffile"
source="(security.rdf,earnings.rdf,acc_pay.rdf)" dest="(output.sql)"
p_owner="Oracle9iAS Portal" p_servers="(repserver,acct_server)"
p_description="restricted report" p_privilege="(SCOTT,JABERS,ACCT)"
p_availability="production" p_types="(Cache,printer)"
p_formats="(HTMLCSS,PDF)" p_printers="(sales_printer,acct_printer)"
p_pformTemplate="public.finance_template"
p_trigger="Is begin IF UPPER(DESTYPE) = ''PRINTER'' AND
EMPNAME = ''SMITH'' THEN RETURN(TRUE); ELSE RETURN(FALSE); END IF; end;"

前述のコマンドラインを指定すると、output.sqlという名前で、次の内容を含む SQLス
クリプト・ファイルが生成されます。

SET SERVEROUTPUT ON

VAR STATUS NUMBER;

EXEC :STATUS := RWWWVREG.REGISTER_REPORT (P_NAME=>'Security',
P_OWNER=>'Oracle9iAS Portal', P_SERVERS=>'repserver,acct_server',
P_FILENAME=>'security.rdf', P_DESCRIPTION=>'restricted report',
P_PRIVILEGE=>'SCOTT,JABERS,ACCT', P_AVAILABILITY=>'production’

注意注意注意注意 : 必要なロード関数を持つスクリプト・ファイルを作成するには、
DTYPE、STYPE、SOURCEおよび DEST引数を指定します。Oracle9iAS 
Portalで機能パッケージを作成するには、スクリプト・ファイルの作成に
使用した引数に加え、P_SERVERS、P_PRIVILEGE、P_TYPES、P_
FORMATSを指定する必要があります。
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P_TYPES=>'Cache,printer', P_FORMATS=>'HTMLCSS,PDF)',
P_PRINTERS=>'sales_printer,acct_printer
P_PFORMTEMPLATE=>'public.finance_template' P_PARAMETERS=>'(P_LASTNAME)
(P_SSN)', P_TRIGGER=>'Is begin IF UPPER(DESTYPE) = ''PRINTER'' AND
EMPNAME = ''SMITH''THEN RETURN(TRUE); ELSE RETURN(FALSE); END IF; end;');

EXEC :STATUS := RWWWVREG.REGISTER_REPORT (P_NAME=>'Earnings',
P_OWNER=>'Oracle9iAS Portal', P_SERVERS=>'repserver,acct_server',
P_FILENAME=>'earnings.rdf', P_DESCRIPTION=>'restricted report',
P_PRIVILEGE=>'SCOTT,JABERS,ACCT', P_AVAILABILITY=>'production’
P_TYPES=>'Cache,printer)', P_FORMATS=>'HTMLCSS,PDF)',
P_PRINTERS=>'sales_printer,acct_printer',
P_PFORMTEMPLATE=>'public.finance_template',
P_TRIGGER='Is begin IF UPPER(DESTYPE) = ''PRINTER'' AND EMPNAME = ''JABERS''
THEN RETURN(TRUE); ELSE RETURN(FALSE); END IF; end;');

EXEC :STATUS := RWWWVREG.REGISTER_REPORT (P_NAME=>'Acc_pay',
P_OWNER=>'Oracle9iAS Portal', P_SERVERS=>'repserver,acct_server',
P_FILENAME=>'acc_pay.rdf', P_DESCRIPTION=>'restricted report',
P_PRIVILEGE=>'SCOTT,JABERS,ACCT', P_AVAILABILITY=>'production'
P_TYPES=>'Cache,printer', P_FORMATS=>'HTMLCSS,PDF',
p_printers=>'sales_printer,acct_printer',
P_PFORMTEMPLATE=>'public.finance_template'
P_TRIGGER=>'Is begin IF UPPER(DESTYPE) = ''PRINTER'' AND
EMPNAME = ''JABERS''THEN RETURN(TRUE); ELSE RETURN(FALSE); END IF; end;');

この SQLスクリプト・ファイルの内容の詳細は、「PL/SQLバッチ登録ファンクショ
ン」を参照してください。

2. reports.logファイルで、変換処理中に発生したエラーがないかどうかを確認します。こ
のファイルは通常、現在作業中のディレクトリに作成されます。reports.logファイルが
生成されなかった場合、RWCONVERTERで発生したエラーがないことを示します。

3. ここで、システム・パラメータおよびユーザー・パラメータの値を必要に応じて編集で
きます。たとえば、前述のサンプル・スクリプトで最初の RWWWVREGファンクショ
ンにより、P_PARAMETERSという追加パラメータが生成されました。この処理が行わ
れた理由は、security.rdfファイルに、P_LASTNAMEと P_SSNという 2つのユーザー
定義パラメータが次のように記述されているためです。

P_PARAMETERS=>'(P_LASTNAME)(P_SSN)',

この場合、デフォルト、下限、上限の各値をオプションで定義したり、各ユーザー・パ
ラメータの値リストを定義して、実行時にユーザーが入力できる値を制限できます。同
様に、システム・パラメータを制限する場合には（たとえば、COPIESを使用してユー
ザーが作成できるコピーの数を制限する場合）、P_PARAMETERSパラメータを使用し
ます。編集後の P_PARAMETERSキーワードは、次のようになります。

P_PARAMETERS=>'(P_LASTNAME, LOV=LASTNAME_LOV)(P_SSN)
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(COPIES, DEFAULT=1,LOW=1,HIGH=2)'

この修正後のコード・セグメントでは、レポートは次のように制限されます。

� P_LASTNAMEユーザー・パラメータは、LASTNAME_LOV値リストに含まれる
値に制限されます。

� P_SSNにユーザーが指定する値が、P_LASTNAME値の評価に必要です。

� COPIESシステム・パラメータのデフォルト値は 1、また印刷部数は 1か 2である必
要があります。

4. output.sqlファイルを保存してクローズします。

C.1.2 SQL*Plusでのスクリプトの実行でのスクリプトの実行でのスクリプトの実行でのスクリプトの実行
レポートを Oracle9iAS Portalに実際に登録するには、RWCONVERTERにより生成したス
クリプトを実行する必要があります。

1. SQL*Plusを開始し、パッケージ・プロシージャを所有させる Oracle9iAS Portalスキー
マにログインします。

2. SQL*Plusコマンド・プロンプトから、RWCONVERTERで作成したスクリプトを実行
します。

@ output.sql

このスクリプトは、スクリプトに示された各レポートについて、指定されたパラメータ
を使用して Oracle9iAS Portalでパッケージを実行および作成します。

3. RW_ADMINISTRATOR権限を持つユーザーとしてOracle9iAS Portalにログインします。

4. 「企業ドキュメント」タブをクリックします。

5. 「ビルダー」をクリックします。

6. 「管理」タブをクリックします。

7. 「Oracle Reports Security」ポートレットで、「Oracle Reports Securityの設定」をクリッ
クします。

8. 「レポート定義ファイル・アクセス」ポートレットで、SQLスクリプトでバッチ登録し
たいずれかのレポートの P_NAMEを入力します。

9. 「編集」をクリックします。「コンポーネントの管理」ページが表示されます。

10. ページ下部の「編集」をクリックして、レポートのパラメータを編集します。

11. パラメータを必要に応じて編集します。

12.「OK」をクリックします。

13.「閉じる」をクリックします。
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14. スクリプトでバッチ登録したレポートごとにステップ 8～ 13を繰り返します。

C.2 レポート・パッケージのバッチ削除レポート・パッケージのバッチ削除レポート・パッケージのバッチ削除レポート・パッケージのバッチ削除
Oracle9iAS Portalから多数のレポートをバッチ削除する手順は、次のとおりです。

1. テキスト・エディタで、削除するレポート定義ファイル・パッケージごとに、1つの
RWWWVREG.DEREGISTER_REPORTファンクション・コールを含む SQLスクリプ
ト・ファイル（例： rmv_rdfs.sql）を作成します。次に例を示します。

VAR STATUS NUMBER;
EXEC :STATUS := RWWWVREG.DEREGISTER_REPORT (P_NAME=>'Security');
EXEC :STATUS := RWWWVREG.DEREGISTER_REPORT (P_NAME=>'Earnings');
EXEC :STATUS := RWWWVREG.DEREGISTER_REPORT (P_NAME=>'Acc_pay');

2. SQL*Plusを開始し、レポートのパッケージ・プロシージャを所有する Oracle9iAS 
Portalスキーマにログインします。

3. SQL*Plusコマンド・プロンプトから、最初のステップで作成したスクリプトを実行し
ます。

@ rmv_rdfs.sql

このスクリプトは、スクリプトに示された各レポートについて、Oracle9iAS Portalから
パッケージを削除します。

C.3 PL/SQLバッチ登録ファンクションバッチ登録ファンクションバッチ登録ファンクションバッチ登録ファンクション
レポートを Oracle9iASにバッチ登録する目的で RWCONVERTERによって生成された SQL
スクリプトは、主に rwwwvreg.register_reportファンクションへのコールで構成されていま
す。rwwwvreg.register_reportの構文を次に示します。

Function Rwwwvreg.register_report(
  p_owner varchar2,
  p_name varchar2,
  p_servers varchar2,

注意注意注意注意 : P_NAMEは、Oracle9iAS Portalから削除するレポート定義ファイ
ル・パッケージの名前です。

注意注意注意注意 : このプロシージャを実行しても、レポート定義ファイルはファイ
ル・システムから削除されません。レポートが登録解除され、Oracle9iAS 
Portalから利用できなくなるだけです。レポート定義ファイルを削除する
には、ユーザーがファイル・システムから削除する必要があります。
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  p_filename varchar2,
  p_description varchar2,
  p_privileges varchar2,
  p_availability varchar2,
  p_types varchar2,
  p_formats varchar2,
  p_printers varchar2,
  p_pdformTemplate varchar2,
  p_parameters varchar2,
  p_trigger varchar2)
  return number;
    --  =0 : succeeded;
    --  !=0 : failed;

次の表に、rwwwvreg.register_reportが取得するパラメータを示します。

表表表表 C-1 rwwwvreg.register_reportのパラメータのパラメータのパラメータのパラメータ

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

P_OWNER スキーマの所有者。デフォルトは、SQL*PLUSスクリプト開始時
にログインする現在の Oracle9iAS Portalスキーマです。

次に例を示します。

P_OWNER=>'Oracle9iAS Portal'

P_NAME Oracle9iAS Portalでのレポートの識別に使用される名前。

P_NAMEは、「レポート定義ファイルのアクセス権限を作成」
ウィザードの「名前」フィールドに対応しています。

次に例を示します。

P_NAME=>'Earnings'

P_SERVERS P_FILENAMEパラメータで定義されたレポート定義ファイルがア
クセス権を持つ Reports Serversの名前。Reports Serversのリス
トはカンマで区切ります。

P_FILENAMEは、「レポート定義ファイルのアクセス権限を作成」
ウィザードおよび「Edit Report Definition File」ページの
「Reportsサーバー」フィールドに対応しています。

次に例を示します。

P_SERVERS=>'repserver,acct'

注意注意注意注意 : P_SERVERSで示す Reports Serverは、事前に Oracle9iAS 
Portalに登録されている必要があります。詳細は、第 5章「ユー
ザー・アクセスの制御」を参照してください。
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P_FILENAME 登録するレポート定義ファイルの名前。

P_FILENAMEは、「レポート定義ファイルのアクセス権限を作成」
ウィザードおよび「Edit Report Definition File」ページの「Oracle 
Reportsファイル名」に対応しています。

次に例を示します。

P_FILENAME=>'earnings.rdf'

P_DESCRIPTION レポートの説明。

P_DESCRIPTIONは、「レポート定義ファイルのアクセス権限を
作成」ウィザードおよび「Edit Report Definition File」ページの
「説明」フィールドに対応しています。

次に例を示します。

P_DESCRIPTION=>'restricted report'

P_PRIVILEGE P_FILENAMEで定義されたレポート定義ファイルの実行に必要な
権限を持つユーザーまたはロール。このリストはカンマで区切り
ます。

P_PRIVILEGEは、「コンポーネントの管理」ページの「アクセス」
タブの、レポートに対する「ユーザー /ロール」リストに対応し
ています。「ユーザー /ロール」リストを表示するには、「Inherit 
Privileges from Portal DB Provider」のチェックを外す必要があり
ます。

次に例を示します。

P_PRIVILEGE=>'SCOTT,JABERS,PORTAL90'

P_AVAILABILITY P_FILENAMEパラメータで定義されたレポート定義ファイルがい
つ処理できるようになるかを決定する使用可能日カレンダの名前。

P_AVAILABILITYは、「レポート定義ファイルのアクセス権限を
作成」ウィザードおよび「Edit Report Definition File」ページの
「使用可能日カレンダ名」フィールドに対応しています。

次に例を示します。

P_AVAILABILITY=>'production'

注意注意注意注意 : 使用可能日カレンダは、事前に Oracle9iAS Portalに登録さ
れている必要があります。使用可能日カレンダの作成の詳細は、
第 5章「ユーザー・アクセスの制御」を参照してください。

表表表表 C-1 rwwwvreg.register_reportのパラメータのパラメータのパラメータのパラメータ（続き）（続き）（続き）（続き）

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明
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P_TYPES P_FILENAMEパラメータで定義されたレポート定義ファイルを送
信できる宛先タイプ（キャッシュ、プリンタなど）。このリストは
カンマで区切ります。

P_TYPESは、「レポート定義ファイルのアクセス権限を作成」
ウィザードおよび「Edit Report Definition File」ページの「タイ
プ」複数選択ボックスに対応しています。

次に例を示します。

P_TYPES=>'CACHE,printer'

P_FORMATS P_FILENAMEパラメータで定義されたレポート定義ファイルを送
信できる宛先フォーマット（HTML、PDFなど）。このリストは
カンマで区切ります。

P_FORMATSは、「レポート定義ファイルのアクセス権限を作成」
ウィザードおよび「Edit Report Definition File」ページの「書式」
複数選択ボックスに対応しています。

次に例を示します。

P_FORMATS=>'HTMLCSS,PDF'

P_PRINTERS P_FILENAMEパラメータで定義されたレポート定義ファイルを印
刷できるプリンタ。このリストはカンマで区切ります。

P_PRINTERSは、「レポート定義ファイルのアクセス権限を作成」
ウィザードおよび「Edit Report Definition File」ページの「プリ
ンタ」複数選択ボックスに対応しています。

次に例を示します。

P_PRINTERS=>'sales_printer,acct_printer'

注意注意注意注意 : P_PRINTERSで示すプリンタは、事前に Oracle9iAS Portal
に登録されている必要があります。詳細は、第 5章「ユーザー・
アクセスの制御」を参照してください。

P_PFORMTEMPLATE ランタイム・パラメータ・フォームのページ・スタイルを決定す
るパラメータ・フォーム・テンプレート。

P_PFORMTEMPLATEは、「レポート定義ファイルのアクセス権
限を作成」ウィザードおよび「Edit Report Definition File」ペー
ジの「パラメータ・フォーム・テンプレート」フィールドに対応
しています。

次に例を示します。

P_PFORMTEMPLATE=>'public.finance_template'

表表表表 C-1 rwwwvreg.register_reportのパラメータのパラメータのパラメータのパラメータ（続き）（続き）（続き）（続き）

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明
C-8 Oracle9iAS Reports Services レポートWeb公開ガイド



PL/SQLバッチ登録ファンクション
P_PARAMETERS ユーザー・パラメータおよびシステム・パラメータのデフォルト
値、上限値および下限値、あるいは値リストの名前。

注意注意注意注意 : P_PARAMETERSパラメータには対応する
RWCONVERTER引数がありません。このため、ユーザー・パラ
メータの値、範囲、または値リストをバッチ・インポートする場
合には、RWCONVERTEによって生成された SQLスクリプトを
手動で編集する必要があります。

P_PARAMETERSは、「レポート定義ファイルのアクセス権限を
作成」ウィザードおよび「Edit Report Definition File」ページの
「（パラメータの）名前」、「LOV」、「下限」および「上限」フィー
ルドに対応しています。

デフォルトは、指定されたパラメータのランタイム・パラメー
タ・フォームに設定されている値に対応しています。

次に例を示します。

P_PARAMETERS=>'(P_LASTNAME, LOV=LASTNAME_LOV)
(P_SSN)(COPIES, DEFAULT=1,LOW=1,HIGH=2)'

各項目の内容は次のとおりです。

P_LASTNAME、P_SSNおよび COPIESは、パラメータ名です。

LOVは、値リスト名です。

DEFAULTは、デフォルト値です。

LOWは、値範囲の下限です。

HIGHは、値範囲の上限です。

P_TRIGGER PL/SQLで記述された有効化トリガーで、ブール文（TRUE（成
功した場合）または FALSE（失敗した場合））を返します。

P_TRIGGERは、「レポート定義ファイルのアクセス権限を作成」
ウィザードおよび「Edit Report Definition File」ページのテキス
ト・ボックスに対応しています。

次に例を示します。

P_TRIGGER=>'Is begin
IF UPPER(DESTYPE) = ''PRINTER'' AND
  EMPNAME = ''SMITH''
THEN
  RETURN(TRUE);
ELSE
  RETURN(FALSE);
END IF;
end;'

表表表表 C-1 rwwwvreg.register_reportのパラメータのパラメータのパラメータのパラメータ（続き）（続き）（続き）（続き）

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明
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